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Ⅰ 水質検査精度管理の背景 

 

 水道法第 4 条による水道水の水質基準は、その時々の科学的知見の集積に基づき改正

が行われてきた。平成 4 年の水質基準の制定の際には、基準項目が拡大されるとともに､

水質基準を補完するための監視項目等が示され、多くの化学物質について注意が払われ

るようになった。 

 また、『水道水質管理計画の策定』（平成 4 年 12 月厚生省生活衛生局水道環境部長通

知）により、都道府県は、水質管理計画の策定を求められ、精度管理については、この

管理計画の中で、様々な種類の微量化学物質の検査に対応できるよう、関係水質検査機

関内や検査機関相互間での実施に係る計画を盛込むこととされた。 

 これを受けて、本県では平成 5 年 11 月に『千葉県水道水質管理計画』を策定し、その

円滑な実施を図るために、平成 6 年 3 月に『千葉県水道水質管理連絡協議会』を発足さ

せた。 

 この協議会は、水質検査、水質監視に係る様々な問題についての検討と相互の情報交

換を行うことを目的としており、目的を達成するために必要に応じて委員会を置くこと

ができると規定されている。この規定のもと、水質検査精度の向上を図ることを目的と

して、平成 7 年 7 月に『水質検査精度管理委員会』が発足した。 

 一方、平成 4 年の水質基準の大幅な改正から約 10 年が経過し、社会的、科学的状況を

踏まえ、水道水質基準項目の見直し及び検査方法等の改正等が行われ、50 項目を水質基

準とした水質基準に関する省令(平成 15 年厚生労働省令第 101 号)が平成 16 年 4 月から

施行された。 

 この水質基準改正では、従来の一括改正方式から、最新の科学的知見に従い基準を改

正する逐次改正方式に改められた。その後、平成 20 年 4 月の塩素酸の追加、平成 21 年

4 月の 1,1－ジクロロエチレンの削除及びシス-1,2-ジクロロエチレンをシス-1,2-ジク

ロロエチレン及びトランス-1,2-ジクロロエチレンに改める改正、平成 26 年 4 月の亜硝

酸態窒素の追加を経て、現在は 51 項目について水質基準が設定されている。 

 また、平成 16 年 3 月から水質検査を受託できる者が厚生労働大臣による指定制から登

録制に改正され、平成 27 年 9 月末現在、県内に検査所を有する大臣登録の水質検査機関

は 8 機関となった。 

 本委員会においては、年度毎に精度管理を行う水質検査項目を決定し、衛生研究所を

主体に水道事業者、大臣登録の検査機関等の参加のもとに特定共通試料に係る検査を実

施し、その検査結果により、各検査機関における機関差や誤差要因の解析等の評価を行

い、水質検査精度の向上を図っている。 

 平成 27 年度は、第 1 回目に臭素酸を、第 2 回目にトリクロロ酢酸を対象に外部精度管

理を実施した。 
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Ⅱ 第 1 回外部精度管理 

 

１ 実施の概要 

（１） 実施項目 

臭素酸 

 

（２） 参加機関 

31 機関 
なお、参加機関の内訳は、水道事業者等の水質検査機関 8 機関、地方公共団体の機関 1

機関、登録水質検査機関 22 機関であった。 

 
（３） 配付試料 

水質基準値（10μg/L）の 30%程度（3μg/L）の精度を確認することを目的として試料濃度

を設定した。超純水に臭素酸イオン標準原液を添加して 3μg/L となるよう調製したものを試

料とした。平成 27 年 7 月 6 日に調製後、分注・梱包し冷蔵室（4℃）に保存した。以下調

製試料について示した。 
 

ア 標準品 
「臭素酸イオン標準原液」1000mg/L 
（関東化学株式会社製  Lot No.703H9515 保証期限 2017 年 3 月末） 
 

  イ 試料調製用超純水 
千葉県衛生研究所（以下「当所」という。）で製造した超純水を使用した。なお、この超

純水中に妨害物質が含まれていないことを事前に確認した。 
 （超純水製造装置：Millipore 社製 Milli-Q® Advantage A10®） 

 
ウ 試料の調製 

臭素酸イオン標準原液 1mL を 500mL メスフラスコに採り、超純水で定容の上、転倒混和

し、臭素酸中間標準液(2mg/L)を調製した。超純水を 5L メスフラスコに受け、ここに臭素酸

中間標準液を 7.5mL 添加し、定容の上、転倒混和し、30L ポリタンクに注いだ。この操作を3
回繰り返し、計 15L の試料を調製した。 

 
エ 配付試料の梱包及び配付方法 

「100mL ポリエチレン瓶」（満水時の容量は約 125mL）70 本に試料を注ぎ満水にし、蓋を閉

めた後パラフィルムで巻いた。これをファスナー付きビニール袋（ラミジップスタンドタイプ）

に入れた後、クッション付封筒に入れ、ガムテープで封をし、冷蔵室（4℃）で保存した。翌日、

配送業者に 26 機関分の配付試料の冷蔵配送を依頼した。5 機関に対しては当所で直接試料を配

付した。 
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オ 配付試料の容器間の均一性及び保存期間中の経時変化 
配付試料の容器間の均一性を確認するために、調製した試料から無作為に 5 本の試料を

抜き取り、調製日当日（0 日目）に「水質基準に関する省令の規定に基づき厚生労働大臣

が定める方法」（平成 15 年厚生労働省告示第 261 号）（以下「告示法」という。）の別表第

18「イオンクロマトグラフ―ポストカラム吸光光度法」に従って測定した。 
次に配付試料の保存期間中の経時変化を確認するために、「平成 27 年度第 1 回水質検査

外部精度管理実施要領」（以下「実施要領」という。）に基づいて調製した試料を保存し、

調製日当日（0 日目）、2 日目、7 日目、10 日目及び 16 日目に各日 5 本ずつ測定した。な

お、試料調製後 2 日目は、実施要領において参加機関に示した「試料採取日」、16 日目は、

告示法で示されている試験実施期限の「2 週間目」に該当する。 
これらの結果を、配付試料の容器間の均一性及び保存期間中の経時変化として表 1 に示

した。臭素酸の濃度の平均値は 3.019μg/L であり、変動係数は 2.94%であった。このこと

から、配付した試料は、均一性が確認され、保存による影響並びに調製に用いた機材及び

容器などによる影響を受けないと判断した。 
 

表 1 配付試料の容器間の均一性及び保存期間中の経時変化 
 容器別測定値 (μg/L) 平均値 

(μg/L) 
標準偏差 

(μg/L) 
変動係数 

(%) 1 2 3 4 5 
0 日目 3.07 2.97 3.08 3.11 3.18 3.082 0.0760 2.46 

2 日目 3.03 3.09 3.14 3.08 3.03 3.074 0.0462 1.50 

7 日目 2.88 2.89 2.93 2.97 2.97 2.928 0.0427 1.46 

10 日目 3.03 2.86 2.97 2.93 2.92 2.942 0.0630 2.14 

16 日目 3.00 3.07 3.12 3.01 3.14 3.068 0.0630 2.05 

平均（n=25）      3.019 

 
0.0887 2.94 

 
 
（４） 実施期間 

ア 試料発送年月日 
平成 27 年 7 月 7 日（火） 
 

イ 報告書等の提出期限 
電子ファイル：平成 27 年 7 月 22 日（水）午後 11 時 59 分 
書類（紙）：平成 27 年 7 月 22 日（水）消印有効 

 
（５） 実施方法 

参加機関は、実施要領に従い各機関の検査実施標準作業書（以下「SOP」という。）によ

り試験し、試験結果報告書及び関係書類を当所に提出することとした。なお、その報告値に

ついては統計処理の都合上、有効数字を 3 桁とした。 
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（６） 評価基準 
参加機関の平均値を用いて、危険率 5%で Grubbs の棄却検定を行い、棄却された機関を

除き Z スコアーを求め評価した。 
以下の評価基準ア、イのいずれかに当てはまる場合、検査精度が良好でないと評価した。

ア Z スコアーの絶対値が 3 以上かつ誤差率が±10%を超えた場合 
イ 報告値の変動係数が 10%を超えた場合 

 
２ 実施結果及び評価 
（１） 報告データ数及び試験方法 

参加機関数が 31 であったため、データ数は 31 であった。試験方法は、全参加機関が告示

法別表第 18「イオンクロマトグラフ―ポストカラム吸光光度法」に従って実施していた。 
 

（２） 実施結果 
全ての参加機関31機関からの報告値を用いて危険率 5%でGrubbsの棄却検定を行った結

果、1 機関が棄却された。この 1 機関を除いた後、機関の平均値の昇順（小→大）で No.00
から 29 までの昇順番号を付け、以降、当該昇順番号を機関番号としてデータ集計を行った。

参加機関における配付試料の報告値を表 2－1 に示した。ただし、機関番号 06 は、一部報

告値について有効数字 2 桁での記載があったが、有効数字 3 桁目を 0 とみなして統計処理を

行った。 
また、棄却された機関については、機関番号30とし配付試料の報告値を表2－2に示した。

なお、棄却された機関に対しては、精度管理実施後の対応状況についてアンケート調査を

行った。 
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表 2－1 参加機関（棄却された機関を除く）における配付試料 1）の報告値 
機関 
番号 2） 

5回測定の結果(μg/L) 平均値 
(μg/L) 

標準偏差 
(μg/L) 

変動係数 
(%) 

Zスコアー
3) 

誤差率 4） 
(%) 1 2 3 4 5 

00 2.76  2.69  2.64  2.64  2.74  2.694  0.0555  2.06  -4.7  -10.4  

01 2.75  2.74  2.81  2.82  2.71  2.766  0.0472  1.71  -3.6  -8.0  
02 2.88  2.96  2.93  2.87  2.82  2.892  0.0545  1.88  -1.7  -3.9  

03 2.91  2.96  2.90  2.98  2.92  2.934  0.0344  1.17  -1.1  -2.5  

04 2.93  2.79  2.94  2.98  3.05  2.938  0.0952  3.24  -1.0  -2.3  
05 2.92  2.91  2.97  2.94  2.97  2.942  0.0277  0.94  -1.0  -2.2  

065） 2.89  3.0  2.94  2.95  2.94  2.944  0.0391  1.33  -1.0  -2.1  

07 2.84  3.03  2.96  2.96  2.97  2.952  0.0691  2.34  -0.8  -1.9  
08 2.91  2.99  2.94  2.96  2.99  2.958  0.0342  1.16  -0.7  -1.7  

09 3.02  2.94  2.99  3.01  2.93  2.978  0.0409  1.37  -0.4  -1.0  

10 2.98  3.02  2.96  2.99  2.99  2.988  0.0217  0.73  -0.3  -0.7  
11 3.12  3.07  2.87  3.01  2.91  2.996  0.1053  3.51  -0.2  -0.4  

12 3.00  3.01  3.01  2.98  2.98  2.996  0.0152  0.51  -0.2  -0.4  

13 3.00  3.02  2.98  2.96  3.03  2.998  0.0286  0.96  -0.1  -0.3  
14 3.04  3.03  2.97  3.00  3.00  3.008  0.0277  0.92  0.0  0.0  

15 3.08  3.01  2.95  3.00  3.00  3.008  0.0466  1.55  0.0  0.0  

16 3.08  2.94  3.11  2.94  2.97  3.008  0.0811  2.69  0.0  0.0  
17 3.00  3.00  3.01  3.02  3.01  3.008  0.0084  0.28  0.0  0.0  

18 3.00  3.01  3.03  3.01  3.01  3.012  0.0110  0.36  0.1  0.1  

19 3.06  2.99  3.03  2.91  3.07  3.012  0.0650  2.16  0.1  0.1  
20 3.07  2.99  2.97  3.05  3.00  3.016  0.0422  1.40  0.1  0.3  

21 3.07  3.00  3.04  3.05  3.02  3.036  0.0270  0.89  0.4  0.9  

22 3.02  3.06  3.07  3.04  3.04  3.046  0.0195  0.64  0.6  1.3  
23 3.05  3.05  3.07  3.07  3.04  3.056  0.0134  0.44  0.7  1.6  

24 3.05  3.16  3.14  3.09  2.96  3.080  0.0797  2.59  1.1  2.4  

25 3.15  2.99  3.07  3.15  3.05  3.082  0.0687  2.23  1.1  2.5  
26 3.08  3.10  3.12  3.11  3.10  3.102  0.0148  0.48  1.4  3.1  

27 3.09  3.13  3.12  3.10  3.11  3.110  0.0158  0.51  1.5  3.4  

28 3.24  3.26  3.04  2.95  3.12  3.122  0.1316  4.22  1.7  3.8  
29 3.25  3.21  3.19  3.12  3.14  3.182  0.0526  1.65  2.6  5.8  

注1） 配付試料は、超純水に臭素酸イオン標準原液（1000mg/L）を使用し、濃度が 3μg/L となるよう調製したものである。 
注2） 機関番号（棄却された機関を除く）は、配付試料の測定値の平均値を小から大に並び替えたデータ集計用の番号であ

る。 
注3） Z スコアーは中央値から計算した。 
注4） 誤差率は中央値からの誤差で計算した。 
注5） 機関番号 06 は、一部報告値について有効数字 2 桁で記載されたデータがあったが、3 桁目を 0 とみなして統計処理を

行った。 
 
表 2－2 棄却された機関における配付試料 1）の報告値 
機関 
番号 

5回測定の結果(μg/L) 平均値 
(μg/L) 

標準偏差 
(μg/L) 

変動係数 
(%) 1 2 3 4 5 

30 2.46  2.52  2.54  2.55  2.46  2.506  0.0434  1.73  
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（３） 基本統計量及びヒストグラム 
基本統計量を表 3、各機関における報告値の平均値のヒストグラムを図 1 に示した。 
 

表 3 基本統計量 

図 1 各機関における報告値(平均値)のヒストグラム 
 
 
（４） 評価 

ア Z スコアーの絶対値が 3 以上かつ誤差率が±10%を超えた機関 
1 機関が該当した。 

イ 報告値の変動係数が 10%を超えた機関 
該当する機関はなかった。 

したがって、検査精度が良好でないと評価された機関が 1 機関あった。このため、当該 1
機関に精度管理実施後の対応状況についてアンケート調査を行った。 
  

３ データ集計及び解析 
（１） 報告書の提出期限 

報告書の提出について、全 30 機関が期限までに行っていた。 
 
（２） 試験担当者の経験年数 

試験担当者の経験年数別の基本統計量を表 4 に示した。3 年未満群と 3 年以上群で t 検定

を行ったところ、報告値に有意差は認められなかった（有意水準 5%）。 
 

表 4 経験年数別の基本統計量 

経験年数 機関数 平均値 
(μg/L) 分散 標準偏差 

(μg/L) 
変動係数 
（%） 

1 年未満 6 3.026  0.0104  0.102  3.37  

1 年以上 3 年未満 12 3.012  0.00387  0.0622  2.06  

3 年以上 5 年未満 6 2.929  0.0267  0.163  5.58  

5 年以上 10 年未満 6 2.998  0.00133  0.0365  1.22  

 

データ数 30 
最大値 (μg/L) 3.182  

第 3 四分位 (μg/L) 3.044  

中央値 (μg/L)  3.008  

第 1 四分位 (μg/L) 2.954  

最小値 (μg/L) 2.694  

標準偏差 (μg/L) 0.096  

平均値 (μg/L) 2.995  
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（３） 試験実施日時及び試料保存温度 
試料の保存について告示法では、「速やかに試験できない場合は、冷暗所に保存し、2 週

間以内に試験する」と規定されている。 
全 30 機関において、試料採取後から 2 週間以内で試験が実施され、試料は 1～10℃で保

存されていた。 
 

（４） 前処理 
告示法では、「検水（検水に含まれる臭素酸の濃度が 0.02mg/L を超える場合には、0.001

～0.02mg/L となるように精製水を加えて調製したもの）をメンブランフィルターろ過装置

でろ過し、初めのろ液約 10mL を捨て、次のろ液を試験溶液とする」と規定されている。 
メンブランフィルターで配付試料のろ過を行った機関が 29 機関で、ろ過を行っていない

機関が 1 機関（機関番号 18）あった。ろ過を行った 29 機関のうち複数試料まとめてろ過を

行った機関が 11 機関、1 試料ごとにろ過を行った機関が 18 機関あった。なお、1 試料ごと

にろ過を行った全ての機関は、告示法のとおり初めのろ液 10mL を廃棄していた。 
 

（５） 検量線の作成、定量下限値及び妥当性評価 
ア 標準原液及び標準液 

標準原液は、市販標準原液を使用していた機関が 24 機関、臭化カリウムから自己調製し

た機関が 6 機関あった。なお、機関番号 03 は、市販標準使用と回答していたが、臭化カリ

ウムを使用していたため自己調製した機関数に含めた。保証期限については、期限内に使

用していた機関が 28 機関、メーカー保証期限を過ぎて使用していた機関が 1 機関（機関番

号 01）、未記載が 1 機関であった。 
標準液は、告示法では使用の都度調製することが規定されている。全 30 機関で試験開始

日と同日に、中間標準液（告示法の標準液）及び標準液（以下「標準系列」という。）が

調製されていた。 
イ 使用器具 

標準系列調製に使用した器具は、ホールピペットが22機関、マイクロピペットが7機関、

ホールピペットとデジタルマイクロピペットを併用していた機関が 1 機関あった。   
器具別の基本統計量を表 5 に示した。ホールピペット群とマイクロピペット群で t 検定

を行ったところ、報告値に有意差は認められなかった（有意水準 5%）。なお、マイクロピ

ペットについては、使用方法及び校正状況について確認は行っていない。 
 

表 5 標準系列調製に使用した器具別の基本統計量 

器具 機関数 平均値 
(μg/L) 分散 標準偏差 

(μg/L) 
変動係数 

(%) 
ホールピペット 22 2.987 0.00473 0.0688 2.30 

マイクロピペット 7 3.029 0.0264 0.162 5.36 

ホールピペット、デジタ

ルマイクロピペット 
1 2.944 － － － 
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ウ 検量線の濃度範囲及び点数 
検量線の作成について告示法では、臭素酸標準液を段階的にメスフラスコ 4 個以上に採

る（4 点以上の標準系列を調製する）とあり、濃度範囲（臭素酸として 1～20μg/L）を超

えてはならないと規定されている。検量線を標準系列 3 点で作成した機関が 1 機関（機関

番号 26）、4 点が 20 機関、5 点が 6 機関、6 点が 3 機関あった。なお、ブランクは標準系

列の点数に含んでいない。 
さらに、各機関が報告した標準系列の分析結果を基に、当所で検量線を再計算し、傾き、

切片及び寄与率（r2）の情報から検量線へのブランク反映の有無を確認した。その結果、

検量線にブランクを含めていた機関が 8 機関（機関番号 00、04、08、11、14、16、19、
24）あった。 
また、標準系列の濃度範囲が 0.5～20μg/L の機関が 1 機関（機関番号 15）あった。 
機関番号 01 では、検量線濃度を 0.984、1.94、5.09、10.0、15.0、20.0 と回答していた

が、実際は 1、2、5、10、15、20μg/L の標準系列 6 点で検量線を作成しており、検量線か

らの計算値を回答したと考えられた。 
機関番号 05 では、標準系列の濃度範囲が、0.001～0.01μg/L と回答していたが、SOP

には 0.001～0.01mg/L とあり記載間違いと考えられた。  
機関番号 07 では、標準系列 5 点（1、2、5、10、20μg/L）を調製していたが、試料濃度

が低かったことを理由に 20μg/L を除外した 1、2、5、10μg/L の標準系列 4 点で検量線を

作成していた。 
 

エ 定量下限値 
定量下限値の設定を基準値の 10 分の 1 としていた機関が 28 機関、システム再現性試験

から算出している機関が 1 機関、「なし」と回答した機関が 1 機関あった。 
システム再現性試験から算出した機関（機関番号 04）では、0.5μg/L としていた。 
また、「なし」と回答した機関（機関番号 26）では、定量下限値について「本分析機器

は納入からまだ半年と日が浅いため、納入業者による据え付け時のデータから妥当と判断

し、使用している。」と記載されていた。 

 
オ 妥当性評価 

実施済みの機関は 26 機関であった。用いた水の種類については、水道水が 14 機関、精

製水が 9 機関、水道水及び精製水が 3 機関であった。 
試料の添加濃度については、100 分の 1 超 10 分の 1 以下が 17 機関、10 分の 1 超 1 倍

以下が 9 機関であった。 
「水道水質検査方法の妥当性評価ガイドラインについて」（平成 24 年 9 月 6 日付け健

水発 0906 第 1 号）には、妥当性評価の方法として、真度については 5 個以上の添加試料、

精度については試験の繰り返し回数は自由度が 4 以上となるようにすると規定されている。 

機関番号 25 では、真度の評価に用いた試料数 6、併行精度の自由度 3、室内精度の自由

度 2 であり、上記の妥当性評価の方法を満たしていなかった。このため、当該機関におい
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ては真度の評価に用いた試料数、併行精度・室内精度の自由度について再確認する必要が

ある。 

また、未実施の 4機関については早急な実施を期待したい。 

 
（６） 測定機器 

全 30 機関がイオンクロマトグラフと紫外部吸収検出器を使用していた。 
イオンクロマトグラフの使用期間は、1 年未満が 4 機関、1 年以上 3 年未満が 3 機関、3

年以上 5 年未満が 3 機関、5 年以上 10 年未満が 6 機関、10 年以上が 14 機関であった。 
紫外部吸収検出器の使用期間は、1 年未満が 5 機関、1 年以上 3 年未満が 2 機関、3 年以

上 5 年未満が 4 機関、5 年以上 10 年未満が 6 機関、10 年以上が 13 機関であった。 
 

（７） 分離カラム 
告示法では、「内径 2～8mm、長さ 5～25cm のもので、陰イオン交換基を被覆したポリ

マー系充填剤を充填したもの又はこれと同等以上の分離性能を有するもの」と規定されてお

り、全 30 機関において規定を満たしていた。 
 

（８） 測定条件 
ア 溶離液、反応液 1 及び反応液 2 

溶離液は、NaHCO3/Na2CO3混液が 16 機関、Na2CO3溶液が 9 機関、NaHCO3溶液が 4
機関、KOH 溶液が 1 機関であった。 
反応液 1、反応液 2 について告示法では、「分離カラムで分離された液と 2 つの反応試

薬が別々に混合できるもので、反応温度等が対象物質の最適反応条件に設定できるもの」

と規定されているが、臭化カリウム－硫酸溶液と亜硝酸ナトリウム溶液を反応させる順番

については規定されていない。 
全 30 機関で臭化カリウム－硫酸溶液と亜硝酸ナトリウム溶液が使用されていた。臭化カ

リウム－硫酸溶液を反応液 1 としていた機関が 8 機関、反応液 2 としていた機関が 22 機

関あった。 
 
イ 脱気方法 

告示法では、溶離液、反応液 1 及び反応液 2（以下「全 3 液」という）の脱気方法につ

いては規定されていない。 
溶離液については、脱気未実施が 13 機関、減圧脱気が 9 機関、超音波脱気が 5 機関、

減圧脱気＋超音波脱気、その他及び未記載が各 1 機関であった。 
反応液 1 と反応液 2 については、脱気実施が 19 機関、未実施が 9 機関、その他及び未

記載が各 1 機関であった。脱気実施の 19 機関のうち、反応液 1 と反応液 2 で異なる脱気

方法（臭化カリウム－硫酸溶液（超音波脱気）、亜硝酸ナトリウム溶液（減圧脱気））を採

用していた機関が 1 機関、同じ方法を採用していた機関が 18 機関あった。この 18 機関の

内訳は、減圧脱気が 10 機関、超音波脱気が 7 機関、減圧脱気＋超音波脱気が 1 機関であっ

た。 
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HPLC 用脱気装置（デガッサ）を使用した溶液については、全 3 液が 19 機関、2 液が 3
機関（溶離液と亜硝酸ナトリウム溶液が 2 機関、反応液 1 と反応液 2 が 1 機関）、1 液（溶

離液のみ）が 2 機関であった。また、未使用の機関が 4 機関、未記載の機関が 2 機関あっ

た。 
 
ウ 測定波長及びピーク読み取り方法 

告示法では、波長 268nm で、臭素酸のピーク高さ又は面積を求めると規定されている。 
全 30 機関において、測定波長は 268nm であった。ピークの読み取り方法は、高さが 2

機関、面積が 28 機関であった。  
 

（９） 亜塩素酸との分離確認 
告示法では、臭素酸と亜塩素酸の分離確認については規定されていない。 
しかし、分析条件によっては、臭素酸の定量値に影響が出る可能性があるため、当所では

臭素酸と亜塩素酸の分離確認を推奨している。 
今回、混合標準溶液を調製し分離を確認していた機関は 2 機関（機関番号 04、11）あっ

た。分離度まで算出した機関は機関番号 11 だけであり、その値は 2.13 であった。日本薬局

方においてピークの完全分離とは、「分離度 1.5 以上を意味する」とされており、機関番号

11 では完全分離していた。 

なお、平成 17 年度に実施した水質検査外部精度管理では、参加 13 機関中実施していた

機関は 2 機関であった。今後、各機関において分離確認が行われることに期待したい。 
 

（１０）システムの再現性 
日本薬局方の一般試験法（液体クロマトグラフィー）の項に、以下の様なシステムの再現

性の記載がある。「標準溶液あるいはシステム適合性試験溶液を繰返し注入したときの被検

成分のレスポンスのばらつきの程度（精度）が試験目的にかなうレベルにあることを確認す

ることによって、使用するシステムが試験の目的を達成するために必要な性能を備えている

ことを検証する。」 

システムの再現性に関して回答した機関は、22 機関であった。このうち、臭素酸を確認

試料として、試料繰り返し注入 5 回以上であった機関は 18 機関あった。以下にこの 18 機

関の状況について示した。 

直近の確認実施時期は、2014 年が 1 機関、2015 年 1～3 月が 8 機関、2015 年 4～6 月が

5 機関、2015 年 7 月が 4 機関であった。 

確認は、メーカー点検時及び修理後に行われていた。さらに機器更新時、測定担当者変更

時、カラム交換時、内部精度管理時に実施している機関もあった。 

確認試料濃度は、0.5μg/L が 1 機関、1μg/L が 16 機関、5μg/L が 1 機関であった。 

繰り返し注入回数は、5 回が 17 機関、10 回が 1 機関であった。 

判定基準については、相対標準偏差 10％未満が 12 機関、6％未満が 5 機関、「基準なし」

が 1 機関であった。ただし、「基準なし」と回答した当該機関では、0.5μg/L を繰り返し 10
回測定し相対標準偏差 6％未満であることを確認していた。 
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以上、今後の分析の参考とされたい。 
 

４ 棄却された機関及び検査精度が良好でないと評価された機関のアンケート調査結果 
機関番号 30 は、標準液調製時において 1mL ホールピペットの共洗いが不十分であったため

壁面等に標準原液あるいは告示法の標準液（2000μg/L）が付着しており、標準系列（20μg/L）
の調製に影響を及ぼしたことを原因として挙げていた。このため、検量線の傾きが大きくなり、

設定値より低い値で報告したと考察しており、対応策として、SOP の改定を行った。 
このことについて当所では、1mL ホールピペットの使用前後での精製水の残量を化学天秤で

6 回測定した。その結果、採水後の重量が平均 15.23mg 増加していたため、使用後のピペット

壁面には溶液が 15μL 残存すると考えられた。 
ホールピペットの使い回しは、検査結果に直接影響することが考えられるため、事前に器具

を必要量確保し、分析を行うことが重要である。 

機関番号 00 は、検量点のピーク波形処理が自動波形処理のままになっており、実際のピーク

面積値より小さい面積値を使用してしまったため、検量線の傾きが不適切となった。また、SOP
では、検量線に濃度 0 の検量点は含めない設定になっているところ、原点を含む検量線を作成

してしまった。そのことも検量線を不適切としてしまった要因のひとつと考察しており、対応

策としては、①検量線作成時には標準液を測定したクロマトは拡大して確認し、自動波形処理

が適切でない場合は手動で波形処理を行った上で検量線を作成する、②検量点には、原点を含

めないことを厳守するとしていた。 

SOP を正しく理解した上で、分析を行うことが重要である。また、定量下限値付近のピーク

形状を確認するために、クロマトグラムを適切な大きさに拡大して出力できるように予め設定

しておくことが望ましい。 

 

５ 試験上の留意点及び問題点 
参加機関に記載していただいた内容を転載しました。 
機関

番号 
内   容 

01 

・硫酸の取扱 
・試料の測定濃度を検量線濃度範囲内に収める。 
・測定前のウォーミングアップを十分に行う。 

14 

・反応液 1 (1.5M 臭化カリウム+1.0M 硫酸)についてはデガッサを通していないた

め、ベースラインの乱れの原因になりやすく、波形処理が困難になる事があります。 
・使用直前に減圧と超音波を組み合わせた脱気を十分にしていますが、他に有効な

方法があれば伺いたい。 

22 

・毎回の分析ごとに検量線の記録（面積値、傾き、切片）をとっていて、各々の値

に大きな変動がないか毎回確認をすることで日々の分析の精度管理をしている。 
・反応液 2 を調製するとき、硫酸を加えた後に一旦冷やす作業をしている。 
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機関

番号 
内   容 

23 
・臭素酸イオンのピークの直前に次亜塩素酸イオンのピークが検出されることがあ

る為、通常は高さにより定量している。 

28 

・装置安定化のため、2 時間程度送液を行ってから、ベースラインが安定している

ことを確認して測定を行った。 
・工程管理として臭素酸 5μg/L 濃度の標準液を検査試料 10 本に 1 本程度の割合及

び全ての試料の測定終了後に測定し、算定された濃度と調製濃度との差が±10%以

内であることを確認している。 

 
 
６ 精度管理に関する意見 
  今回の精度管理に関するご意見を転載しました。今後の精度管理に反映させるべく検討させ

ていただきます。 
機関

番号 
意   見 コメント 

04 ・報告書の記入例を付けてもらいたいです。 
・記入例を付けることを検討いたしま

す。 

17 
・入力する欄に条件等を書き込みきれず連絡

事項欄に記入することになってしまった。 

・回答書式の改良を検討いたします。 

22 

・臭素酸の測定は、値がさほどばらつかない

と感じました。 
・臭素酸以外のピーク（夾雑ピーク等）が出

なかったため特定しやすかったです。 

・今後の参考にいたします。 

 
 
７ まとめ 

（１）今回の精度管理には、水道事業者等の水質検査機関、地方公共団体の機関及び登録水質検

査機関から合わせて 31 機関の参加があった。各機関からの報告値を用いて危険率 5%で

Grubbs の棄却検定を行ったところ 1 機関が棄却されたため、30 機関についてデータ集計を

行った。また、評価基準である「Z スコアーの絶対値が 3 以上かつ誤差率が±10%を超えた

機関」に該当した機関が 1 機関あったため、当該機関は検査精度が良好でないと評価された。 
（２）試験担当者の経験年数の違いにより報告値に差があるのか統計学的に解析したところ、3

年未満と 3 年以上で比較した場合、有意差は認められなかった。 
（３）前処理において、告示法で規定されている試料のフィルターろ過を行っていない機関が 1

機関あった。また、複数試料まとめてフィルターろ過を行っていた機関が 11 機関あった。 
（４）標準原液について、メーカー保証期限を過ぎていた機関が 1 機関あった。 
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（５）検量線標準系列調製に使用した器具の違いにより報告値に差があるのか統計学的に解析し

たところ、ホールピペットとマイクロピペットで比較した場合、有意差は認められなかった。

なお、マイクロピペットについては、ホールピペットと比べて容量が変化しやすいなどの特

性があるため、使用方法及び校正状況について注意が必要である。 
（６）検量線の作成について告示法では、4 点以上の標準系列を調製すると規定されているが、3

点で検量線を作成した機関が 1 機関あった。 
（７）当所で検量線を再計算した結果、検量線にブランクを反映させていた機関が 8 機関あった。 
（８）妥当性評価の方法として、真度については 5 個以上の添加試料、精度については試験の繰

り返し回数は自由度が 4 以上となるようにすると規定されているが、機関番号 25 では、真度

の評価に用いた試料数 6、併行精度の自由度 3、室内精度の自由度 2 であり、上記の妥当性評

価の方法を満たしていなかった。このため、当該機関においては真度の評価に用いた試料数、

併行精度・室内精度の自由度について再確認する必要がある。 

（９）臭素酸と亜塩素酸の分離確認を実施していた機関が 2 機関あった。 
（１０）今回の精度管理調査において、報告書への記載間違い、記載漏れなどが見受けられた。

複数人でのチェック体制の強化が必要である。 
 

８ 資料  

以下の表の作成に当たっては、参加機関から提出された報告書の内容を記載した。 

表 6 試験実施日時、試料保存温度及び前処理 
表 7 検量線標準液調製 
表 8 検量線濃度範囲、定量下限値、妥当性評価及び精製水 
表 9 測定機器及び測定条件 
表 10 カラム 
表 11 溶離液、反応液 1 及び反応液 2 の脱気及び送液条件 
表 12 器具の洗浄及び溶離液の調製 
表 13 反応液 1 及び反応液 2 の調製 
表 14 棄却された機関及び検査精度が良好でないと評価された機関における精度管理実施

後の対応状況に係るアンケート結果
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(年

) 

前
処
理

(ろ
過

) 

方
法
 

フ
ィ
ル
タ
ー
 

初
め
の
ろ

液
の
廃
棄

量
 (

m
L)

 

バ
イ
ア
ル

瓶
の

 
共
洗
い
の

有
無

 
製
品
名
 

孔
径

 
(μ

m
) 

00
 

7
月

8
日

15
時

00
分

 
7
月

15
日

10
時

00
分

 
7
月

15
日

14
時

09
分

 
5 

3 
1 

試
料

毎
 

AD
VA

N
TE

C 
D

IS
M

IC
-2

5 
0.

2 
10

 
有

 

01
 

7
月

8
日

9
時

43
分

 
7
月

8
日

13
時

30
分

 
7
月

8
日

22
時

32
分

 
7 

4 
1 

試
料

毎
 

デ
ィ
ス
ポ
ー
サ
ー
ブ
ル

 
フ
ィ
ル
タ
ー
ユ
ニ
ッ
ト

 
0.

2 
10

 
有

 

02
 

7
月

8
日

11
時

54
分

 
7
月

16
日

18
時

00
分

 
7
月

17
日

2
時

42
分

 
10

 
1 

1 
試

料
毎

 
TO

RA
ST

 D
is

c S
yr

in
ge

 
Fi

lte
r G

LC
TD

 
-M

CE
25

22
 

0.
22

 
10

 
有

 

03
 

7
月

8
日

10
時

30
分

 
7
月

14
日

17
時

50
分

 
7
月

14
日

22
時

30
分

 
4 

9 
複

数
試

料
分

 
ま

と
め

て
 

M
in

is
ar

t R
C1

5 
0.

2 
10

 
有

 

04
 

7
月

8
日

9
時

00
分

 
7
月

8
日

13
時

00
分

 
7
月

8
日

24
時

00
分

 
4 

0 
1 

試
料

毎
 

G
L
ク
ロ
マ
ト
デ
ィ
ス
ク

 
0.

2 
10

 
有

 

05
 

7
月

8
日

9
時

00
分

 
7
月

8
日

15
時

00
分

 
7
月

8
日

23
時

30
分

 
4 

0 
複

数
試

料
分

 
ま

と
め

て
 

G
L
ク
ロ
マ
ト
デ
ィ
ス
ク

 
0.

2 
10

 
有

 

06
 

7
月

7
日

13
時

00
分

 
7
月

8
日

11
時

00
分

 
7
月

8
日

18
時

00
分

 
5 

0 
複

数
試

料
分

 
ま

と
め

て
 

RE
ST

EK
シ
リ
ン
ジ
フ
ィ
ル

タ
ー

 
0.

45
 

10
 

有
 

07
 

7
月

8
日

11
時

00
分

 
7
月

9
日

9
時

00
分

 
7
月

9
日

22
時

00
分

 
4 

1 
1 

試
料

毎
 

マ
イ
シ
ョ
リ
デ
ィ
ス
ク

 
0.

2 
10

 
有

 

08
 

7
月

8
日

9
時

30
分

 
7
月

10
日

11
時

00
分

 
7
月

10
日

16
時

15
分

 
4 

1 
1 

試
料

毎
 

AD
VA

N
TE

C 
0.

2 
10

 
有

 

09
 

7
月

8
日

12
時

30
分

 
7
月

9
日

13
時

00
分

 
7
月

9
日

17
時

50
分

 
7 

5 
1 

試
料

毎
 

D
IS

M
IC

 
0.

2 
10

 
有

 

10
 

7
月

8
日

10
時

40
分

 
7
月

8
日

13
時

00
分

 
7
月

8
日

15
時

30
分

 
7 

3 
1 

試
料

毎
 

M
in

is
ar

t R
C1

5 
0.

2 
10

 
無

 

11
 

7
月

8
日

9
時

50
分

 
7
月

8
日

17
時

15
分

 
7
月

9
日

10
時

00
分

 
5 

2 
1 

試
料

毎
 

シ
リ
ン
ジ
フ
ィ
ル
タ
ー

 
0.

22
 

10
 

有
 

12
 

7
月

8
日

10
時

30
分

 
7
月

8
日

16
時

00
分

 
7
月

9
日

10
時

00
分

 
6 

1 
1 

試
料

毎
 

エ
キ
ク
ロ
デ
ィ
ス
ク

13
 

0.
2 

10
 

無
 

13
 

7
月

8
日

13
時

00
分

 
7
月

13
日

18
時

00
分

 
7
月

14
日

17
時

00
分

 
4 

4 
複

数
試

料
分

 
ま

と
め

て
 

関
東
化
学
 

 
H

LC
－

D
IS

K
25

 
 

イ
オ
ン
ク
ロ
マ
ト

 
0.

2 
10

 
無

 

14
 

7
月

8
日

11
時

30
分

 
7
月

8
日

15
時

30
分

 
7
月

9
日

2
時

00
分

 
4 

1 
1 

試
料

毎
 

ク
ラ
ボ
ウ
 

 
ク
ロ
マ
ト
デ
ィ
ス
ク

25
AI

 
0.

2 
10

 
無

 

15
 

7
月

8
日

9
時

50
分

 
7
月

8
日

13
時

40
分

 
7
月

8
日

18
時

16
分

 
5 

2 
複

数
試

料
分

 
ま

と
め

て
 

ク
ロ
マ
ト
デ
ィ
ス
ク

 
0.

2 
10

 
有

 

16
 

7
月

7
日

16
時

00
分

 
7
月

8
日

9
時

00
分

 
7
月

8
日

23
時

08
分

 
4 

1 
1 

試
料

毎
 

AD
VA

N
TE

C 
D

IS
M

IC
-2

5H
P 

0.
2 

10
 

有
 

17
 

7
月

8
日

10
時

30
分

 
7
月

9
日

13
時

00
分

 
7
月

10
日

11
時

00
分

 
1～

10
 

4 
1 

試
料

毎
 

エ
キ
ク
ロ
デ
ィ
ス
ク

25
 

0.
2 

10
 

有
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機
関
 

番
号
 

試
料
到
着
日
時
 

(試
料
採
取
日
時

) 
試
験
開
始
日

時
 

試
験

終
了
日

時
 

試
料
 

保
存
 

温
度

 
(℃

) 

経
験
 

年
数

 

(年
) 

前
処
理

(ろ
過

) 

方
法
 

フ
ィ
ル
タ
ー
 

初
め
の
ろ

液
の
廃
棄

量
 (

m
L)

 

バ
イ
ア
ル

瓶
の

 
共
洗
い
の

有
無

 
製
品
名
 

孔
径

 
(μ

m
) 

18
 

7
月

8
日

12
時

00
分

 
7
月

10
日

9
時

00
分

 
7
月

10
日

16
時

00
分

 
4 

8 
行

っ
て

い
な
い

 
―

 
―

 
―

 
無

 

19
 

7
月

8
日

10
時

00
分

 
7
月

10
日

18
時

00
分

 
7
月

10
日

23
時

00
分

 
4 

6 
1 

試
料

毎
 

AD
VA

N
TE

C 
CP

02
0A

N
 

0.
2 

10
 

有
 

20
 

7
月

8
日

10
時

45
分

 
7
月

8
日

13
時

05
分

 
7
月

8
日

19
時

30
分

 
4 

8 
1 

試
料

毎
 

D
IS

M
IC

-1
3H

P 
0.

2 
10

 
有

 

21
 

7
月

8
日

10
時

20
分

 
7
月

9
日

10
時

00
分

 
7
月

9
日

18
時

00
分

 
4 

5 
複

数
試

料
分

 
ま

と
め

て
 

D
IS

M
IC

-2
5H

P 
0.

2 
10

 
有

 

22
 

7
月

8
日

10
時

00
分

 
7
月

8
日

11
時

00
分

 
7
月

8
日

19
時

40
分

 
4 

0 
複

数
試

料
分

 
ま

と
め

て
 

TO
RA

ST
 D

is
c 

Sy
ri

ng
eF

ilt
er

 
0.

22
 

10
 

無
 

23
 

7
月

8
日

9
時

30
分

 
7
月

10
日

17
時

00
分

 
7
月

10
日

19
時

30
分

 
4 

1 
1 

試
料

毎
 

G
L
ク
ロ
マ
ト
デ
ィ
ス
ク

 
0.

2 
10

 
無

 

24
 

7
月

8
日

11
時

30
分

 
7
月

9
日

13
時

00
分

 
7
月

9
日

17
時

00
分

 
5 

2 
複

数
試

料
分

 
ま

と
め

て
 

M
ill

ex
-G

P 
0.

2 
10

 
有

 

25
 

7
月

10
日

11
時

00
分

 
7
月

10
日

15
時

40
分

 
7
月

10
日

19
時

30
分

 
3 

2 
複

数
試

料
分

 
ま

と
め

て
 

シ
リ
ン
ジ
フ
ィ
ル
タ
ー

 
0.

2 
10

 
有

 

26
 

7
月

8
日

10
時

00
分

 
7
月

8
日

15
時

00
分

 
7
月

8
日

18
時

00
分

 
6.

5 
0 

複
数

試
料
分

 
ま

と
め

て
 

D
IS

M
IC

-1
3H

P 
0.

45
 

3 
無

 

27
 

7
月

8
日

10
時

45
分

 
7
月

13
日

14
時

19
分

 
7
月

13
日

21
時

14
分

 
4 

2 
1 

試
料

毎
 

M
ill

ex
-L

G
 

0.
2 

10
 

有
 

28
 

7
月

8
日

11
時

15
分

 
7
月

10
日

13
時

30
分

 
7
月

13
日

19
時

00
分

 
5 

3 
1 

試
料

毎
 

D
IS

M
IC

-2
5H

P 
0.

2 
10

 
有

 

29
 

7
月

8
日

10
時

30
分

 
7
月

8
日

11
時

00
分

 
7
月

8
日

18
時

30
分

 
5 

0 
複

数
試

料
分

 
ま

と
め

て
 

M
in

is
ar

t R
C1

5 
0.

2 
10

 
有

 

30
 

7
月

8
日

10
時

00
分

 
7
月

9
日

10
時

00
分

 
7
月

9
日

17
時

30
分

 
4 

10
 

複
数

試
料
分

 
ま

と
め

て
 

G
L
ク
ロ
マ
ト
デ
ィ
ス
ク

 
0.

2 
10

 
有

 

  表
7 

検
量
線
標
準
液
調
製

 

機
関

 
番
号

 

標
準

原
液

 
中

間
標

準
液

 
 (
告

示
法

の
標

準
液

) 
標
準
液

 (
標
準
系
列

) 

試
薬
名

 
メ
ー
カ
ー

名
 

保
証

(使
用

) 
期
限

 
使

用
開

始
 

年
月

日
 

使
用

期
間

 
種

類
 

臭
素

酸
 

濃
度
 

(m
g/

L)
 

調
製

月
日

 
使

用
 

期
間

 
調
製
月
日

 
使
用

 
期
間

 

 メ
ス
フ
ラ
ス
コ

 
調
製
に
使
用
し
た
 

ピ
ペ
ッ
ト
 

材
質

 
容
量

 
(m

L)
 

00
 

臭
素
酸
イ
オ
ン

 
標
準
液

 
和
光

 
20

16
年

 
12

月
 

20
15

年
 

7
月

15
日

 
1
週

間
未

満
 

市
販

標
準

 
20

00
 

7
月

15
日

 
用

時
 

調
製

 
7
月

15
日

 
用
時

 
調
製

 
ガ
ラ
ス
製

 
10

0 
マ
イ
ク
ロ
ピ
ペ
ッ
ト

 

01
 

臭
素
酸
イ
オ
ン

 
標
準
液

 
和
光

 
20

15
年

 
3
月

 
20

15
年

 
3
月

5
日

 
3
ヶ

月
以

上
 

市
販

標
準

 
2 

7
月

8
日

 
用

時
 

調
製

 
7
月

8
日

 
用
時

 
調
製

 
ガ
ラ
ス
製

 
50

, 1
00

 
ホ
ー
ル
ピ
ペ
ッ
ト
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機
関

 
番
号

 

標
準

原
液

 
中

間
標

準
液

 
 (
告

示
法

の
標

準
液

) 
標
準
液

 (
標
準
系
列

) 

試
薬
名

 
メ
ー
カ
ー

名
 

保
証

(使
用

) 
期
限

 
使

用
開

始
 

年
月

日
 

使
用

期
間

 
種

類
 

臭
素

酸
 

濃
度
 

(m
g/

L)
 

調
製

月
日

 
使

用
 

期
間

 
調
製
月
日

 
使
用

 
期
間

 

 メ
ス
フ
ラ
ス
コ

 
調
製
に
使
用
し
た
 

ピ
ペ
ッ
ト
 

材
質

 
容
量

 
(m

L)
 

02
 

臭
素
酸
カ
リ
ウ
ム

 
関
東

 
20

15
年

 
8
月

2
日

 
20

15
年

 
7
月

2
日

 
1
ヶ

月
未

満
 

自
己

調
製

 
20

00
 

7
月

16
日

 
用

時
 

調
製

 
7
月

16
日

 
用
時

 
調
製

 
ガ
ラ
ス
製

 
10

0 
ホ
ー
ル
ピ
ペ
ッ
ト

 

03
 

臭
素
酸
カ
リ
ウ
ム

 
和
光

 
20

17
年

 
7
月

31
日

 
20

15
年

 
7
月

14
日

 
1
週

間
未

満
 

市
販

標
準

 
20

00
 

7
月

14
日

 
用

時
 

調
製

 
7
月

14
日

 
用
時

 
調
製

 
ガ
ラ
ス
製

 
10

0 
ホ
ー
ル
ピ
ペ
ッ
ト

 

04
 

臭
素
酸
イ
オ
ン

 
標

準
原
液

 
関
東

 
20

16
年

 
3
月

31
日

 
20

15
年

 
3
月

31
日

 
3
ヶ

月
以

上
 

市
販

標
準

 
10

01
 

7
月

8
日

 
用

時
 

調
製

 
7
月

8
日

 
用
時

 
調
製

 
ガ
ラ
ス
製

 
10

0 
ホ
ー
ル
ピ
ペ
ッ
ト

 

05
 

臭
素
酸
イ
オ
ン

 
標
準
液

 
和
光

 
20

16
年

 
3
月

 
20

15
年

 
5
月

21
日

 
3
ヶ

月
未

満
 

市
販

標
準

 
20

00
 

7
月

8
日

 
用

時
 

調
製

 
7
月

8
日

 
用
時

 
調
製

 
ガ
ラ
ス
製

 
10

0,
 2

00
 

ホ
ー
ル
ピ
ペ
ッ
ト

 

06
 

臭
素
酸
イ
オ
ン

 
標
準
液

 
和
光

 
20

16
年

 
3
月

 
20

15
年

 
7
月

8
日

 
3
ヶ

月
未

満
 

市
販

標
準

 
20

00
 

7
月

8
日

 
3
ヶ

月

未
満

 
7
月

8
日

 
3
ヶ
月

未
満

 
ガ
ラ
ス
製

 
50

 
ホ
ー
ル
ピ
ペ
ッ
ト
，

 
デ
ジ
タ
ル
マ
イ
ク
ロ

ピ
ペ
ッ
ト

 

07
 

臭
素
酸
カ
リ
ウ
ム

 
関
東

 
20

15
年

 
7
月

9
日

 
20

15
年

 
7
月

9
日

 
1
週

間
未

満
 

自
己

調
製

 
20

00
 

7
月

9
日

 
用

時
 

調
製

 
7
月

9
日

 
用
時

 
調
製

 
ガ
ラ
ス
製

 
10

0 
ホ
ー
ル
ピ
ペ
ッ
ト

 

08
 

臭
素
酸
イ
オ
ン

 
標

準
原
液

 
関
東

 
20

16
年

 
3
月
末
日

 
20

15
年

 
3
月

6
日

 
3
ヶ

月
以

上
 

市
販

標
準

 
10

00
 

7
月

10
日

 
用

時
 

調
製

 
7
月

10
日

 
用
時

 
調
製

 
ガ
ラ
ス
製

 
10

0 
ホ
ー
ル
ピ
ペ
ッ
ト

 

09
 

臭
素
酸
イ
オ
ン

 
標
準
液

 
和
光

 
20

16
年

 
3
月

 
20

15
年

 
2
月

5
日

 
3
ヶ

月
以

上
 

市
販

標
準

 
20

00
 

7
月

9
日

 
用

時
 

調
製

 
7
月

9
日

 
用
時

 
調
製

 
ガ
ラ
ス
製

 
20

 
ホ
ー
ル
ピ
ペ
ッ
ト

 

10
 

臭
素
酸
イ
オ
ン

 
標
準
液

 
和
光

 
20

16
年

 
12

月
末
日

 
20

15
年

 
7
月

8
日

 
3
ヶ

月
以

上
 

市
販

標
準

 
20

00
 

7
月

8
日

 
用

時
 

調
製

 
7
月

8
日

 
用
時

 
調
製

 
ガ
ラ
ス
製

 
5 

マ
イ
ク
ロ
ピ
ペ
ッ
ト

 

11
 

臭
素
酸
イ
オ
ン

 
標
準
液

 
和
光

 
20

16
年

 
3
月

31
日

 
20

14
年

 
9
月

10
日

 
3
ヶ

月
以

上
 

市
販

標
準

 
20

00
 

7
月

8
日

 
用

時
 

調
製

 
7
月

8
日

 
用
時

 
調
製

 
ガ
ラ
ス
製

 
10

0 
ホ
ー
ル
ピ
ペ
ッ
ト

 

12
 

臭
素
酸
イ
オ
ン

 
標
準
液

 
和
光

 
20

16
年

 
3
月

31
日

 
20

15
年

 
7
月

8
日

 
1
週

間
未

満
 

市
販

標
準

 
20

00
 

7
月

8
日

 
用

時
 

調
製

 
7
月

8
日

 
用
時

 
調
製

 
ガ
ラ
ス
製

 
10

0 
ホ
ー
ル
ピ
ペ
ッ
ト

 

13
 

臭
素
酸
カ
リ
ウ
ム

 
和
光

 
20

16
年

 
7
月

12
日

 
20

15
年

 
7
月

13
日

 
1
週

間
未

満
 

自
己

調
製

 
20

00
 

7
月

13
日

 
用

時
 

調
製

 
7
月

13
日

 
用
時

 
調
製

 
ガ
ラ
ス
製

 
10

0 
ホ
ー
ル
ピ
ペ
ッ
ト

 

14
 

臭
素
酸
イ
オ
ン

 
標

準
原
液

 
関
東

 
20

16
年

 
3
月

31
日

 
20

15
年

 
3
月

5
日

 
3
ヶ

月
以

上
 

市
販

標
準

 
10

01
 

7
月

8
日

 
用

時
 

調
製

 
7
月

8
日

 
用
時

 
調
製

 
ガ
ラ
ス
製

 
10

0 
マ
イ
ク
ロ
ピ
ペ
ッ
ト

 

15
 

臭
素
酸
カ
リ
ウ
ム

 
関
東

 
20

15
年

 
7
月

31
日

 
20

15
年

 
7
月

1
日

 
1
ヶ

月
未

満
 

自
己

調
製

 
20

00
 

7
月

8
日

 
用

時
 

調
製

 
7
月

8
日

 
用
時

 
調
製

 
ガ
ラ
ス
製

 
10

0,
 

10
00

 
ホ
ー
ル
ピ
ペ
ッ
ト

 

16
 

臭
素
酸
カ
リ
ウ
ム

 
関
東

 
(未

記
載

) 
20

15
年

 
7
月

8
日

 
1
週

間
未

満
 

自
己

調
製

 
20

00
 

7
月

8
日

 
用

時
 

調
製

 
7
月

8
日

 
用
時

 
調
製

 
ガ
ラ
ス
製

 
10

, 2
5,

 
50

, 1
00

 
ホ
ー
ル
ピ
ペ
ッ
ト

 

17
 

臭
素
酸
イ
オ
ン

 
標
準
液

 
和
光

 
20

16
年

 
12

月
31

日
 

20
15

年
 

7
月

9
日

 
1
週

間
未

満
 

市
販

標
準

 
20

00
 

7
月

9
日

 
用

時
 

調
製

 
7
月

9
日

 
用
時

 
調
製

 
ガ
ラ
ス
製

 
10

0 
ホ
ー
ル
ピ
ペ
ッ
ト

 

18
 

臭
素
酸
イ
オ
ン

 
標

準
原
液

 
関
東

 
20

16
年

 
3
月

31
日

 
20

15
年

 
3
月

30
日

 
3
ヶ

月
以

上
 

市
販

標
準

 
10

00
 

7
月

10
日

 
用

時
 

調
製

 
7
月

10
日

 
用
時

 
調
製

 
ガ
ラ
ス
製

 
10

0 
ホ
ー
ル
ピ
ペ
ッ
ト

 

19
 

臭
素
酸
イ
オ
ン

 
標
準
液

 
和
光

 
20

16
年

 
12

月
 

20
15

年
 

7
月

10
日

 
1
週

間
未

満
 

市
販

標
準

 
20

00
 

7
月

10
日

 
用

時
 

調
製

 
7
月

10
日

 
用
時

 
調
製

 
ガ
ラ
ス
製

 
10

0 
ホ
ー
ル
ピ
ペ
ッ
ト
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機
関

 
番
号

 

標
準

原
液

 
中

間
標

準
液

 
 (
告

示
法

の
標

準
液

) 
標
準
液

 (
標
準
系
列

) 

試
薬
名

 
メ
ー
カ
ー

名
 

保
証

(使
用

) 
期
限

 
使

用
開

始
 

年
月

日
 

使
用

期
間

 
種

類
 

臭
素

酸
 

濃
度
 

(m
g/

L)
 

調
製

月
日

 
使

用
 

期
間

 
調
製
月
日

 
使
用

 
期
間

 

 メ
ス
フ
ラ
ス
コ

 
調
製
に
使
用
し
た
 

ピ
ペ
ッ
ト
 

材
質

 
容
量

 
(m

L)
 

20
 

臭
素
酸
イ
オ
ン

 
標

準
原
液

 
関
東

 
20

16
年

 
3
月

31
日

 
20

15
年

 
7
月

6
日

 
1
週

間
未

満
 

市
販

標
準

 
10

01
 

7
月

8
日

 
用

時
 

調
製

 
7
月

8
日

 
用
時

 
調
製

 
ガ
ラ
ス
製

 
10

0 
ホ
ー
ル
ピ
ペ
ッ
ト

 

21
 

臭
素
酸
イ
オ
ン

 
標

準
原
液

 
関
東

 
20

16
年

 
3
月
末
日

 
20

15
年

 
6
月

16
日

 
1
ヶ

月
未

満
 

市
販

標
準

 
10

00
 

7
月

9
日

 
用

時
 

調
製

 
7
月

9
日

 
用
時

 
調
製

 
ガ
ラ
ス
製

 
10

0 
ホ
ー
ル
ピ
ペ
ッ
ト

 

22
 

臭
素
酸
イ
オ
ン

 
標
準
液

 
(イ

オ
ン
ク
ロ
マ
ト

グ
ラ
フ
用

) 

和
光

 
20

16
年

 
12

月
 

20
15

年
 

7
月

2
日

 
1
週

間
未

満
 

市
販

標
準

 
20

00
 

7
月

8
日

 
用

時
 

調
製

 
7
月

8
日

 
用
時

 
調
製

 
ガ
ラ
ス
製

 
10

0 
ホ
ー
ル
ピ
ペ
ッ
ト

 

23
 

臭
素
酸
イ
オ
ン

 
標
準
液

 
和
光

 
20

16
年

 
3
月

31
日

 
20

15
年

 
6
月

24
日

 
3
ヶ

月
以

上
 

市
販

標
準

 
20

00
 

7
月

10
日

 
用

時
 

調
製

 
7
月

10
日

 
用
時

 
調
製

 
ガ
ラ
ス
製

 
10

0 
ホ
ー
ル
ピ
ペ
ッ
ト

 

24
 

臭
素
酸
イ
オ
ン

 
標
準
液

 
和
光

 
20

16
年

 
12

月
 

20
15

年
 

7
月

9
日

 
1
週

間
未

満
 

市
販

標
準

 
20

00
 

7
月

9
日

 
用

時
 

調
製

 
7
月

9
日

 
用
時

 
調
製

 
ガ
ラ
ス
製

 
10

0 
ホ
ー
ル
ピ
ペ
ッ
ト

 

25
 

臭
素
酸
イ
オ
ン

 
標
準
液

 
和
光

 
20

16
年

 
12

月
末
日

 
20

15
年

 
6
月

17
日

 
1
ヶ

月
未

満
 

市
販

標
準

 
20

00
 

7
月

10
日

 
用

時
 

調
製

 
7
月

10
日

 
用
時

 
調
製

 
ガ
ラ
ス
製

 
10

0 
ホ
ー
ル
ピ
ペ
ッ
ト

 

26
 

臭
素
酸
イ
オ
ン

 
標
準
液

 
和
光

 
20

16
年

 
3
月

 
20

15
年

 
7
月

8
日

 
1
週

間
未

満
 

市
販

標
準

 
20

00
 

7
月

8
日

 
3
ヶ

月

以
上

 
7
月

8
日

 
3
ヶ
月

以
上

 
ガ
ラ
ス
製

 
10

0,
 2

00
 

マ
イ
ク
ロ
ピ
ペ
ッ
ト

 

27
 

臭
素
酸
イ
オ
ン

 
標
準
液

 
和
光

 
20

16
年

 
12

月
 

20
15

年
 

7
月

9
日

 
1
週

間
未

満
 

市
販

標
準

 
20

00
 

7
月

13
日

 
用

時
 

調
製

 
7
月

13
日

 
用
時

 
調
製

 
ポ
リ
プ
ロ

ピ
レ
ン
製

 
20

0 
マ
イ
ク
ロ
ピ
ペ
ッ
ト

 

28
 

臭
素
酸
イ
オ
ン

 
標
準
液

 
和
光

 
20

16
年

 
3
月

31
日

 
20

15
年

 
7
月

6
日

 
1
週

間
未

満
 

市
販

標
準

 
20

00
 

7
月

10
日

 
用

時
 

調
製

 
7
月

10
日

 
用
時

 
調
製

 
ガ
ラ
ス
製

 
50

, 1
00

, 
20

0 
マ
イ
ク
ロ
ピ
ペ
ッ
ト

 

29
 

臭
素
酸
イ
オ
ン

 
標
準
液

 
和
光

 
20

16
年

 
12

月
31

日
 

20
15

年
 

7
月

8
日

 
1
週

間
未

満
 

市
販

標
準

 
20

00
 

7
月

8
日

 
1
週

間

未
満

 
7
月

8
日

 
用
時

 
調
製

 
ガ
ラ
ス
製

 
20

 
マ
イ
ク
ロ
ピ
ペ
ッ
ト

 

30
 

イ
オ
ン
ク
ロ
マ
ト

グ
ラ
フ
用

 
臭

素
酸
イ
オ
ン

 
標

準
原
液

 

和
光

 
20

16
年

 
3
月

 
20

15
年

 
3
月

27
日

 
3
ヶ

月
以

上
 

市
販

標
準

 
20

00
 

7
月

9
日

 
用

時
 

調
製

 
7
月

9
日

 
用
時

 
調
製

 
ガ
ラ
ス
製

 
10

0 
ホ
ー
ル
ピ
ペ
ッ
ト
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表
8 

検
量
線
濃
度
範
囲
、
定
量
下
限
値
、
妥
当
性
評
価
及
び
精
製
水

 

機
関

 
番

号
 

 
検
量
線

 
定

量
下

限
値

 
妥

当
性
評
価

 

精
製
水

 
濃
度

 (
μg

/L
) 

※
ブ
ラ
ン
ク
は
割
愛
 

点
数

 
ブ
ラ
ン

ク

反
映

の
 

有
無

 
濃

度
 

(μ
g/

L)
 

設
定

方
法

 
実

施
の

 
有

無
 

用
い

た
水

 
の

種
類

 
真

度
の

評

価
に

用
い

た
試

料
数

 
併
行
精
度

 
の
自
由
度

 
室
内
精
度

 
の
自
由
度

 
添
加
濃
度
の

 
基
準
値
に

 
対
す
る
割
合

 

00
 

1,
 5

, 1
0,

 1
5,

 2
0 

5 
有

 
1.

0 
基

準
値
の

1/
10

 
有

 
精

製
水

 
25

 
25

 
25

 
1/

10
超

 
1
倍
以
下

 
ア
ド
バ
ン
テ
ッ
ク
東
洋
㈱

 
RF

U
66

5D
A 

 

01
 

0.
98

4,
 1

.9
4,

 5
.0

9,
 1

0.
0,

 
15

.0
, 2

0.
0 

6 
無

 
1.

00
 

基
準

値
の

1/
10

 
有

 
水

道
水

及
び

 
精

製
水

 
5 

20
 

4 
1/

10
0
超

 
1/

10
以
下

 
ア
ド
バ
ン
テ
ッ
ク
東
洋
㈱

 
PF

U
66

5D
A 

02
 

1,
 2

, 4
, 5

, 1
0 

5 
無

 
1 

基
準

値
の

1/
10

 
有

 
水

道
水

 
25

 
20

 
4 

1/
10

0
超

 
1/

10
以
下

 
超
純
水
装
置

(M
ill

i-Q
) 

 

03
 

1,
 2

, 4
 ,8

 
4 

無
 

1 
基

準
値
の

1/
10

 
無

 
－

 
－

 
－

 
－

 
－

 
東
京
オ
ル
ガ
ノ
商
事
製

 
RO

膜
・
活
性
炭
処
理

 

04
 

1,
 2

, 5
, 1

0 
4 

有
 

0.
5 

シ
ス

テ
ム
再

現
性

 
試

験
か

ら
算

出
 

有
 

水
道

水
 

5 
4 

4 
1/

10
0
超

 
1/

10
以
下

 
ヤ
マ
ト
科
学
㈱

W
RX

-5
  

05
 

0.
00

1,
 0

.0
02

5,
 0

.0
05

, 
0.

01
 

4 
無

 
0.

00
1 

基
準

値
の

1/
10

 
無

 
－

 
－

 
－

 
－

 
－

 
超
純
水
製
造
装
置

 

06
 

1,
 2

, 5
, 1

0 
4 

無
 

1 
基

準
値
の

1/
10

 
無

 
－

 
－

 
－

 
－

 
－

 
超
純
水

 
処
理
水

→
イ
オ
ン
交
換

→
極
微

量
不
純
物
除
去

→
U

F
膜

→
濾
過

 

07
 

1,
 2

, 5
, 1

0,
  

(2
0
検

量
線
除
外

) 
4 

無
 

1 
基

準
値
の

1/
10

 
有

 
水

道
水

 
10

 
5 

4 
1/

10
超

 
1
倍
以
下

 
ミ
リ
ポ
ア

 
Sy

ne
rg

y 
U

V 

08
 

1,
 3

, 5
, 1

0 
4 

有
 

1 
基

準
値
の

1/
10

 
有

 
精

製
水

 
10

 
10

 
10

 
1/

10
0
超

 
1/

10
以
下

 
日
本
ミ
リ
ポ
ア

M
ill

i-Q
 

Ad
va

nt
ag

eA
10

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 

09
 

1,
 3

, 6
, 1

0 
4 

無
 

1 
基

準
値
の

1/
10

 
有

 
精

製
水

 
5 

4 
4 

1/
10

0
超

 
1/

10
以
下

 
超
純
水
製
造
装
置

 

10
 

1,
 2

, 5
, 1

0,
 2

0 
5 

無
 

1 
基

準
値
の

1/
10

 
有

 
水

道
水

及
び

 
精

製
水

 
5 

4 
4 

1/
10

0
超

 
1/

10
以
下

 
M

IL
LI

PO
RE

 
M

ill
-Q

 G
ra

di
en

t 
A1

0 

11
 

1,
 5

, 1
0,

 2
0 

4 
有

 
1 

基
準

値
の

1/
10

 
有

 
精

製
水

 
5 

4 
10

 
1/

10
0
超

 
1/

10
以
下

 
イ
オ
ン
交
換
、

RO
膜
透
過
及
び

U
V
処
理

 

12
 

1,
 2

, 5
, 1

0 
4 

無
 

0.
00

1 
基

準
値
の

1/
10

 
有

 
水

道
水

及
び

 
精

製
水

 
12

 
6 

5 
1/

10
0
超

 
1/

10
以
下

 

オ
ル
ガ
ノ

 
ピ
ュ
ア
ラ
ボ
ウ
ル
ト
ラ

 
An

al
tic

型
 

13
 

1,
 2

, 5
, 1

0 
4 

無
 

1 
基

準
値
の

1/
10

 
有

 
水

道
水

 
10

 
5 

9 
1/

10
超

 
1
倍
以
下

 
メ
ル
ク

 
Ad

va
nt

ag
e A

10
 

14
 

1,
 5

, 1
0,

 2
0 

4 
有

 
1 

基
準

値
の

1/
10

 
有

 
精

製
水

 
10

 
5 

4 
1/

10
0
超

 
1/

10
以
下

 
メ
ル
ク
ミ
リ
ポ
ア

 
M

ill
i-Q

 
in

te
gr

al
5 

15
 

0.
5,

 1
, 2

, 5
, 1

0,
 2

0 
6 

無
 

1 
基

準
値
の

1/
10

 
有

 
水

道
水

 
40

 
35

 
42

 
1/

10
超

 
1
倍
以
下

 
日
本
ミ
リ
ポ
ア

 
M

ill
i-Q

 G
ra

di
en

t A
-1

0 

16
 

1,
 2

, 4
, 1

0 
4 

有
 

1 
基

準
値
の

1/
10

 
有

 
水

道
水

 
5 

5 
6 

1/
10

超
 

1
倍
以
下

 
AD

VA
N

TE
C 

RF
U

66
6H

A 
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機
関

 
番

号
 

 
検
量
線

 
定

量
下

限
値

 
妥

当
性
評
価

 

精
製
水

 
濃
度

 (
μg

/L
) 

※
ブ
ラ
ン
ク
は
割
愛
 

点
数

 
ブ
ラ
ン

ク
反
映

の
 

有
無

 
濃

度
 

(μ
g/

L)
 

設
定

方
法

 
実

施
の

 
有

無
 

用
い

た
水

 
の

種
類

 
真

度
の

評
価

に
用

い
た

試
料

数
 

併
行
精
度

 
の
自
由
度

 
室
内
精
度

 
の
自
由
度

 
添
加
濃
度
の

 
基
準
値
に

 
対
す
る
割
合

 

17
 

1,
 2

, 3
, 5

, 8
, 1

0 
6 

無
 

1 
基

準
値
の

1/
10

 
有

 
水

道
水

 
5 

4 
9 

1/
10

0
超

 
1/

10
以
下

 
AD

VA
N

TE
C 

RF
E3

42
N

A 

18
 

1,
 2

, 5
, 1

0,
 2

0 
5 

無
 

1 
基

準
値
の

1/
10

 
有

 
水

道
水

 
5 

4 
4 

1/
10

超
 

1
倍
以
下

 
純
水

 
Ro

逆
浸
透
膜

 

19
 

1,
 6

, 1
0,

 2
0 

4 
有

 
1 

基
準

値
の

1/
10

 
有

 
水

道
水

 
5 

5 
6 

1/
10

0
超

 
1/

10
以
下

 
超
純
水

 
イ
オ
ン
交
換

+活
性
炭
処
理

 

20
 

1,
 2

, 4
, 1

0,
 2

0 
5 

無
 

1 
基

準
値
の

1/
10

 
有

 
水

道
水

 
5 

5 
5 

1/
10

超
 

1
倍
以
下

 
メ
ル
ク
ミ
リ
ポ
ア

 
M

ill
i-Q

 In
te

gr
al

 1
0 

21
 

1,
 5

, 1
0,

 2
0 

4 
無

 
1 

基
準

値
の

1/
10

 
有

 
精

製
水

 
25

 
4 

4 
1/

10
超

 
1
倍
以
下

 
M

ill
i-Q

  

22
 

1,
 2

, 5
, 1

0 
4 

無
 

1 
基

準
値
の

1/
10

 
有

 
水

道
水

 
10

 
5 

4 
1/

10
0
超

 
1/

10
以
下

 
メ
ル
ク

㈱
 

 M
ill

i-Q
 In

te
gr

al
 5

 

23
 

1,
 5

, 1
0,

 2
0 

4 
無

 
1 

基
準

値
の

1/
10

 
有

 
水

道
水

 
5 

4 
9 

1/
10

0
超

 
1/

10
以
下

 

メ
ル
ク

 
El

ix
 E

ss
en

tia
l 1

0 
U

V/
 

日
本
ミ
リ
ポ
ア

 
M

ill
i-Q

 A
dv

an
ta

ge
 A

10
 

24
 

1,
 2

, 5
, 1

0 
4 

有
 

1 
基

準
値
の

1/
10

 
有

 
水

道
水

 
10

 
5 

4 
1/

10
0
超

 
1/

10
以
下

 
超
純
水
製
造
装
置

 

25
 

1,
 5

, 1
0,

 2
0 

4 
無

 
1 

基
準

値
の

1/
10

 
有

 
水

道
水

 
6 

3 
2 

1/
10

0
超

 
1/

10
以
下

 
ミ
リ
ポ
ア

 
RO

膜
法

 

26
 

1,
 5

, 1
0 

3 
無

 
な

し
 

な
し

 
無

 
－

 
－

 
－

 
－

 
－

 
ヤ
マ
ト
科
学
㈱

 W
A7

30
 

ヤ
マ
ト
科
学
㈱

 W
R7

00
  

27
 

1,
 2

, 5
, 1

0 
4 

無
 

1 
基

準
値
の

1/
10

 
有

 
精

製
水

 
10

 
5 

4 
1/

10
0
超

 
1/

10
以
下

 

ヤ
マ
ト
科
学
㈱

 
AU

TO
PU

RE
 W

EX
5 

メ
ル
ク
㈱

 
M

ill
i-Q

 A
dv

an
ta

ge
 A

10
 

28
 

1,
 2

, 5
, 1

0,
 2

0 
5 

無
 

1 
基

準
値
の

1/
10

 
有

 
精

製
水

 
5 

4 
4 

1/
10

0
超

 
1/

10
以
下

 
メ
ル
ク

 
M

ill
i-Q

 In
te

gr
al

5 

29
 

1,
 2

, 5
, 1

0 
4 

無
 

1 
基

準
値
の

1/
10

 
有

 
精

製
水

 
10

 
5 

4 
1/

10
超

 
1
倍
以
下

 
M

ill
i-Q

 
G

ra
di

en
t-A

10
 

30
 

1,
 5

, 1
0,

 2
0 

4 
無

 
1 

基
準

値
の

1/
10

 
有

 
水

道
水

及
び

 
精

製
水

 
10

 
5 

6 
1/

10
0
超

 
1/

10
以
下

 
日
本
ミ
リ
ポ
ア

El
ix

-U
V1

0/
M

ill
i-Q

 G
ra

di
en

t 
A1

0 
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表
9 

測
定
機
器
及
び
測
定
条
件

 

機
関

 
番

号
 

測
定

機
器

 
測
定
条
件

 
イ
オ
ン
ク
ロ
マ
ト
グ
ラ
フ

 
検

出
器

 
イ
ン
ジ
ェ
ク
タ
ー

 
温
度
設
定
（
℃
）

 
ピ
ー
ク

読
み
取

り
方
法

 
型
式

 
メ
ー
カ
ー
名

 
購

入
 

年
月

日
 

使
用

 
期

間
 

型
式

 
メ

ー
カ

ー
名

 
購

入
 

年
月

日
 

使
用

 
期
間

 
注
入

 
方
法

 
注
入
量

 
(μ

L)
 

サ
ン
プ
ル

 
ク
ー
ラ
ー

 
カ
ラ
ム

 
オ
ー
ブ
ン

 
反
応
部

 

00
 

IC
A-

20
00

 
東
亜

D
K

K
㈱

 
20

04
年

 
3
月

11
日

 
11

年
 

IC
A-

30
20

 
東

亜
D

K
K
㈱

 
20

04
年

 
4
月

26
日

 
11

年
 

オ
ー
ト

 
15

0 
未
使
用

 
40

 
40

 
面
積

 

01
 

IC
S-

11
00

 
日
本
ダ
イ
オ
ネ
ク

ス
㈱

 
20

09
年

 
11

月
25

日
 

4
年

 
8
ヶ

月
 

U
VD

-5
10

 
日

本
ダ

イ
オ

ネ
ク

ス
㈱

 
20

09
年

 
11

月
25

日
 

4
年

 
8
ヶ
月

 
オ
ー
ト

 
25

0 
(未

記
載

) 
(未

記
載

) 
40

 
面
積

 

02
 

IC
S-

15
00

 
D

io
ne

x 
20

08
年

 
9
月

8
日

 
7
年

 
U

VD
-5

10
 

D
io

ne
x 

20
15

年
 

7
月

1
日

 
1
ヶ
月

 
オ
ー
ト

 
40

0 
(未

記
載

) 
30

 
40

 
面
積

 

03
 

LC
-1

0A
V V

P 
㈱
島
津
製
作
所

 
20

05
年

 
10

月
31

日
 

9
年

 
SP

D
-1

0 
AV

VP
 

㈱
島

津
製
作

所
 

20
05

年
 

10
月

31
日

 
9
年

 
オ
ー
ト

 
20

0 
4 

40
 

40
 

面
積

 

04
 

AS
-2

05
5i

, 
CO

-2
06

5,
 

PU
-2

08
0,

 
PU

-2
08

0i
, 

D
G

-2
08

0-
53

 
 

日
本
分
光
㈱

 
20

04
年

 
5
月

24
日

 
11

年
 

U
V2

07
5 

日
本

分
光
㈱

 
20

04
年

 
5
月

24
日

 
11

年
 

オ
ー
ト

 
40

0 
未
使
用

 
40

 
40

 
面
積

 

05
 

Pr
om

in
en

ce
 

臭
素
酸
分
析

 
シ
ス
テ
ム

 
㈱
島
津
製
作
所

 
20

07
年

 
6
月

27
日

 
8
年

 
SP

D
-2

0A
 

㈱
島

津
製
作

所
 

20
07

年
 

6
月

27
日

 
8
年

 
オ
ー
ト

 
15

0 
(未

記
載

) 
40

 
(未

記
載

) 
面
積

 

06
 

LC
-2

0A
 

㈱
島
津
製
作
所

 
20

15
年

 
2
月

3
日

 
5
カ

月
 

SP
D

-2
0A

 
㈱

島
津

製
作

所
 

20
15

年
 

2
月

3
日

 
5
カ
月

 
オ
ー
ト

 
20

0 
4 

40
 

40
 

面
積

 

07
 

IC
S-

11
00

 
サ
ー
モ
フ
ィ
ッ

シ
ャ
ー
サ
イ
エ
ン

テ
ィ
フ
ィ
ッ
ク

 

20
13

年
 

12
月

20
日

 
1
年

 
PC

M
-5

20
B 

サ
ー

モ
フ
ィ

ッ

シ
ャ

ー
サ
イ

エ
ン

テ
ィ

フ
ィ
ッ

ク
 

20
13

年
 

12
月

20
日

 
1
年

 
オ
ー
ト

 
20

0 
10

 
40

 
40

 
面
積

 

08
 

IC
S-

15
00

 
D

IO
N

EX
 

20
04

年
 

3
月

 
11

年
 

4
カ

月
 

U
VD

-5
10

 
D

IO
N

EX
 

20
04

年
 

3
月

 
11

年
 

4
カ
月

 
オ
ー
ト

 
25

0 
(未

記
載

) 
35

 
40

 
面
積

 

09
 

IC
S-

16
00

 
Th

er
m

o 
Sc

ie
nt

ifi
c 

20
14

年
 

8
月

25
日

 
10

カ

月
 

VW
D

 
Th

er
m

o 
Sc

ie
nt

ifi
c 

20
14

年
 

8
月

25
日

 
10

カ

月
 

オ
ー
ト

 
20

0 
(未

記
載

) 
30

 
40

 
高
さ

 

10
 

LC
-1

0A
D

vp
, 

LC
-1

0A
i, 

 
SI

L-
10

Ai
, 

CT
O

-1
0A

vp
, 

SC
L-

10
Av

p,
 

D
G

U
-1

4A
 

㈱
島
津
製
作
所

 
20

04
年

 
1
月

13
日

 
11

年
 

SP
D

-1
0A

v
p 

㈱
島

津
製
作

所
 

20
04

年
 

1
月

13
日

 
11

年
 

オ
ー
ト

 
20

0 
(未

記
載

) 
40

 
40

 
面
積

 

11
 

IC
S-

10
00

 
D

IO
N

EX
社

 
20

04
年

 
5
月

20
日

 
11

年
 

U
VD

-5
00

 
D

IO
N

EX
社

 
20

04
年

 
5
月

20
日

 
11

年
 

オ
ー
ト

 
25

0 
未
使
用

 
35

 
40

 
面
積

 

12
 

IC
S-

20
00

 
日
本
ダ
イ
オ
ネ
ク

ス
㈱

 
20

04
年

 
7
月

15
日

 
11

年
 

U
VD

-5
10

 
日

本
ダ

イ
オ

ネ
ク

ス
㈱

 
20

04
年

 
7
月

15
日

 
11

年
 

オ
ー
ト

 
20

0 
25

 
25

 
40

 
面
積
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機
関

 
番

号
 

測
定

機
器

 
測
定
条
件

 
イ
オ
ン
ク
ロ
マ
ト
グ
ラ
フ

 
検

出
器

 
イ
ン
ジ
ェ
ク
タ
ー

 
温
度
設
定
（
℃
）

 
ピ
ー
ク

読
み
取

り
方
法

 
型
式

 
メ
ー
カ
ー
名

 
購

入
 

年
月

日
 

使
用

 
期

間
 

型
式

 
メ

ー
カ

ー
名

 
購

入
 

年
月

日
 

使
用

 
期
間

 
注
入

 
方
法

 
注
入
量

 
(μ

L)
 

サ
ン
プ
ル

 
ク
ー
ラ
ー

 
カ
ラ
ム

 
オ
ー
ブ
ン

 
反
応
部

 

13
 

ダ
イ
オ
ネ
ク
ス

IC
S-

16
00

 

サ
ー
モ
フ
ィ
ッ

シ
ャ
ー
サ
イ
エ
ン

テ
ィ
フ
ィ
ッ
ク

 

20
14

年
 

3
月

29
日

 
1
年

 
ダ

イ
オ

 
ネ

ク
ス

VW
D

 

サ
ー

モ
フ
ィ

ッ

シ
ャ

ー
サ
イ

エ
ン

テ
ィ

フ
ィ
ッ

ク
 

20
14

年
 

3
月

29
日

 
1
年

 
オ
ー
ト

 
20

0 
(未

記
載

) 
35

 
40

 
面
積

 

14
 

Pr
om

in
en

ce
 

 
臭

素
酸
分
析

 
シ
ス
テ
ム

 
㈱
島
津
製
作
所

 
20

14
年

 
10

月
8
日

 
9
カ

月
 

SP
D

-2
0A

 
㈱

島
津

製
作

所
 

20
14

年
 

10
月

8
日

 
9
カ
月

 
オ
ー
ト

 
20

0 
4 

40
 

40
 

面
積

 

15
 

IC
S-

10
00

 
D

IO
N

EX
 

20
04

年
 

3
月

1
日

 
16

年
 

U
VD

-5
10

 
D

IO
N

EX
 

20
04

年
 

3
月

1
日

 
16

年
 

オ
ー
ト

 
25

0 
22

 
22

 
40

 
面
積

 

16
 

(未
記
載

) 
㈱
島
津
製
作
所

 
20

11
年

 
6
月

11
日

 
4
年

 
LC

-2
0A

 
㈱

島
津

製
作

所
 

20
11

年
 

6
月

11
日

 
4
年

 
オ
ー
ト

 
20

0 
4 

40
 

40
 

面
積

 

17
 

IC
A-

20
00

 
東
亜

D
K

K
㈱

 
20

04
年

 
3
月

29
日

 
11

年
 

3
ヶ

月
 

IC
A-

30
20

 
東

亜
D

K
K
㈱

 
20

04
年

 
3
月

29
日

 
11

年
 

3
ヶ
月

 
オ
ー
ト

 
25

0 
4 

40
 

40
 

面
積

 

18
 

IC
S1

50
0 

D
io

ne
x 

20
06

年
 

4
月

21
日

 
9
年

 
U

VD
50

0 
D

io
ne

x 
20

06
年

 
4
月

21
日

 
9
年

 
オ
ー
ト

 
20

0 
(未

記
載

) 
(未

記
載

) 
40

 
面
積

 

19
 

IC
A-

20
00

 
東
亜

D
K

K
㈱

 
20

01
年

 
10

月
6
日

 
13

年
 

IC
A-

20
1U

V 
東

亜
D

K
K
㈱

 
20

11
年

 
11

月
15

日
 

3
年

 
オ
ー
ト

 
30

0 
4 

40
 

40
 

面
積

 

20
 

IC
S-

11
00

 
Th

er
m

o 
20

14
年

 
4
月

 
1
年

 
3
ヶ

月
 

U
VD

-5
10

 
U

V-
Vi

s 
D

et
ec

to
r 

D
IO

N
EX

 
20

06
年

 
10

月
 

 
 

8
年

 
9
ヶ
月

 
オ
ー
ト

 
25

0 
15

 
30

 
40

 
面
積

 

21
 

SC
L-

10
Av

p 
㈱
島
津
製
作
所

 
20

06
年

 
1
月

20
日

 
9
年

 
SP

D
-2

0A
ｖ

 
㈱

島
津

製
作

所
 

20
06

年
 

1
月

20
日

 
9
年

 
オ
ー
ト

 
20

0 
25

 
40

 
40

 
面
積

 

22
 

IC
S-

10
00

 
D

IO
N

EX
 

20
09

年
 

7
月

16
日

 
6
年

 
U

VD
-5

10
 

D
IO

N
EX

 
20

09
年

 
7
月

16
日

 
6
年

 
オ
ー
ト

 
25

0 
(未

記
載

) 
35

 
40

 
面
積

 

23
 

La
ch

ro
m

 E
lit

e 
(L

-2
00

0 
シ

リ
ー
ズ

) 
㈱
日
立
ハ
イ
テ
ク

 
サ
イ
エ
ン
ス

 
20

04
年

 
2
月

25
日

 
11

年
 

L-
24

00
 

㈱
日

立
ハ
イ

テ
ク

 
サ

イ
エ

ン
ス

 
20

04
年

 
2
月

25
日

 
11

年
 

オ
ー
ト

 
20

0 
未
使
用

 
40

 
40

 
高
さ

 

24
 

D
X-

32
0 

D
IO

N
EX

 
20

03
年

 
11

月
4
日

 
11

年
 

D
X-

32
0 

D
IO

N
EX

 
20

03
年

 
11

月
4
日

 
11

年
 

オ
ー
ト

 
20

0 
20

 
35

 
40

 
面
積

 

25
 

IC
S-

15
00

 
Th

er
m

o 
(D

IO
N

EX
) 

20
04

年
 

8
月

7
日

 
10

年
 

11
カ

月
 

U
VD

-5
10

 
Th

er
m

o
（

D
IO

N
EX

）
 

20
04

年
 

8
月

7
日

 
10

年
 

11
カ
月

 
オ
ー
ト

 
30

0 
未
使
用

 
35

 
40

 
面
積

 

26
 

(未
記
載

) 
㈱
島
津
製
作
所

 
20

15
年

 
1
月

28
日

 
6
カ

月
 

SP
D

-2
0A

 
㈱

島
津

製
作

所
 

20
15

年
 

1
月

28
日

 
6
カ
月

 
オ
ー
ト

 
20

0 
(未

記
載

) 
40

 
40

 
面
積

 

27
 

LC
-2

00
0 

日
本
分
光
㈱

 
20

04
年

 
3
月

12
日

 
11

年
 

U
V-

20
70

 
Pl

us
 

日
本

分
光
㈱

 
20

04
年

 
3
月

12
日

 
11

年
 

オ
ー
ト

 
40

0 
(未

記
載

) 
40

 
40

 
面
積

 

28
 

IC
-2

01
0 

東
ソ
ー
㈱

 
20

11
年

 
1
月

21
日

 
4
年

 
U

V-
83

20
 

東
ソ

ー
㈱

 
20

11
年

 
1
月

21
日

 
4
年

 
オ
ー
ト

 
30

0 
未
使
用

 
40

 
40

 
面
積

 

29
 

LC
-1

0A
 

㈱
島
津
製
作
所

 
20

04
年

 
8
月

23
日

 
11

年
 

SP
D

-1
0A

 
㈱

島
津

製
作

所
 

20
04

年
 

8
月

23
日

 
11

年
 

オ
ー
ト

 
20

0 
4 

40
 

40
 

面
積
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機
関

 
番

号
 

測
定

機
器

 
測
定
条
件

 
イ
オ
ン
ク
ロ
マ
ト
グ
ラ
フ

 
検

出
器

 
イ
ン
ジ
ェ
ク
タ
ー

 
温
度
設
定
（
℃
）

 
ピ
ー
ク

読
み
取

り
方
法

 
型
式

 
メ
ー
カ
ー
名

 
購

入
 

年
月

日
 

使
用

 
期

間
 

型
式

 
メ

ー
カ

ー
名

 
購

入
 

年
月

日
 

使
用

 
期
間

 
注
入

 
方
法

 
注
入
量

 
(μ

L)
 

サ
ン
プ
ル

 
ク
ー
ラ
ー

 
カ
ラ
ム

 
オ
ー
ブ
ン

 
反
応
部

 

30
 

LC
-1

0A
D

vp
 

㈱
島
津
製
作
所

 
20

02
年

 
7
月

1
日

 
13

年
 

SP
D

-1
0A

v
p 

㈱
島

津
製
作

所
 

20
02

年
 

7
月

1
日

 
13

年
 

オ
ー
ト

 
25

0 
(未

記
載

) 
40

 
40

 
面
積

 

  表
10

 
カ
ラ
ム

 
機

関
 

番
号

 
分
離

カ
ラ
ム

 
ガ
ー
ド
カ
ラ
ム

 

型
式

 
メ
ー
カ
ー
名

 
形

状
 (
長

さ
×

内
径

) 
使

用
期

間
 

型
式

 
メ
ー
カ
ー
名

 
形
状

 (
長
さ

×
内
径

) 
使
用
期
間

 

00
 

PC
I-2

30
 

東
亜

D
K

K
㈱

 
15

0m
m
×

4.
0m

m
 i.

d.
 

3
カ

月
 

PC
I-2

05
G

 
東
亜

D
K

K
㈱

 
10

m
m
×

4.
0 

m
m

 i.
d.

 
3
カ
月

 

01
 

Io
nP

ac
k 

AS
9-

H
C 

日
本
ダ
イ
オ
ネ
ク
ス

㈱
 

25
cm

×
4.

0m
m

 
5
年

8
ヶ

月
 

Io
nP

ac
k 

AG
9-

H
C 

日
本
ダ
イ
オ
ネ
ク
ス
㈱

 
4m

m
×

50
m

m
 

5
年

8
ヶ
月

 

02
 

Io
nP

ac
 A

S9
-H

C 
D

io
ne

x 
25

0m
m
×

4m
m

 i.
d.

 
1
ヶ

月
 

Io
nP

ac
 A

G
9-

H
C 

D
io

ne
x 

50
m

m
×

4m
m

 i.
d.

 
1
ヶ
月

 

03
 

IC
-S

A2
 

㈱
島
津
製
作
所

 
25

0m
m
×

4.
0m

m
 i.

d.
 

9
年

 
IC

-S
A2

(G
) 

㈱
島
津
製
作
所

 
10

m
m
×

4.
6m

m
 i.

d.
 

9
年

 

04
 

IC
 S

I-5
0 

4E
 

昭
和
電
工
㈱

 
25

0m
m
×

4m
m

 i.
d.

 
6
ヶ

月
 

IC
 S

I-5
0G

 
昭
和
電
工
㈱

 
10

m
m
×

4.
6m

m
 i.

d.
 

6
ヶ
月

 

05
 

Sh
im

‐
Pa

ck
 

IC
-B

RO
M

AT
E 

㈱
島
津
製
作
所

 
15

0m
m
×

4.
0m

m
 i.

d.
 

9
カ

月
 

Sh
im

‐
Pa

ck
 

IC
-B

RO
M

AT
E(

G
) 

㈱
島
津
製
作
所

 
15

0m
m
×

4.
0m

m
 i.

d.
 

9
カ
月

 

06
 

Sh
im

-p
ac

k 
IC

-B
ro

m
at

e 
㈱
島
津
製
作
所

 
15

0m
m
×

4.
0m

m
 i.

d.
 

5
カ

月
 

Sh
im

-p
ac

k 
IC

-B
ro

m
at

e（
G
）

 
㈱
島
津
製
作
所

 
10

 m
m
×

4.
6 

m
m

 i.
d.

 
5
カ
月

 

07
 

Io
nP

ac
 A

S2
3 

サ
ー
モ
フ
ィ
ッ
シ
ャ

ー
 

サ
イ
エ
ン
テ
ィ
フ
ィ

ッ
ク

 
25

0m
m
×

4m
m

 i.
d.

 
1
年

 
Io

nP
ac

 A
G

23
 

サ
ー
モ
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー

 
サ
イ
エ
ン
テ
ィ
フ
ィ
ッ
ク

 
50

m
m
×

4m
m

 i.
d.

 
1
年

 

08
 

Io
nP

ac
 A

S9
-H

C 
Th

er
m

o 
25

0m
m
×

4m
m

 i.
d.

 
6
カ

月
 

Io
nP

ac
 A

G
9-

H
C 

Th
er

m
o 

50
m

m
×

4m
m

 i.
d.

 
6
カ
月

 

09
 

Io
nP

ac
 A

S1
8 

Th
er

m
o 

Sc
ie

nt
ifi

c 
25

0m
m
×

4m
m

 i.
d.

 
10

カ
月

 
Io

nP
ac

 A
G

18
 

Th
er

m
o 

Sc
ie

nt
ifi

c 
50

m
m
×

4m
m

 i.
d.

 
10

カ
月

 

10
 

Sh
im

-p
ac

k 
IC

-S
A3

 
㈱
島
津
製
作
所

 
25

0m
m
×

4.
0m

m
 i.

d.
 

1
カ

月
 

Sh
im

-p
ac

k 
IC

-S
A3

(G
) 

㈱
島
津
製
作
所

 
10

m
m
×

4.
6m

m
 i.

d.
 

1
カ
月

 

11
 

Io
nP

ac
 A

S2
2 

サ
ー
モ
フ
ィ
ッ
シ
ャ

ー
 

サ
イ
エ
ン
テ
ィ
フ
ィ

ッ
ク
社

 
25

0m
m
×

4m
m

 i.
d.

 
2
年

 
AG

22
 

サ
ー
モ
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー

 
サ
イ
エ
ン
テ
ィ
フ
ィ
ッ
ク
社

 
50

m
m
×

4m
m

 i.
d.

 
2
年

 

12
 

Io
nP

ac
 A

S1
8 

サ
ー
モ
フ
ィ
ッ
シ
ャ

ー
 

サ
イ
エ
ン
テ
ィ
フ
ィ

ッ
ク

 
25

0m
m
×

4 
m

m
 i.

d.
 

4
ヶ

月
 

Io
nP

ac
 A

G
18

 
日
本
ダ
イ
オ
ネ
ク
ス
㈱

 
50

m
m
×

4 
m

m
 i.

d.
 

3
ヶ
月

 

13
 

ダ
イ
オ
ネ
ク
ス

 I
on

 
Pa

c A
S2

2 
サ
ー
モ
フ
ィ
ッ
シ
ャ

ー
 

サ
イ
エ
ン
テ
ィ
フ
ィ

ッ
ク

 
4m

m
×

25
0m

m
 i.

d.
 

6
ヶ

月
 

ダ
イ

オ
ネ
ク

ス
 I

on
 

Pa
c A

G
22

 
サ
ー
モ
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー

 
サ
イ
エ
ン
テ
ィ
フ
ィ
ッ
ク

 
4m

m
×

50
m

m
 i.

d.
 

1
ヶ
月

 

14
 

Sh
im

-p
ac

k 
IC

 
Br

om
at

e 
㈱
島
津
製
作
所

 
15

0m
m
×

4.
0m

m
 i.

d.
 

9
カ

月
 

Sh
im

-p
ac

k 
IC

 
Br

om
at

e(
G

) 
㈱
島
津
製
作
所

 
10

m
m
×

4.
6m

m
 i.

d.
 

9
カ
月

 

15
 

AS
9-

H
C 

Th
er

m
o 

Sc
ie

nt
ifi

c 
25

0m
m
×

4m
m

 i.
d.

 
6
カ

月
 

AG
9-

H
C 

Th
er

m
o 

Sc
ie

nt
ifi

c 
50

m
m
×

4m
m

 i.
d.

 
6
カ
月

 

- 22 -



機
関

 
番

号
 

分
離

カ
ラ
ム

 
ガ
ー
ド
カ
ラ
ム

 

型
式

 
メ
ー
カ
ー
名

 
形

状
 (
長

さ
×

内
径

) 
使

用
期

間
 

型
式

 
メ
ー
カ
ー
名

 
形
状

 (
長
さ

×
内
径

) 
使
用
期
間

 

16
 

Sh
im

-p
ac

k 
IC

-B
ro

m
at

e 
㈱
島
津
製
作
所

 
15

0m
m
×

4.
0m

m
 i.

d.
 

1
年

 
Sh

im
-p

ac
k 

IC
-B

ro
m

at
e(

G
) 

㈱
島
津
製
作
所

 
10

m
m
×

4.
6 

m
m

 i.
d.

 
1
年

 

17
 

PC
I-2

30
 

東
亜
デ
ィ
ー
ケ
ー
ケ

ー
㈱

 
15

0m
m
×

4.
6m

m
 i.

d.
 

1
ヶ

月
 

PC
I-2

05
G

 
東
亜
デ
ィ
ー
ケ
ー
ケ
ー
㈱

 
10

m
m
×

4.
6m

m
 i.

d.
 

1
ヶ
月

 

18
 

Io
nP

ac
AS

9-
H

C 
Th

er
m

o 
25

0m
m
×

4m
m

 i.
d.

 
8
か

月
 

Io
nP

ac
AG

9-
H

C 
Th

er
m

o 
50

m
m
×

4 
m

m
 i.

d.
 

8
か
月

 

19
 

PC
I-2

30
 

東
亜

D
K

K
㈱

 
4.

6m
m
×

10
0m

m
 i.

d.
 

3
年

 
PC

I-2
05

G
 

東
亜

D
K

K
㈱

 
(未

記
載

) 
3
年

 

20
 

Io
nP

ac
 A

S-
23

 
D

IO
N

EX
 

25
0m

m
×

4m
m

 i.
d.

 
3
年

 
Io

nP
ac

 A
G

-2
3 

D
IO

N
EX

 
50

m
m
×

4m
m

 i.
d.

 
3
年

 

21
 

Sh
im

-p
ac

k 
IC

-S
A3

 
㈱
島
津
製
作
所

 
25

0m
m
×

4m
m

 i.
d.

. 
3
年

 
Sh

im
-p

ac
k 

IC
-S

A3
（

G
）

 
㈱
島
津
製
作
所

 
10

m
m
×

4.
6m

m
 i.

d.
 

3
年

 

22
 

AS
18

 
D

IO
N

EX
 

25
0m

m
×

4m
m

 i.
d.

 
6
年

 
AG

18
 

D
IO

N
EX

 
50

m
m
×

4m
m

 i.
d.

 
6
年

 

23
 

Sh
od

ex
 IC

 S
I-9

0 
4E

 
昭
和
電
工
㈱

 
25

0m
m
×

4.
0m

m
 i.

d.
 

2
年

 
Sh

od
ex

 IC
 S

I-9
0G

 
昭
和
電
工
㈱

 
10

m
m
×

4.
6m

m
 i.

d.
 

2
年

 

24
 

AS
9-

H
C 

D
IO

N
EX

 
25

0m
m
×

4 
m

m
 i.

d.
 

5
年

 
AG

9-
H

C 
D

IO
N

EX
 

50
m

m
×

4 
m

m
 i.

d.
 

5
年

 

25
 

AS
9-

H
C 

Th
er

m
o（

D
IO

N
EX

）
 

25
0m

m
×

4m
m

 i.
d.

 
6
カ

月
 

AG
9-

H
C 

Th
er

m
o(

D
IO

N
EX

) 
50

m
m
×

4m
m

 i.
d.

 
6
カ
月

 

26
 

IC
-B

ro
m

at
e 

㈱
島
津
製
作
所

 
15

0m
m
×

4.
0m

m
 i.

d.
 

6
カ

月
 

IC
-B

ro
m

at
e(

G
) 

㈱
島
津
製
作
所

 
10

m
m
×

4.
6m

m
 i.

d.
 

6
カ
月

 

27
 

IC
 S

I-5
0 

4E
 

昭
和
電
工
㈱

 
25

0m
m
×

4.
0m

m
 i.

d.
 

1
年

 
―

 
―

 
―

 
―

 

28
 

Sh
im

-P
ac

k 
IC

-B
ro

m
at

e 
㈱
島
津
製
作
所

 
15

0m
m
×

4.
0m

m
 i.

d.
 

1
ヶ

月
 

Sh
im

-P
ac

k 
IC

-B
ro

m
at

e(
G

) 
㈱
島
津
製
作
所

 
10

m
m
×

4.
6m

m
 i.

d.
 

1
ヶ
月

 

29
 

Sh
im

-p
ac

kI
C－

SA
2 

㈱
島
津
製
作
所

 
25

0m
m
×

4.
0m

m
 i.

d.
 

7
年

 
Sh

im
-p

ac
kI

C－
SA

2(
G

) 
㈱
島
津
製
作
所

 
10

m
m
×

4.
6m

m
 i.

d.
 

7
年

 

30
 

Sh
im

-p
ac

k 
IC

-B
ro

w
at

e 
㈱
島
津
製
作
所

 
15

0m
m
×

4.
0m

m
 i.

d.
 

8
か

月
 

Sh
im

-p
ac

k 
IC

-B
ro

w
at

e(
G

) 
㈱
島
津
製
作
所

 
10

 m
m
×

4.
6m

m
 i.

d.
 

8
か
月

 

  表
11

 
溶
離
液
、
反
応
液

1
及
び
反
応
液

2
の

脱
気
及
び
送
液
条
件

 

機
関

 
番

号
 

各
溶
液
の
組
成

 
脱

気
方

法
 

H
PL

C
用

脱

気
装

置
使
用

対
象

溶
液

 

送
液
条
件

 

溶
離
液

 
反
応
液

1 
反

応
液

2 
溶

離
液

 
反

応
液

1 
反

応
液

2 
Is

oc
ra

tic
/ 

G
ra

di
en

t 
溶
離
液

 
反
応
液
１

 
反
応
液
２

 

00
 

N
aH

CO
3/ 

N
a 2

CO
3 

臭
化
カ
リ
ウ
ム

 
-硫

酸
溶
液

 
亜
硝

酸
ナ
ト

リ
ウ
ム

溶
液

 
未

実
施

 
未

実
施

 
未

実
施

 
全

3
液

 
Is

oc
ra

tic
 

0.
8 

m
L/

m
in

 
(0

-8
m

in
) 

0.
4 

m
L/

m
in

 
(0

-8
m

in
) 

0.
4 

m
L/

m
in

 
(0

-8
m

in
) 

01
 

N
a 2

CO
3 

亜
硝
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム

溶
液

 
臭

化
カ

リ
ウ

ム
 

-硫
酸

溶
液

 
減

圧
 

減
圧

 
減

圧
 

全
3
液

 
Is

oc
ra

tic
 

1.
0m

L/
m

in
 

(0
-1

0 
m

in
) 

0.
2m

L/
m

in
 

(0
-1

0 
m

in
) 

0.
4m

L/
m

in
 

(0
-1

0 
m

in
) 

02
 

N
a 2

CO
3 

亜
硝
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム

溶
液

 
臭

化
カ

リ
ウ

ム
 

-硫
酸

溶
液

 
減

圧
 

減
圧

 
減

圧
 

全
3
液

 
Is

oc
ra

tic
 

1m
L/

m
in

 
(1

0m
in

) 
0.

2m
L/

m
in

 
(1

0m
in

) 
0.

4m
L/

m
in

 
(1

0m
in

) 
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機
関

 
番

号
 

各
溶
液
の
組
成

 
脱

気
方

法
 

H
PL

C
用

脱

気
装

置
使
用

対
象

溶
液

 

送
液
条
件

 

溶
離
液

 
反
応
液

1 
反

応
液

2 
溶

離
液

 
反

応
液

1 
反

応
液

2 
Is

oc
ra

tic
/ 

G
ra

di
en

t 
溶
離
液

 
反
応
液
１

 
反
応
液
２

 

03
 

N
aH

CO
3/ 

N
a 2

CO
3 

亜
硝
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム

溶
液

 
臭

化
カ

リ
ウ

ム
 

-硫
酸

溶
液

 
未

実
施

 
未

実
施

 
未

実
施

 
全

3
液

 
Is

oc
ra

tic
 

1.
0m

L/
m

in
 

0.
2m

L/
m

in
 

0.
4m

L/
m

in
 

04
 

N
aH

CO
3 

亜
硝
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム

溶
液

 
臭

化
カ

リ
ウ

ム
 

-硫
酸

溶
液

 
(未

記
載

) 
(未

記
載

) 
(未

記
載

) 
全

3
液

 
Is

oc
ra

tic
 

0.
6 

m
L/

m
in

 
(0

-2
0m

in
) 

0.
2 

m
L/

m
in

 
(0

-2
0m

in
) 

0.
4 

m
L/

m
in

 
(0

-2
0m

in
) 

05
 

N
aH

CO
3/ 

N
a 2

CO
3 

臭
化
カ
リ
ウ
ム

 
-硫

酸
溶
液

 
亜
硝

酸
ナ
ト

リ
ウ
ム

溶
液

 
未

実
施

 
未

実
施

 
未

実
施

 
全

3
液

 
Is

oc
ra

tic
 

1.
0m

L/
m

in
 

0.
4m

L/
m

in
 

0.
2m

L/
m

in
 

06
 

N
aH

CO
3/ 

N
a 2

CO
3 

亜
硝
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム

溶
液

 
臭

化
カ

リ
ウ

ム
 

-硫
酸

溶
液

 
減

圧
 

減
圧

 
減

圧
 

全
3
液

 
Is

oc
ra

tic
 

1.
0 

m
L/

m
in

 
(0

-1
0 

m
in

) 
0.

2 
m

L/
m

in
 

(0
-1

0 
m

in
) 

0.
4 

m
L/

m
in

 
(0

-1
0 

m
in

) 

07
 

N
aH

CO
3/ 

N
a 2

CO
3 

亜
硝
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム

溶
液

 
臭

化
カ

リ
ウ

ム
 

-硫
酸

溶
液

 
超

音
波

 
超

音
波

 
超

音
波

 
全

3
液

 
Is

oc
ra

tic
 

1.
0m

L/
m

in
 

0.
2m

L/
m

in
 

0.
4m

L/
m

in
 

08
 

N
a 2

CO
3 

亜
硝
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム

溶
液

 
臭

化
カ

リ
ウ

ム
 

-硫
酸

溶
液

 
減

圧
 

減
圧

 
減

圧
 

反
応

液
１

/ 
反

応
液

２
 

Is
oc

ra
tic

 
1.

0m
L/

m
in

 
(0

-8
 m

in
) 

0.
2m

L/
m

in
  

(0
-8

 m
in

) 
0.

4m
L/

m
in

  
(0

-8
 m

in
) 

09
 

N
aH

CO
3/ 

N
a 2

CO
3 

亜
硝
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム

溶
液

 
臭

化
カ

リ
ウ

ム
 

-硫
酸

溶
液

 
超

音
波

 
超

音
波

 
超

音
波

 
未

使
用

 
Is

oc
ra

tic
 

1.
0m

L/
m

in
 

0.
2m

L/
m

in
 

0.
4m

L/
m

in
 

10
 

N
a 2

CO
3 

亜
硝
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム

溶
液

 
臭

化
カ

リ
ウ

ム
 

-硫
酸

溶
液

 
未

実
施

 
超

音
波

 
超

音
波

 
全

3
液

 
Is

oc
ra

tic
 

0.
8m

L/
m

in
 

0.
2m

L/
m

in
 

0.
4m

L/
m

in
 

11
 

N
aH

CO
3/ 

N
a 2

CO
3 

亜
硝
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム

溶
液

 
臭

化
カ

リ
ウ

ム
 

-硫
酸

溶
液

 
減

圧
 

減
圧

 
超

音
波

 
全

3
液

 
Is

oc
ra

tic
 

1.
2m

L/
m

in
 

(0
-1

0m
in

) 
0.

2m
L/

m
in

 
(0

-1
0m

in
) 

0.
4m

L/
m

in
 

(0
-1

0m
in

) 

12
 

K
O

H
溶
液

 
亜
硝
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム

溶
液

 
臭

化
カ

リ
ウ

ム
 

-硫
酸

溶
液

 
未

実
施

 
減

圧
 

減
圧

 
全

3
液

 
G

ra
di

en
t 

1m
L/

m
in

 
(1

5m
in

) 
0.

1m
L/

m
in

 
(1

5m
in

) 
0.

2m
L/

m
in

 
(1

5m
in

) 

13
 

N
aH

CO
3/ 

N
a 2

CO
3 

亜
硝
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム

溶
液

 
臭

化
カ

リ
ウ

ム
 

-硫
酸

溶
液

 
未

実
施

 
超

音
波

 
超

音
波

 
溶

離
液

 
の

み
 

Is
oc

ra
tic

 
1.

2m
L/

m
in

 
0.

2m
L/

m
in

 
0.

4m
L/

m
in

 

14
 

N
aH

CO
3/ 

N
a 2

CO
3 

臭
化
カ
リ
ウ
ム

 
-硫

酸
溶
液

 
亜
硝

酸
ナ
ト

リ
ウ
ム

溶
液

 
減

圧
、

 
超

音
波

 
減

圧
、

 
超

音
波

 
減

圧
、

 
超

音
波

 
溶

離
液

/ 
反

応
液

２
 

Is
oc

ra
tic

 
1m

L/
m

in
 

(0
-1

0m
in

) 
0.

4m
L/

m
in

 
(0

-1
0m

in
) 

0.
2m

L/
m

in
 

(0
-1

0m
in

) 

15
 

N
a 2

CO
3 

亜
硝
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム

溶
液

 
臭

化
カ

リ
ウ

ム
 

-硫
酸

溶
液

 
減

圧
 

減
圧

 
減

圧
 

全
3
液

 
Is

oc
ra

tic
 

1m
L/

m
in

 
0.

2m
L/

m
in

 
0.

4m
L/

m
in

 

16
 

N
aH

CO
3/ 

N
a 2

CO
3 

亜
硝
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム

溶
液

 
臭

化
カ

リ
ウ

ム
 

-硫
酸

溶
液

 
未

実
施

 
未

実
施

 
未

実
施

 
全

3
液

 
Is

oc
ra

tic
 

1.
0 

m
L/

m
in

 
(0

-2
0m

in
) 

0.
2 

m
L/

m
in

 
(0

-2
0m

in
) 

0.
4 

m
L/

m
in

 
(0

-2
0 

m
in

) 

17
 

N
aH

CO
3/ 

N
a 2

CO
3 

臭
化
カ
リ
ウ
ム

 
-硫

酸
溶
液

 
亜
硝

酸
ナ
ト

リ
ウ
ム

溶
液

 
超

音
波

 
超

音
波

 
超

音
波

 
全

3
液

 
Is

oc
ra

tic
 

0.
8 

m
L/

m
in

 
(0

-8
m

in
) 

0.
4 

m
L/

m
in

 
(0

-8
m

in
) 

0.
4 

m
L/

m
in

 
(0

-8
m

in
) 

18
 

N
a 2

CO
3 

亜
硝
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム

溶
液

 
臭

化
カ

リ
ウ

ム
 

-硫
酸

溶
液

 
減

圧
 

減
圧

 
減

圧
 

(未
記

載
) 

G
ra

di
en

t 
1.

0m
L/

m
in

 
0.

2m
L/

m
in

 
0.

4m
L/

m
in

 

19
 

N
aH

CO
3/ 

N
a 2

CO
3 

亜
硝
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム

溶
液

 
臭

化
カ

リ
ウ

ム
 

-硫
酸

溶
液

 
減

圧
 

減
圧

 
減

圧
 

(未
記

載
) 

Is
oc

ra
tic

 
1.

2m
L/

m
in

 
0.

2m
L/

m
in

 
0.

2m
L/

m
in

 

20
 

N
aH

CO
3/ 

N
a 2

CO
3 

亜
硝
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム

溶
液

 
臭

化
カ

リ
ウ

ム
 

-硫
酸

溶
液

 
そ

の
他

 
そ

の
他

 
そ

の
他

 
未

使
用

 
Is

oc
ra

tic
 

1.
0m

L/
m

in
 

0.
2m

L/
m

in
 

0.
4m

L/
m

in
 

21
 

N
a 2

CO
3 

亜
硝
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム

溶
液

 
臭

化
カ

リ
ウ

ム
 

-硫
酸

溶
液

 
超

音
波

 
超

音
波

 
超

音
波

 
溶

離
液

/ 
反

応
液

１
 

Is
oc

ra
tic

 
0.

8m
L/

m
in

 
(9

.7
m

in
) 

0.
2m

L/
m

in
 

(9
.7

m
in

) 
0.

4m
L/

m
in

 
(9

.7
m

in
) 
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機
関

 
番

号
 

各
溶
液
の
組
成

 
脱

気
方

法
 

H
PL

C
用

脱

気
装

置
使
用

対
象

溶
液

 

送
液
条
件

 

溶
離
液

 
反
応
液

1 
反

応
液

2 
溶

離
液

 
反

応
液

1 
反

応
液

2 
Is

oc
ra

tic
/ 

G
ra

di
en

t 
溶
離
液

 
反
応
液
１

 
反
応
液
２

 

22
 

N
aH

CO
3/ 

N
a 2

CO
3 

亜
硝
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム

溶
液

 
臭

化
カ

リ
ウ

ム
 

-硫
酸

溶
液

 
減

圧
 

減
圧

 
減

圧
 

全
3
液

 
Is

oc
ra

tic
 

1.
0m

L/
m

in
 

(0
-1

3m
in

) 
0.

2m
L/

m
in

 
(0

-1
3m

in
) 

0.
4m

L/
m

in
 

(0
-1

3m
in

) 

23
 

N
aH

CO
3 

臭
化
カ
リ
ウ
ム

 
-硫

酸
溶
液

 
亜
硝

酸
ナ
ト

リ
ウ
ム

溶
液

 
超

音
波

 
超

音
波

 
超

音
波

 
未

使
用

 
Is

oc
ra

tic
 

1.
0m

L/
m

in
 

0.
4m

L/
m

in
 

0.
2m

L/
m

in
 

24
 

N
a 2

CO
3 

臭
化
カ
リ
ウ
ム

 
-硫

酸
溶
液

 
亜
硝

酸
ナ
ト

リ
ウ
ム

溶
液

 
未

実
施

 
未

実
施

 
未

実
施

 
全

3
液

 
Is

oc
ra

tic
 

1m
L/

m
in

 
(0

-8
m

in
) 

0.
2m

L/
m

in
 

(0
-8

m
in

) 
0.

4m
L/

m
in

 
(0

-8
m

in
) 

25
 

N
a 2

CO
3 

亜
硝
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム

溶
液

 
臭

化
カ

リ
ウ

ム
 

-硫
酸

溶
液

 
未

実
施

 
減

圧
 

減
圧

 
全

3
液

 
Is

oc
ra

tic
 

1.
3m

L/
m

in
 

0.
3m

L/
m

in
 

0.
4m

L/
m

in
 

26
 

N
aH

CO
3/ 

N
a 2

CO
3 

亜
硝
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム

溶
液

 
臭

化
カ

リ
ウ

ム
 

-硫
酸

溶
液

 
未

実
施

 
未

実
施

 
未

実
施

 
全

3
液

 
Is

oc
ra

tic
 

1m
L/

m
in

 
0.

2m
L/

m
in

 
0.

4m
L/

m
in

 

27
 

N
aH

CO
3 

亜
硝
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム

溶
液

 
臭

化
カ

リ
ウ

ム
 

-硫
酸

溶
液

 
未

実
施

 
未

実
施

 
未

実
施

 
溶

離
液

 
の

み
 

Is
oc

ra
tic

 
0.

7 
m

L/
m

in
 

0.
2 

m
L/

m
in

 
0.

4 
m

L/
m

in
 

28
 

N
aH

CO
3/ 

N
a 2

CO
3 

臭
化
カ
リ
ウ
ム

 
-硫

酸
溶
液

 
亜
硝

酸
ナ
ト

リ
ウ
ム

溶
液

 
未

実
施

 
未

実
施

 
未

実
施

 
全

3
液

 
Is

oc
ra

tic
 

0.
8m

L/
m

in
 

0.
4m

L/
m

in
 

0.
2m

L/
m

in
 

29
 

N
aH

CO
3 

臭
化
カ
リ
ウ
ム

 
-硫

酸
溶
液

 
亜
硝

酸
ナ
ト

リ
ウ
ム

溶
液

 
未

実
施

 
未

実
施

 
未

実
施

 
全

3
液

 
Is

oc
ra

tic
 

1.
0m

L/
m

in
 

(0
-1

7m
in

) 
0.

4m
L/

m
in

 
(0

-1
7m

in
) 

0.
2m

L/
m

in
 

(0
-1

7m
in

) 

30
 

N
aH

CO
3/ 

N
a 2

CO
3 

亜
硝
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム

溶
液

 
臭

化
カ

リ
ウ

ム
 

-硫
酸

溶
液

 
未

実
施

 
未

実
施

 
未

実
施

 
全

3
液

 
Is

oc
ra

tic
 

1.
0m

L/
m

in
 

0.
4m

L/
m

in
 

0.
2m

L/
m

in
 

  表
12

 
器
具
の
洗
浄
及
び
溶
離
液
の
調
製

 
機

関
 

番
号
 

使
用
す
る
器
具
の
洗
浄
方
法

 
溶
離
液
の
調
製
方
法

 

00
 

①
 
洗
剤
で
洗
浄
後
、
水
道
水
で

5
回
す
す
ぐ
。

 
②

 
器
具
を
超
純
水
で
満
た
し
、
捨
て
る
こ
と
を

2
回

繰
り

返
す

。
 

③
 
使
用
時
は
超
純
水
で

1
回
す
す
い
で
か
ら
使
用

す
る
。

 

①
 

1L
ビ

ー
カ
ー

（
ガ
ラ

ス
製
）

に
精

製
水
約

80
0m

L
を
加
え
る
。

 
②

 
炭

酸
ナ

ト
リ
ウ

ム
0.

37
1g

及
び
炭

酸
水

素
ナ

ト
リ
ウ

ム
0.

08
4g

を
量
り
と
り
、
①
の
精
製
水
に
溶
か
す
。

 
③

 
1L

メ
ス

フ
ラ

ス
コ
（

ガ
ラ
ス

製
）

に
②

を
加

え
、
精

製
水
を
標
線
ま
で
加
え
混
和
す
る
。

 
④

 
メ

ン
ブ

ラ
ン
フ

ィ
ル
タ

ー
に
よ

る
ろ

過
は

行
わ

ず
、
溶

離
液
と
す
る
。

 

01
 

①
水

道
水
洗
浄

 
②

洗
剤

入
り
の
超
音
波
洗
浄

 
③

超
純

水
洗
浄

 
④

自
然

乾
燥

 

①
精

製
水
を

脱
気
し

た
。

 
②

10
00

m
lメ

ス
シ

リ
ン

ダ
ー
に

て
14

00
m

l脱
気

し
た
精

製
水
を

20
00

m
lポ

リ
容
器
に
入
れ
、
こ
れ
に

1 
m

ol
/l
炭
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
溶
液

12
.6

m
lを

加
え
て

調
整
し

た
。

 

02
 

①
 
水
道
水
で

1
回
す
す
ぐ
。

 
②

 
器
具
を
超
純
水
で
満
た
し
、
捨
て
る
こ
と
を

2
回

繰
り

返
す

。
 

③
 
使
用
時
は
超
純
水
で

2
回
す
す
い
で
か
ら
使
用

す
る
。

 

①
 

0.
9m

ol
/L

炭
酸

ナ
ト

リ
ウ

ム
を
冷
暗

所
よ

り
取

り
出
し
室
温
に
戻
す
。

 
②

 
10

00
m

L
全

量
フ

ラ
ス

コ
（
ガ

ラ
ス

製
）

に
精

製
水
約

50
0m

L
を
加
え
る
。

 
③

 
10

m
L
全

量
ピ

ペ
ッ

ト
（
ガ

ラ
ス
製

）
を

用
い

て
、

0.
9m

ol
/L

炭
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
溶
液
を
加
え
、
精
製
水
を
標
線
ま
で
加
え
混
和
す
る
。

 

- 25 -



機
関
 

番
号
 

使
用
す
る
器
具
の
洗
浄
方
法

 
溶
離
液
の
調
製
方
法

 

03
 

①
 
水
道
水
で

3
回
す
す
ぐ
。

 
②

 
器
具
を
超
純
水
で
満
た
し
、
捨
て
る
こ
と
を

2
回

繰
り

返
す

。
 

③
 
使
用
時
は
超
純
水
で

1
回
す
す
い
で
か
ら
使
用

す
る
。

 

①
 

N
aH

CO
3 1

0.
08

g
と

N
a 2

CO
3 0

.6
36

g
を

1L
メ

ス
フ
ラ
ス
コ
に
加
え
精
製
水
で
溶
解
し
定
容
と
し
溶
離
液
の
濃
縮
液
と
す
る
。

 
②

 
濃

縮
液

（
12

0m
m

ol
/L

炭
酸

水
素

ナ
ト

リ
ウ

ム
，

6m
m

ol
/L

炭
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
）
を
冷
暗
所
よ
り
取
り
出
し
室
温
に
戻
す
。

 
③

 
10

00
m

L
共

栓
付

き
メ

ス
フ
ラ

ス
コ

（
ガ

ラ
ス

製
）
に
精
製
水

80
0m

L
を
量
り
と
る
。

 
 
 
 

 
④

 
10

0m
L
シ

リ
ン

ダ
ー
（

ガ
ラ

ス
製

）
を

用
い

て
、

12
0m

m
ol

/L
 炭

酸
水
素
ナ
ト
リ
ウ
ム
溶
液
及
び

6m
m

ol
/L

炭
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
溶
液
を

10
0m

L
加

え
、
精

製
水
を

10
00

m
Ｌ
メ

ス
フ

ラ
ス

コ
の
標

線
ま
で
加
え
混
和
し
溶
離
液
と
す
る
。

 

04
 

ガ
ラ

ス
製
ホ
ー
ル
ピ
ペ
ッ
ト
は
、
水
道
水
に
よ
る
洗

浄
を
３

回
以
上

行
っ

た
後
、
超
音
波
洗
浄
機
に
よ
る
洗
剤
洗
浄
、
水

道
水
洗

浄
、
酸

洗
浄

、
水
道
水
洗
浄
、
蒸
留
水
洗
浄
を
行
い
、
自
然

乾
燥
さ

せ
る
。

 
ガ

ラ
ス

製
メ
ス
フ
ラ
ス
コ
及
び
メ
ス
シ
リ
ン
ダ
ー
は

、
水
道

水
に
よ

る
内

外
面
の
洗
浄
を
３
回
以
上
、
精
製
水
に
よ
る
内

外
面
の

洗
浄
を

３
回

以
上
行
っ
た
後
、
自
然
乾
燥
さ
せ
る
。

 

①
 

溶
離
液

原
液
（

ガ
ラ
ス

製
1L

メ
ス

フ
ラ

ス
コ

に
炭
酸

水
素
ナ
ト
リ
ウ
ム

67
.2

08
g
を
正
確
に
量
り
採
り
、
精
製
水
で
メ
ス
ア
ッ
プ
し
た
も

の
）

を
冷
暗

所
よ
り

取
り
出

し
、
室

温
に

戻
す

。
 

②
 

ガ
ラ
ス

製
1L

メ
ス

フ
ラ
ス

コ
に
溶

離
液

原
液

15
m

L
を
ホ
ー
ル
ピ

ペ
ッ
ト
で
正
確
に
量
り
採
り
、
精
製
水
で
全
量
を

1L
と
し
、
混
和
す

る
。

 
③

 
メ

ン
ブ

ラ
ン
フ

ィ
ル
タ

ー
に
よ

る
ろ

過
は

行
わ

ず
、
溶

離
液
と
す
る
。

 

05
 

①
 
水
道
水
で

10
回
す
す
ぐ
。

 
②

 
超
純
水
で

3
回
す
す
い
だ
後
風
乾
す
る
。

 
③

 
使
用
時
は
超
純
水
で

3
回
す
す
い
で
か
ら
使
用

す
る
。

 

①
 

濃
縮
液

（
48

0m
m

ol
/L

炭
酸

水
素

ナ
ト

リ
ウ

ム
、

24
m

m
ol

/L
炭
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
）
を
冷
蔵
庫
よ
り
取
り
出
し
室
温
に
戻
す
。

 
②

 
1L

メ
ス

フ
ラ

ス
コ
（

ガ
ラ
ス

製
）

に
、

25
m

L
ホ

ー
ル
ピ
ペ
ッ
ト
（
ガ
ラ
ス
製
）
を
用
い
て
濃
縮
液
を
加
え
、
精
製
水
を
標
線
ま
で
加
え

混
和

す
る
。

 
③

 
メ

ン
ブ

ラ
ン
フ

ィ
ル
タ

ー
に
よ

る
ろ

過
は

行
わ

ず
、
溶
離
液
と
す
る
。

 

06
 

①
水

道
水
で

10
回
す
す
ぐ
。

 
②

器
具

を
超
純
水
で
満
た
し
，
捨
て
る
こ
と
を

5
回

繰
り

返
す
。

 
③

使
用

時
は
超
純
水
で

3
回
す
す
い
で
か
ら
使
用
す

る
。

 

①
20

0m
lメ

ス
フ

ラ
ス

コ
に
炭

酸
ナ
ト
リ

ウ
ム

（
特

級
）

1.
27

2g
を
量
り
採
り
，
精
製
水
を
標
線
ま
で
加
え
，
溶
解
す
る
。

 
②

①
か
ら

5m
lを

ホ
ー

ル
ピ
ペ

ッ
ト
（
ガ

ラ
ス

製
）
で

採
り
，

50
0m

lメ
ス
フ
ラ
ス
コ
（
ガ
ラ
ス
製
）
に
炭
酸
水
素
ナ
ト
リ
ウ
ム
（
特
級
）

0.
50

4g
と

共
に

入
れ

，
精
製

水
を
標

線
ま
で

加
え

，
溶

解
し

，
溶
離

液
と
す
る
。

 

07
 

①
 
水
道
水
で

1
回
す
す
ぐ
。

 
②

 
水
道
水
に
理
化
学
器
具
洗
浄
用
洗
剤
を
入
れ
、

超
音
波

洗
浄
す

る
。

 
③

 
水
道
水
で

2
回
す
す
い
だ
後
、
蒸
留
水
で
す
す

ぐ
（

場
合

に
よ
っ

て
は

熱
乾
燥
す
る
）
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 

④
 
使
用
時
は
超
純
水
で

1
回
す
す
い
で
か
ら
使
用

す
る
。

 

①
 

市
販
試

薬
（

1m
ol

/L
炭

酸
水

素
ナ

ト
リ

ウ
ム

，
1m

ol
/L

炭
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
）
を
暗
所
よ
り
取
り
出
す
。

 
②

 
予

め
精

製
水
を

入
れ
た

1L
メ

ス
フ

ラ
ス

コ
（

ガ
ラ
ス

製
）
に
デ
ジ
タ
ル
ピ
ペ
ッ
ト
（

PP
製
チ
ッ
プ
）
を
用
い
て
、

 炭
酸
水
素
ナ
ト
リ
ウ

ム
溶

液
0.

8m
L
及

び
炭
酸

ナ
ト
リ

ウ
ム

溶
液

4.
5m

L
を

採
り
、
メ
ス
ア
ッ
プ
し
混
和
す
る
。

 
③

 
メ

ン
ブ

ラ
ン
フ

ィ
ル
タ

ー
(ｵ
ﾑﾆ
ﾎﾟ
ｱﾒ
ﾝﾌ
ﾞ
ﾚﾝ
、

0.
2μ

m
 

JG
) 
を
用
い
て
ろ
過
を
し
、
超
音
波
脱
気
し
た
も
の
を
溶
離
液
と
す
る
。

 

08
 

①
器

具
は
精
製
水
で

5
回
す
す
い
で
か
ら
使
用
す
る

。
 

①
20

00
ｍ

L
メ

ス
フ
ラ

ス
コ

（
ガ

ラ
ス
製

）
に

炭
酸

ナ
ト
リ

ウ
ム
（
特
級
）

1.
9g

を
移
し
入
れ
、
精
製
水
を
標
線
ま
で
加
え
混
和
す
る
。

 
②

ろ
過

は
行

わ
ず
溶

離
液
と

す
る
。

 

09
 

①
洗

剤
で
洗
い
、
水
道
水
で
流
す
。

 
②

超
純

水
で
す
す
ぐ
。

 
③

使
用

時
に
超
純
水
で

2、
3
回
す
す
い
で
か
ら
使

用
す
る

。
 

①
1m

ol
/L

炭
酸

ナ
ト
リ

ウ
ム
溶

液
（
イ

オ
ン

ク
ロ

マ
ト
グ

ラ
フ
用
）
を

15
m

L
の
ホ
ー
ル
ピ
ペ
ッ
ト
（
ガ
ラ
ス
製
）
で

20
m

L
の
メ
ス
フ
ラ
ス

コ
（

ガ
ラ
ス

製
）
に

採
り
、

精
製
水

を
加

え
20

m
L
と

す
る
。

 
②

1m
ol

/L
炭

酸
水

素
ナ

ト
リ
ウ

ム
溶
液

（
イ

オ
ン

ク
ロ
マ

ト
グ
ラ
フ
用
）
を

1m
L
の
ホ
ー
ル
ピ
ペ
ッ
ト
（
ガ
ラ
ス
製
）
で

10
m

L
の
メ
ス
フ

ラ
ス

コ
（
ガ

ラ
ス
製

）
に
採

り
、
精

製
水

を
加
え

10
m

L
と
す
る
。

 
③

①
の

溶
液

5m
L、

②
の
溶

液
1m

L
を

そ
れ

ぞ
れ

ホ
ー
ル
ピ
ペ
ッ
ト
（
ガ
ラ
ス
製
）
で

1L
の
メ
ス
フ
ラ
ス
コ
（
ガ
ラ
ス
製
）
に
採
り
、
精
製

水
を

加
え

1L
と

す
る
。

 
④

メ
ン

ブ
ラ

ン
フ
ィ

ル
タ
ー

に
よ
る

ろ
過

は
行

わ
ず

、
溶
離

液
と
す
る
。

 

10
 

①
水

道
水
で

3
回
す
す
ぐ
。

 
②

洗
剤

を
薄
め
た
槽
に

1
日
浸
け
置
く
。

 
③

超
音

波
で

15
分
間
洗
浄
す
る
。

 
④

水
道

水
で

8
回
す
す
ぐ
。

 
⑤

精
製

水
で

2
回
す
す
ぐ
。

 

①
炭

酸
ナ
ト

リ
ウ
ム

（
特
級

）
0.

38
2g

を
マ

イ
ク
ロ

秤
量
瓶

（
ガ
ラ
ス
製
）
に
量
り
取
る
。

 
②

1L
メ

ス
フ

ラ
ス

コ
（
ガ

ラ
ス
製

）
に

少
量

の
精

製
水
で

溶
解
さ
せ
る
。

 
③

溶
解

後
、

精
製
水

で
定
容

す
る
。

 
④

ポ
リ

保
存

瓶
に
入

れ
換
え

る
。

 
⑤

メ
ン

ブ
ラ

ン
フ
ィ

ル
タ
ー

に
よ
る

ろ
過

は
行

わ
ず

、
溶
離

液
と
す
る
。
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機
関
 

番
号
 

使
用
す
る
器
具
の
洗
浄
方
法

 
溶
離
液
の
調
製
方
法

 

11
 

①
 
水
道
水
で

3
回
す
す
ぐ
。

 
②

 
器
具
を
超
純
水
で
満
た
し
、
捨
て
る
こ
と
を

3
回

繰
り

返
す

。
 

③
 
使
用
時
は
超
純
水
で

2
回
す
す
い
で
か
ら
使
用

す
る
。

 

①
 

炭
酸
水

素
ナ
ト

リ
ウ
ム

4.
2g

と
炭

酸
ナ

ト
リ

ウ
ム

23
.8

5g
を

50
0m

L
メ
ス
フ
ラ
ス
コ
（
ガ
ラ
ス
製
）
に
量
り
と
り
、
精
製
水
を
標
線
ま

で
加

え
混
和

し
、
溶

離
液
用

ス
ト
ッ

ク
溶

液
と

す
る

。
 

②
 

20
00

m
L
メ

ス
フ

ラ
ス

コ
（

ガ
ラ
ス

製
）
に

20
m

L
ホ

ー
ル
ピ
ペ
ッ
ト
（
ガ
ラ
ス
製
）
を
用
い
て
溶
離
液
用
ス
ト
ッ
ク
溶
液
（

0.
10

m
ol

/L
炭

酸
水

素
ナ

ト
リ
ウ

ム
・

0.
45

m
ol

/L
炭

酸
ナ

ト
リ

ウ
ム
混

合
溶
液
）
を
加
え
、
脱
気
し
た
精
製
水
を
標
線
ま
で
加
え
混
和
す
る
。

 
③

 
メ

ン
ブ

ラ
ン
フ

ィ
ル
タ

ー
に
よ

る
ろ

過
は

行
わ

ず
、
溶

離
液
と
す
る
。

 

12
 

①
 
超
音
波
洗
浄
機
に
よ
り
洗
浄
す
る
（
超
音
波
で

15
分

間
洗

浄
し

た
後

、
水
道
水
で

3
回
洗
浄
）
。

 
②

 
器
具
を
超
純
水
で
満
た
し
、
捨
て
る
こ
と
を

2
回

繰
り

返
す

。
 

③
 
使
用
時
は
超
純
水
で

1
回
す
す
い
で
か
ら
使
用

す
る
。

 

自
動

生
成
装

置
に
よ

り
、
溶

離
液
（

K
O

H
）

を
生

成
す
る

。
 

13
 

②
 
器
具
は
医
療
用
の
洗
浄
機
を
用
い
て
洗
浄
し
、

超
純
水

で
2
回

す
す

ぐ
。

 
③

 
使
用
時
は
超
純
水
で

2
回
す
す
い
で
か
ら
使
用

す
る
。

 

①
 

濃
縮
液

（
0.

1m
m

ol
/L

炭
酸

水
素
ナ

ト
リ

ウ
ム

，
0.

1m
m

ol
/L

炭
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
）
を
使
用
す
る
。

 
②

 
20

00
m

L
メ

ス
シ

リ
ン

ダ
ー
（

ガ
ラ

ス
製

）
に

精
製
水
を
量
り
と
る
。

 
③

 
50

m
L
メ

ス
シ

リ
ン

ダ
ー
（
ガ

ラ
ス

製
）
を

用
い
て

0.
1m

m
ol

/L
 炭

酸
水
素
ナ
ト
リ
ウ
ム
溶
液

20
m

L、
10

0m
L
メ
ス
シ
リ
ン
ダ
ー
（
ガ

ラ
ス

製
）
を

用
い
て

0.
1m

m
ol

/L
炭

酸
ナ

ト
リ
ウ

ム
溶
液

を
90

m
L
加
え
、
精
製
水
を
標
線
ま
で
加
え
混
和
し
、
溶
離
液
と
す
る
。

 

14
 

①
 
超
音
波
洗
浄
し
た
器
具
を
水
道
水
、
超
純
水
の

順
で
す

す
ぎ
、

乾
燥

さ
せ
て
保
管
す
る
。

 
②

 
保
管
し
て
あ
る
器
具
を
使
用
時
に
超
純
水
で

3
回

す
す

い
で

か

ら
使

用
す
る
。

 

①
 

濃
縮
液

（
17

0m
m

ol
/L

炭
酸

水
素

ナ
ト

リ
ウ

ム
+1

80
m

m
ol

/L
炭
酸
ナ
ト
リ

ウ
ム
）
を
冷
暗
所
よ
り
取
り
出
し
室
温
に
戻
す
。

 
②

 
10

00
m

L
メ

ス
フ

ラ
ス

コ
（
ガ

ラ
ス

製
）

に
精

製
水
約

95
0m

L
を
と
る
。

 
③

 
10

m
L
ホ

ー
ル

ピ
ペ

ッ
ト
（

ガ
ラ
ス

製
）

を
用

い
て
濃

縮
液
を
加
え
、
精
製
水
を
標
線
ま
で
加
え
混
和
す
る
。

 
④

 
メ

ン
ブ

ラ
ン
フ

ィ
ル
タ

ー
に
よ

る
ろ

過
は

行
わ

ず
、
溶

離
液
と
す
る
。

 

15
 

①
 
高
圧
ジ
ェ
ッ
ト
洗
浄
機
を
用
い
て
使
用
器
具
類

を
3
回

程
度

す

す
ぐ

。
 

②
 
精
製
水
で

3
回
程
度
す
す
ぐ
。

 
③

 
使
用
時
は
再
度
精
製
水
で

3
回
以
上
す
す
い
で

か
ら
使

用
す

る
。

 

①
 

30
0m

L
ビ

ー
カ

ー
（

ガ
ラ
ス

製
）

に
炭

酸
ナ

ト
リ
ウ

ム
（
特
級
）
を

53
g
秤
量
し
、
精
製
水
を
加
え
て
溶
か
し

50
0m

L
全
量
フ
ラ
ス
コ

（
ガ

ラ
ス
製

）
に
移

し
定
容

す
る
。
こ
れ

は
、

1m
oL

/L
-炭

酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
溶
液
で
あ
り
、
こ
れ
を
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
容
器
に
移
し
替
え
冷
蔵
保
存

し
て

お
く
。

 
②

 
①
の

1m
oL

/L
-炭

酸
ナ
ト

リ
ウ
ム
溶

液
を

冷
暗

所
よ
り
取
り
出
し
室
温
に
戻
す
。

 
③

 
1L

メ
ス

フ
ラ

ス
コ
（

ガ
ラ
ス

製
）

に
精

製
水

を
約

80
0m

L
程
度
入
れ
て
お
く
。

 
④

 
9m

L
ホ

ー
ル

ピ
ペ

ッ
ト
（

ガ
ラ
ス

製
）

を
用

い
て
、

1m
ol

/L
 炭

酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
溶
液
を
加
え
、
精
製
水
を
標
線
ま
で
加
え
混
和
す
る
。

 
⑤

 
こ

の
溶

液
を
測

定
機
器

専
用
容

器
（

ポ
リ

エ
チ

レ
ン
容

器
）
に
移
し
替
え
た
後
、
ス
タ
ー
ラ
ー
及
び
撹
拌
子
を
用
い
攪
拌
し
な
が
ら
、
ア
ス

ピ
レ

ー
タ
ー

を
用
い

て
吸
引

脱
気
し

、
溶

離
液

と
し

て
使
用

す
る
。

 

16
 

①
 
水
道
水
で
約

3
回
す
す
ぐ
。

 
②

 
器
具
を
イ
オ
ン
交
換
水
で
満
た
し
、
捨
て
る
こ

と
を
約

3
回

繰

り
返

す
。

 
③

 
使
用
時
は
イ
オ
ン
交
換
水
で
約

3
回
す
す
い
で

か
ら
使

用
す

る
。

 

①
 

濃
縮
液

（
12

0 
m

m
ol

/L
 炭

酸
水
素

ナ
ト

リ
ウ

ム
，

6 
m

m
ol

/L
 炭

酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
混
合
溶
液
）
を
冷
暗
所
よ
り
取
り
出
し
室
温
に
戻
す
。

 
②

 
1 

L 
共

栓
付
き

メ
ス
フ

ラ
ス
コ

に
精

製
水

約
 5

00
 m

L 
を
入
れ
る
。

 
③

 
20

0 
m

L 
メ

ス
シ

リ
ン

ダ
ー
（

ガ
ラ

ス
製
）
を

用
い

て
、

12
0 

m
m

ol
/L

 炭
酸
水
素
ナ
ト
リ
ウ
ム
，

6 
m

m
ol

/L
 炭

酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
混
合
溶

液
 1

00
 m

L 
を

②
に
加

え
、
精

製
水
を

標
線

ま
で

加
え
混

和
す
る
。

 
④

 
ろ

過
は

行
わ
ず

、
溶
離

液
と
す

る
。

 

17
 

①
 
水
道
水
で

3
回
す
す
ぐ
。

 
②

 
器
具
を
精
製
水
で
満
た
し
、
超
音
波
に
か
け
て

捨
て
る

こ
と

を
3

回
繰

り
返
す
。

 
③

 
使
用
時
は
精
製
水
で

3
回
す
す
い
で
か
ら
使
用

す
る
。

 

①
 

濃
縮
液

（
0.

1m
ol

/L
炭

酸
水

素
ナ
ト

リ
ウ

ム
，

0.
35

m
ol

/L
炭
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
）
を
冷
暗
所
よ
り
取
り
出
し
室
温
に
戻
す
。

 
②

 
10

00
m

L
の

メ
ス

フ
ラ

ス
コ
（

ガ
ラ

ス
製

）
に

精
製
水
約

60
0m

L
を
量
り
と
る
。

 
③

 
濃

縮
液

を
10

m
L
ホ

ー
ル

ピ
ペ
ッ
ト

（
ガ

ラ
ス

製
）
を
用
い
て
加
え
、
精
製
水
を
標
線
ま
で
加
え
混
和
す
る
。

 
④

 
メ

ン
ブ

ラ
ン
フ

ィ
ル
タ

ー
 に

よ
る

ろ
過

は
行

わ
ず
、

溶
離
液
と
す
る
。

 

18
 

①
 
水
道
水
で

3
回
す
す
ぐ
。

 
②

 
器
具
を
超
純
水
で
満
た
し
、
捨
て
る
こ
と
を

2
回

繰
り

返
す

。
 

③
 
使
用
時
は
超
純
水
で

1
回
す
す
い
で
か
ら
使
用

す
る
。

 

①
 

濃
縮
液

0.
9m

ol
/L

炭
酸

ナ
ト
リ
ウ

ム
を

冷
暗

所
よ
り

取
り
出
し
室
温
に
戻
す
。

 
②

 
10

00
m

L
共

栓
付

き
メ

ス
シ
リ

ン
ダ

ー
（

ガ
ラ

ス
製
）
に
精
製
水

90
0m

L
を
量
り
と
る
。

 
③

 
10

m
L
ホ

ー
ル

ピ
ペ

ッ
ト
（

ガ
ラ
ス

製
）
を
用

い
て
、

0.
9m

ol
/L

炭
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
溶
液
を
加
え
、
精
製
水
を
標
線
ま
で
加
え
混
和
す
る
。 

④
 

メ
ン
ブ

ラ
ン
フ

ィ
ル
タ

ー
(製

品
名
及

び
規

格
) 
を

用
い
て
ろ
過
を
し
、
溶
離
液
と
す
る
。
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機
関
 

番
号
 

使
用
す
る
器
具
の
洗
浄
方
法

 
溶
離
液
の
調
製
方
法

 

19
 

①
 
水
道
水
で

3
回
す
す
ぐ
。

 
②

 
器
具
を
超
純
水
で
満
た
し
、
捨
て
る
こ
と
を

1
回

行
う

。
 

③
 
使
用
時
は
超
純
水
で

2
回
す
す
い
で
か
ら
使
用

す
る
。

 

①
 

炭
酸
ナ

ト
リ
ウ

ム
15

.9
0g

と
、
炭

酸
水

素
ナ

ト
リ
ウ

ム
84

.0
1g

を
1Ｌ

全
量
フ
ラ
ス
コ
に
量
り
採
る
。
こ
こ
に
超
純
水
を
加
え
て
 
溶
解

し
、

1Ｌ
と

す
る

。
 

②
 

2Ｌ
の

全
量

フ
ラ

ス
コ
に

、
①
の
溶

液
を

20
m

L
採

り
、
超
純
水
を
加
え
て

2Ｌ
と
す
る
。

 
③

 
全

量
フ

ラ
ス
コ

の
ま
ま

超
音
波

に
よ

り
脱

気
を

10
分

間
行
う
。

 
④

 
ポ

リ
エ

チ
レ
ン

製
溶
離

液
タ
ン

ク
に

、
0.

2μ
m

以
下

の
メ
ン
ブ
ラ
ン
フ
ィ
ル
タ
ー
で
濾
過
し
て
入
れ
る
。

 

20
 

①
 
水
道
水
で

3
回
す
す
ぐ
。

 
②

 
器
具
を
超
純
水
で
満
た
し
、
捨
て
る
こ
と
を

3
回

繰
り

返
す

。
 

③
 
使
用
時
は
超
純
水
で

3
回
す
す
い
で
か
ら
使
用

す
る
。

 

溶
離

液
：
炭

酸
ナ
ト

リ
ウ
ム

お
よ
び

炭
酸

水
素

ナ
ト

リ
ウ
ム

溶
液
（
そ
れ
ぞ
れ
、

0.
00

8 
m

ol
/L

, 0
.0

01
 m

ol
/L
）
：

1 
m

ol
/L

炭
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム

溶
液

（
関
東

化
学
（

株
）
）

16
m

L
お
よ

び
1 

m
ol

/L
炭

酸
水

素
ナ
ト
リ
ウ
ム
溶
液
（
関
東
化
学
（
株
）
）

2m
L
を
、
ホ
ー
ル
ピ
ペ
ッ
ト
を
用
い

て
、

2L
メ

ス
フ
ラ

ス
コ
に

採
り
、

ば
っ

気
し

た
精

製
水
を

標
線
ま
で
加
え
て
よ
く
混
和
し
た
も
の
を
溶
離
液
と
す
る
。

 

21
 

使
用

時
に
超
純
水
で

3
回
以
上
洗
浄
す
る
。

 
①

 炭
酸

ナ
ト
リ

ウ
ム

(特
級

）
0.

95
5g

を
25

0m
lメ

ス
フ
ラ
ス
コ
（
ガ
ラ
ス
製
）
に
と
り
精
製
水
で
溶
解
し
定
容
す
る
。

 
②

 
①

の
溶

液
10

0m
lを

10
0m

lメ
ス

シ
レ

ン
ダ

ー
（

ガ
ラ
ス
製
）
で
は
か
り
と
り

10
00

m
lメ

ス
フ
ラ
ス
コ
（
ガ
ラ
ス
製
）
に
入
れ
数
回
精

製
水

で
洗
っ

た
の
ち

定
容
す

る
。
 

 
③

 
②

の
溶

液
を
超

音
波
に

か
け
溶

離
液

と
す

る
。

 

22
 

①
 
水
道
水
で

10
回
す
す
ぐ
。

 
②

 
超
純
水
で

5
回
す
す
ぐ
。

 
③

 
使
用
時
は
超
純
水
で

3
回
す
す
い
で
か
ら
使
用

す
る
。

 

①
 

濃
縮
液

（
1m

ol
/L

炭
酸

水
素

ナ
ト

リ
ウ

ム
，

1m
ol

/L
炭
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
）
を
冷
暗
所
よ
り
取
り
出
し
室
温
に
戻
す
。

 
②

 
20

00
m

L
メ

ス
フ

ラ
ス

コ
（
ガ

ラ
ス

製
）

に
精

製
水
を
少
量
量
り
と
る
。

 
③

 
10

m
L
メ

ス
ピ

ペ
ッ

ト
（
ガ

ラ
ス
製

）
を

用
い

て
、

1m
ol

/L
 炭

酸
水
素
ナ
ト
リ
ウ
ム
溶
液

0.
2m

l及
び

1m
ol

/L
炭
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
溶
液

7.
5m

lを
加

え
、

精
製
水

を
標
線

ま
で
加

え
混

和
す

る
。

 
④

 
メ

ン
ブ

ラ
ン
フ

ィ
ル
タ

ー
に
よ

る
ろ

過
は

行
わ

ず
、
溶

離
液
と
す
る
。

 

23
 

①
 
中
性
洗
剤
で
洗
浄
す
る
。

 
②

 
水
道
水
で

5
回
す
す
ぐ
。

 
③

 
器
具
を
精
製
水
で

3
回
す
す
ぐ
。

 
④

 
使
用
時
は
精
製
水
で

3
回
す
す
い
で
か
ら
使
用

す
る
。

ビ
ー

カ
ー

に
関
し
て
は
①
～
④
、
メ
ス
フ
ラ
ス
コ
、
ピ
ペ

ッ
ト
に

関
し
て

は
②

～
④
に
よ
り
洗
浄
す
る
。

 

①
 

炭
酸
水

素
ナ
ト

リ
ウ
ム

1.
0g

を
薬

包
紙

に
量

り
採
り

、
1L

メ
ス
フ
ラ
ス
コ

(ガ
ラ
ス
製

)に
移
し
い
れ
て
少
量
の
精
製
水
で
溶
解
さ
せ
た
後
、

精
製

水
で
定

容
す
る

。
 

②
 

メ
ン
ブ

ラ
ン
フ

ィ
ル
タ

ー
に
よ

る
ろ

過
は

行
わ

ず
、
溶

離
液
と
す
る
。

 

24
 

①
 
水
道
水
で

10
回
す
す
ぐ
。

 
②

 
器
具
を
超
純
水
で
み
た
し
、
捨
て
る
こ
と
を

5
回

繰
り

返
す

。
 

③
 
使
用
時
に
は
超
純
水
で

5
回
す
す
い
で
か
ら
使

用
す
る

。
 

①
 

炭
酸
ナ

ト
リ
ウ

ム
（
特

級
）

1.
90

8g
を

量
り

取
る

。
 

②
 

1L
メ

ス
シ
ン

ダ
ー
（

ガ
ラ
ス

製
）

に
精

製
水

1L
を

量
り
取
る
。

 
③

 
①

と
②

を
2L

メ
ス

フ
ラ
ス

コ
（
ガ

ラ
ス

製
）

で
混
和
さ
せ
、
精
製
水
を
加
え
て
全
量
を

2L
と
す
る
。

 
④

 
メ

ン
ブ

ラ
ン
フ

ィ
ル
タ

ー
に
よ

る
ろ

過
は

行
わ

ず
、
そ

の
ま
ま
を
溶
離
液
と
す
る
。

 

25
 

①
 
自
動
洗
浄
装
置
に
よ
る
洗
浄
と
蒸
留
水
に
よ
る

す
す
ぎ

。
 

②
 
使
用
時
は
精
製
水
で

1、
2
回
す
す
い
で
か
ら

使
用
す

る
。

 
①

 
1m

ol
/L

炭
酸

ナ
ト

リ
ウ
ム

溶
液
を

冷
暗

所
よ

り
取
り

出
し
室
温
に
戻
す
。

 
②

 
1m

ol
/L

炭
酸

ナ
ト

リ
ウ
ム

溶
液
を

マ
イ

ク
ロ

ピ
ペ
ッ

ト
で

18
m

l取
り
、
精
製
水
で

20
00

m
lの

メ
ス
フ
ラ
ス
コ
（
ガ
ラ
ス
製
）
に
定
容

す
る

。
 

③
 

ろ
過
は

行
わ
ず

、
溶
離

液
と
す

る
。

 

26
 

・
水

道
水
で
数
回
す
す
ぐ
。

 
・

器
具

を
超
純
水
で
満
た
し
、
捨
て
る
こ
と
を

3
回

繰
り

返
す
。

 
・

ガ
ラ

ス
ピ
ペ
ッ
ト
は
シ
ャ
ー
プ
㈱

PI
PE

TT
E 

CL
EA

N
ER

 
U

T-
55

に
和
光
純
薬
工
業
㈱
コ
ン
タ
ミ
ノ
ン

N
を
規

定
量
入

れ
、
洗

浄
後

、
数
時
間
水
道
水
に
よ
る
洗
浄
を
行
い
、
ヤ
マ
ト

科
学

㈱
W

A7
30

の
イ

オ
ン
交
換
水
で

2
回
洗
浄
す
る
。

 

・
濃

縮
液
（

10
0.

81
2g

/L
炭

酸
水

素
ナ
ト

リ
ウ

ム
，

6.
35

9g
/L

炭
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
）
を
冷
暗
所
よ
り
取
り
出
し
室
温
に
戻
す
。

 
・

10
00

m
L
共

栓
付

き
メ
ス

フ
ラ
ス

コ
（

ガ
ラ

ス
製

）
に
濃
縮
液
を

10
m

L
ホ
ー
ル
ピ
ペ
ッ
ト
（
ガ
ラ
ス
製
）
で
測
り
と
り
、
精
製
水
を
標
線

ま
で

加
え
混

和
す
る

。
 

・
ろ

過
な
し

 

27
 

①
 メ

ス
フ
ラ
ス
コ
は
超
音
波
洗
浄
器
で
洗
浄
す
る

。
 

②
 水

道
水
で

5
回
以
上
す
す
ぐ
。

 
③

 純
水
で

5
回
以
上
す
す
ぐ
。

 
④

 使
用
時
は
超
純
水
で

2
回
以
上
す
す
い
で
か
ら

使
用
す

る
。

 

①
 ガ

ラ
ス

製
メ

ス
フ
ラ

ス
コ

1L
に

炭
酸

水
素

ナ
ト

リ
ウ
ム

（
特
級
）

1.
00

8g
を
は
か
り
と
り
、
精
製
水
を
加
え
て
溶
か
し
、
更
に
精
製
水
を

加
え

て
1L

と
す

る
。

 
②

 メ
ン

ブ
ラ
ン

フ
ィ
ル

タ
ー
に

よ
る
ろ

過
は

行
わ

ず
、
溶

離
液
と
す
る
。
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機
関
 

番
号
 

使
用
す
る
器
具
の
洗
浄
方
法

 
溶
離
液
の
調
製
方
法

 

28
 

①
水

道
水
で

3
回
す
す
ぐ
。

 
②

器
具

を
イ
オ
ン
交
換
水
で
満
た
し
、
捨
て
る
こ
と

を
3
回

繰
り

返

す
。

 
③

使
用

時
は
超
純
水
で

3
回
す
す
い
で
か
ら
使
用
す

る
。

 

①
炭

酸
水
素

ナ
ト
リ

ウ
ム

0.
84

g、
炭
酸

ナ
ト

リ
ウ

ム
1.

15
g
を
は
か
り
と
る
。

 
②

ガ
ラ

ス
製

ね
じ
口

ビ
ン
に

精
製
水

で
①

を
洗

い
入

れ
、
精

製
水
を
加
え
て

3.
5L

と
す
る
。

 
③

マ
グ

ネ
チ

ッ
ク
ス

タ
ー
ラ

ー
で
攪

拌
・

溶
解

し
、

ろ
過
は

行
わ
ず
こ
れ
を
溶
離
液
と
す
る
。

 

29
 

①
 
水
道
水
で

3
回
す
す
ぐ
。

 
②

 
器
具
を
超
純
水
で
満
た
し
、
捨
て
る
こ
と
を

3
回

繰
り

返
し

、

自
然

乾
燥
す
る
。

 
③

 
使
用
時
は
超
純
水
で

1
回
す
す
い
で
か
ら
使
用

す
る
。

 

①
 

炭
酸
水

素
ナ
ト

リ
ウ
ム

（
特
級

）
0.

34
g
を

量
り

と
り
、

10
00

m
L
共
栓
付
き
メ
ス
シ
リ
ン
ダ
ー
（
ガ
ラ
ス
製
）
に
て
超
純
水
で
溶
解
し

10
00

m
L
と

し
た
。

 
②

 
メ

ン
ブ

ラ
ン
フ

ィ
ル
タ

ー
に
よ

る
ろ

過
は

行
わ

ず
、
反

応
液
と
す
る
。

 

30
 

①
 
水
道
水
で

3
回
以
上
す
す
ぐ
。

 
②

 
器
具
を
超
純
水
で
満
た
し
、
捨
て
る
こ
と
を

3
回

繰
り

返
す

。
 

③
 
使
用
時
は
超
純
水
で

3
回
以
上
す
す
い
で
か
ら

使
用
す

る
。

 

①
 

炭
酸
ナ

ト
リ
ウ

ム
10

.0
8g

と
炭
酸

ナ
ト

リ
ウ

ム
0.

63
6g

を
1L

メ
ス
フ
ラ
ス
コ
に
計
り
採
り
、
精
製
水
を
加
え
溶
解
さ
せ
た
後
、
精
製
水

で
1L

と
す

る
。

 
②

 
50

m
L
ホ

ー
ル

ピ
ペ

ッ
ト
（

ガ
ラ
ス

製
）

を
用

い
て
、

10
00

m
L
メ
ス
フ
ラ
ス
コ
（
ガ
ラ
ス
製
）
に
採
り
、
精
製
水
を
加
え
て

10
00

m
L

と
す

る
。

 
③

 
メ

ン
ブ

ラ
ン
フ

ィ
ル
タ

ー
に
よ

る
ろ

過
は

行
わ

ず
、
溶

離
液
と
す
る
。

 

  表
13

 
反
応
液

1
及
び
反
応
液

2
の
調
製

 
機

関
 

番
号
 

反
応
液

1
の

調
製

方
法

 
反
応
液

2
の
調
製
方
法

 

00
 

①
 
精
製
水
を
入
れ
た

1L
メ
ス
フ
ラ
ス
コ
（
ガ

ラ
ス
製
）
に
、
精

密
分

析
用
の

硫
酸

55
.2

m
lを

採
り

、

更
に

精
製
水
を
加
え
て

1L
と
し
、
硫
酸
（

1m
ol

/L
）

と
す

る
。

 
②

 
1L

ビ
ー
カ
ー
（
ガ
ラ
ス
製
）
に
硫
酸
（

1m
ol

/L
）

約
60

0m
L
を

加
え
る

。
 

③
 
臭
化
カ
リ
ウ
ム

17
8.

5g
を
量
り
と
り
、
②
の

硫
酸
（

1m
ol

/L
）

に
溶

か
す

。
 

④
 

1L
メ
ス
フ
ラ
ス
コ
（
ガ
ラ
ス
製
）
に
③
を

加
え

、
硫
酸
（

1m
ol

/L
）
を

標
線

ま
で

加
え

混
和
す

る
。 

⑤
 
メ
ン
ブ
ラ
ン
フ
ィ
ル
タ
ー
に
よ
る
ろ
過
は
行
わ

ず
、
反

応
液
１

と
す
る

。
 

①
 

10
0m

lビ
ー

カ
ー

（
ガ
ラ
ス
製
）
に
精
製
水
約

60
m

L
を
加
え
る
。

 
②

 
亜

硝
酸

ナ
ト
リ

ウ
ム

8.
28

g
を
量
り
と
り
、

 ①
の
精
製
水
に
溶
か
す
。

 
③

 
10

0m
lメ

ス
フ
ラ

ス
コ
（
ガ
ラ
ス
製
）
に
②
を
加
え
、
精
製
水
を
標
線
ま
で
加
え
混
和
す
る
。

 
④

 
1L

メ
ス

フ
ラ

ス
コ
（
ガ
ラ
ス
製
）
に
精
製
水
約

80
0m

L
を
加
え
。
③
の
溶
液
を

1m
lメ

ス
ピ
ペ
ッ
ト

で
1m

l加
え

、
精

製
水

を
標
線
ま
で
加
え
混
和
す
る
。

 
⑤

 
メ

ン
ブ

ラ
ン
フ

ィ
ル
タ
ー
に
よ
る
ろ
過
は
行
わ
ず
、
反
応
液
２
と
す
る
。

 

01
 

①
亜

硝
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム

8.
28

g
を

10
0m

lメ
ス
シ

リ
ン

ダ
ー
に

て
精
製

水
を

10
0m

lと
り

、
溶

解
さ

せ

た
。

 
②

10
00

m
lメ

ス
シ
リ
ン
ダ
ー
で
精
製
水
を

40
0m

lと
り

、
10

00
m

l褐
色

瓶
に

入
れ

、
①

で
調
整

し
た

亜
硝

酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
溶
液
を

40
0m

l加
え
た
。

 
③

攪
拌

し
つ
つ
脱
気
し
、
調
整
し
た
。

 

①
精

製
水

40
0m

lを
10

00
m

lビ
ー
カ
ー
に
入
れ
、

1m
ol

/l
硫
酸
（
精
密
機
器
用
）

28
m

l加
え
、
攪
拌
し

た
。

 
②

そ
れ

に
臭

化
カ
リ

ウ
ム

89
.2

5g
を
加
え
て
溶
解
。

 
③

溶
解
後

50
0m

lに
メ

ス
ア
ッ
プ
し
、
攪
拌
し
つ
つ
脱
気
し
、
調
整
し
た
。

 

02
 

①
 
亜
硝
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム

(特
級
）

0.
82

88
g
を

10
0m

L
全

量
フ
ラ

ス
コ
（

ガ
ラ

ス
製

）
に

量
り
と

り
、

精
製

水
を
標
線
ま
で
加
え
混
和
す
る
。

 
②

 
10

00
m

L
全
量
フ
ラ
ス
コ
（
ガ
ラ
ス
製
）
に
、

10
m

L
全

量
ピ

ペ
ッ

ト
（
ガ

ラ
ス

製
）

を
用
い

て
、

①
で

調
製
し
た

12
0m

m
ol

/L
亜
硝
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム

溶
液
を

加
え
、
精
製

水
で
標

線
ま

で
定

容
し
反

応
液

１
と

す
る
。

 

①
 

10
00

m
L
共

栓
付

き
メ
ス
シ
リ
ン
ダ
ー
（
ガ
ラ
ス
製
）
に
、

 硫
酸

55
.5

m
L
を
量
り
と
り

1m
ol

/L
 硫

酸
溶

液
を
作

成
す
る

。
 

②
 

臭
化
カ

リ
ウ
ム

(特
級
）
17

8.
5g

を
量
り
と
り
、
10

00
m

L
全
量
フ
ラ
ス
コ（

ガ
ラ
ス
製
）
に
加
え
、
1m

ol
/L

 
硫

酸
溶

液
で

標
線
ま

で
定
容
し
反
応
液

2
と
す
る
。

 

03
 

①
 

50
m

L
共
栓
付
き
メ
ス
シ
リ
ン
ダ
ー
（
ガ
ラ
ス

製
）
に

、
 硫

酸
28

m
L
を

量
り

と
る

1m
ol

/L
 硫

酸
と

す
る
。

 
②

 
臭
化
カ
リ
ウ
ム

(特
級
）

89
g
を
量
り
と
り
、

50
0m

L
共

栓
付

き
メ
ス

フ
ラ

ス
コ
（
ガ

ラ
ス
製

）
に

加
え

1m
ol

/L
 硫

酸
で
溶
解
さ
せ
る
。

 
③

 
1m

ol
/L

 硫
酸
を
標
線
ま
で
加
え
混
和
す
る
。

 
④

 
メ
ン
ブ
ラ
ン
フ
ィ
ル
タ
ー
に
よ
る
ろ
過
は
行
わ

ず
、
反

応
液

1
と

す
る

。
 

①
 

亜
硝
酸

ナ
ト
リ

ウ
ム

(特
級
）

8.
28

g
を

10
0m

L
共
栓
付
き
メ
ス
フ
ラ
ス
コ
（
ガ
ラ
ス
製
）
に
量
り
と

り
、

精
製
水

を
標
線

ま
で
加
え
混
和
す
る
。

 
②

 
10

0m
L
共

栓
付

き
メ
ス
フ
ラ
ス
コ
（
ガ
ラ
ス
製
）
に
、

0.
1m

L
ホ
ー
ル
ピ
ペ
ッ
ト
（
ガ
ラ
ス
製
）
を
用

い
て

、
①
で

調
製
し

た
12

00
m

m
ol

/L
亜
硝
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
溶
液
を
加
え
、
精
製
水
を
標
線
ま
で
加
え
混
和

す
る

。
 

③
 

メ
ン
ブ

ラ
ン
フ

ィ
ル
タ
ー
に
よ
る
ろ
過
は
行
わ
ず
、
反
応
液

2
と
す
る
。
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機
関
 

番
号
 

反
応
液

1
の

調
製

方
法

 
反
応
液

2
の
調
製
方
法

 

04
 

①
 
反
応
液
１
原
液
（
ガ
ラ
ス
製

10
0m

L
メ
ス

フ
ラ

ス
コ

に
亜
硝

酸
ナ
ト

リ
ウ

ム
8.

28
g
を

正
確

に
量

り
採

り
、
精
製
水
で
メ
ス
ア
ッ
プ
し
た
も
の
）
を
冷

暗
所
よ

り
取
り

出
し
、

室
温

に
戻

す
。

 
②

 
ガ
ラ
ス
製

50
0m

L
メ
ス
フ
ラ
ス
コ
に
反
応
液

１
原
液

を
電
子

ピ
ペ
ッ

ト
で

50
0μ

L
量

り
採

り
、

精
製

水
で
全
量
を

50
0m

L
と
し
混
和
す
る
。

 
③

 
メ
ン
ブ
ラ
ン
フ
ィ
ル
タ
ー
に
よ
る
ろ
過
は
行
わ

ず
、
反

応
液
１

と
す
る

。
 

①
 

共
栓
付

ガ
ラ
ス

製
1L

メ
ス
シ
リ
ン
ダ
ー
に
臭
化
カ
リ
ウ
ム

17
8.

5g
を
正
確
に
量
り
採
り
、

1m
ol

/L
硫

酸
を

加
え
、

溶
解
さ

せ
る
。

 
②

 
1m

ol
/L

硫
酸

を
標
線
ま
で
加
え
、
全
量
を

1L
と
し
、
混
和
す
る
。

 
③

 
メ

ン
ブ

ラ
ン
フ

ィ
ル
タ
ー
に
よ
る
ろ
過
は
行
わ
ず
、
反
応
液
２
と
す
る
。

 

05
 

①
 
濃
縮
液
（

1.
2m

ol
/L

亜
硝
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム

）
を

冷
蔵
庫

よ
り
取

り
出
し

室
温

に
戻

す
。

 
②

 
25

0m
L
メ
ス
フ
ラ
ス
コ
（
ガ
ラ
ス
製
）
に
、

マ
イ
ク

ロ
ピ
ペ

ッ
ト
を

用
い

て
濃

縮
液

を
25

0μ
L

加
え

、
精
製
水
を
標
線
ま
で
加
え
混
和
す
る
。

 
③

 
メ
ン
ブ
ラ
ン
フ
ィ
ル
タ
ー
に
よ
る
ろ
過
は
行
わ

ず
、
反

応
液
１

と
す
る

。
 

①
 

臭
化
カ

リ
ウ
ム

（
特
級
）

44
.6

3g
を
量
り
と
り
、

25
0m

L
共
栓
付
き
メ
ス
シ
リ
ン
ダ
ー
（
ガ
ラ
ス
製
）

に
加

え
る
。

 
②

 
①
に

1m
ol

/L
硫

酸
（
容
量
分
析
用
）
を

20
0m

L
加
え
溶
解
さ
せ
た
後
、

1m
ol

/L
硫
酸
を
標
線
ま
で

加
え

混
和
す

る
。
 

 
③

 
メ

ン
ブ

ラ
ン
フ

ィ
ル
タ
ー
に
よ
る
ろ
過
は
行
わ
ず
、
反
応
液

2
と
す
る
。

 

06
 

①
濃

縮
液
（

12
0m

m
ol

/L
亜
硝
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
）

を
冷
蔵

庫
か
ら

取
り
出

し
，

室
温

に
戻

す
。

 
②

20
0m

L
メ
ス
フ
ラ
ス
コ
（
ガ
ラ
ス
製
）
に

12
0m

m
ol

/L
亜

硝
酸

ナ
ト
リ
ウ

ム
溶
液

2m
L
を

ホ
ー

ル

ピ
ペ

ッ
ト
（
ガ
ラ
ス
製
）
で
採
り
，
精
製
水
を
標
線

ま
で
加

え
，
混

和
し
，

反
応

液
1
と

す
る
。

 

①
25

0m
l共

栓
付

メ
ス

シ
リ
ン
ダ
ー
（
ガ
ラ
ス
製
）
に
臭
化
カ
リ
ウ
ム
（
特
級
）

44
.6

25
g
を
量
り
採
り
，

メ
ス

シ
リ
ン

ダ
ー
と

マ
イ
ク
ロ
ピ
ペ
ッ
ト
を
用
い
て
量
り
採
っ
た
精
製
水

23
5.

9m
l加

え
溶
解
し
，
硫
酸
（
特

級
）

14
.1

m
lを

混
和

し
て
反
応
液

2
と
す
る
。

 

07
 

①
 
亜
硝
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム

(特
級
）

4.
14

g
を
溶
解

し
、

50
m

L
メ

ス
フ

ラ
ス

コ
（
ガ

ラ
ス

製
）
で
メ

ス
ア
ッ

プ
す

る
。

 
②

 
予
め
精
製
水
を
入
れ
た

50
0m

L
メ
ス
フ
ラ
ス

コ
（

ガ
ラ

ス
製
）
に

①
よ

り
デ

ジ
タ

ル
ピ

ペ
ッ
ト
（

PP
製

チ
ッ

プ
）
を
用
い
て

0.
5m

L
を
採
り
、
メ
ス
ア

ッ
プ
し

混
和
す

る
。

 
③

 
メ
ン
ブ
ラ
ン
フ
ィ
ル
タ
ー
に
よ
る
ろ
過
は
行
わ

ず
、
超

音
波
脱

気
し
た

も
の

を
反

応
液

１
と
す

る
。

 

①
 

冷
却
し

な
が
ら

50
0m

L
ビ
ー
カ
ー
（
ガ
ラ
ス
製
）
に
精
製
水
を

2/
3
程
度
入
れ
、

50
m

L
メ
ス
シ
リ
ン

ダ
ー
（

ガ
ラ

ス
製
）
に

て
硫
酸

28
m

L
を
量
り
採
り
、
混
和
、

50
0m

L
メ
ス
フ
ラ
ス
コ
（
ガ
ラ
ス
製
）
で
メ

ス
ア

ッ
プ
す

る
。

 
②

 
予

め
①

を
入
れ

た
50

0m
L
ビ
ー
カ
ー
（
ガ
ラ
ス
製
）
に
臭
化
カ
リ
ウ
ム

(特
級
）

89
.2

5g
を
量
り
採
り
、

溶
解

さ
せ
、

50
0ｍ

L
メ

ス
フ
ラ
ス
コ
（
ガ
ラ
ス
製
）
で
①
溶
液
で
メ
ス
ア
ッ
プ
し
混
和
す
る
。

 
③

 
メ

ン
ブ

ラ
ン
フ

ィ
ル
タ
ー
に
よ
る
ろ
過
は
行
わ
ず
、
超
音
波
脱
気
し
た
も
の
を
反
応
液
２
と
す
る
。

 

08
 

①
10

0m
L
メ
ス
フ
ラ
ス
コ
（
ガ
ラ
ス
製
）
に
亜
硝

酸
ナ
ト

リ
ウ
ム

（
特
級

）
8.

28
g
を

移
し

入
れ
、

精

製
水

を
標
線
ま
で
加
え
混
和
す
る
。

 
②

10
00

m
L
メ
ス
フ

ラ
ス
コ
（
ガ
ラ
ス
製
）
に
、

1m
L
ホ

ー
ル

ピ
ペ
ッ

ト
（
ガ

ラ
ス

製
）

を
用
い

て
、

①
で

調
製
し
た
亜
硝
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
溶
液
を
加
え
、

精
製
水

を
標
線

ま
で
加

え
混

和
す

る
。

 
③

ろ
過

は
行
わ
ず
反
応
液

1
と
す
る
。

 

①
50

0m
L
の

ビ
ー

カ
ー
（
ガ
ラ
ス
製
）
に
臭
化
カ
リ
ウ
ム
（
特
級
）

89
.4

g
を
量
り
と
り
、
精
製
水
約

30
0m

L
で

溶
か

し
た

後
、
硫

酸
（
精
密
分
析
用
）

26
.6

m
L
を
加
え
る
。

 
②

50
0m

L
メ

ス
フ

ラ
ス
コ
（
ガ
ラ
ス
製
）
に
①
の
溶
液
を
移
し
入
れ
、
精
製
水
を
標
線
ま
で
加
え
混
和
す
る
。 

③
ろ

過
は
行

わ
ず
反

応
液

2
と
す
る
。

 

09
 

①
亜

硝
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
（
特
級
）

8.
28

g
を

10
0m

L
の

ビ
ー

カ
ー
（

ガ
ラ

ス
製

）
に

採
り

、
精

製
水

60
m

L
を

加
え

溶
か
し
た
後
、

10
0m

L
の
メ
ス
フ
ラ
ス
コ

（
ガ
ラ

ス
製
）

に
移
し

、
精

製
水

を
加

え
10

0m
L

と
す

る
。

 
②

①
の

溶
液
を

1m
L
の
ホ
ー
ル
ピ
ペ
ッ
ト
（
ガ
ラ

ス
製
）

で
1L

の
メ

ス
フ
ラ

ス
コ

（
ガ

ラ
ス
製

）
に

採
り

、
精
製
水
を
加
え

1L
と
す
る
。

 
③

メ
ン

ブ
ラ
ン
フ
ィ
ル
タ
ー
に
よ
る
ろ
過
は
行
わ
ず

、
反
応

液
１
と

す
る
。

 

①
臭

化
カ
リ

ウ
ム
（

特
級
）

17
8.

8g
を

1L
の
ビ
ー
カ
ー

(ガ
ラ
ス
製

)に
採
り
、
精
製
水

60
0m

lを
加
え
溶

か
す

。
 

②
10

0m
lの

メ
ス

シ
リ

ン
ダ
ー
（
ガ
ラ
ス
製
）
に
、
硫
酸
（
精
密
分
析
用
）

53
.2

m
lを

量
り
採
る
。

 
③

①
に

②
の

溶
液
を

加
え
混
合
し
、

1L
メ
ス
シ
リ
ン
ダ
ー
（
ガ
ラ
ス
製
）
に
移
し
、
精
製
水
を
加
え

1L
と

す
る

。
 

④
③

の
溶
液

を
吸
引

瓶
に
移
し

5
分
間
超
音
波
で
吸
引
脱
気
す
る
。

 
⑤

メ
ン

ブ
ラ

ン
フ
ィ

ル
タ
ー
に
よ
る
ろ
過
を
行
わ
ず
、
反
応
液

2
と
す
る
。

 

10
 

①
亜

硝
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
（
特
級
）

0.
41

4g
を
マ

イ
ク

ロ
秤
量

瓶
（
ガ

ラ
ス
製

）
に

量
り

取
り

、
精
製

水

で
5m

lメ
ス
フ
ラ
ス
コ
（
ガ
ラ
ス
製
）
に
溶
解
、
定

容
す
る

。
 

②
50

0m
lメ

ス
フ
ラ
ス
コ
（
ガ
ラ
ス
製
）
に
、

10
00

μ
lマ

イ
ク
ロ

ピ
ペ
ッ

ト
を

用
い

て
、
①
で

調
製
し

た
1.

2m
ol

/l
亜
硝
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
溶
液
を

0.
5m

l加
え

、
精
製

水
を
標

線
ま
で
加

え
混

和
す

る
。

 
③

褐
色

保
存
瓶
（
ガ
ラ
ス
製
）
に
入
れ
換
え
、

5
分

間
超
音

波
で
脱

気
す
る

。
 

④
メ

ン
ブ
ラ
ン
フ
ィ
ル
タ
ー
に
よ
る
ろ
過
は
行
わ
ず

、
反
応

液
1
と

す
る

。。
 

①
50

0m
l共

栓
メ

ス
シ

リ
ン
ダ
ー
（
ガ
ラ
ス
製
）
に
精
製
水

2/
3
程
度
入
れ
、
硫
酸
（
精
密
分
析
用
）

28
m

l
を

50
m

lメ
ス

シ
リ

ン
ダ

ー
（
ガ
ラ
ス
製
）
で
量
り
取
り
、
添
加
し
て
精
製
水
で
定
容
す
る
。

 
②

臭
化

カ
リ

ウ
ム
（

特
級
）

89
g
を

20
0m

lコ
ニ
カ
ル
ビ
ー
カ
ー
（
ガ
ラ
ス
製
）
に
量
り
取
り
、
①
で
調
製

し
た

1m
ol

/l
硫

酸
で

溶
解
さ
せ
る
。
こ
の
時
、

1m
ol

/l
硫
酸

50
m

lを
20

0m
lコ

ニ
カ
ル
ビ
ー
カ
ー
（
ガ
ラ

ス
製

）
に
取

り
分
け

て
お
く
。

 
③

①
の

50
0m

l共
栓

メ
ス
シ
リ
ン
ダ
ー
（
ガ
ラ
ス
製
）
に
②
を
混
合
さ
せ
、
取
り
分
け
て
お
い
た

1m
ol

/l
硫

酸
で

定
容

す
る
。

 
④

褐
色

保
存

瓶
（
ガ

ラ
ス
製
）
に
入
れ
換
え
、

5
分
間
超
音
波
で
脱
気
す
る
。

 
⑤

メ
ン

ブ
ラ

ン
フ
ィ

ル
タ
ー
に
よ
る
ろ
過
は
行
わ
ず
、
反
応
液

2
と
す
る
。
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1
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製

方
法

 
反
応
液

2
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調
製
方
法

 

11
 

①
 
亜
硝
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
（
特
級
）

8.
28

g
を
ビ

ー
カ

ー
（
ガ

ラ
ス
製

）
に
量

り
と

り
、
そ
こ

に
精
製

水

を
加

え
溶
解
し
、

10
0m

L
メ
ス
フ
ラ
ス
コ
（
ガ
ラ

ス
製
）

に
移
し

て
10

0m
L
と

す
る

。
 

②
 
①
で
調
製
し
た
溶
液
を

20
m

L
メ
ス
フ
ラ
ス
コ
（
ガ

ラ
ス
製

）
に

2m
L
ホ

ー
ル

ピ
ペ

ッ
ト
（

ガ
ラ

ス
製

）
を
用
い
て
加
え
、
脱
気
し
た
精
製
水
で

20
m

L
と

す
る

。
 

③
 
②
で
調
製
し
た
溶
液
を

10
00

m
L
メ
ス
フ
ラ
ス

コ
（

ガ
ラ
ス

製
）
に

10
m

L
ホ

ー
ル

ピ
ペ

ッ
ト
（

ガ

ラ
ス

製
）
を
用
い
て
加
え
、
脱
気
し
た
精
製
水
で

1L
と

す
る
。

 
④

 
メ
ン
ブ
ラ
ン
フ
ィ
ル
タ
ー
に
よ
る
ろ
過
は
行
わ

ず
、
反

応
液
１

と
す
る

。
 

①
 

臭
化
カ

リ
ウ
ム

（
特
級
）

17
8.

5g
を
ビ
ー
カ
ー
（
ガ
ラ
ス
製
）
に
量
り
と
り
、
精
製
水
約

80
0m

L
を

加
え

溶
解
し

、
そ

こ
に
硫

酸
（
試
薬
特
級
）

53
.2

m
L
を

10
0m

L
メ
ス
シ
リ
ン
ダ
ー
（
ガ
ラ
ス
製
）
を
用
い

て
加

え
る
。

 
②

 
攪

拌
後

、
10

00
m

L
メ
ス
フ
ラ
ス
コ
（
ガ
ラ
ス
製
）
に
移
し
入
れ
、
精
製
水
を
加
え
て

10
00

m
L
と
す

る
。

 
③

 
メ

ン
ブ

ラ
ン
フ

ィ
ル
タ
ー
に
よ
る
ろ
過
は
行
わ
ず
、
超
音
波
に
よ
っ
て
脱
気
し
反
応
液
２
と
す
る
。

 

12
 

①
亜

硝
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム

(特
級
）

0.
83

g
を

10
0m

lビ
ー

カ
ー

（
ガ
ラ

ス
製
）
に

量
り

と
り

、
精
製

水
約

60
m

lで
溶
か
し
た
後
、

10
0m

lメ
ス
フ
ラ
ス
コ
に

移
し
、

精
製
水

で
メ
ス

ア
ッ

プ
し

、
原

液
と
す

る
。

 
②

50
0m

lの
メ
ス
フ
ラ
ス
コ
（
ガ
ラ
ス
製
）
に
、

5m
L
ホ

ー
ル

ピ
ペ
ッ

ト
（
ガ

ラ
ス

製
）

を
用
い

て
、

①
で

調
製
し
た

0.
12

m
ol

/L
亜
硝
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
溶

液
を
加

え
、
精

製
水
を

標
線

ま
で

加
え

混
和
す

る
。
 

③
 
メ
ン
ブ
ラ
ン
フ
ィ
ル
タ
ー
に
よ
る
ろ
過
は
行
わ

ず
、
反

応
液
１

と
す
る

。
 

①
 

10
0m

lメ
ス

シ
リ

ン
ダ
ー
（
ガ
ラ
ス
製
）
に
、

10
m

ol
/L

 硫
酸

10
0m

L
を
量
り
と
る
。

 
②

 
臭

化
カ

リ
ウ
ム

(特
級
）

17
8.

5g
を
量
り
と
り
、

50
0m

lビ
ー
カ
ー
（
ガ
ラ
ス
製
）
に
加
え
溶
解
さ
せ
る
。
 

③
 

1L
メ

ス
フ
ラ

ス
コ
に
①
と
②
を
加
え
た
後
、
精
製
水
を
標
線
ま
で
加
え
混
和
す
る
。

 
④

 
メ

ン
ブ

ラ
ン
フ

ィ
ル
タ
ー
に
よ
る
ろ
過
は
行
わ
ず
、
反
応
液
２
と
す
る
。

 

13
 

①
 
亜
硝
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム

(特
級
）

8.
28

g
を

10
0m

L
共

栓
付

き
メ

ス
フ

ラ
ス
コ
（

ガ
ラ

ス
製

）
に

量
り

と
り

、
精
製
水
を
標
線
ま
で
加
え
混
和
す
る
。

 
②

 
10

00
m

L
メ
ス
シ
リ
ン
ダ
ー
（
ガ
ラ
ス
製
）
に

、
1m

L
ホ

ー
ル
ピ

ペ
ッ
ト

（
ガ

ラ
ス

製
）
を

用
い

て
、
①
で
調
製
し
た
亜
硝
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
溶
液
を
加

え
、
精

製
水
を

標
線
ま

で
加

え
混

和
し

、
反
応

液
1

と
す

る
。

 

①
 

10
00

m
L
メ

ス
シ

リ
ン
ダ
ー
（
ガ
ラ
ス
製
）
に
、

1m
ol

/L
 硫

酸
を
量
り
と
る
。

 
②

 
臭

化
カ

リ
ウ
ム

(特
級
）

17
8.

5g
を
量
り
と
り
、

10
00

m
L
メ
ス
シ
リ
ン
ダ
ー
（
ガ
ラ
ス
製
）
に
加
え
溶

解
さ

せ
る
。

 
③

 
1m

ol
/L

 硫
酸

を
標

線
ま
で
加
え
混
和
し
、
反
応
液

2
と
す
る
。

 

14
 

①
 
臭
化
カ
リ
ウ
ム

(特
級
）

89
.2

5g
を

50
0m

L
共

栓
付

き
メ

ス
シ
リ

ン
ダ
ー

（
ガ

ラ
ス

製
）
に

量
り

と
る

。
 

②
 

1m
ol

/L
 硫

酸
45

0m
L
を
加
え
、

 
臭
化
カ

リ
ウ
ム

を
溶
解

さ
せ
る

。
 

③
 

1m
ol

/L
 硫

酸
を
加
え
て
混
和
し
、

50
0m

L
と

す
る

。
 

④
 
メ
ン
ブ
ラ
ン
フ
ィ
ル
タ
ー
に
よ
る
ろ
過
は
行
わ

ず
、
反

応
液

1
と

す
る

。
 

①
 

亜
硝
酸

ナ
ト
リ

ウ
ム

(特
級
）

8.
28

g
を

10
0m

L
メ
ス
フ
ラ
ス
コ
（
ガ
ラ
ス
製
）
に
量
り
と
り
、
精
製

水
で

溶
解
し

、
10

0m
L
と
す
る
。

 
②

 
50

0m
L
メ

ス
フ

ラ
ス
コ
（
ガ
ラ
ス
製
）
に
、

0.
5m

L
ホ
ー
ル
ピ
ペ
ッ
ト
（
ガ
ラ
ス
製
）
を
用
い
て
、
①

で
調

製
し
た

1.
2m

ol
/L

亜
硝
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
溶
液
を
加
え
、
精
製
水
を
標
線
ま
で
加
え
混
和
す
る
。

 
③

 
メ

ン
ブ

ラ
ン
フ

ィ
ル
タ
ー
に
よ
る
ろ
過
は
行
わ
ず
、
反
応
液

2
と
す
る
。

 

15
 

①
 
亜
硝
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム

(特
級
）

0.
08

28
g
を

秤
量

し
、

全
量

10
00

m
L
の

メ
ス

フ
ラ

ス
コ

（
ガ
ラ

ス

製
）

に
入
れ
、
精
製
水
を
標
線
ま
で
加
え
混
和
す
る

。
 

②
 
こ
の
溶
液
を
測
定
機
器
専
用
容
器
（
ガ
ラ
ス
製
）
に

移
し

替
え
た

後
、
ス
タ

ー
ラ

ー
及

び
撹
拌

子
を

用
い

攪
拌
し
な
が
ら
、
ア
ス
ピ
レ
ー
タ
ー
を
用
い
て

吸
引
脱

気
し
、

反
応
液

１
と

す
る

。
 

①
 

1L
ビ

ー
カ
ー
（

ガ
ラ
ス
製
）
に
臭
化
カ
リ
ウ
ム
（
特
級
）
を

17
8.

5g
秤
量
し
、
精
製
水
を
約

50
0m

L
加

え
て

溶
か

す
。

 
②

 
硫

酸
（
特

級
）

53
m

L
を

10
0m

L
メ
ス
シ
リ
ン
ダ
ー
（
ガ
ラ
ス
製
）
に
分
取
し
、
①
に
冷
却
し
な
が
ら

加
え

る
。

 
③

 
室

温
に

な
っ
た
ら

全
量

1L
メ
ス
フ
ラ
ス
コ
（
ガ
ラ
ス
製
）
に
洗
い
込
み
を
し
て
移
し
替
え
、
精
製
水
を

標
線

ま
で
加

え
混
和

す
る
。

 
④

 
③

の
溶

液
を
測

定
機
器
専
用
容
器
に
移
し
替
え
た
後
、
ス
タ
ー
ラ
ー
及
び
撹
拌
子
を
用
い
攪
拌
し
な
が

ら
、

ア
ス
ピ

レ
ー
タ

ー
を
用
い
て
吸
引
脱
気
し
、
反
応
液
２
と
す
る
。

 

16
 

①
 
亜
硝
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム

(特
級
）

8.
28

 g
 を

 1
00

 m
L 

共
栓

付
き

メ
ス
フ

ラ
ス

コ
（

ガ
ラ
ス

製
）
に

量

り
と

り
、
精
製
水
を
標
線
ま
で
加
え
混
和
す
る
。

 
②

 
1 

L 
共
栓
付
き
メ
ス
フ
ラ
ス
コ
（
ガ
ラ
ス
製
）
に

、
1 

m
L 

ホ
ー

ル
ピ

ペ
ッ

ト
（

ガ
ラ

ス
製

）
を

用

い
て

、
①
で
調
製
し
た

12
00

 m
m

ol
/L

 亜
硝
酸
ナ

ト
リ

ウ
ム
溶

液
を
加

え
、
精

製
水

を
標

線
ま
で

加
え

混
和

す
る
。

 
③

 
メ
ン
ブ
ラ
ン
フ
ィ
ル
タ
ー
に
よ
る
ろ
過
は
行
わ

ず
、
反

応
液
１

と
す
る

。
 

①
 

1 
L 

共
栓

付
き

メ
ス
フ
ラ
ス
コ
（
ガ
ラ
ス
製
）
に
、

18
 m

ol
/L

 硫
酸

 5
6 

m
L 

を
量
り
と
り
、
精
製
水

を
標

線
ま
で

加
え
混

和
す
る
。

 
②

 
臭

化
カ

リ
ウ
ム

(特
級
）

17
8.

5 
g 

を
量
り
と
り
、
①
で
作
製
し
た

1 
m

ol
/L

 硫
酸
で
溶
解
さ
せ
る
。

 
③

 
1 

L 
共

栓
付
き

メ
ス
フ
ラ
ス
コ

(ガ
ラ
ス
製

)に
、
②
を
移
し
入
れ
、

1 
m

ol
/L

 硫
酸
を
標
線
ま
で
加
え
混

和
す

る
。

 
④

 
メ

ン
ブ

ラ
ン
フ

ィ
ル
タ
ー
に
よ
る
ろ
過
は
行
わ
ず
、
反
応
液
２
と
す
る
。

 

- 31 -



機
関
 

番
号
 

反
応
液

1
の

調
製

方
法

 
反
応
液

2
の
調
製
方
法

 

17
 

①
 

50
0m

L
ビ
ー
カ
ー

(ガ
ラ
ス
製

)に
精
製
水
約

50
0m

L
を

量
り

と
り

、
硫
酸

55
m

L
を

メ
ス

ピ
ペ

ッ

ト
で

冷
や
し
な
が
ら
加
え
る
。

 
②

 
①
を

10
00

m
L
メ
ス
フ
ラ
ス
コ

(ガ
ラ
ス
製

)に
て

精
製
水

を
標
線

ま
で
加
え

て
混

和
す

る
。

 
③

 
50

0m
L
ビ
ー
カ
ー

(ガ
ラ
ス
製

)に
臭
化
カ
リ
ウ

ム
(特

級
)1

78
.5

g
を

量
り
と

り
、

②
を

約
40

0m
L

加
え

溶
解
さ
せ
る
。

 
④

 
③
を

10
00

m
L
メ
ス
フ
ラ
ス
コ

(ガ
ラ
ス
製

)に
て

②
を
標

線
ま
で

加
え
て
混

和
す

る
。

 
⑤

 
メ
ン
ブ
ラ
ン
フ
ィ
ル
タ
ー
に
よ
る
ろ
過
は
行
わ

ず
、
反

応
液
１

と
す
る

。
 

①
 

10
0m

L
ビ

ー
カ

ー
（
ガ
ラ
ス
製
）
に
、
亜
硝
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム

8.
28

g
を
量
り
と
り
、
約

80
m

L
の
精
製

水
を

加
え
て

溶
解
さ

せ
る
。

 
②

 
①
を

10
0m

L
メ

ス
フ
ラ
ス
コ

(ガ
ラ
ス
製

)に
て
精
製
水
を
標
線
ま
で
加
え
て
混
和
す
る
。

 
③

 
1m

L
ホ

ー
ル

ピ
ペ
ッ
ト
（
ガ
ラ
ス
製
）
を
用
い
て
②
を

10
00

m
L
メ
ス
フ
ラ
ス
コ

(ガ
ラ
ス
製

)に
加
え
、

精
製

水
を
標

線
ま
で

加
え
混
和
す
る
。

 
④

 
メ

ン
ブ

ラ
ン
フ

ィ
ル
タ
ー
に
よ
る
ろ
過
は
行
わ
ず
、
反
応
液
２
と
す
る
。

 

18
 

①
 
亜
硝
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム

(特
級
）

8.
28

g
を

10
0m

L
共

栓
付

き
メ

ス
シ

リ
ン
ダ

ー
（

ガ
ラ
ス

製
）
に
量

り
と

り
、
精
製
水
を
標
線
ま
で
加
え
混
和
す
る
。

 
②

 
10

00
m

L
共
栓
付
き
メ
ス
シ
リ
ン
ダ
ー
（
ガ
ラ

ス
製
）
に
、

1m
L
ホ

ー
ル
ピ

ペ
ッ

ト
（

ガ
ラ
ス

製
）

を
用

い
て
、
①
で
調
製
し
た

1.
2m

ol
/L

亜
硝
酸
ナ
ト

リ
ウ

ム
溶

液
を
加

え
、
精

製
水

を
標

線
ま
で

加
え

混
和

す
る
。

 
③

 
メ
ン
ブ
ラ
ン
フ
ィ
ル
タ
ー
に
よ
る
ろ
過
は
行
わ

ず
、
反

応
液
１

と
す
る

。
 

①
 

10
00

m
L
共

栓
付

き
メ
ス
シ
リ
ン
ダ
ー
（
ガ
ラ
ス
製
）
に
、

18
m

ol
/L

 硫
酸

55
.5

m
L
を
量
り
と
る
。

 
②

 
臭

化
カ

リ
ウ
ム

(特
級
）

17
8.

5g
を
量
り
と
り
、

10
00

m
L
共
栓
付
き
メ
ス
シ
リ
ン
ダ
ー
（
ガ
ラ
ス
製
）

に
加

え
溶
解

さ
せ
る

。
 

③
 

1m
ol

/L
 硫

酸
を

標
線
ま
で
加
え
混
和
す
る
。

 
④

 
メ

ン
ブ

ラ
ン
フ

ィ
ル
タ
ー
に
よ
る
ろ
過
は
行
わ
ず
、
反
応
液
２
と
す
る
。

 

19
 

①
 
亜
硝
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
（

N
aN

O
2）

8.
28

g
を

10
0ｍ

L
全

量
フ

ラ
ス
コ
に

採
り

、
蒸

留
水
で

溶
解

し
て

10
0ｍ

L
と
す
る
。

 
②

 
①
の
溶
液

1ｍ
L
を

1ｍ
L
全
量
ピ
ペ
ッ
ト
で

1L
全

量
フ

ラ
ス
コ

に
採
り

、
蒸

留
水

を
加
え

て
1L

と
す

る
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
③
 

メ
ン
ブ

ラ
ン

フ
ィ

ル
タ
ー
に
よ
る
ろ
過
は
行
わ
ず
、
反
応
液

1
と

す
る

。
 

①
 

1L
ビ

ー
カ
ー

に
臭
化
カ
リ
ウ
ム

17
8.

5g
を
計
り
と
り
、
硫
酸
（

1m
oL

/L
）
に
溶
か
す
。

 
②

 
①

の
溶

液
を

1L
全
量
フ
ラ
ス
コ
に
移
し
入
れ
、
硫
酸
（

1m
oL

/L
）
で

1L
と
す
る
。

 
③

 
メ

ン
ブ

ラ
ン
フ

ィ
ル
タ
ー
に
よ
る
ろ
過
は
行
わ
ず
、
反
応
液
２
と
す
る
。

 

20
 

亜
硝

酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
溶
液
：
亜
硝
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
（

関
東
化

学
（
株

）
特
級

）
8.

28
g
を

、
10

0m
L
メ

ス
フ

ラ
ス
コ
に
採
り
、
精
製
水
を
標
線
ま
で
加
え
、
よ

く
混

和
し
、
こ
の

溶
液

1m
L
を

、
ホ

ー
ル
ピ

ペ
ッ

ト
を

用
い
て

10
00

m
L
メ
ス
フ
ラ
ス
コ
に
採
り
、
精

製
水
を

標
線
ま

で
加
え

、
よ

く
混

和
し

た
も
の

 

臭
化

カ
リ
ウ

ム
－
硫

酸
溶
液
：
臭
化
カ
リ
ウ
ム
（
関
東
化
学
（
株
）
特
級
）

17
8.

5g
を
、

1L
メ
ス
フ
ラ
ス
コ

に
採

り
、
硫

酸
（

1m
ol

/L
）
を
標
線
ま
で
加
え
、
よ
く
混
和
し
、

30
分
間
ば
っ
気
し
た
も
の
を
反
応
液

2
と

す
る

。
硫

酸
（

1m
ol

/L
）：

適
量
の
精
製
水
を
入
れ
た

1L
ビ
ー
カ
ー
に
、
メ
ス
シ
リ
ン
ダ
ー
を
用
い
て
硫
酸

（
和

光
純
薬

工
業
）
（
株
）
精
密
分
析
用
）

53
.2

 m
L
を
採
り
、
さ
ら
に
精
製
水
を

1L
に
な
る
ま
で
加
え
、

よ
く

混
和
し

た
も
の

 

21
 

①
 亜

硝
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム

(特
級

) 
8.

28
g
を

10
0m

lメ
ス

フ
ラ
ス

コ
（
ガ

ラ
ス
製

）
に

と
り

精
製
水

で

溶
解

し
定
容
す
る
。

 
②

 
①
の
溶
液

1m
lを

1m
lホ

ー
ル
ピ
ペ
ッ
ト
（

ガ
ラ
ス

製
）
で

は
か
り

と
り

10
00

m
lメ

ス
フ
ラ

ス

コ
（

ガ
ラ
ス
製
）
に
入
れ
精
製
水
で
定
容
す
る
。

 
③

 
②
の
溶
液
を
超
音
波
に
か
け
反
応
液

1
と
す

る
。

 

①
 1

00
0m

lメ
ス

フ
ラ

ス
コ
（
ガ
ラ
ス
製
）
に
精
製
水
を

3
分
の

2
入
れ
、
硫
酸
（
精
密
分
析
用
）

56
m

l
を

メ
ス

シ
リ

ン
ダ
ー

（
ガ
ラ
ス
製
）
で
加
え
放
冷
し
た
後
 
精
製
水
で
定
容
す
る
。

 
②

 
①

の
溶

液
 
約

30
0m

lを
ビ
ー
カ
ー
（
ガ
ラ
ス
製
）
に
移
す
。

 
③

 
①

の
残

っ
た
溶

液
に
臭
化
カ
リ
ウ
ム
（
特
級
）

17
8.

5g
を
溶
解
し
、
室
温
に
戻
し
た
後
②
の
溶
液
で
定

容
す

る
。

 
④

 
③

の
溶

液
を
超

音
波
に
か
け
反
応
液

2
と
す
る
。

 

22
 

①
 
亜
硝
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム

(特
級
）

0.
82

8g
を

10
0m

L
共

栓
付
き

メ
ス
フ

ラ
ス
コ

（
ガ

ラ
ス

製
）
に

量

り
と

り
、
精
製
水
を

標
線
ま
で
加
え
混
和
す
る
。

 
②

 
50

0m
L
メ
ス
フ
ラ
ス
コ
（
ガ
ラ
ス
製
）
に
、

5m
L
ホ

ー
ル

ピ
ペ

ッ
ト
（

ガ
ラ

ス
製

）
を
用

い
て
、

①
で

調
製
し
た
亜
硝
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
溶
液
を
加
え
、

精
製
水

を
標
線

ま
で
加

え
混

和
す

る
。

 
③

 
メ
ン
ブ
ラ
ン
フ
ィ
ル
タ
ー
に
よ
る
ろ
過
は
行
わ

ず
、
反

応
液
１

と
す
る

。
 

①
 

臭
化
カ

リ
ウ
ム

(特
級
）

17
8.

5g
を

10
00

m
lビ

ー
カ
ー
（
ガ
ラ
ス
製
）
に
量
り
と
り
、
硫
酸

(1
m

ol
/L

)
に

溶
か

し
て

撹
拌
す

る
。

 
②

 
①

の
溶

液
を

10
00

m
L
メ
ス
フ
ラ
ス
コ
（
ガ
ラ
ス
製
）
に
移
し
入
れ
、
精
製
水
を
標
線
ま
で
加
え
混
和

す
る

。
 

③
 

メ
ン
ブ

ラ
ン
フ

ィ
ル
タ
ー
に
よ
る
ろ
過
は
行
わ
ず
、
反
応
液
２
と
す
る
。

 

23
 

①
 
臭
化
カ
リ
ウ
ム

(特
級

)1
78

.5
g
を

1L
ビ
ー

カ
ー

(ガ
ラ

ス
製

)に
量

り
採
り
、

硫
酸

(1
m

ol
/L

)を
加

え
て

溶
解
さ
せ
、
全
量
を
ビ
ー
カ
ー
目
盛
で

1L
と

す
る

。
 

②
 
メ
ン
ブ
ラ
ン
フ
ィ
ル
タ
ー
に
よ
る
ろ
過
は
行
わ

ず
、
反

応
液
１

と
す
る

。
 

①
 

亜
硝
酸

ナ
ト
リ

ウ
ム

8.
28

g
を
薬
包
紙
に
量
り
採
り
、

10
0m

L
メ
ス
フ
ラ
ス
コ

(ガ
ラ
ス
製

)に
移
し
い

れ
て

、
少
量

の
精
製

水
で
溶
解
さ
せ
た
後
、
精
製
水
で
定
容
し
、
こ
れ
を
原
液
と
す
る
。

 
②

 
精

製
水

適
量
を

加
え
た

1L
メ
ス
フ
ラ
ス
コ

(ガ
ラ
ス
製

)に
原
液

1m
L
を
マ
イ
ク
ロ
ピ
ペ
ッ
ト
で
加
え
、

精
製

水
で
定

容
す
る

。
 

③
 

メ
ン
ブ

ラ
ン
フ

ィ
ル
タ
ー
に
よ
る
ろ
過
は
行
わ
ず
、
反
応
液
２
と
す
る
。
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機
関
 

番
号
 

反
応
液

1
の

調
製

方
法

 
反
応
液

2
の
調
製
方
法

 

24
 

①
 
亜
硝
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
（
特
級
）

8.
28

g
を

10
0m

L
メ

ス
コ
ラ

ス
コ
（

ガ
ラ

ス
製

）
に

量
り
取

り
、

精
製

水
を
標
線
ま
で
加
え
、
混
和
す
る
。

 
②

 
1L

メ
ス
シ
リ
ン
ダ
ー
（
ガ
ラ
ス
製
）
に
精

製
水

を
量

り
取

り
、
反
応

液
専

用
ボ

ト
ル
（

ガ
ラ

ス
製

）

に
①

で
調
整
し
た

1.
2m

m
m

ol
/L

亜
硝
酸
ナ
ト

リ
ウ

ム
溶
液

を
1m

lホ
ー

ル
ピ
ペ

ッ
ト

（
ガ

ラ
ス
製

）

を
用

い
て
加
え
、
精
製
水
を
標
線
ま
で
加
え
て
混
和

す
る
。

 
③

 
メ
ン
ブ
ラ
ン
フ
ィ
ル
タ
ー
に
よ
る
ろ
過
は
行
わ

ず
、
反

応
液
１

（
A
液

）
と

す
る

。
 

①
 

1L
メ

ス
フ
ラ

ス
コ
（

ガ
ラ
ス
製
）
に
精
製
水
を

70
0m

ｌ
程
度
入
れ
、
臭
化
カ
リ
ウ
ム
（
特
級
）

17
8.

5g
を

量
り

取
り

、
1L

メ
ス
フ
ラ
ス
コ
（
ガ
ラ
ス
製
）
に
加
え
溶
解
さ
せ
る
。

 
②

 
濃

硫
酸
（

精
密
分

析
用
）
を

50
m

lメ
ス
シ
リ
ン
ダ
ー
（
ガ
ラ
ス
製
）
を
用
い
て

50
m

l量
り
取
り
、
①

に
静

か
に
加

え
、
さ
ら

に
こ
こ
に

5m
lメ

ス
ピ
ペ
ッ
ト
（
ガ
ラ
ス
製
）
を
用
い
て

3.
2m

l量
り
取
っ
て
加
え
、

放
冷

後
、
精

製
水
を

標
線
ま
で
加
え
る
。

 
③

 
メ

ン
ブ

ラ
ン
フ

ィ
ル
タ
ー
に
よ
る
ろ
過
は
行
わ
ず
、
反
応
液
２
（

B
液
）
と
す
る
。

 

25
 

①
 
亜
硝
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
（
特
級
）

8.
28

g
を
量
り

と
り

、
精

製
水

10
0m

lの
メ

ス
フ

ラ
ス

コ
（
ガ

ラ

ス
製

）
に
定
容
す
る
。

 
②

 
①
の
溶
液
マ
イ
ク
ロ
ピ
ペ
ッ
ト
で

1m
lと

り
、

精
製

水
で

10
00

m
lの

メ
ス

フ
ラ

ス
コ

（
ガ
ラ

ス

製
）

に
定
容
す
る
。

 
③

 
ろ
過
は
行
わ
ず
、
反
応
液
１
と
す
る
。

 

①
 

臭
化
カ

リ
ウ
ム
（
特

級
）

17
8.

5g
を

1m
ol

/l
の
硫
酸
に
溶
か
し
、
精
製
水
で

10
00

m
lメ

ス
フ
ラ
ス
コ

（
ガ

ラ
ス
製

）
に
定

容
す
る
。

 
②

 
ろ

過
は

行
わ
ず

、
反
応
液
２
と
す
る
。

 

26
 

・
亜

硝
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム

(特
級
）

8.
28

g
を

10
0m

L
共

栓
付

き
メ

ス
フ
ラ

ス
コ
（

ガ
ラ
ス

製
）
に
量

り
と

り
、

精
製
水
を
標
線
ま
で
加
え
混
和
し
、
反
応
液

1
原

液
と

す
る

。
 

・
25

0m
L
共
栓
付
き
メ
ス
シ
リ
ン
ダ
ー
（
ガ
ラ
ス

製
）
に

、
マ
イ

ク
ロ
ピ

ペ
ッ

ト
を

用
い

て
、
反

応
液

1
原

液
を

25
0μ

L
測
り
と
り
、
精
製
水
を
標
線

ま
で

加
え
混

和
す
る

。
 

・
ろ

過
な
し

 

・
25

0m
L
共

栓
付

き
メ
ス
シ
リ
ン
ダ
ー
（
ガ
ラ
ス
製
）
に
、
臭
化
カ
リ
ウ
ム

(特
級
）

44
.6

5g
を
量
り
と
り

1m
ol

/L
 硫

酸
を

標
線

ま
で
加
え
混
和
す
る
。

 
・

ろ
過

な
し

 

27
 

①
 ガ

ラ
ス
製
メ
ス
フ
ラ
ス
コ

10
0m

lに
亜
硝
酸
ナ

ト
リ
ウ

ム
（

特
級

）
8.

28
g
を

は
か

り
と

り
、
精

製

水
を

加
え
て
溶
か
し
、
更
に
精
製
水
を
加
え
て

10
0m

lと
す

る
。

 
②

 ガ
ラ
ス
製
メ
ス
フ
ラ
ス
コ

50
0m

lに
精
製
水
約

45
0m

lを
入

れ
、

①
で
調

製
し

た
溶

液
を
マ

イ
ク

ロ
ピ

ペ
ッ
ト
（
チ
ッ
プ
：
ポ
リ
プ
ロ
ピ
レ
ン
製
）
を

用
い
て

0.
5m

l加
え

て
、
更

に
精

製
水

を
加
え

て

50
0m

lと
す
る
。

 
③

 メ
ン
ブ
ラ
ン
フ
ィ
ル
タ
ー
に
よ
る
ろ
過
は
行
わ

ず
、
反

応
液

1
と

す
る

。
 

①
 ガ

ラ
ス

製
メ

ス
フ
ラ
ス
コ

50
0m

lに
精
製
水
約

45
0m

lを
入
れ
、
中
間
メ
ス
ピ
ペ
ッ
ト

20
m

l（
ガ
ラ

ス
製

）
を
用

い
て
硫

酸
（
特
級
）

27
.8

m
lを

加
え
て
、
更
に
精
製
水
を
加
え
て

50
0m

lと
す
る
。

 
②

 ガ
ラ

ス
製
コ

ニ
カ
ル
ビ
ー
カ
ー

20
0m

lに
臭
化
カ
リ
ウ
ム

89
.2

5g
を
は
か
り
と
り
、
①
で
調
製
し
た
溶

液
で

溶
か
し

な
が
ら

、
ガ
ラ
ス
製
メ
ス
フ
ラ
ス
コ

50
0m

lに
移
す
。

 
③

 更
に

①
で
調

製
し
た
溶
液
を
加
え
て

50
0m

lと
す
る
。

 
④

 メ
ン

ブ
ラ
ン

フ
ィ
ル
タ
ー
に
よ
る
ろ
過
は
行
わ
ず
、
反
応
液

2
と
す
る
。
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①
50

0m
L
メ
ス
シ
リ
ン
ダ
ー
（
ガ
ラ
ス
製
）
を
用
い

て
精
製

水
94

5m
L
を

は
か

り
、

1L
ビ

ー
カ

ー
（

ガ

ラ
ス

製
）
に
い
れ
る
。

 
②

10
0m

L
メ
ス
シ
リ
ン
ダ
ー
（
ガ
ラ
ス
製
）
を

用
い

て
硫

酸
（

精
密
分

析
用
）

55
m

L
を

は
か

り
と

り
、

ガ
ラ

ス
棒
を
用
い
て
攪
拌
し
な
が
ら

 
 

①
へ

加
え
る
。

 
③

1L
ビ
ー
カ
ー
（
ガ
ラ
ス
製
）
に
臭
化
カ
リ
ウ
ム

（
特
級

）
89

.2
5g

を
は

か
り

と
り

、
50

0m
L
メ

ス

シ
リ

ン
ダ
ー
（
ガ
ラ
ス
製
）
を
用
い
て
②
で
作
成
し

た
硫
酸

溶
液
を

50
0m

L
を

加
え

る
。

 
④

③
で

作
成
し
た
溶
液
を
マ
グ
ネ
ス
チ
ッ
ク
ス
タ
ー

ラ
ー
で

攪
拌
・

溶
解
す

る
。

 
⑤

メ
ン

ブ
ラ
ン
フ
ィ
ル
タ
ー
（

AD
VA

N
TE

C
製
 

VH
02

0P
）
を
用

い
て
減
圧

ろ
過

し
、
こ

れ
を

反
応

液
1（

手
順
書
：
反
応
液

A）
と
す
る
。

 

①
10

0m
L
ビ

ー
カ

ー
（
ガ
ラ
ス
製
）
に
亜
硝
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
（
特
級
）
を

4.
14

g
は
か
り
と
る
。

 
②

50
m

L
メ

ス
シ

リ
ン
ダ

-（
ガ
ラ
ス
製
）
で
精
製
水
を

50
m

L
は
か
り
、
①
へ
加
え
る
。

 
③

②
で

作
成

し
た
溶

液
を
マ
グ
ネ
チ
ッ
ク
ス
タ
ー
ラ
ー
で
、
攪
拌
・
溶
解
す
る
。

 
④

1L
メ

ス
シ

リ
ン

ダ
ー
（
ガ
ラ
ス
製
）
を
用
い
て
精
製
水

1L
を
は
か
り
、

1L
ビ
ー
カ
ー
（
ガ
ラ
ス
製
）
に

入
れ

る
。

 
⑤

1m
L
メ

ス
ピ

ペ
ッ
ト
（
ガ
ラ
ス
製
）
を
用
い
て
③
を

1m
L
は
か
り
と
り
、
④
へ
加
え
る
。

 
⑥

⑤
を

マ
グ

ネ
チ
ッ

ク
ス
タ
ー
ラ
ー
で
攪
拌
し
、
ろ
過
は
行
わ
ず
こ
れ
を
反
応
液
２
（
手
順
書
：
反
応
液

B）
と

す
る

。
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①
 

10
m

ol
/L

硫
酸
を

50
ｍ

L
メ
ス
シ
リ
ン
ダ
ー
（

ガ
ラ
ス

製
）
で

量
り
と

り
、

50
0m

L
共

栓
付

き
メ

ス
シ

リ
ン
ダ
ー
（
ガ
ラ
ス
製
）
に
て
超
純
水
で
希
釈

し
50

0m
L
と

し
た

。
 

②
 
臭
化
カ
リ
ウ
ム

(特
級
）

89
.2

5g
を
量
り
と
り

、
50

0m
L
共

栓
付
き

メ
ス

シ
リ

ン
ダ

ー
（
ガ

ラ
ス

製
）

に
て
①
で
調
製
し
た

1m
ol

/L
硫
酸
に
て
溶
解

し
50

0m
L
と

し
た
。

 
③

 
メ
ン
ブ
ラ
ン
フ
ィ
ル
タ
ー
に
よ
る
ろ
過
は
行
わ

ず
、
反

応
液
１

と
す
る

。
 

①
 

亜
硝
酸

N
a（

特
級

）
を

1.
04

g
を
量
り
と
り
、

50
m

L
共
栓
付
き
メ
ス
シ
リ
ン
ダ
ー
（
ガ
ラ
ス
製
）
に

て
超

純
水
で

溶
解
し

25
m

L
と
し
た
。

 
②

①
を

ホ
ー

ル
ピ
ペ

ッ
ト
に
て

1ｍ
L
分
取
し
、

50
0m

L
共
栓
付
き
メ
ス
シ
リ
ン
ダ
ー
（
ガ
ラ
ス
製
）
に
て

超
純

水
で
溶

解
し

50
0m

L
と
し
た
。

 
③

メ
ン

ブ
ラ

ン
フ
ィ

ル
タ
ー
に
よ
る
ろ
過
は
行
わ
ず
、
反
応
液
２
と
す
る
。
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機
関
 

番
号
 

反
応
液

1
の

調
製

方
法

 
反
応
液

2
の
調
製
方
法

 

30
 

①
 
亜
硝
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム

(特
級
）

8.
28

g
を

10
0m

L
共

栓
付

き
メ

ス
フ

ラ
ス
コ
（

ガ
ラ

ス
製

）
に

量
り

と
り

、
精
製
水
を
標
線
ま
で
加
え
混
和
す
る
。

 
②

 
10

00
m

L
メ
ス
フ
ラ
ス
コ
（
ガ
ラ
ス
製
）
に
、

1m
L
ホ

ー
ル
ピ

ペ
ッ
ト
（
ガ

ラ
ス

製
）
を

用
い

て
、

①
で

調
製
し
た
亜
硝
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
溶
液
を
加
え
、

精
製
水

を
標
線

ま
で
加

え
混

和
す

る
。

 
③

 
メ
ン
ブ
ラ
ン
フ
ィ
ル
タ
ー
に
よ
る
ろ
過
は
行
わ

ず
、
反

応
液

1
と

す
る

。
 

①
 

10
00

m
L
メ

ス
フ

ラ
ス
コ
（
ガ
ラ
ス
製
）
に
、
18

m
ol

/L
 硫

酸
55

m
L
を
量
り
と
り
、
超
純
水
で

10
00

m
l

に
定

容
す
る

。
 

②
 

臭
化
カ

リ
ウ
ム

(特
級
）

17
8.

5g
を
量
り
と
り
、

10
00

m
L
メ
ス
フ
ラ
ス
コ
（
ガ
ラ
ス
製
）
に
加
え
溶
解

さ
せ

る
。

 
③

 1
m

ol
/L

 硫
酸

を
標
線

ま
で
加
え
混
和
す
る
。

 
④

 
メ

ン
ブ

ラ
ン
フ

ィ
ル
タ
ー
に
よ
る
ろ
過
は
行
わ
ず
、
反
応
液

2
と
す
る
。

 

  表
14

 
棄
却
さ
れ
た
機
関
及
び
検
査
精
度
が
良
好
で
な
い
と
評
価
さ
れ
た
機
関
に
お
け
る
精
度
管
理
実
施
後
の
対
応
状
況
に
係
る
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

 
機

関
 

番
号

 
統
計
上
デ
ー
タ
が
逸
脱
し
た
原

因
と

し
て

想
定

さ
れ

る
事
項

 
対
応
策
・
検
討
し
た
事
項
な
ど

 

00
 

精
度

管
理
試
料
測
定
時
に
使
用
し
た
検
量
線
を
確
認

し
た
と

こ
ろ
、
検
量

点
の
ピ

ー
ク

波
形

処
理
が

自
動

波
形
処
理
の
ま
ま
に
な
っ
て
お
り
、
実
際
の
ピ

ー
ク

面
積
値

よ
り
小

さ
い
面

積
値

を
使

用
し
て

い

ま
し

た
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
検
量
線
の
傾
き
が
不
適

切
と
な

り
ま
し

た
。
ま
た
、
検

査
実

施
標

準
作
業

で
は

、
検
量
線
に
濃
度

0の
検
量
点
は
含
め
な
い
設

定
に

な
っ

て
い

る
と

こ
ろ

、
原

点
を

含
む

検
量

線

を
作

成
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
の
こ
と
も
検
量
線

を
不
適

切
と
し

て
し
ま

っ
た

要
因

の
ひ

と
つ
と

考

え
ら

れ
ま
す
。
 

検
量

線
作

成
時

に
は

標
準

液
を
測
定
し
た
ク
ロ
マ
ト
は
拡
大
し
て
確
認
し
、
自
動
波
形
処
理
が
適
切
で
な
い

場
合

は
手

動
で

波
形

処
理

を
行
っ
た
上
で
検
量
線
を
作
成
す
る
。
ま
た
検
量
点
に
は
、
原
点
を
含
め
な
い
こ
と

を
厳

守
し
ま

す
。

 

30
 

標
準

液
調
製
時
に
お
い
て
、

1m
L全

量
ピ
ペ
ッ

ト
の

共
洗
い

が
不
十

分
で
あ

っ
た

た
め

壁
面

等
に
標

準
原

液
あ
る
い
は

2次
標
準
液
が
付
着
し
て
お
り
、

3次
標

準
液

の
調

製
に
影

響
を

及
ぼ

し
た

と
推
測

い

た
し

ま
し
た
。
測
定
に
供
す
る
各
標
準
系
列
は

3次
標

準
液

を
用

い
調

製
す

る
こ

と
か

ら
、

検
量

線
の

直
線

性
は
得
ら
れ
た
も
の
の
傾
き
が
大
き
く
な
り
、
設
定

値
よ
り

低
い
値

で
報
告

し
た

と
推

測
い
た

し

ま
し

た
。
 

1．
標

準
液

調
製
に

は
必
ず

洗
浄
済
み
の
全
量
ピ
ペ
ッ
ト
お
よ
び
全
量
フ
ラ
ス
コ
を
使
用
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま

す
。

共
洗
い

に
よ
る

使
用
は
認
め
な
い
こ
と
と
い
た
し
ま
す
。
 

2．
使

用
し
た

器
具
類

は
記
録
表
に
記
入
し
、
水
質
検
査
部
門
管
理
者
が
確
認
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
す
。
 

3．
水

質
検
査

部
門
管

理
者
が
調
製
し
た
既
知
試
料
（

Q
.C
試
料
）
を
測
定
し
、
設
定
濃
度
（
±

10
%
）
以
内
で

あ
る

こ
と

を
分

析
者

が
確

認
後
、
試
料
の
測
定
を
開
始
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
す
。
デ
ー
タ
チ
ェ
ッ
ク
時
に
お

い
て

も
設

定
濃

度
超

過
の

有
無
に
つ
い
て
確
認
い
た
し
ま
す
。
な
お
、
設
定
濃
度
を
超
過
し
た
際
は
改
め
て
、

測
定

機
器
お

よ
び
標

準
液
を
再
調
製
し
て
検
量
線
を
作
成
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
す
。
 

4．
1．

～
3．

の
内

容
を

実
施

す
る
こ
と
と
し
、
そ
の
内
容
を
追
記
し
標
準
作
業
手
順
書
を
改
定
い
た
し
ま
し
た
。 
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平成 27 年度 第 1回水質検査外部精度管理実施要領 

 

１ 試験項目 

臭素酸 
 

２ 配付試料 

約 125mL（100mL ポリエチレン瓶に試料を満水にして密栓したもの 1 本） 

※満水にしておりますので、室温に戻した際、膨張して液漏れする恐れがありますのでご注

意ください。 
 
３ 試料送付 

  平成 27 年 7 月 8 日（水）着指定冷蔵便で発送予定。 

  衛生研究所に来所していただく場合は、平成 27 年 7 月 7 日（火）以降にお願いします。 

  試料は試験開始まで冷蔵庫等の冷暗所で保存してください。 

 

４ 試験実施期間 

  平成 27 年 7 月 8 日（水）の試料到着時刻を試料採取日時としてください。 
  衛生研究所に来所していただく場合は、平成 27 年 7 月 8 日（水）午前 9 時を試料採取日時と

してください。 
※調査の公平性のため、試験実施期間を厳守してください。 
 

５ 試験方法 

（１）日常業務で使用している検査実施標準作業書（SOP）に従って試験を実施してください。 
（２）試験実施に際しては、配付試料を室温に戻して、速やかに試験を実施してください。 
（３）試料の一定量を 5 つに分取し、測定濃度を試験結果報告書に記入してください。測定は、

必ず測定時間、測定者、測定機器、測定条件及び測定場所を同一にして行ってください。 
（４）試験終了後の試料は各機関の廃棄方法に従って適正に処分してください。 
 

６ 試験結果報告書記入の際の注意点 

  ※試験結果報告書のエクセルファイルは、.xlsx 形式で配付します。ファイルが開かない場

合には、次ページ問い合わせ先までご連絡をお願いします。 
 

・書式、記入順序は変更しないでください。 
・数値は半角、年月日の年は西暦で記入してください。 
・各シートの＊赤字で示した注意書きに従って記入してください。 
・測定結果は、測定濃度を【μg/L】で表し、統計処理の都合上、有効数字 3 桁で記入してく

ださい。 
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７ 提出書類等 

提出書類等の内容 提出方法、提出先 
（１） 試験結果報告書のエクセルファイル 

（注：シート A は全 2 ページ、B は全 2 ページ、C は全 4
ページ、D は全 1 ページです。） 

※ ファイル名は次の例に従って機関名としてください。 
例：（一財）○○検査センター、△△市水道局水道課 

ファイルをメールで提出 
（メールアドレス） 
eiken5@mz.pref.chiba.lg.jp 

（２）以下の作業書、記録等の写し 
・ 試験結果報告書のエクセルファイルを印刷したもの 
・ 日常業務で使用している「臭素酸」の検査実施標準作業書

（SOP）及び操作手順を示したフローシート等 
・ 測定に係る作業記録（配付試料の希釈に関する記録を含む） 
・ 測定結果の計算過程を記載したメモ等 

全て A4 サイズに形式を揃え

て書類（紙）で提出 
 
（提出先） 
〒260-8715 
千葉市中央区仁戸名町 666-2 

千葉県衛生研究所 
生活環境研究室 
担当：西條、田中  

（３）測定条件、分析チャート、検量線、結果レポート等の写し 
※ 試料分析や検量線作成のためのチャート等、試験結果を

得るために必要な全ての情報について、時系列で並べ、

第三者が理解できるようにまとめてください。 
 
８ 提出期限 

  平成 27 年 7 月 22 日（水）消印有効 
※メールについては、平成 27 年 7 月 22 日（水）午後 11 時 59 分を期限とします。 

 
９ 評価方法 

  検査精度が良好でないと評価する基準は、次のとおりとします。 
（１）Z スコアーの絶対値が 3 以上かつ誤差率が±10%を超えた場合 
（２）変動係数が 10%を超えた場合 

 
１０ 問い合わせ先 

  千葉県衛生研究所  生活環境研究室 （担当：西條、田中） 
Tel：043-266-7983、Fax：043-265-5544 
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A

1.イオンクロマトグラフ-ポストカラム吸光光度法　（別表第18）　2．その他

〔2. その他〕のときは方法を右欄記入

併行精度（RSD％） 室内精度（RSD％）

精度の評価における試験の繰り返し回数
（自由度）上段：併行精度、下段：室内精度

相対標準偏差（RSD％）標準偏差（SD）

試料2

整理番号
※

※記入しないで下さい。

試験結果報告書（臭素酸）

添加濃度の基準
値に対する割合

真度（％）

定量下限値（μg/L）

〔3. その他〕のときは
方法を右欄記入

用いた水の
種類

設定法 1. 基準値の1/10　　2. システム再現性試験から算出　　3. その他

真度の評価に用いた
試料数

試験機関名

試験（希釈）開始日時

試料到着日時

試験担当者（臭素酸）
の経験年数（年）

※1年未満は切り捨て

試料番号

　　　　年　　　月　　　日　　　時　　　分

　　　　年　　　月　　　日　　　時　　　分

　　　　年　　　月　　　日　　　時　　　分試験終了日時

試料の保存温度（℃）

測定方法

試料4分析項目 試料5

平均値（AV） #DIV/0! #DIV/0!

　※　3桁目が0となって有効数字3桁とならない場合は、小数点以下の表示桁数を調整して下さい。

　※　試料1～5については、単位を｢μg/L｣で記入し、有効数字は3桁として下さい。

実施状況
1. 実施済み
2. 未実施

試料3

分析結果

定量下限値

妥当性評価

#DIV/0!

試料1

臭素酸（μg/L）
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A

連絡事項

※　報告書の書式に関する問題(記入できない内容等)、特記すべき連絡事項(検査上のトラブルの有無等)があれ
ば、“連絡事項”　に記入して下さい。
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B

標準液の調製に
用いた器具の材質

1. メスフラスコ
2. メスシリンダー　　3. その他

1. ガラス製
2. ポリプロピレン製　　3. その他

※具体的に記入して下さい。（例は削除して下さい。）
例）①　水道水で●●回すすぐ。
②　器具を超純水で満たし、捨てることを●●回繰り返す。
③　使用時は超純水で●●回すすいでから使用する。

グレードメーカー名

使用する器具の洗浄方法

※　調製器具及び材質、調製方法、ろ過の有無を具体的に記入して下さい。　（例は削除して下さい。）
例）　①　濃縮液（●●mmol/L炭酸水素ナトリウム，●●mmol/L炭酸ナトリウム）を冷暗所より取り出し室温に戻
す。
②　●●mL共栓付きメスシリンダー（ガラス製）に精製水●●mLを量りとる。
③　●●mLホールピペット（ガラス製）を用いて、●●mmol/L 炭酸水素ナトリウム溶液及び●●mmol/L炭酸ナト
リウム溶液を加え、精製水を標線まで加え混和する。
④　メンブランフィルター(製品名及び規格) を用いてろ過をし、溶離液とする。

使用した硫酸

標準液の調製に
用いたピペット

※　調製器具及び材質、調製方法、ろ過の有無を具体的に記入して下さい。　（例は削除して下さい。）
例）　①　亜硝酸ナトリウム(特級）●●gを●●mL共栓付きメスシリンダー（ガラス製）に量りとり、精製水を標線ま
で加え混和する。
②　●●mL共栓付きメスシリンダー（ガラス製）に、●●mLホールピペット（ガラス製）を用いて、①で調製した●●
mmol/L亜硝酸ナトリウム溶液を加え、精製水を標線まで加え混和する。
③　メンブランフィルターによるろ過は行わず、反応液１とする。

※　調製器具及び材質、調製方法、ろ過の有無を具体的に記入して下さい。　（例は削除して下さい。）
例）　①　●●mL共栓付きメスシリンダー（ガラス製）に、●●mol/L 硫酸●●mLを量りとる。
②　臭化カリウム(特級）●●gを量りとり、●●mL共栓付きメスシリンダー（ガラス製）に加え溶解させる。
③　●●mol/L 硫酸を標線まで加え混和する。
④　メンブランフィルターによるろ過は行わず、反応液２とする。

反応液２の調製器具及びろ過

反応液１の調製器具及びろ過

溶離液の調製器具及びろ過

1. ホールピペット
2. マイクロピペット　　3. その他

器具容量（mL）
標準液の調製に

用いた器具

試薬名（製品名）

精製水の種類
及び製造方法

使用した標準液の調製器具及び精製水 0
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B

連絡事項

※　報告書の書式に関する問題(記入できない内容等)、特記すべき連絡事項があれば、“連絡事項”　に記入して
下さい。
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C

試料希釈倍率　　※試料の希釈を行った場合のみ右欄記入

ろ過

1. 行った　2. 行わなかった

バイアル瓶のろ液共洗い 1. 行った　2. 行わなかった

1.紫外部吸収検出器
2. その他

ピークの読み取り方法
1. ピーク面積
2. ピーク高さ

1. グラジェント　2.アイソクラティック

空試験

1. NaHCO3溶液

2. Na2CO3溶液

3. NaHCO3とNa2CO3混液

4. その他

検出器
測定波長 (nm)

反応液２

反応液１

反応液２

1. 減圧　2. 超音波　3.未実施
4.その他

1. 減圧　2. 超音波　3.未実施
4.その他

1. 行った　2. 行わなかった

〔3. その他〕のときは使用対象
を右欄記入

ガードカラム 1. 使用　2. 未使用

溶離液

反応液１

mL/min （  min）

mL/min （  min）

〔4. その他〕のときは右欄記入

1. 未使用　2. 全3液　3.その他

mL/min （  min）

反応部温度（℃）

HPLC用脱気
装置（デガッ
サ）使用対象

脱気処理法
1. 減圧　2. 超音波　3.未実施
4.その他

カラムオーブン温度（℃）

注入方法 1. オート　2. マニュアル

注入量(μL)
サンプルクーラー設定温度

（℃）

送液条件
(例 : 1.0mL/

min（0-
10min）)

※単位も記入

溶離液

別表第18
イオンクロマトグラフ-ポストカラム吸光光度法

※イオンクロマトグラフ-ポストカラム吸光光
度法以外を用いた場合も記入して下さい。 0

前処理及び測定法の詳細

フィルター製品名

フィルターの孔径（µm）

初めのろ液の廃棄量（mL）

試料

定量法

溶離液の組成

前処理法
行った場合の

み記入

1. 1試料毎
2. 複数試料分まとめて
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C

型式

購入年月日 　年　　　月　　　日

標準原液

使用期間
（例：XX年、1年未満はXカ月）

1. 市販標準原液（単品）　2. 自己調製液　　3. その他

1. 1週間未満　2. 1カ月未満
3. 3カ月未満　4. 3カ月以上

使用期間

製造ロット番号

　年　　　月　　　日

市販標準原液/
自己調製液

試薬/標準原液名

メーカー名

検出器の型式

調製年月日 　年　　　月　　　日

1. 用時調製　2. 1週間未満　3. 1カ月未満
4. 3カ月未満　5. 3カ月以上

　年　　　月　　　日

保証（使用）期限 　年　　　月　　　日

使用開始年月日

使用期間
（例：XX年、1年未満はXカ月）

使用期間

中間標準液
調製年月日 　年　　　月　　　日

1. 用時調製　2. 1週間未満　3. 1カ月未満
4. 3カ月未満　5. 3カ月以上

メーカー名

使用期間
（例：XX年、1年未満はXカ月）

標準液

mm X   mm i.d.

使用期間
（例：XX年、1年未満はXカ月）

分離カラム

メーカー名

充填剤　（基剤、粒子径等）

形状
( 長さ(mm)×内径(mm）)

ガードカラム

メーカー名

型式

型式

イオンクロマトグラフの型式

メーカー名

型式

購入年月日

充填剤　（基剤、粒子径等）

形状
( 長さ(mm)×内径(mm）)

mm X   mm i.d.

使用機器

臭素酸濃度（mg/L）

使用期間
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C

ｙ = ｘ ＋ ｒ 2
=

濃度（µg/L）

標準液5

測定物質のピーク高さ又は
ピーク面積

測定物質の
ピーク高さ又は

ピーク面積

濃度（µg/L）

測定物質のピーク高さ又は
ピーク面積

標準液3 標準液4

検量線

標準液9

検量線データ

ブランク

空試験

↑切片がマイナスになる場合は　-　もつけて記入して下さい。
    例）　-0.513

直線性

試料1 試料4 試料5

標準液1 標準液2

※　報告書の書式に関する問題(記入できない内容等)、特記すべき連絡事項があれば、“連絡事項”　に記入して
下さい。

試料測定データ

試料2 試料3

標準液6 標準液7 標準液8
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C

　◆　付加項目　　※　以下については、実施していれば記入して下さい。

システム再現性

〔2. その他〕のときは右
欄記入

調製年月日 　年　　　月　　　日

亜塩素酸との分離確認

　年　　　月　　　日

確認試料濃度
（µg/L）

5回目 6回目1回目 2回目 3回目 4回目測定物質の
ピーク高さ又は

ピーク面積

成分

亜塩素酸

分離度（Rs)

具体的な内容
（右欄に記入）

確認頻度

直近の確認日

1. 毎試験　　2. 定期的に実施　　3. メーカー点検時　　4. その他

1. 相対標準偏差（RSD％）6%未満　　2. 基準値なし　　3. その他

繰返し回数

判定基準

確認試料
濃度 （µg/L）

相対標準偏差（RSD％）平均値（AV） #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0!

　年　　　月　　　日

標準偏差（SD）

データ取得年月日

※　報告書の書式に関する問題(記入できない内容等)、特記すべき連絡事項があれば、“連絡事項”　に記入して
下さい。

連絡事項

混合標準
溶液調製

1. 行った　2. 行わなかった

1. 用時調製　2. その他

保持時間
（min）

臭素酸
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D

試験上の留意点、問題点及び試験操作のノウハウ等を記入して下さい。

本精度管理に関する御意見を記入して下さい。（今後の参考にいたします。）

　今回提出していただいた精度管理結果は、解析して今後の検査精度向上のための資料として
活用させていただきます。その場合、解析結果はホームページや学会等で公表されますが、機
関名等個別の情報が公開されることはありません。
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Ⅲ 第 2 回外部精度管理 

 

１ 実施の概要 

（１） 実施項目 

トリクロロ酢酸 

 

（２） 参加機関 

26 機関 
なお、参加機関の内訳は、水道事業者等の水質検査機関 5 機関、地方公共団体の機関 1

機関、登録水質検査機関 20 機関であった。 

 
（３） 配付試料 

トリクロロ酢酸は平成 27 年 4 月 1 日から水質基準が 0.2mg/L から 0.03mg/L に変更され

た。今回の精度管理では新基準値（0.03mg/L）の 20%程度（0.005mg/L）の精度を確認す

ることを目的として試料濃度を設定した。超純水及びトリクロロ酢酸標準原液を使用し、ト

リクロロ酢酸の濃度が 5μg/L になるよう調製したものを試料とした。平成 27 年 10 月 19 日

に調製後、分注・梱包し冷蔵室（4℃）に保存した。以下調製試料について示した。 
 

ア 標準品及び試薬 
・「トリクロロ酢酸標準原液」1mg/mL 
（関東化学株式会社製 Lot No.603H1765 保証期限 2017 年 3 月末） 
・「メタノール（メチルアルコール）」 
（和光純薬工業株式会社製 Lot No.KPE0941） 

   
イ 試料調製用超純水 

千葉県衛生研究所（以下「当所」という。）で製造した超純水を使用した。なお、この超

純水中に妨害物質が含まれていないことを事前に確認した。 
（超純水製造装置：Millipore 社製 Milli-Q® Advantage A10®、Milli-Q® Gradient A10®） 

 
ウ 試料の調製 

トリクロロ酢酸標準原液 1mL を 100mL メスフラスコに採り、メタノールで定容の上、転倒

混和し、中間標準液（10mg/L）を調製した。超純水を 5L メスフラスコに受け、ここに中間標

準液を 2.5mL 添加し、定容の上、転倒混和し、36L ステンレスタンクに注いだ。この操作を 6
回繰り返し、計 30L の試料を調製した。 

 
エ 配付試料の梱包及び配付方法 

「300mL 褐色ガラス瓶+ポリテトラフルオロエチレン貼り蓋」（満水時の容量は約 400mL）
56 本に試料を注ぎ満水にし、蓋を閉めた後パラフィルムで巻いた。これをファスナー付きビニー

ル袋（ラミジップ遮光タイプ）に入れた後、ダンボール箱に入れ、ガムテープで封をし、冷蔵
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室（4℃）で保存した。翌日、配送業者に 24 機関分の配付試料の冷蔵配送を依頼した。2 機関に

対しては当所で直接試料を配付した。 
 

オ 配付試料の容器間の均一性及び保存期間中の経時変化 
配付試料の容器間の均一性を確認するために、調製した試料から無作為に 5 本の試料を

抜き取り、調製日当日（0 日目）に「水質基準に関する省令の規定に基づき厚生労働大臣

が定める方法」（平成 15 年厚生労働省告示第 261 号）（以下「告示法」という。）の別表第

17「溶媒抽出－誘導体化－ガスクロマトグラフ－質量分析計による一斉分析法」（以下

｢GC/MS 法｣という。）に従って測定した。 
次に配付試料の保存期間中の経時変化を確認するために、「平成 27 年度第 2 回水質検査

外部精度管理実施要領」（以下「実施要領」という。）に基づいて調製した試料を保存し、

調製日当日（0 日目）、2 日目、5 日目、9 日目及び 16 日目に各日 5 本ずつ測定した。なお、

試料調製後 2 日目は、実施要領において参加機関に示した「試料採取日」、5 日目は、告示

法で示されている試験実施期限の「72 時間目」に該当する。 
これらの結果を、配付試料の容器間の均一性及び保存期間中の経時変化として表 1 に示

した。トリクロロ酢酸の濃度の平均値は 5.128μg/L であり、変動係数は 1.05%であった。

このことから、配付した試料は、均一性が確認され、保存による影響並びに調製に用いた

機材及び容器などによる影響を受けないと判断した。 
 

  表 1 配付試料の容器間の均一性及び保存期間中の経時変化 
 容器別測定値 (μg/L) 平均値 

(μg/L) 
標準偏差 

(μg/L) 
変動係数 

(%) 1 2 3 4 5 
0 日目 5.05 5.09 5.10 5.11 5.10 5.090 0.0235 0.46 

2 日目 5.06 5.12 5.15 5.10 5.21 5.128 0.0563 1.10 

5 日目 5.12 5.07 5.10 5.12 5.19 5.120 0.0442 0.86 

9 日目 5.19 5.12 5.20 5.25 5.23 5.198 0.0497 0.96 

16 日目 5.09 5.15 5.09 5.10 5.10 5.106 0.0251 0.49 

平均（n=25）      5.128 0.0583 1.05 

 
 
（４） 実施期間 

ア 試料発送年月日 
平成 27 年 10 月 20 日（火） 

 
イ 報告書等の提出期限 

電子ファイル：平成 27 年 11 月 4 日（水）午後 11 時 59 分 
書類（紙）：平成 27 年 11 月 4 日（水）消印有効 
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（５） 実施方法 
参加機関は、実施要領に従い各機関の検査実施標準作業書（以下「SOP」という。）によ

り試験し、試験結果報告書及び関係書類を当所に提出することとした。なお、その報告値に

ついては統計処理の都合上、有効数字を 3 桁とした。 
 

（６） 評価基準 
参加機関の平均値を用いて、危険率 5%で Grubbs の棄却検定を行い、棄却された機関を

除き Z スコアーを求め評価した。 
以下の評価基準ア、イのいずれかに当てはまる場合、検査精度が良好でないと評価した。

ア Z スコアーの絶対値が 3 以上かつ誤差率が±20％を超えた場合 
イ 報告値の変動係数が 20％を超えた場合 

 
２ 実施結果及び評価 
（１） 報告データ数及び試験方法 

参加機関数が 26 であったため、データ数は 26 であった。試験方法は、GC/MS 法に従っ

て実施していた機関が 22 機関、告示法別表第 17 の 2｢液体クロマトグラフ－質量分析計に

よる一斉分析法｣（以下｢LC/MS 法｣という。）に従って実施していた機関が 4 機関であった。 
 

（２） 実施結果 
全ての参加機関26機関からの報告値を用いて危険率5%でGrubbsの棄却検定を行った結

果、棄却された機関はなかった。参加機関の平均値の昇順（小→大）で No.00 から 25 まで

の昇順番号を付け、以降、当該昇順番号を機関番号としてデータ集計した。参加機関におけ

る配付試料の報告値を表 2 に示した。 
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表 2 参加機関における配付試料 1)の報告値 
機関 
番号 2) 

試験 
方法 

5回測定の結果(μg/L) 平均値 
(μg/L) 

標準 
偏差 

(μg/L) 
変動係
数(%) 

Z スｺ 
ｱｰ 3) 

誤差 
率 4)(%) 1 2 3 4 5 

00 GC/MS 4.50 4.47 4.47 4.35 4.56 4.470 0.0765 1.71 -1.9 -9.7 

01 GC/MS 4.40 4.46 4.48 4.62 4.66 4.524 0.1108 2.45 -1.7 -8.6 

02 GC/MS 4.55 4.57 4.58 4.55 4.55 4.560 0.0141 0.31 -1.5 -7.8 

03 LC/MS 4.65 4.44 4.65 4.61 4.70 4.610 0.1002 2.17 -1.3 -6.8 

04 GC/MS 4.60 4.68 4.65 4.57 4.67 4.634 0.0472 1.02 -1.2 -6.3 

05 LC/MS 4.87 4.48 4.80 4.95 4.36 4.692 0.2574 5.49 -1.0 -5.2 

06 GC/MS 4.53 4.70 4.72 4.79 4.76 4.700 0.1012 2.15 -1.0 -5.0 

07 GC/MS 4.71 4.67 4.62 4.90 4.67 4.714 0.1088 2.31 -0.9 -4.7 

08 GC/MS 4.76 4.80 4.77 4.70 4.72 4.750 0.0400 0.84 -0.8 -4.0 

09 GC/MS 5.22 4.84 4.78 4.69 4.80 4.866 0.2054 4.22 -0.3 -1.7 

10 GC/MS 5.00 4.89 4.90 4.92 4.97 4.936 0.0472 0.96 0.0 -0.2 

11 GC/MS 4.90 4.91 4.94 4.95 5.01 4.942 0.0432 0.88 0.0 -0.1 

12 GC/MS 5.00 4.98 4.79 5.00 4.94 4.942 0.0884 1.79 0.0 -0.1 

13 LC/MS 5.07 5.06 4.85 4.89 4.90 4.954 0.1031 2.08 0.0 0.1 

14 GC/MS 5.12 4.98 4.83 5.00 4.88 4.962 0.1128 2.27 0.1 0.3 

15 GC/MS 5.05 4.94 4.94 4.94 5.02 4.978 0.0531 1.07 0.1 0.6 

16 LC/MS 4.99 4.93 5.00 4.99 4.99 4.980 0.0283 0.57 0.1 0.6 

17 GC/MS 4.93 5.01 5.05 5.05 5.05 5.018 0.0522 1.04 0.3 1.4 

18 GC/MS 4.97 5.06 5.16 4.99 4.92 5.020 0.0930 1.85 0.3 1.5 

19 GC/MS 5.16 5.03 4.92 5.07 5.07 5.050 0.0869 1.72 0.4 2.1 

20 GC/MS 4.84 5.15 5.02 5.35 5.05 5.082 0.1870 3.68 0.5 2.7 

21 GC/MS 5.06 5.23 5.06 5.08 5.09 5.104 0.0716 1.40 0.6 3.2 

22 GC/MS 5.09 5.13 5.06 5.13 5.12 5.106 0.0305 0.60 0.6 3.2 

23 GC/MS 5.38 5.26 5.26 5.30 5.23 5.286 0.0581 1.10 1.3 6.8 

24 GC/MS 5.45 5.44 5.56 5.50 5.40 5.470 0.0616 1.13 2.1 10.5 

25 GC/MS 5.51 5.55 5.57 5.51 5.48 5.524 0.0358 0.65 2.3 11.6 
 

注1） 配付試料は、超純水及びトリクロロ酢酸標準原液（1mg/mL）を使用し、濃度が 5μg/L になる
よう調製したものである。 

注2） 機関番号は、配付試料の測定値の平均値を小から大に並び替えたデータ集計用の番号である。 
注3） Z スコアーは中央値から計算した。 
注4） 誤差率は中央値からの誤差で計算した。 
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（３） 基本統計量及びヒストグラム 
基本統計量を表 3、各機関における報告値の平均値のヒストグラムを図 1 に示した。 
 

表 3 基本統計量             

 

図 1 各機関における報告値（平均値）のヒストグラム 
 
 
（４） 評価 

ア Z スコアーの絶対値が 3 以上かつ誤差率が±20%を超えた機関 
該当する機関はなかった。 

イ 報告値の変動係数が 20%を超えた機関 
該当する機関はなかった。 

したがって、検査精度が良好でないと評価された機関はなかった。 
  

３ データ集計及び解析 
（１） 報告書の提出期限 

電子ファイルでの報告書の提出について、1 機関（機関番号 07）に期限からの遅延があっ

た。また、書類（紙）での報告書等の提出についても、1 機関（機関番号 18）に遅延があっ

た。 
今回の精度管理では、報告書等の提出に遅延があった機関もデータとして採用することと

したが、報告書等の提出期限を遵守していただきたい。 
 
（２） 試験担当者の経験年数 

試験担当者の経験年数別の基本統計量を表 4 に示した。3 年未満群と 3 年以上群で t 検定

を行ったところ、報告値に有意差は認められなかった（有意水準 5%）。 
 
 
 
 

データ数 26 

最大値(μg/L) 5.524 

第 3 四分位(μg/L) 5.043 

中央値(μg/L) 4.948 

第 1 四分位(μg/L) 4.704 

最小値(μg/L) 4.470 

標準偏差(μg/L) 0.267 

平均値(μg/L) 4.918 
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表 4 経験年数別の基本統計量 

経験年数 機関数 平均値 
(μg/L) 分散 標準偏差 

(μg/L)  
変動係数 

(%) 
1 年未満 2 4.817  0.0313  0.176 3.67 

1 年以上 3 年未満 13 4.972  0.0701  0.264 5.33 
3 年以上 5 年未満 7 4.731  0.0367  0.191 4.05 

5 年以上 4 5.123  0.0738  0.271 5.31 

 
 

（３） 試験実施日時及び試料保存温度 
試料の保存について告示法では、「速やかに試験できない場合は、冷蔵保存し、72 時間

以内に試験する」と規定されており、全ての参加機関が試料採取後 72 時間以内に試験を開

始していた。 
また、試料到着日に試験を開始していなかった機関はいずれも 2～10℃で試料を保存して

いた。 
 
（４） 試験方法 

試験方法別の基本統計量を表 5 に示した。GC/MS 法と LC/MS 法で t 検定を行ったとこ

ろ、報告値に有意差は認められなかった（有意水準 5%）。 
告示法ではクロロ酢酸、ジクロロ酢酸及びトリクロロ酢酸の一斉分析を行うよう規定され

ているが、一斉分析を行わなかった機関が 1 機関（機関番号 21）あった。しかし、SOP に

は混合標準液を調製して一斉分析を行うことが記載されていた。 
また、クロロ酢酸、ジクロロ酢酸及びトリクロロ酢酸以外の成分も同時に分析している機

関が 2 機関（機関番号 10、13）あった。 
 

表 5 試験方法別の基本統計量 

試験方法 機関数 平均値 
(μg/L) 分散 標準偏差 

(μg/L)  
変動係数 

(%) 

GC/MS 法 22 4.938 0.0774 0.278 5.63 

LC/MS 法 4 4.809 0.0345 0.185 3.86 

 
 

（５） GC/MS 法における前処理及びジアゾメタン溶液の調製 
  ア 試料の分取方法 
    試料の分取量について告示法では 50mL と規定されており、全ての参加機関において告

示法のとおり 50mL であった。しかし、機関番号 06 の SOP には｢試料 40mL を採取｣と記

載されていた。 
分取に用いた器具はメスシリンダーが 13 機関、ホールピペットが 6 機関（機関番号 02、

04、06、17、18、24）、メスフラスコが 1 機関（機関番号 22）、共栓比色管が 1 機関（機
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関番号 15）であった。なお、報告書への記入がなかった機関が 1 機関（機関番号 19）あっ

た。機関番号 19 の SOP を確認したが、SOP にも記載はなかった。 
器具別の基本統計量を表 6 に示した。メスシリンダー群とホールピペット群で t 検定を

行ったところ、報告値に有意差は認められなかった（有意水準 5%）。 
    機関番号 14、21、23 はメスシリンダーの容量の記入がなかったため、SOP を確認した。

機関番号 21 は｢100mL｣と記載されており、機関番号 23 は明確な記載がなかった。機関番

号 14 は報告書にはメスシリンダーと記載されていたが、SOP には｢50mL メスフラスコ｣

と記載されていた。 
 
   表 6 器具別の基本統計量 

器具 機関数 平均値 
(μg/L) 分散 標準偏差 

(μg/L)  
変動係数 

(%) 
メスシリンダー 13 4.931 0.0828 0.287 5.84 

ホールピペット 6 4.900 0.115 0.340 6.95 

 
 
  イ pH 調整 
    pH の調整について告示法では、硫酸（1+1）を添加し pH0.5 以下に調整するよう規定さ

れているが、報告書への記入のなかった 1 機関（機関番号 23）を除いて、全ての参加機関

において、告示法のとおり pH0.5 以下に調整していた。記入のなかった機関番号 23 の SOP
には｢pH0.5 以下｣と記載されていた。調整後の pH の確認を行っておくことが望ましい。 

 
  ウ 溶媒抽出 
    溶媒抽出について告示法では、tert-ブチル-メチルエーテル（以下｢MTBE｣という。）4mL

を加えて 2 分間振とうするよう規定されており、全ての参加機関において、告示法のとお

りに行っていた。MTBE の計量に用いた器具は、ホールピペットが 10 機関、マイクロピ

ペットが 8 機関、分注器が 2 機関、メスピペットが 1 機関、デジタルピペットが 1 機関で

あった。ホールピペットの容量の記入がなかった機関番号 21、23 の SOP を確認したが、

明確な記載はなかった。 
振とう後の静置時間について告示法での規定はないが、静置時間を決めている機関が 12

機関、決めていない機関が 10 機関あった。静置時間を決めている 12 機関についてその時

間を確認したところ、2 分が 3 機関、2～5 分が 1 機関、3 分が 2 機関、10 分が 4 機関、15
分が 1 機関、30 分が 1 機関であった。静置時間については、検討の上、一定条件で行うこ

とが望ましい。 
 
  エ 脱水 
    無水硫酸ナトリウムの添加量及び脱水時間について、添加量を決めている機関が 6 機関、

脱水時間を決めている機関が 4 機関あった。添加量を決めている機関のうち、機関番号 07
は、無水硫酸ナトリウムを充填した脱水用カートリッジを使用していた。無水硫酸ナトリ
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ウムの添加量及び脱水時間について告示法での規定はないが、脱水は重要な操作であるた

め、添加した無水硫酸ナトリウムの量で脱水が十分できているかを確認する必要がある。 
 
  オ 脱水処理後の試料の分取、内部標準液及びジアゾメタン溶液の添加 
    告示法では、脱水後の試料 1mL を分取し、内部標準液を 20μL、ジアゾメタン溶液を

100μL 添加するよう規定されている。機関番号 00 は 2mL を分取し、内部標準液を 40μL、
ジアゾメタン溶液を 200μL 添加しているが、SOP にもこのように記載されていた。 

    脱水処理後の試料の分取に用いた器具は、マイクロピペットが 12 機関、ホールピペット

が 6 機関、共栓付試験管が 1 機関、メスピペットが 1 機関、電子ピペッターが 1 機関、デ

ジタルピペットが 1 機関であった。機関番号 09 は容量 100μL のマイクロピペットを用い

て 1mL 分取しているが、SOP を確認したところ、器具の容量については明確な記載がな

かった。 
    内部標準液の添加に用いた器具は、マイクロシリンジが 12 機関、マイクロピペットが 9

機関、デジタルピペットが 1 機関であった。 
 
  カ ジアゾメタン溶液の調製 
    ジアゾメタン溶液について、告示法では｢ジアゾメタン生成装置を用い、N-メチル-N’-

ニトロ-N-ニトロソグアニジン 0.1～0.2g に精製水 0.5mL 及び水酸化ナトリウム溶液

(20w/v%)0.6mL を加え、発生したジアゾメタンを氷冷した tert-ブチル-メチルエーテ

ル 3mL に黄色を呈するまで捕集し、この tert-ブチル-メチルエーテル層をジアゾメタ

ン溶液とする｣と規定されている。機関番号 00 は告示法とは異なる割合で試薬を使用して

いた。機関番号 12 は規定の 5 倍量の試薬を使用していた。機関番号 25 は調製時の冷却を

行っていなかった。ジアゾメタンは爆発性、発がん性がある試薬であるため、取扱いには

注意が必要である。反応時にガス及び熱を発生するため、試薬の使用量を守ること及び冷

却することが重要である。なお、作業は告示法のとおり、ドラフト内で行い、反応後の試

薬やジアゾメタン溶液はジアゾメタンが分解してから、素手で触らないように廃棄すべき

である。 
 

（６） LC/MS 法における前処理 
  ア 試料の分取方法 
    分取に用いた器具はホールピペットが 3 機関、メスピペットが 1 機関であった。 
   

イ 前処理 
告示法では、｢検水中に高濃度の陰イオン類が含まれる場合には、必要に応じて検水をク

リーンアップ用固相カラムに通し、これを試験溶液とする｣と規定されているが、固相カラ

ムを用いて陰イオン類の除去を目的とした前処理を行っている機関はなかった。機関番号

05 は、｢SIM で Cl、NO3、SO4 をモニター｣することで陰イオン類の確認を行っていた。

機関番号 13は前処理として｢ディスポーザブルシリンジ及び孔径 0.2μmのシリンジフィル

ターを用いてろ過している｣としていた。 
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（７） 標準液、内部標準液、定量下限値及び妥当性評価 
 ア 標準原液及び標準液 

標準原液は、市販の混合標準原液を使用している機関が 24 機関、市販の単品標準原液を

使用している機関が 1 機関、標準原液を自己調製している機関が 1 機関あった。標準原液

の濃度について告示法では、1mg/mL と規定されているが、0.1mg/mL の市販混合標準原

液を使用している機関が 3 機関（機関番号 03、11、13）あった。市販の標準原液を使用し

ている全ての参加機関が保証期限内に使用していた。 
標準液について告示法では、標準原液各 1mL をメスフラスコに採り、メチルアルコール

を加えて全量を 100mL とすることが規定されているが、10mg/L 以外の濃度に調製してい

る機関、標準液を段階希釈している機関、100mL 以外のメスフラスコを使用している機関

があった。 
 
  イ 内部標準原液及び内部標準液（GC/MS 法） 
    内部標準原液は、市販の内部標準原液を使用している機関が 18 機関、内部標準原液を自

己調製している機関が 4 機関あった。内部標準原液の濃度について告示法では、10mg/mL
と規定されているが、市販の内部標準原液を使用している全ての参加機関が 1mg/mL の内

部標準原液を使用していた。内部標準原液を自己調製している 4 機関は、いずれも告示法

のとおり 10mg/mL に調製していた。 
    内部標準液については、全ての参加機関において告示法のとおり、5mg/L に調製してい

た。 
 
  ウ 定量下限値 
    定量下限値の濃度について 0.001mg/L が 5 機関、0.002mg/L が 11 機関、0.003mg/L が

10 機関であった。全ての参加機関において基準値の 10 分の 1（0.003mg/L）以下に設定さ

れていた。定量下限値が検量線の濃度範囲に含まれてはいるものの、定量下限値の濃度が

検量線の 1 点ではなかった機関が 9 機関（機関番号 00、03、07、11、17、18、19、21、
22）あった。 

 
  エ 妥当性評価 

妥当性評価について、「水道水質検査方法の妥当性評価ガイドラインについて」（平成

24 年 9 月 6 日付け健水発 0906 第 1 号）（以下｢ガイドライン｣という。）で真度は 5 個以上

の試料数を用いて評価すること、併行精度及び室内精度における試験の繰り返し回数は自

由度が 4 以上となるようにすることが規定されている。全ての参加機関が実施済みと回答

していたが、ガイドラインの条件を満たしていない機関があった。 
用いた水の種類については、水道水が 9 機関、精製水が 13 機関、水道水及び精製水が 3

機関、井戸水（飲料水）及び精製水が 1 機関であった。 
試料の添加濃度については、0.001mg/L が 4 機関、0.002mg/L が 14 機関、0.003 mg/L

が 3 機関、0.005mg/L が 3 機関、0.01mg/L が 1 機関、0.03mg/L が 1 機関であった。 
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（８） GC/MS 法における検量線の作成 
  ア 使用器具 
    検量線の作成について告示法では、「ハロ酢酸混合標準液を段階的にメスフラスコ 4 個

以上に採り、それぞれに精製水を加えて 50mL とする」と規定されているが、50mL 以外

のメスフラスコを使用していた機関が 5 機関（機関番号 07、11、12、19、22）あった。

告示法では、調製後、検水と同様に 50mL の検量線作成用試料を用いて前処理を行うよう

に規定されているが、機関番号 19 は 20mL 及び 25mL のメスフラスコを用いて調製して

いた。しかし、SOP には精製水で 50mL に調製することが記載されており、報告書の記載

は、標準液を調製するメスフラスコの容量であると思われる。 
    標準液添加に使用した器具は、マイクロシリンジが 13 機関、ホールピペットが 6 機関（2

機関はマイクロシリンジも使用）、マイクロピペットが 4 機関であった。なお、報告書へ

の記入がなかった機関が 1 機関（機関番号 25）あった。機関番号 25 の SOP には、マイク

ロシリンジを使用することが記載されていた。機関番号 06 は 100μL のマイクロシリンジ

を使用して標準液 150μL を添加しており、機関番号 18 は 10μL のマイクロシリンジを使

用して標準液 15μL、100μL のマイクロシリンジを使用して標準液 200μL を添加していた。 
 
  イ 検量線の濃度範囲及び点数 
    告示法では、検量線の点数は 4 点以上とし、濃度範囲は 0.001～0.1mg/L と規定されて

いる。全ての参加機関において、検量線の点数は 4 点以上に設定されており、告示法の濃

度範囲内で検量線を設定していた機関が 19 機関あった。ただし、報告書に測定用バイアル

中のトリクロロ酢酸濃度を記入したと思われる機関が 3 機関（機関番号 18、19、21）あり、

これらの機関については元の濃度に換算すると、規定の濃度範囲に設定されていた。なお、

検量線に 0mg/L を含めていた機関が 9 機関（機関番号 06、08、11、14、15、17、20、22、
24）、検量線の切片が 0 となっており、測定機器の設定で原点を通過していると思われる

機関が 3 機関（機関番号 10、17、22）あった。 
 
（９） LC/MS 法における検量線の作成 
  ア 使用器具 
    検量線の作成について告示法では｢ハロ酢酸混合標準液を段階的にメスフラスコ 4 個以

上に採り、それぞれに精製水を加えて 10mL とする｣と規定されているが、10mL 以外のメ

スフラスコを使用していた機関が 1 機関（機関番号 13）あった。 
    標準液添加に使用した器具は、マイクロシリンジが 3 機関、ホールピペットが 1 機関で

あった。 
 
  イ 検量線の濃度範囲及び点数 
    告示法では、検量線の点数は 4 点以上とし、濃度範囲は 0.002～0.2mg/L と規定されて

おり、全ての参加機関において、検量線の点数は 4 点以上に設定されていた。機関番号 16
は濃度範囲が 0.001～0.1mg/L の検量線を使用していた。なお、検量線に 0mg/L を含めて

いた機関が 1 機関（機関番号 13）あった。 

- 55 -



（１０） 定量方法 
ア GC/MS 法 

全ての参加機関において告示法のとおり、内部標準法及びピーク面積を用いて定量を

行っていた。フラグメントイオンの質量数については、全ての参加機関において告示法の

とおり、トリクロロ酢酸は｢117、119｣、1,2,3-トリクロロプロパンは｢75、110｣を用いてい

た。 
 

イ LC/MS 法 
全ての参加機関において、液体クロマトグラフタンデム質量分析計（LC/MS/MS）で測

定を行っており、検出器については選択反応測定（SRM）を使用していた。プリカーサイ

オン及びプロダクトイオンの質量数については、全ての参加機関において告示法のとおり、

｢161、207｣及び｢117｣を用いていた。 
 
４ 試験上の留意点及び問題点 

参加機関に記載していただいた内容を転載しました。 
機関

番号 
内   容 

00 ・ｐＨ値を確認する 
・バッチ内のタイムラグを極力抑える 
・ジアゾメタン溶液は着色を確認する 

14 配布試料量内で予備試験を行い、設定濃度を検討してから本試験を行うようにしま

した。                                                                                                                             
16 ・移動相を調整した際は、十分に脱気操作を行う。 

・検出器のメンテナンスをこまめに実施する。 
22 作業前に使用するガラス器具等は、コンタミネーションが起こらないよう溶剤、酸

等で洗浄したものを使用した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
５ 精度管理に関する意見 
  今回の精度管理に関するご意見を転載しました。今後の精度管理に反映させるべく検討させ

ていただきます。 
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機関 
番号 

意   見 コメント 

03 トリクロロ酢酸の検量線に重みづ

けは必要なのでしょうか。 
重みづけは必ず行うものではありません。 
試験検査環境、使用する機械器具等により試

験条件が異なるため、自機関の体制にあった

測定条件や分析条件を検討してください。 
14 週の中日に試料到着したため、測定

をゆとりを持って行うことができ

ました。 

今後の参考にいたします。 

23 一斉分析で共に分析しているクロ

ロ酢酸のピーク感度が悪いのです

が前処理で欠損しているのか？そ

れとももともと回収率が悪いもの

なのか？わかりません。 

クロロ酢酸は抽出が容易でないため、前処理

で pH を 0.5 以下に調整したり、塩析を行っ

たり、極性溶媒である MTBE を用いて抽出

したりしています。それでも、クロロ酢酸の

抽出率は 50%程度であるため、前処理を十分

に行うことや測定機器の条件を最適化する

ことが重要です。 
各社いろいろな SOP や作業記録書

等を作成されていると思いますが

お手本となるような良い SOP など

有りましたら了承のもと開示して

いただけると参考になるのです

が・・・。                                                                                                  
いまいち妥当性評価のやり方がわ

からない。（例を挙げてわかりやす

く紹介してほしい） 

試験検査環境、使用する機械器具等により試

験条件が異なるため、模範 SOP の公表は困

難です。 
本報告書には各機関の測定条件等のデータ

を掲載しております。これらを参考にしなが

ら、告示法に従い、自機関の体制にあった

SOP を作成してください。 

 
 

６ まとめ 

（１）今回の精度管理には、水道事業者等の水質検査機関、地方公共団体の機関及び登録水質検

査機関から合わせて 26 機関の参加があった。各機関からの報告値を用いて危険率 5%で

Grubbs の棄却検定を行ったところ、棄却された機関はなかった。また、評価基準である「Z
スコアーの絶対値が 3 以上かつ誤差率が±20%を超えた機関」及び｢変動係数が 20%を超え

た機関｣はなく、検査精度が良好でないと判定された機関はなかった。 
（２）試験方法は、GC/MS 法に従って実施していた機関が 22 機関、LC/MS 法に従って実施し

ていた機関が 4 機関あった。試験方法により報告値に差があるのか統計学的に解析したとこ

ろ、有意差は認められなかった。 
（３）試験担当者の経験年数の違いにより報告値に差があるのか統計学的に解析したところ、3

年未満と 3 年以上で比較した場合、有意差は認められなかった。 
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（４）告示法では、検量線の点数は4点以上とし、濃度範囲はGC/MS法で0.001～0.1mg/L、LC/MS
法で 0.002～0.2mg/L と規定されているが、告示法の濃度範囲を超えた検量線を使用してい

る機関が 4 機関あった。また、検量線に 0mg/L を含めていた機関が 10 機関、測定機器の設

定で原点を通過していると思われる機関が 3 機関あった。 
（５）検量線の点のとらえ方が適切でない機関、測定用バイアル中のトリクロロ酢酸濃度で測定

を行い、測定値から報告値を換算している機関、定量下限値が検量線の濃度範囲に含まれて

はいるものの、定量下限値の濃度が検量線の 1 点ではなかった機関があった。 
（６）前処理等における計量器具の種類として、マイクロピペットを使用している機関が多数あっ

た。今回はマイクロピペットの詳細については回答を求めていないが、マイクロピペットを

使用する際は、定期的に校正を行う必要がある。また、有機溶媒の計量にマイクロピペット

を使用する場合は、有機溶媒に対応した耐薬品性のマイクロピペット及び専用チップを用い

る必要がある。 
（７）妥当性評価について、全ての参加機関が実施済みと回答していたが、ガイドラインの条件

を満たしていない機関があった。条件を見直し、速やかな対応が求められる。 
（８）SOP について、SOP とは異なるが、告示法のとおりに試験操作を行っていた機関があった。

試験操作を変更した場合は、SOP を改定する必要がある。また、試験開始日よりも後に改定

した SOP を提出した機関があった。 
（９）報告書への記載間違い、記載漏れなどが見受けられた。複数人でのチェック体制の強化が

必要である。 
 

７ 資料 

  以下の表の作成に当たっては、参加機関から提出された報告書の内容を転載しました。 
 

  表 7 試験実施日時及び試料保存温度 
  溶媒抽出－誘導体化－ガスクロマトグラフ－質量分析計による一斉分析法 

表 8 前処理－1 
表 9 前処理－2 
表 10 ジアゾメタン溶液の調製 
表 11 検量線標準液調製－1  
表 12 検量線標準液調製－2 
表 13 検量線濃度範囲、定量下限値及び妥当性評価 
表 14 定量方法及び測定条件 
表 15 測定機器 

  表 16 使用した試薬類－1 
  表 17 使用した試薬類－2 
  液体クロマトグラフ－質量分析計による一斉分析法 

表 18 前処理及び使用した試薬類 
表 19 検量線標準液調製 
表 20 検量線濃度範囲、定量下限値、妥当性評価、定量方法及び精製水 
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表 21 測定条件 
表 22 測定機器 
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表
7 

試
験
実
施
日
時
及
び
試
料
保
存
温
度

 
機

関
 

番
号
 

試
料
到
着
日
時
 

(試
料
採
取
日
時

) 
試

験
開

始
日

時
 

試
験

終
了
日

時
 

試
料

保
存
 

温
度

(℃
) 

経
験
 

年
数

(年
) 

ト
リ
ク
ロ
ロ
酢
酸
以
外
に
一
斉
分
析
を
行
っ
た
項
目
 

00
 

20
15

年
10

月
21

日
10

時
45

分
 

20
15

年
10

月
22

日
9
時

00
分

 
20

15
年

10
月

23
日

17
時

30
分

 
4 

1 
ク
ロ
ロ
酢
酸
、
ジ
ク
ロ
ロ
酢
酸

 

01
 

20
15

年
10

月
21

日
11

時
30

分
 

20
15

年
10

月
22

日
10

時
30

分
 

20
15

年
10

月
23

日
9
時

10
分

 
7 

3 
ク
ロ
ロ
酢
酸
、
ジ
ク
ロ
ロ
酢
酸

 

02
 

20
15

年
10

月
21

日
9
時

00
分

 
20

15
年

10
月

21
日

11
時

00
分

 
20

15
年

10
月

21
日

22
時

30
分

 
4 

3 
ク
ロ
ロ
酢
酸
、
ジ
ク
ロ
ロ
酢
酸

 

03
 

20
15

年
10

月
21

日
11

時
00

分
 

20
15

年
10

月
21

日
11

時
00

分
 

20
15

年
10

月
22

日
18

時
00

分
 

5 
3 

ク
ロ
ロ
酢
酸
、
ジ
ク
ロ
ロ
酢
酸

 

04
 

20
15

年
10

月
21

日
10

時
30

分
 

20
15

年
10

月
21

日
13

時
00

分
 

20
15

年
10

月
23

日
3
時

19
分

 
4 

1 
ク
ロ
ロ
酢
酸
、
ジ
ク
ロ
ロ
酢
酸

 

05
 

20
15

年
10

月
21

日
10

時
30

分
 

20
15

年
10

月
21

日
13

時
58

分
 

20
15

年
10

月
22

日
6
時

35
分

 
4 

0 
ク
ロ
ロ
酢
酸
、
ジ
ク
ロ
ロ
酢
酸

 

06
 

20
15

年
10

月
21

日
11

時
30

分
 

20
15

年
10

月
21

日
13

時
30

分
 

20
15

年
10

月
22

日
13

時
00

分
 

8.
0 

4 
ク
ロ
ロ
酢
酸
、
ジ
ク
ロ
ロ
酢
酸

 

07
 

20
15

年
10

月
21

日
9
時

30
分

 
20

15
年

10
月

22
日

13
時

00
分

 
20

15
年

10
月

23
日

0
時

48
分

 
10

 
1 

ク
ロ
ロ
酢
酸
、
ジ
ク
ロ
ロ
酢
酸

 

08
 

20
15

年
10

月
21

日
9
時

58
分

 
20

15
年

10
月

21
日

14
時

07
分

 
20

15
年

10
月

22
日

3
時

46
分

 
常
温

 
3 

ク
ロ
ロ
酢
酸
、
ジ
ク
ロ
ロ
酢
酸

 

09
 

20
15

年
10

月
21

日
10

時
15

分
 

20
15

年
10

月
21

日
11

時
00

分
 

20
15

年
10

月
21

日
23

時
08

分
 

5 
2 

ク
ロ
ロ
酢
酸
、
ジ
ク
ロ
ロ
酢
酸

 

10
 

20
15

年
10

月
21

日
9
時

00
分

 
20

15
年

10
月

22
日

9
時

00
分

 
20

15
年

10
月

23
日

7
時

00
分

 
5 

5 
ク
ロ
ロ
酢
酸
、
ブ
ロ
モ
酢
酸
、
ジ
ク
ロ
ロ
酢
酸

 

11
 

20
15

年
10

月
21

日
9
時

00
分

 
20

15
年

10
月

21
日

9
時

30
分

 
20

15
年

10
月

21
日

19
時

30
分

 
4 

0 
ク
ロ
ロ
酢
酸
、
ジ
ク
ロ
ロ
酢
酸

 

12
 

27
年

10
月

21
日

15
時

40
分

 
27

年
10

月
22

日
9
時

00
分

 
27

年
10

月
23

日
22

時
30

分
 

7 
1 

ク
ロ
ロ
酢
酸
、
ジ
ク
ロ
ロ
酢
酸

 

13
 

20
15

年
10

月
21

日
9
時

10
分

 
20

15
年

10
月

21
日

17
時

30
分

 
20

15
年

10
月

22
日

7
時

50
分

 
5 

3 
ク
ロ
ロ
酢
酸
、
ジ
ク
ロ
ロ
酢
酸
、
ブ
ロ
モ
ク
ロ
ロ
酢
酸
、

 
ブ
ロ
モ
ジ
ク
ロ
ロ
酢
酸
、
ジ
ブ
ロ
モ
ク
ロ
ロ
酢
酸
、

 
ブ
ロ
モ
酢
酸
、
ジ
ブ
ロ
モ
酢
酸
、
ト
リ
ブ
ロ
モ
酢
酸

 
14

 
20

15
年

10
月

21
日

10
時

30
分

 
20

15
年

10
月

22
日

10
時

00
分

 
20

15
年

10
月

23
日

1
時

58
分

 
4 

2 
ク
ロ
ロ
酢
酸
、
ジ
ク
ロ
ロ
酢
酸

 

15
 

20
15

年
10

月
21

日
9
時

30
分

 
20

15
年

10
月

22
日

17
時

00
分

 
20

15
年

10
月

23
日

17
時

00
分

 
2~

6 
2 

ク
ロ
ロ
酢
酸
、
ジ
ク
ロ
ロ
酢
酸

 

16
 

20
15

年
10

月
21

日
10

時
00

分
 

20
15

年
10

月
21

日
10

時
15

分
 

20
15

年
10

月
23

日
11

時
00

分
 

5 
5 

ク
ロ
ロ
酢
酸
、
ジ
ク
ロ
ロ
酢
酸

 

17
 

20
15

年
10

月
21

日
11

時
30

分
 

20
15

年
10

月
21

日
13

時
00

分
 

20
15

年
10

月
23

日
18

時
16

分
 

6 
4 

ク
ロ
ロ
酢
酸
、
ジ
ク
ロ
ロ
酢
酸

 

18
 

20
15

年
10

月
21

日
11

時
00

分
 

20
15

年
10

月
21

日
14

時
30

分
 

20
15

年
10

月
23

日
10

時
00

分
 

2 
2 

ク
ロ
ロ
酢
酸
、
ジ
ク
ロ
ロ
酢
酸

 

19
 

20
15

年
10

月
21

日
10

時
00

分
 

20
15

年
10

月
21

日
13

時
00

分
 

20
15

年
10

月
22

日
12

時
30

分
 

4 
10

 
ク
ロ
ロ
酢
酸
、
ジ
ク
ロ
ロ
酢
酸

 

20
 

20
15

年
10

月
21

日
9
時

30
分

 
20

15
年

10
月

23
日

15
時

30
分

 
20

15
年

10
月

24
日

7
時

30
分

 
4 

1 
ク
ロ
ロ
酢
酸
、
ジ
ク
ロ
ロ
酢
酸
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号
 

試
料
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日
時
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料
採
取
日
時
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試

験
開

始
日

時
 

試
験

終
了
日

時
 

試
料

保
存
 

温
度

(℃
) 

経
験
 

年
数

(年
) 

ト
リ
ク
ロ
ロ
酢
酸
以
外
に
一
斉
分
析
を
行
っ
た
項
目
 

21
 

20
15

年
10

月
21

日
11

時
00

分
 

20
15

年
10

月
23

日
14

時
00

分
 

20
15

年
10

月
24

日
9
時

00
分

 
4 

1 
一
斉
分
析
を
行
わ
な
か
っ
た

 

22
 

20
15

年
10

月
21

日
11

時
00

分
 

20
15

年
10

月
23

日
16

時
01

分
 

20
15

年
10

月
24

日
0
時

49
分

 
4 

1 
ク
ロ
ロ
酢
酸
、
ジ
ク
ロ
ロ
酢
酸

 

23
 

20
15

年
10

月
21

日
18

時
15

分
 

20
15

年
10

月
22

日
10

時
00

分
 

20
15

年
10

月
22

日
22

時
30

分
 

10
 

1 
ク
ロ
ロ
酢
酸
、
ジ
ク
ロ
ロ
酢
酸

 

24
 

20
15

年
10

月
21

日
10

時
30

分
 

20
15

年
10

月
21

日
11

時
00

分
 

20
15

年
10

月
22

日
21

時
50

分
 

4 
2 

ク
ロ
ロ
酢
酸
、
ジ
ク
ロ
ロ
酢
酸

 

25
 

20
15

年
10

月
21

日
9
時

15
分

 
20

15
年

10
月

21
日

15
時

00
分

 
20

15
年

10
月

22
日

4
時

55
分

 
4 

5 
ク
ロ
ロ
酢
酸
、
ジ
ク
ロ
ロ
酢
酸

 

 溶
媒
抽
出
－
誘
導
体
化
－
ガ
ス
ク
ロ
マ
ト
グ
ラ
フ
－
質
量
分
析
計
に
よ
る
一
斉
分
析
法

 
表

8 
前
処
理
－

1 
 

機
関

 
番

号
 

試
料
の
分
取

 
硫

酸
(1

+1
) 

塩
化

ナ
ト
リ
ウ
ム

 
te

rt
-ブ

チ
ル

-メ
チ
ル
エ
ー
テ
ル

 
1
試

料
 

あ
た

り
の

 
分

取
量

 
(m

L)
 

計
量
器
具
の

 
種
類
と

 
容
量

 
添
加
量

 
(m

L)
 

計
量

器
具
の

 
種

類
と

 
容

量
 

添
加

後
の

 
混

合
の

 
有

無
 

添
加

後
の

 
pH

値
の

 
確

認
 

添
加

後
の

 
設

定
 

pH
値

 
添

加
量

 
(g

) 
添
加
後
の

 
混
合
の

 
有
無

 
使
用
量

 
(m

L)
 

計
量
器
具
の

 
種
類
と

 
容
量

 

振
と
う

 
時
間

 
(m

in
) 

振
と
う

 
後
の

 
静
置
時
間

 
(m

in
) 

00
 

50
 

メ
ス
シ
リ
ン
ダ
ー

 
50

m
L 

 
0.

6 
マ

イ
ク

ロ
ピ

ペ
ッ
ト

 
10

00
μL

 
有

 
有

 
0.

5
以

下
 

20
 

有
 

4 
ホ
ー
ル
ピ
ペ
ッ
ト

 
4m

L 
2 

2 

01
 

50
 

メ
ス
シ
リ
ン
ダ
ー

 
50

m
L 

 
5 

マ
イ

ク
ロ
ピ

ペ
ッ
ト

 
50

00
μL

 
有

 
有

 
0.

5
以

下
 

20
 

有
 

4 
マ
イ
ク
ロ
ピ
ペ
ッ
ト

 
50

00
μL

 
2 

2 

02
 

50
 

ホ
ー
ル
ピ
ペ
ッ
ト

 
50

m
L 

2.
5 

ピ
ペ

ッ
タ
ー

 
2.

5m
L 

有
 

有
 

0.
5
以

下
 

20
 

有
 

4 
ホ
ー
ル
ピ
ペ
ッ
ト

 
4m

L 
2 

決
め
て
い

な
い

 

04
 

50
 

ホ
ー
ル
ピ
ペ
ッ
ト

 
50

m
L 

3 
マ

イ
ク

ロ
ピ

ペ
ッ
ト

 
50

00
μL

 
有

 
無

 
0.

5 
20

 
有

 
4 

デ
ィ
ス
ペ
ン
サ
ー

(分
注
器

) 
10

m
L 

2 
2~

5 

06
 

50
 

ホ
ー
ル
ピ
ペ
ッ
ト

 
50

m
L 

2 
マ

イ
ク

ロ
ピ

ペ
ッ
ト

 
5m

L 
有

 
無

 
0.

5 
20

 
有

 
4 

マ
イ
ク
ロ
ピ
ペ
ッ
ト

 
5m

L 
2 

30
 

07
 

50
 

メ
ス
シ
リ
ン
ダ
ー

 
50

m
L 

5 
駒

込
ピ

ペ
ッ

ト
 

5m
L 

無
 

有
 

0.
5
以

下
 

20
 

有
 

4 
ホ
ー
ル
ピ
ペ
ッ
ト

 
4m

L 
2 

決
め
て
い

な
い

 

08
 

50
 

メ
ス
シ
リ
ン
ダ
ー

 
50

m
L 

2 
マ

イ
ク

ロ
ピ

ペ
ッ
ト

 
50

00
μL

 
有

 
無

 
0.

5
以

下
 

20
 

有
 

4 
ホ
ー
ル
ピ
ペ
ッ
ト

 
4m

L 
2 

10
 

09
 

50
 

メ
ス
シ
リ
ン
ダ
ー

 
50

m
L 

3 
マ

イ
ク

ロ
ピ

ペ
ッ
ト

 
50

00
μL

 
有

 
有

 
0.

5
以

下
 

20
 

有
 

4 
マ
イ
ク
ロ
ピ
ペ
ッ
ト

 
50

00
μL

 
2 

決
め
て
い

な
い

 

10
 

50
 

メ
ス
シ
リ
ン
ダ
ー

 
50

m
L 

3 
駒

込
ピ

ペ
ッ

ト
 

5m
L 

有
 

有
 

0.
5 

20
 

有
 

4 
メ
ス
ピ
ペ
ッ
ト

 
5m

L 
2 

決
め
て
い

な
い

 

11
 

50
 

メ
ス
シ
リ
ン
ダ
ー

 
50

m
L 

2 
メ

ス
ピ

ペ
ッ

ト
 

10
m

L 
有

 
無

 
0.

5
以

下
 

20
 

有
 

4 
デ
ジ
タ
ル
マ
イ
ク
ロ

 
ピ
ペ
ッ
ト
 

5m
L 

2 
10

 

12
 

50
 

メ
ス
シ
リ
ン
ダ
ー

 
50

m
L 

2 
分

注
器

 
10

m
L 

有
 

有
 

0.
5
以

下
 

20
 

有
 

4 
分
注
器

 
5m

L 
2 

決
め
て
い

な
い
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機
関

 
番

号
 

試
料
の
分
取

 
硫

酸
(1

+1
) 

塩
化

ナ
ト
リ
ウ
ム

 
te

rt
-ブ

チ
ル

-メ
チ
ル
エ
ー
テ
ル

 
1
試

料
 

あ
た

り
の

 
分

取
量

 
(m

L)
 

計
量
器
具
の

 
種
類
と

 
容
量

 
添
加
量

 
(m

L)
 

計
量

器
具
の

 
種

類
と

 
容

量
 

添
加

後
の

 
混

合
の

 
有

無
 

添
加

後
の

 
pH

値
の

 
確

認
 

添
加

後
の

 
設

定
 

pH
値

 
添

加
量

 
(g

) 
添
加
後
の

 
混
合
の

 
有
無

 
使
用
量

 
(m

L)
 

計
量
器
具
の

 
種
類
と

 
容
量

 

振
と
う

 
時
間

 
(m

in
) 

振
と
う

 
後
の

 
静
置
時
間

 
(m

in
) 

14
 

50
 

メ
ス
シ
リ
ン
ダ
ー

 
(記

入
な
し

) 
5 

マ
イ

ク
ロ
ピ

ペ
ッ
ト

 
5m

L 
有

 
有

 
0.

5 
20

 
有

 
4 

マ
イ
ク
ロ
ピ
ペ
ッ
ト

 
5m

L 
2 

10
 

15
 

50
 

共
栓
比
色
管

 
50

m
L 

2 
メ

ス
ピ

ペ
ッ

ト
 

2m
L 

有
 

有
 

0.
5
以

下
 

20
 

有
 

4 
ホ
ー
ル
ピ
ペ
ッ
ト

 
4m

L 
2 

決
め
て
い

な
い

 

17
 

50
 

ホ
ー
ル
ピ
ペ
ッ
ト

 
50

m
L 

0.
8 

メ
ス

ピ
ペ
ッ

ト
 

1m
L 

有
 

有
 

0.
5
以

下
 

20
 

有
 

4 
マ
イ
ク
ロ
ピ
ペ
ッ
ト

 
5m

L 
2 

2 

18
 

50
 

ホ
ー
ル
ピ
ペ
ッ
ト

 
50

m
L 

1 
電

子
ピ

ペ
ッ

タ
ー

 
10

00
μL

 
有

 
有

 
0.

5
以

下
 

20
 

有
 

4 
ホ
ー
ル
ピ
ペ
ッ
ト

 
4m

L 
2 

決
め
て
い

な
い

 

19
 

50
 

(記
入
な
し

) 
4 

ホ
ー

ル
ピ
ペ

ッ
ト

 
4m

L 
有

 
有

 
<0

.5
 

20
 

有
 

4 
ホ
ー
ル
ピ
ペ
ッ
ト

 
4m

L 
2 

3 

20
 

50
 

メ
ス
シ
リ
ン
ダ
ー

 
50

m
L 

4 
マ

イ
ク

ロ
ピ

ペ
ッ
ト

 
10

00
~5

00
0μ

L 
有

 
有

 
0.

5
以

下
 

20
 

有
 

4 
マ
イ
ク
ロ
ピ
ペ
ッ
ト

 
10

00
~5

00
0μ

L 
2 

3 

21
 

50
 

メ
ス
シ
リ
ン
ダ
ー

 
(記

入
な
し

) 
3 

メ
ス

ピ
ペ
ッ

ト
 

(記
入

な
し

) 
有

 
有

 
0.

5 
20

 
有

 
4 

ホ
ー
ル
ピ
ペ
ッ
ト

 
(記

入
な
し

) 
2 

決
め
て
い

な
い

 

22
 

50
 

メ
ス
フ
ラ
ス
コ

 
50

m
L 

1 
メ

ス
ピ

ペ
ッ

ト
 

5m
L 

有
 

有
 

0.
5 

20
 

有
 

4 
ホ
ー
ル
ピ
ペ
ッ
ト

 
4m

L 
2 

決
め
て
い

な
い

 

23
 

50
 

メ
ス
シ
リ
ン
ダ
ー

 
(記

入
な
し

) 
3 

メ
ス

ピ
ペ
ッ

ト
 

(記
入

な
し

) 
有

 
無

 
(記

入
 

な
し

) 
20

 
有

 
4 

ホ
ー
ル
ピ
ペ
ッ
ト

 
(記

入
な
し

) 
2 

決
め
て
い

な
い

 

24
 

50
 

ホ
ー
ル
ピ
ペ
ッ
ト

 
50

m
L 

2 
デ

ジ
タ

ル
ピ

ペ
ッ
ト

 
5m

L 
有

 
有

 
0.

5
以

下
 

20
 

有
 

4 
デ
ジ
タ
ル
ピ
ペ
ッ
ト

 
5m

L 
2 

15
 

25
 

50
 

メ
ス
シ
リ
ン
ダ
ー

 
50

m
L 

1 
メ

ス
ピ

ペ
ッ

ト
 

5m
L 

有
 

有
 

0.
5
以

下
 

20
 

有
 

4 
マ
イ
ク
ロ
ピ
ペ
ッ
ト

 
2~

10
m

L
可
変
式

 
2 

10
 

 表
9 

前
処
理
－

2 

機
関

 
番

号
 

無
水

硫
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム

 
脱
水
処
理
後
の

試
料

 
内

部
標

準
液

 
ジ
ア
ゾ
メ
タ
ン
溶
液

 

使
用

量
 

(g
) 

脱
水
の

 
時
間

 
(m

in
) 

分
取
量

 
(m

L)
 

計
量

器
具
の

 
種

類
と

 
容

量
 

添
加

量
 

(μ
L)

 
計

量
器

具
の

 
種

類
と

 
容

量
 

添
加

量
 

(μ
L)

 
計
量
器
具
の

 
種
類
と

 
容
量

 
反
応
時
間

 
(m

in
) 

加
熱
処
理

 
処
理
後
の

 
静
置
時
間

 
(m

in
) 

温
度

(℃
) 

時
間

(m
in

) 

00
 

2 
5 

2 
ホ

ー
ル

ピ
ペ

ッ
ト

 
2m

L 
40

 
マ

イ
ク

ロ
ピ

ペ
ッ
ト

 
20

0μ
L 

20
0 

マ
イ
ク
ロ
ピ
ペ
ッ
ト

 
20

0μ
L 

30
~6

0 
40

 
30

 
30

~6
0 

01
 

決
め

て
い

な
い

 
決
め
て
い

な
い

 
1 

マ
イ
ク

ロ
ピ

ペ
ッ
ト

 
10

00
μL

 
20

 
マ

イ
ク

ロ
ピ

ペ
ッ
ト

 
10

0μ
L 

10
0 

マ
イ
ク
ロ
ピ
ペ
ッ
ト

 
10

0μ
L 

60
 

30
~4

0 
30

 
決
め
て
い

な
い

 

02
 

決
め

て
い

な
い

 
決
め
て
い

な
い

 
1 

ホ
ー

ル
ピ
ペ

ッ
ト

 
1m

L 
20

 
マ

イ
ク

ロ
シ

リ
ン
ジ

 
20

μL
 

10
0 

ピ
ペ
ッ
タ
ー

 
10

0μ
L 

60
 

35
 

30
 

決
め
て
い

な
い

 

04
 

決
め

て

い
な

い
 

決
め
て
い

な
い

 
1 

マ
イ
ク

ロ
ピ

ペ
ッ
ト

 
10

00
μL

 
20

 
マ

イ
ク

ロ
シ

リ
ン
ジ

 
20

μL
 

10
0 

マ
イ
ク
ロ
シ
リ
ン
ジ

 
20

0μ
L 

60
 

35
 

40
 

決
め
て
い

な
い
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機
関

 
番

号
 

無
水

硫
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム

 
脱
水
処
理
後
の

試
料

 
内

部
標

準
液

 
ジ
ア
ゾ
メ
タ
ン
溶
液

 

使
用

量
 

(g
) 

脱
水
の

 
時
間

 
(m

in
) 

分
取
量

 
(m

L)
 

計
量

器
具
の

 
種

類
と

 
容

量
 

添
加

量
 

(μ
L)

 
計

量
器

具
の

 
種

類
と

 
容

量
 

添
加

量
 

(μ
L)

 
計
量
器
具
の

 
種
類
と

 
容
量

 
反
応
時
間

 
(m

in
) 

加
熱
処
理

 
処
理
後
の

 
静
置
時
間

 
(m

in
) 

温
度

(℃
) 

時
間

(m
in

) 

06
 

決
め

て
い

な
い

 
決
め
て
い

な
い

 
1 

電
子

マ
イ
ク

ロ
ピ
ペ

ッ
ト

 
10

00
μL

 
20

 
電

子
マ

イ
ク

ロ
ピ
ペ

ッ
ト

 
10

0μ
L 

10
0 

電
子

マ
イ
ク
ロ
ピ
ペ
ッ
ト

 
30

0μ
L 

30
 

35
 

30
 

決
め
て
い

な
い

 

07
 

2.
8 

決
め
て
い

な
い

 
1 

共
栓

付
試
験

管
 

2m
L 

20
 

マ
イ

ク
ロ
シ

リ
ン
ジ

 
25

0μ
L 

10
0 

マ
イ
ク
ロ
シ
リ
ン
ジ

 
25

0μ
L 

60
 

30
 

30
 

決
め
て
い

な
い

 

08
 

決
め

て
い

な
い

 
決
め
て
い

な
い

 
1 

マ
イ
ク

ロ
ピ

ペ
ッ
ト

 
10

00
μL

 
20

 
マ

イ
ク

ロ
ピ

ペ
ッ
ト

 
20

μL
 

10
0 

マ
イ
ク
ロ
ピ
ペ
ッ
ト

 
10

0μ
L 

30
~6

0 
30

~4
0 

30
 

決
め
て
い

な
い

 

09
 

決
め

て
い

な
い

 
決
め
て
い

な
い

 
1 

マ
イ
ク

ロ
ピ

ペ
ッ
ト

 
10

0μ
L 

20
 

マ
イ

ク
ロ
ピ

ペ
ッ
ト

 
20

μL
 

10
0 

マ
イ
ク
ロ
ピ
ペ
ッ
ト

 
10

0μ
L 

30
 

35
 

30
 

決
め
て
い

な
い

 

10
 

決
め

て
い

な
い

 
決
め
て
い

な
い

 
1 

メ
ス

ピ
ペ
ッ

ト
 

1m
L 

20
 

マ
イ

ク
ロ
シ

リ
ン
ジ

 
50

μL
 

10
0 

マ
イ
ク
ロ
シ
リ
ン
ジ

 
10

0μ
L 

60
 

35
 

30
 

決
め
て
い

な
い

 

11
 

決
め

て

い
な

い
 

決
め
て
い

な
い

 
1 

デ
ジ
タ

ル
マ

イ
ク
ロ

 
ピ
ペ
ッ

ト
 

10
00

μL
 

20
 

デ
ジ

タ
ル
マ

イ
ク
ロ

 
ピ

ペ
ッ

ト
 

10
0μ

L 
10

0 
デ
ジ
タ
ル
マ
イ
ク
ロ

 
ピ
ペ
ッ
ト
 

10
0μ

L 
45

 
35

 
30

 
決
め
て
い

な
い

 

12
 

決
め

て

い
な

い
 

決
め
て
い

な
い

 
1 

マ
イ
ク

ロ
ピ

ペ
ッ
ト

 
1m

L 
20

 
マ

イ
ク

ロ
シ

リ
ン
ジ

 
10

0μ
L 

10
0 

マ
イ
ク
ロ
ピ
ペ
ッ
ト

 
20

0μ
L 

60
 

35
 

30
 

30
 

14
 

2 
10

 
1 

マ
イ
ク

ロ
ピ

ペ
ッ
ト

 
1m

L 
20

 
マ

イ
ク

ロ
シ

リ
ン
ジ

 
50

μL
 

10
0 

マ
イ
ク
ロ
シ
リ
ン
ジ

 
25

0μ
L 

60
 

30
 

30
 

決
め
て
い

な
い

 

15
 

1 
30

 
1 

マ
イ
ク

ロ
ピ

ペ
ッ
ト

 
1m

L 
20

 
マ

イ
ク

ロ
シ

リ
ン
ジ

 
25

μL
 

10
0 

マ
イ
ク
ロ
ピ
ペ
ッ
ト

 
10

0μ
L 

30
 

40
 

30
 

決
め
て
い

な
い

 

17
 

決
め

て
い

な
い

 
決
め
て
い

な
い

 
1 

ホ
ー

ル
ピ
ペ

ッ
ト

 
1m

L 
20

 
マ

イ
ク

ロ
ピ

ペ
ッ
ト

 
1m

L 
10

0 
マ
イ
ク
ロ
ピ
ペ
ッ
ト

 
1m

L 
60

 
40

 
30

 
決
め
て
い

な
い

 

18
 

約
1 

決
め
て
い

な
い

 
1 

電
子

ピ
ペ
ッ

タ
ー

 
10

00
μL

 
20

 
マ

イ
ク

ロ
シ

リ
ン
ジ

 
20

μL
 

10
0 

電
子
ピ
ペ
ッ
タ
ー

 
10

00
μL

 
60

 
30

~4
0 

30
 

決
め
て
い

な
い

 

19
 

0.
5 

5 
1 

ホ
ー

ル
ピ
ペ

ッ
ト

 
1m

L 
20

 
マ

イ
ク

ロ
シ

リ
ン
ジ

 
50

μL
 

10
0 

マ
イ
ク
ロ
シ
リ
ン
ジ

 
50

0μ
L 

60
 

35
 

30
 

2 

20
 

決
め

て

い
な

い
 

決
め
て
い

な
い

 
1 

マ
イ
ク

ロ
ピ

ペ
ッ
ト

 
10

00
~5

00
0μ

L 
20

 
マ

イ
ク

ロ
ピ

ペ
ッ
ト

 
10

~1
00

μL
 

10
0 

マ
イ
ク
ロ
ピ
ペ
ッ
ト

 
10

~1
00

μL
 

30
 

35
 

30
 

60
 

21
 

決
め

て
い

な
い

 
決
め
て
い

な
い

 
1 

ピ
ス

ト
ン
式

ピ
ペ
ッ

ト
 

(記
入

な
し

) 
20

 
ピ

ス
ト

ン
式

ピ
ペ
ッ

ト
 

(記
入

な
し

) 
10

0 
ピ

ス
ト
ン
式
ピ
ペ
ッ
ト

 
(記

入
な
し

) 
60

 
40

 
30

 
決
め
て
い

な
い

 

22
 

1 
決
め
て
い

な
い

 
1 

ホ
ー

ル
ピ
ペ

ッ
ト

 
1m

L 
20

 
マ

イ
ク

ロ
シ

リ
ン
ジ

 
25

μL
 

10
0 

マ
イ
ク
ロ
ピ
ペ
ッ
ト

 
10

0μ
L 

30
~6

0 
30

~4
0 

30
 

30
 

23
 

決
め

て
い

な
い

 
決
め
て
い

な
い

 
1 

ホ
ー

ル
ピ
ペ

ッ
ト

 
(記

入
な

し
) 

20
 

マ
イ

ク
ロ
シ

リ
ン
ジ

 
(記

入
な

し
) 

10
0 

メ
ス
ピ
ペ
ッ
ト

 
(記

入
な
し

) 
30

 
40

 
30

 
決
め
て
い

な
い

 

24
 

決
め

て
い

な
い

 
決
め
て
い

な
い

 
1 

デ
ジ
タ

ル
ピ

ペ
ッ
ト

 
1m

L 
20

 
デ

ジ
タ

ル
ピ

ペ
ッ
ト

 
0.

1m
L 

10
0 

デ
ジ
タ
ル
ピ
ペ
ッ
ト

 
0.

1m
L 

45
 

35
 

30
 

決
め
て
い

な
い

 

25
 

決
め

て

い
な

い
 

決
め
て
い

な
い

 
1 

マ
イ
ク

ロ
ピ

ペ
ッ
ト

 
20

0~
10

00
μL

可
変

式
 

20
 

マ
イ

ク
ロ
シ

リ
ン
ジ

 
10

0μ
L 

10
0 

マ
イ
ク
ロ
ピ
ペ
ッ
ト

 
50

~2
00

μL
可
変
式

 
60

 
35

 
30

 
決
め
て
い

な
い
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表
10

 
ジ
ア
ゾ
メ
タ
ン
溶
液
の
調
製

 

機
関

 
番

号
 

調
製
時
の

 
冷
却
方
法

 

N
-メ

チ
ル

 
-N

’-ニ
ト
ロ

 
-N

-ニ
ト
ロ

 
ソ
グ
ア
ニ

 
ジ
ン

(g
) 

te
rt

-ブ
チ

ル
-メ

チ
ル

エ
ー
テ

ル
 

精
製

水
 

水
酸

化
ナ
ト
リ
ウ
ム

 
溶

液
(2

0w
/v

%
) 

保
管

 
生
成
装
置

 

使
用
量

 
(m

L)
 

計
量

器
具
の

 
種

類
と

容
量

 
使

用
量

 
(m

L)
 

計
量

器
具
の

 
種

類
と

容
量

 
使

用
量

 
(m

L)
 

計
量
器
具
の

 
種
類
と
容
量

 
メ
ー
カ
ー
名

 
型
式

 

00
 

氷
冷
中
で
生
成

 
0.

5 
10

 
マ

イ
ク

ロ
ピ

ペ
ッ
ト

 
10

m
L 

2.
5 

マ
イ

ク
ロ
ピ

ペ
ッ
ト

 
10

m
L 

3 
マ
イ
ク
ロ
ピ
ペ
ッ
ト

 
10

m
L 

用
時

調
製

 
自
家
調
製

 
自
家
調
製

 

01
 

氷
浴

に
て
冷
却
す
る

 
0.

13
2 

3 
マ

イ
ク

ロ
ピ

ペ
ッ
ト

 
50

00
μL

 
0.

5 
マ

イ
ク

ロ
ピ

ペ
ッ
ト

 
10

00
μL

 
0.

6 
マ
イ
ク
ロ
シ
リ
ン
ジ

 
10

00
μL

 
用
時

調
製

 
ジ
ー
エ
ル
サ

イ
エ
ン
ス

 
ジ
ア
ゾ
メ
タ
ン
発
生
器

 
(ミ

リ
モ
ル
サ
イ
ズ

) 

02
 

氷
冷

 
0.

2 
3 

ピ
ペ

ッ
タ
ー

 
3m

L 
0.

5 
ピ

ペ
ッ

タ
ー

 
0.

5m
L 

0.
6 

マ
イ
ク
ロ
シ
リ
ン
ジ

 
0.

6m
L 

用
時

調
製

 
W

H
EA

TO
N

社
 

(記
入
な
し

) 

04
 

ジ
ア

ゾ
メ
タ
ン
発
生

器
を

氷
水
に
漬
け
な

が
ら
実
施

 
0.

2 
3 

マ
イ

ク
ロ
ピ

ペ
ッ
ト

 
50

00
μL

 
0.

5 
マ

イ
ク

ロ
ピ

ペ
ッ
ト

 
10

00
μL

 
0.

6 
シ
リ
ン
ジ

 
2.

5m
L 

用
時

調
製

 
G

L 
Sc

ie
nc

e 
ジ
ア
ゾ
メ
タ
ン
発
生
器

 
ミ
リ
モ
ル
サ
イ
ズ

 

06
 

氷
冷

 
0.

13
3 

3 
マ

イ
ク

ロ
ピ

ペ
ッ
ト

 
5m

L 
0.

5 
電

子
マ

イ
ク

ロ
 

ピ
ペ

ッ
ト

 
10

00
μL

 
0.

6 
マ
イ
ク
ロ
シ
リ
ン
ジ

 
10

00
μL

 
用
時

調
製

 
ジ
ー
エ
ル
サ

イ
エ
ン
ス

 
ジ
ア
ゾ
メ
タ
ン
発
生
器

 
ミ
リ
モ
ル
サ
イ
ズ

 

07
 

氷
冷

 
0.

2 
3 

ホ
ー

ル
ピ
ペ

ッ
ト

 
3m

L 
0.

5 
ホ

ー
ル

ピ
ペ

ッ
ト

 
0.

5m
L 

0.
6 

注
射
筒

 
1m

L 
用
時

調
製

 
宮
本
理
研

 
工
業

 
G

M
-5

0
型

 

08
 

ジ
ア

ゾ
メ
タ
ン
発
生

器
を

氷
浴
に
浸
し
な

が
ら

調
製
を
行
っ
た
。

 
0.

13
2 

3 
マ

イ
ク

ロ
ピ

ペ
ッ
ト

 
50

00
μL

 
0.

5 
マ

イ
ク

ロ
ピ

ペ
ッ
ト

 
10

00
μL

 
0.

6 
マ
イ
ク
ロ
シ
リ
ン
ジ

 
10

00
μL

 
用
時

調
製

 
ジ
ー
エ
ル
サ

イ
エ
ン
ス

 
ジ
ア
ゾ
メ
タ
ン
発
生
器

 
(ミ

リ
モ
ル
サ
イ
ズ

) 

09
 

氷
冷

 
0.

14
 

3 
マ

イ
ク

ロ
ピ

ペ
ッ
ト

 
50

00
μL

 
0.

5 
マ

イ
ク

ロ
ピ

ペ
ッ
ト

 
10

00
μL

 
0.

6 
マ
イ
ク
ロ
シ
リ
ン
ジ

 
10

00
μL

 
用
時

調
製

 
ジ
ー
エ
ル
サ

イ
エ
ン
ス

 
ミ
リ
モ
ル
型

 

10
 

氷
冷

し
た
水
で
冷
却

 
0.

2 
3 

メ
ス

ピ
ペ
ッ

ト
 

5m
L 

0.
5 

マ
イ

ク
ロ
シ

リ
ン
ジ

 
50

0μ
L 

0.
6 

マ
イ
ク
ロ
シ
リ
ン
ジ

 
50

0μ
L 

用
時

調
製

 
ジ
ー
エ
ル
サ

イ
エ
ン
ス

 
(記

入
な
し

) 

11
 

M
TB

E
を
入
れ
た
ス

ピ
ッ

ツ
管
を
氷
入
り

の
ビ

ー
カ
ー
に
入
れ

る
。

 
0.

2 
3 

メ
ス

ピ
ペ
ッ

ト
 

5m
L 

0.
5 

メ
ス

ピ
ペ
ッ

ト
 

1m
L 

0.
6 

メ
ス
ピ
ペ
ッ
ト

 
1m

L 
用
時

調
製

 

ジ
ア
ゾ
メ
タ
ン
溶
液
は
、

10
m

L
三
角
フ
ラ
ス
コ

に
N

-メ
チ
ル

-N
’-ニ

ト
ロ

-N
-ニ

ト
ロ
ソ
グ
ア
ニ

ジ
ン

0.
2g

と
Vo

lv
ic
水

0.
5m

L
及
び
水
酸
化
ナ

ト
リ
ウ
ム
水
溶
液

(2
0%

(w
/v

))0
.6

m
L
を
入
れ
て

ジ
ア
ゾ
メ
タ
ン
ガ
ス
を
発
生
さ
せ
、
そ
れ
を
氷
冷

し
た

M
TB

E(
3m

L)
を
入
れ
た

10
m

L
ス
ピ
ッ
ツ

管
に
｢黄

色
｣を

呈
す
る
ま
で
捕
集
さ
せ
て
調
製
し

た
。

 

12
 

氷
冷

 
0.

5 
15

 
メ

ス
シ

リ
ン

ダ
ー

 
20

m
L 

2.
5 

メ
ス

ピ
ペ
ッ

ト
 

5m
L 

3 
注
射
器

 
5m

L 
用
時

調
製

 
宮
本

 
理
研
工
業

 
G

M
-5

0
型

 

14
 

生
成

装
置
を
冷
水
に

つ
け
る

 
0.

2 
3 

マ
イ

ク
ロ
ピ

ペ
ッ
ト

 
5m

L 
0.

5 
マ

イ
ク

ロ
ピ

ペ
ッ
ト

 
1m

L 
0.

6 
マ
イ
ク
ロ
シ
リ
ン
ジ

 
50

0μ
L 

用
時

調
製

 
手
作
り

 

15
 

氷
水
で
冷
却

 
0.

13
 

3 
ホ

ー
ル

ピ
ペ

ッ
ト

 
3m

L 
0.

5 
マ

イ
ク

ロ
ピ

ペ
ッ
ト

 
1m

L 
0.

6 
マ
イ
ク
ロ
シ
リ
ン
ジ

 
1m

L 
用
時

調
製

 
ジ
ー
エ
ル

 
サ
イ
エ
ン
ス

 
10

30
-3

30
04

 

17
 

氷
冷

 
0.

2 
3 

ホ
ー

ル
ピ
ペ

ッ
ト

 
3m

L 
- 

- 
0.

6 
シ
リ
ン
ジ

 
1m

L 
用
時

調
製

 
ジ
ー
エ
ル

 
サ
イ
エ
ン
ス

 
ジ
ア
ゾ
メ
タ
ン
発
生
器

 
ミ
リ
モ
ル
サ
イ
ズ
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機
関

 
番

号
 

調
製
時
の

 
冷
却
方
法

 

N
-メ

チ
ル

 
-N

’-ニ
ト
ロ

 
-N

-ニ
ト
ロ

 
ソ
グ
ア
ニ

 
ジ
ン

(g
) 

te
rt

-ブ
チ

ル
-メ

チ
ル

エ
ー
テ

ル
 

精
製

水
 

水
酸

化
ナ
ト
リ
ウ
ム

 
溶

液
(2

0w
/v

%
) 

保
管

 
生
成
装
置

 

使
用
量

 
(m

L)
 

計
量

器
具
の

 
種

類
と

容
量

 
使

用
量

 
(m

L)
 

計
量

器
具
の

 
種

類
と

容
量

 
使

用
量

 
(m

L)
 

計
量
器
具
の

 
種
類
と
容
量

 
メ
ー
カ
ー
名

 
型
式

 

18
 

氷
水
中
に
て

 
調
整

 
0.

2 
3 

電
子

ピ
ペ
ッ

タ
ー

 
(記

入
な

し
) 

0.
5 

電
子

ピ
ペ
ッ

タ
ー

 
(記

入
な

し
) 

0.
6 

シ
リ
ン
ジ

 
1m

L 
用
時

調
製

 
ア
ル
ド
リ
ッ

チ
 

Z4
11

73
6-

1E
A 

19
 

氷
水
を
使
用

 
0.

1 
3 

メ
ス

ピ
ペ
ッ

ト
 

5m
L 

0.
5 

メ
ス

ピ
ペ
ッ

ト
 

1m
L 

0.
6 

メ
ス
ピ
ペ
ッ
ト

 
1m

L 
用
時

調
製

 
AR

D
RI

CH
 

G
en

er
at

or
, D

ia
zo

m
et

ha
ne

 
w

ith
 S

ys
te

m
 

20
 

保
冷

剤
の
入
っ
た
水

に
ジ

ア
ゾ
メ
タ
ン
生

成
装

置
を
浸
け
な
が

ら
調

製
し
た
。

 
0.

12
 

3 
マ

イ
ク

ロ
ピ

ペ
ッ
ト

 
10

00
~5

00
0μ

L 
0.

5 
シ

リ
ン

ジ
 

1m
L 

0.
6 

シ
リ
ン
ジ

 
1m

L 
用
時

調
製

 
ジ
ー
エ
ル

 
サ
イ
エ
ン
ス

 
10

30
-3

30
02

 

21
 

氷
冷

 
0.

2 
3 

ホ
ー

ル
ピ
ペ

ッ
ト

 
(記

入
な

し
) 

0.
5 

メ
ス

ピ
ペ
ッ

ト
 

(記
入

な
し

) 
0.

6 
メ
ス
ピ
ペ
ッ
ト

 
(記

入
な
し

) 
用
時

調
製

 
G

L 
サ
イ
エ
ン
ス

 
ジ
ア
ゾ
メ
タ
ン
発
生
器

 

22
 

氷
冷

中
で
調
整
し
た
。

 
0.

2 
3 

メ
ス

ピ
ペ
ッ

ト
 

3m
L 

0.
5 

メ
ス

ピ
ペ
ッ

ト
 

1m
L 

0.
6 

マ
イ
ク
ロ
シ
リ
ン
ジ

 
1m

L 
用
時

調
製

 
W

H
EA

TO
N

 
ジ
ア
ゾ
メ
タ
ン
発
生
装
置

 

23
 

水
を

張
っ
た
ビ
ー

カ
ー

に
生
成
装
置
を

漬
け

て
冷
却
し
た
。

 
0.

2 
3 

ホ
ー

ル
ピ
ペ

ッ
ト

 
(記

入
な

し
) 

0.
5 

メ
ス

ピ
ペ
ッ

ト
 

(記
入

な
し

) 
0.

6 
マ
イ
ク
ロ
ピ
ペ
ッ
ト

 
(記

入
な
し

) 
用
時

調
製

 
G

L 
サ
イ
エ
ン
ス

 
(記

入
な
し

) 

24
 

ス
チ

ー
ル
製
の
容
器

に
水

と
冷
媒
を
加
え
、

そ
の

中
に
ジ
ア
ゾ
メ

タ
ン

生
成
装
置
を
入

れ
て

冷
却
し
た
。

 

0.
13

3 
3 

デ
ジ

タ
ル
ピ

ペ
ッ
ト

 
5m

L 
0.

5 
デ

ジ
タ

ル
ピ

ペ
ッ
ト

 
1m

L 
0.

6 
マ
イ
ク
ロ
シ
リ
ン
ジ

 
1m

L 
用
時

調
製

 
G

L 
サ
イ
エ
ン
ス

 
ジ
ア
ゾ
メ
タ
ン
発
生
器

 
(ミ

リ
モ
ル
サ
イ
ズ

) 

25
 

行
っ
て
い
な
い

 
0.

2 
3 

マ
ク

ロ
ピ
ペ

ッ
ト

 
2~

10
m

L
可

変
式

 
0.

5 
マ

イ
ク

ロ
ピ

ペ
ッ
ト

 
20

0~
10

00
μL

可
変

式
 

0.
6 

メ
ス
ピ
ペ
ッ
ト

 
3m

L 
用
時

調
製

 
柴
田
化
学

 
SP

C
ミ
ゼ
ッ
ト

 
イ
ン
ピ
ン
ジ
ャ
ー

SP
C-

24
 

 表
11

 
検
量
線
標
準
液
調
製
－

1 

機
関

 
番
号

 

標
準
原
液

 
標
準
液

 
検
量
線
標
準
液

 

種
類

 
濃
度

 
(m

g/
L)

 
試
薬
名

 
メ
ー

カ
ー
名

 
保

証
期

限
 

濃
度

 
(m

g/
L)

 
計

量
器

具
の

 
種

類
と

容
量

 

メ
ス

フ

ラ
ス

コ
容

量
(m

L)
 

メ
ス

フ

ラ
ス

コ
容

量
(m

L)
 

標
準
液
添
加
量

 
(添

加
に
使
用
し
た
器
具
の
種
類
及
び
容
量

) 

00
 

市
販

 
混

合
 

10
00

 
3
種
ク
ロ
ロ
酢
酸

 
混
合
標
準
液

 
和
光

 
20

17
年

 
1
月

31
日

 
10

0,
  

10
, 

 
1 

ホ
ー

ル
ピ
ペ

ッ
ト

 
1m

L 
10

 
50

 
1m

g/
L
を

10
0μ

L,
 1

0m
g/

L
を

20
0μ

L,
 3

50
μL

, 5
00

μL
 

(マ
イ
ク
ロ
ピ
ペ
ッ
ト

20
0μ

L,
 2

00
μL

, 1
00

0μ
L,

 1
00

0μ
L)

 

01
 

市
販

 
混

合
 

10
00

 
ハ
ロ
酢
酸

 
混
合
標
準
液

 
和
光

 
20

16
年

 
11

月
30

日
 

10
 

マ
イ

ク
ロ
シ

リ
ン

ジ
 

1m
L 

10
0 

50
 

10
μL

, 1
5μ

L,
 5

0μ
L,

 1
00

μL
, 1

50
μL

 
(マ

イ
ク
ロ
シ
リ
ン
ジ

10
0μ

L,
 1

00
μL

, 1
00

μL
, 1

00
μL

, 1
00

0μ
L)

 

02
 

市
販

 
混

合
 

10
00

 
3
種
ク
ロ
ロ
酢
酸

 
混
合
標
準
液

 
和
光

 
20

17
年

 
1
月

31
日

 
10

 
ホ

ー
ル

ピ
ペ

ッ
ト

 
1m

L 
10

0 
50

 
0.

1m
g/

L
を

1.
5m

L,
 5

m
L,

 1
m

g/
L
を

1m
L,

 1
.5

m
L 

(ホ
ー
ル
ピ
ペ
ッ
ト

1.
5m

L,
 5

m
L,

 1
m

L,
 1

.5
m

L)
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機
関

 
番
号

 

標
準
原
液

 
標
準
液

 
検
量
線
標
準
液

 

種
類

 
濃
度

 
(m

g/
L)

 
試
薬
名

 
メ
ー

カ
ー
名

 
保

証
期

限
 

濃
度

 
(m

g/
L)

 
計

量
器

具
の

 
種

類
と

容
量

 

メ
ス

フ
ラ

ス
コ

容
量

(m
L)

 

メ
ス

フ
ラ

ス
コ

容
量

(m
L)

 

標
準
液
添
加
量

 
(添

加
に
使
用
し
た
器
具
の
種
類
及
び
容
量

) 

04
 

市
販

 
混

合
 

10
00

 
ハ
ロ
酢
酸
混
合
標

準
原
液

 
水
質
試

験
用

 
関
東

 
20

18
年

 
9
月

末
日

 
10

 
ホ

ー
ル

ピ
ペ

ッ
ト

 
1m

L 
10

0 
50

 
5μ

L,
 1

5μ
L,

 2
5μ

L,
 4

0μ
L,

 5
0μ

L 
(マ

イ
ク
ロ
シ
リ
ン
ジ

25
μL

, 2
5μ

L,
 2

5μ
L,

 1
00

μL
, 1

00
μL

) 

06
 

市
販

 
混

合
 

10
00

 
ハ
ロ
酢
酸

 
混
合
標
準
原
液

 
関
東

 
20

18
年

 
7
月

末
日

 
10

 
マ

イ
ク

ロ
シ

リ
ン

ジ
 

10
0μ

L 
10

 
50

 
0,

 1
0μ

L,
 2

5μ
L,

 5
0μ

L,
 1

00
μL

, 1
50

μL
 

(-,
 マ

イ
ク
ロ
シ
リ
ン
ジ

10
0μ

L)
 

07
 

市
販

 
混

合
 

10
00

 
ハ
ロ
酢
酸

 
混
合
標
準
原
液

 
関
東

 
20

18
年

 
7
月

31
日

 
10

 
ホ

ー
ル

ピ
ペ

ッ
ト

 
1m

L 
10

 

50
, 

 
50

, 
 

50
, 

10
0,

 
10

0,
 

50
 

5μ
L,

 1
00

μL
, 2

00
μL

, 0
.5

m
L,

 0
.8

m
L,

 0
.5

m
L 

(マ
イ
ク
ロ
シ
リ
ン
ジ

10
μL

, 1
00

μL
, 2

50
μL

 
ホ
ー
ル
ピ
ペ
ッ
ト

0.
5m

L,
 0

.8
m

L,
 0

.5
m

L)
 

備
考
欄
：

1m
L(
ホ
ー
ル
ピ
ペ
ッ
ト

)→
10

m
L(
メ
ス
フ
ラ
ス
コ

)と
し
た
も
の
を
、

更
に

1m
L(
ホ
ー
ル
ピ
ペ
ッ
ト

)→
10

m
L(
メ
ス
フ
ラ
ス
コ

)と
し
た
。

 

08
 

市
販

 
単

品
 

10
00

 
ト
リ
ク
ロ
ロ
酢
酸

 
標
準
原
液

 
関
東

 
20

17
年

 
3
月

31
日

 
3 

マ
イ

ク
ロ
シ

リ
ン

ジ
 

50
0μ

L 
10

0 
50

 
-, 

50
μL

, 1
00

μL
, 2

00
μL

, 5
00

μL
 

(-,
 マ

イ
ク
ロ
シ
リ
ン
ジ

25
0μ

L,
 2

50
μL

, 5
00

μL
, 5

00
μL

) 

09
 

市
販

 
混

合
 

10
00

 
ハ
ロ
酢
酸

 
混
合
標
準
原
液

 
関
東

 
20

18
年

 
7
月

 
10

 
マ

イ
ク

ロ
ピ

ペ
ッ

ト
 

10
00

μL
 

10
0 

50
 

0.
01

m
L,

 0
.0

5m
L,

 0
.1

5m
L,

 0
.3

m
L,

 0
.5

m
L 

(マ
イ
ク
ロ
ピ
ペ
ッ
ト

10
0μ

L,
 1

00
μL

, 1
00

0μ
L,

 1
00

0μ
L,

 1
00

0μ
L)

 

10
 

市
販

 
混

合
 

10
00

 
ハ
ロ
酢
酸

 
混
合
標
準
原
液

 
関
東

 
20

17
年

 
10

月
31

日
 

10
 

ホ
ー

ル
ピ
ペ

ッ
ト

 
1m

L 
10

0 
50

 
5μ

L,
 1

0μ
L,

 2
5μ

L,
 5

0μ
L 

(マ
イ
ク
ロ
シ
リ
ン
ジ

50
μL

) 

11
 

市
販

 
混

合
 

10
0 

ハ
ロ
酢
酸
混
合

 
標
準
原
液
Ⅱ

(9
種

) 
関
東

 
20

15
年

 
11

月
30

日
 

10
 

マ
イ

ク
ロ
ピ

ペ
ッ

ト
 

10
00

μL
 

10
 

10
0 

30
μL

, 5
0μ

L,
 8

0μ
L,

 1
00

μL
 

(デ
ジ
タ
ル
マ
イ
ク
ロ
ピ
ペ
ッ
ト

5~
10

0μ
L)

 

12
 

市
販

 
混

合
 

10
00

 
ハ
ロ
酢
酸

 
混
合
標
準
原
液

 
関
東

 
20

18
年

 
7
月

31
日

 
10

 
ホ

ー
ル

ピ
ペ

ッ
ト

 
1m

L 
10

0 
10

0 

1m
L,

 2
m

L,
 4

m
L,

 8
m

L 
(ホ

ー
ル
ピ
ペ
ッ
ト

1m
L,

 2
m

L,
 4

m
L,

 8
m

L)
 

備
考
欄
：
標
準
液

(1
0m

g/
L)
を
精
製
水
で

10
0
倍
に
希
釈
し
た
溶
液

(0
.1

m
g/

L
標

準
液

)を
用
い
て
検
量
線
用
標
準
液
を
作
製
す
る
の
で
、
検
量
線
用
標
準
液
の
項
の

標
準
液
添
加
量
は
、
「

0.
1m

g/
L
標
準
液
」
の
添
加
量
に
な
っ
て
い
ま
す
。

 

14
 

市
販

 
混

合
 

10
00

 
ハ
ロ
酢
酸

 
混
合
標
準
液

 
和
光

 
20

16
年

 
11

月
 

10
 

ホ
ー

ル
ピ
ペ

ッ
ト

 
1m

L 
10

0 
50

 
0μ

L,
 5

μL
, 2

5μ
L,

 5
0μ

L,
 1

00
μL

, 5
00

μL
 

(-,
 マ

イ
ク
ロ
シ
リ
ン
ジ

10
μL

, 5
0μ

L,
 1

00
μL

, 2
50

μL
, 5

00
μL

) 

15
 

市
販

 
混

合
 

10
00

 
ハ
ロ
酢
酸

 
混
合
標
準
原
液

 
関
東

 
20

18
年

 
4
月

末
 

10
 

ホ
ー

ル
ピ
ペ

ッ
ト

 
1m

L 
10

0 
50

 
0μ

L,
 1

0μ
L,

 2
0μ

L,
 5

0μ
L,

 1
00

μL
, 2

50
μL

 
(-,

 マ
イ
ク
ロ
シ
リ
ン
ジ

10
0μ

L,
 1

00
μL

, 1
00

μL
, 1

00
μL

, 5
00

μL
) 

17
 

市
販

 
混

合
 

10
00

 
ハ
ロ
酢
酸

 
混
合
標
準
原
液

 
関
東

 
20

18
年

 
7
月

末
日

 
10

, 
 

1 
マ

イ
ク

ロ
ピ

ペ
ッ

ト
 

1m
L,

 5
m

L 
50

, 
10

0 
50

 
0,

 5
0μ

L,
 2

50
μL

, 5
0μ

L,
 2

50
μL

, 5
00

μL
 

(-,
 マ

イ
ク
ロ
ピ
ペ
ッ
ト

10
0μ

L,
 1

00
0μ

L,
 1

00
μL

, 1
00

0μ
L,

 1
00

0μ
L)

 

18
 

市
販

 
混

合
 

10
00

 
ハ
ロ
酢
酸

 
混
合
標
準
原
液

 
関
東

 
20

18
年

 
9
月

末
日

 
10

 
ホ

ー
ル

ピ
ペ

ッ
ト

 
1m

L 
10

0 
50

 
15

μL
, 2

0μ
L,

 1
00

μL
, 2

00
μL

 
(マ

イ
ク
ロ
シ
リ
ン
ジ

10
μL

, 1
00

μL
, 1

00
μL

, 1
00

μL
) 
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機
関

 
番
号

 

標
準
原
液

 
標
準
液

 
検
量
線
標
準
液

 

種
類

 
濃
度

 
(m

g/
L)

 
試
薬
名

 
メ
ー

カ
ー
名

 
保

証
期

限
 

濃
度

 
(m

g/
L)

 
計

量
器

具
の

 
種

類
と

容
量

 

メ
ス

フ
ラ

ス
コ

容
量

(m
L)

 

メ
ス

フ
ラ

ス
コ

容
量

(m
L)

 

標
準
液
添
加
量

 
(添

加
に
使
用
し
た
器
具
の
種
類
及
び
容
量

) 

19
 

市
販

 
混

合
 

10
00

 
3
種
ク
ロ
ロ
酢
酸

 
混
合
標
準
液

 
和
光

 
20

17
年

 
1
月

 

0.
5,

  
1,

 
2,

 
4,

  
8,

  
20

, 
40

, 
 

50
 

ホ
ー

ル
ピ
ペ

ッ
ト

 
1m

L,
 2

m
L,

  
4m

L,
 5

m
L 

20
, 

25
, 

50
 

20
, 

25
, 

50
, 

20
, 

20
, 

20
, 

20
, 

20
 

10
0μ

L 
(マ

イ
ク
ロ
シ
リ
ン
ジ

50
0μ

L)
 

20
 

自
己

 
調

製
 

- 
- 

- 
20

15
年

 
10

月
23

日
 

(調
製

年
月

日
) 

10
 

ホ
ー

ル
ピ
ペ

ッ
ト

 
1m

L 
10

0 
50

 
0,

 1
0μ

L,
 2

5μ
L,

 5
0μ

L,
 7

5μ
L 

(-,
 マ

イ
ク
ロ
シ
リ
ン
ジ

10
μL

, 5
0μ

L,
 5

0μ
L,

 1
00

μL
) 

21
 

市
販

 
混

合
 

10
00

 
ハ
ロ
酢
酸

 
混
合
標
準
液

 
RE

S 
TE

K
 

20
16

年
 

1
月

18
日

 
10

 
ホ

ー
ル

ピ
ペ

ッ
ト

 
1m

L 
10

0 
50

 

50
ng

, 1
00

ng
, 2

50
ng

, 5
00

ng
, 1

00
0n

g 
(ホ

ー
ル
ピ
ペ
ッ
ト

5m
L,

 1
0m

L,
 2

5m
L 

2.
5m

L,
 5

m
L)

 
備
考
欄
：
標
準
液
添
加
量
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
濃
度
に
お
い
て

10
m

g/
L
液
か
ら
直
接

添
加
し
た
場
合
の
絶
対
量
と
し
て
記
載
し
た
。

 
標
準
液

4~
5
は
、
標
準
液

(1
0m

g/
L)
を
ホ
ー
ル
ピ
ペ
ッ
ト

(2
m

L)
と
メ
ス
フ
ラ
ス

コ
(1

00
m

L)
を
用
い
て

0.
2m

g/
L
液
を
調
製
し
、
こ
こ
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
、

2.
5m

L、
5m

L
を
ホ
ー
ル
ピ
ペ
ッ
ト
で
採
取
し
て
調
製
し
た
。

 
標
準
液

1~
3
は
、
前
出
の

0.
2m

g/
L
液
を
ホ
ー
ル
ピ
ペ
ッ
ト

(5
m

L)
と
メ
ス
フ
ラ

ス
コ

(1
00

m
L)
を
用
い
て

0.
01

m
g/

L
液
を
調
製
し
、
こ
こ
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
、

5m
L、

10
m

L、
25

m
L
を
ホ
ー
ル
ピ
ペ
ッ
ト
で
採
取
し
て
調
製
し
た

。
 

22
 

市
販

 
混

合
 

10
00

 
3
種
ク
ロ
ロ
酢
酸

 
混
合
標
準
液

 
和
光

 
20

17
年

 
1
月

 
10

 
ホ

ー
ル

ピ
ペ

ッ
ト

 
1m

L 
10

0 

50
, 

50
, 

50
, 

50
, 

10
0,

 
50

 

-, 
5μ

L,
 2

5μ
L,

 1
00

μL
, 0

.5
m

L,
 0

.5
m

L 
(-,

 マ
イ
ク
ロ
シ
リ
ン
ジ

10
μL

, 2
5μ

L,
 1

00
μL

, 
ホ
ー
ル
ピ
ペ
ッ
ト

0.
5m

L,
 0

.5
m

L)
 

23
 

市
販

 
混

合
 

10
00

 
ハ
ロ
酢
酸

 
混
合
標
準
原
液

 
関
東

 
20

17
年

 
7
月

末
 

10
 

ホ
ー

ル
ピ
ペ

ッ
ト

 
0.

5m
L,

 1
m

L,
 

2.
5m

L 

10
, 

50
, 

10
0 

50
 

0.
5m

L,
 2

.5
m

L,
 0

.5
m

L,
 2

.5
m

L 
(ホ

ー
ル
ピ
ペ
ッ
ト

0.
5m

L,
 2

.5
m

L,
 0

.5
m

L,
 2

.5
m

L)
 

24
 

市
販

 
混

合
 

10
00

 
3
種
ク
ロ
ロ
酢
酸

 
混
合
標
準
液

 
和
光

 
20

17
年

 
1
月

 
10

 
ホ

ー
ル

ピ
ペ

ッ
ト

 
1m

L 
10

0 
50

 
10

μL
, 2

0μ
L,

 5
0μ

L,
 1

00
μL

, 2
50

μL
 

(マ
イ
ク
ロ
シ
リ
ン
ジ

50
μL

, 1
00

μL
, 2

50
μL

, 5
00

μL
, 5

00
μL

) 

25
 

市
販

 
混

合
 

10
00

 
ハ
ロ
酢
酸

 
混
合
標
準
原
液

 
関
東

 
20

18
年

 
9
月

30
日

 
10

 
ホ

ー
ル

ピ
ペ

ッ
ト

 
1m

L 
10

0 
50

 
10

μL
, 2

5μ
L,

 5
0μ

L,
 2

50
μL

, 5
00

μL
 

((器
具
の
種
類
の

記
入
な
し

)1
0μ

L,
 2

50
μL

, 2
50

μL
, 5

00
μL

, 5
00

μL
) 
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表
12

 
検
量
線
標
準
液
調
製
－

2 

機
関

 
番

号
 

内
部

標
準
原

液
 

内
部
標
準
液

 
精
製
水

 
種

類
 

濃
度

 
(m

g/
L)

 
試
薬
名

 
メ

ー
カ

ー
名

 
保

証
期

限
 

濃
度

 
(m

g/
L)

 
計
量
器
具
の

 
種
類
と
容
量

 
メ
ス
フ
ラ
ス
コ

 
容
量

(m
L)

 

00
 

市
販

 
10

00
 

1,
2,

3-
ト
リ
ク
ロ
ロ
プ
ロ

パ
ン

 
標
準
液

 
和

光
 

20
18

年
 

4
月

30
日

 
5 

ホ
ー
ル
ピ
ペ
ッ
ト

 
1m

L,
5m

L 
10

, 5
 

M
ill

i-Q
 A

dv
an

ta
ge

 A
10

 
メ
ル
ク

 

01
 

市
販

 
10

00
 

1,
2,

3-
ト
リ
ク
ロ
ロ
プ
ロ

パ
ン

 
標
準
液

 
和

光
 

20
18

年
 

4
月

30
日

 
5 

マ
イ
ク
ロ
シ
リ
ン
ジ

 
10

0μ
L 

10
 

M
ill

i-Q
 In

te
gr

al
 1

5 
日
本
ミ
リ
ポ
ア

 

02
 

市
販

 
10

00
 

1,
2,

3-
ト
リ
ク
ロ
ロ
プ
ロ

パ
ン

 
標
準
液

 
和

光
 

20
18

年
 

4
月

30
日

 
5 

ホ
ー
ル
ピ
ペ
ッ
ト

 
0.

5m
L 

10
0 

Vo
lv

ic 

04
 

市
販

 
10

00
 

1,
2,

3-
ト
リ
ク
ロ
ロ
プ
ロ

パ
ン

 
標
準
液

 
和

光
 

20
18

年
 

4
月

末
日

 
5 

ホ
ー
ル
ピ
ペ
ッ
ト

 
1m

L 
20

0 
aq

ua
ri

us
 R

FD
34

2N
A 

AD
VA

N
TE

C 

06
 

市
販

 
10

00
 

1,
2,

3-
ト
リ
ク
ロ
ロ
プ
ロ

パ
ン

 
標
準

原
液

 
関

東
 

20
16

年
 

6
月

末
日

 
5 

マ
イ
ク
ロ
シ
リ
ン
ジ

 
10

0μ
L 

10
 

M
ill

i-Q
 in

te
gr

al
5 

 
ED

S
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ

 
メ
ル
ク
ミ
リ
ポ
ア

 

07
 

市
販

 
10

00
 

1,
2,

3-
ト
リ
ク
ロ
ロ
プ
ロ

パ
ン

 
標
準
液

 
和

光
 

20
18

年
 

4
月

30
日

 
5 

ホ
ー
ル
ピ
ペ
ッ
ト

 
1m

L 
10

, 2
0 

超
純
水
製
造
装
置

 
ア
ド
バ
ン
テ
ッ
ク
東
洋

 

08
 

市
販

 
10

00
 

1,
2,

3-
ト
リ
ク
ロ
ロ
プ
ロ

パ
ン

 
標
準
原
液

 
関

東
 

20
16

年
 

6
月

30
日

 
5 

マ
イ
ク
ロ
ピ
ペ
ッ
ト

 
10

0μ
L 

20
 

M
ill

i-Q
 A

dv
an

ta
ge

 A
10

 
メ
ル
ク

 

09
 

市
販

 
10

00
 

1,
2,

3-
ト
リ
ク
ロ
ロ
プ
ロ

パ
ン

 
標
準
原
液

 
関

東
 

20
16

年
 

7
月

 
5 

マ
イ
ク
ロ
ピ
ペ
ッ
ト

 
10

00
μL

 
10

0 
D

ir
ec

t-Q
 

日
本
ミ
リ
ポ
ア

 

10
 

自
己

 
調

製
 

- 
- 

- 
20

15
年

9
月

28
日

 
(調

製
年

月
日

) 
5 

マ
イ
ク
ロ
シ
リ
ン
ジ

 
50

μL
 

10
0 

精
製
水

 
共
栄
製
薬

 

11
 

市
販

 
10

00
 

1,
2,

3-
ト
リ
ク
ロ
ロ
プ
ロ

パ
ン

 
標
準
原
液

 
関

東
 

20
16

年
 

2
月

29
日

 
5 

マ
イ
ク
ロ
ピ
ペ
ッ
ト

 
10

00
μL

 
10

0 
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー

 
Vo

lv
ic 

12
 

自
己

 
調

製
 

- 
- 

- 
20

15
年

10
月

22
日

 
(調

製
年

月
日

) 
5 

ホ
ー
ル
ピ
ペ
ッ
ト

 
0.

5m
L,

 5
m

L 
50

, 1
00

 
El

ix
 E

ss
en

tia
l3

 
メ
ル
ク
ミ
リ
ポ
ア

 

14
 

市
販

 
10

00
 

1,
2,

3-
ト
リ
ク
ロ
ロ
プ
ロ

パ
ン

 
標
準
液

 
和

光
 

20
18

年
 

4
月

 
5 

マ
イ
ク
ロ
シ
リ
ン
ジ

 
50

μL
 

10
 

ボ
ル
ヴ
ィ
ッ
ク

 

15
 

市
販

 
10

00
 

1,
2,

3-
ト
リ
ク
ロ
ロ
プ
ロ

パ
ン

 
標
準
原
液

 
関

東
 

20
16

年
 

7
月

末
 

5 
マ
イ
ク
ロ
シ
リ
ン
ジ

 
10

0μ
L 

20
 

M
ill

i-Q
 A

dv
an

ta
ge

 A
10

 
日
本
ミ
リ
ポ
ア

 

17
 

自
己

 
調

製
 

- 
- 

- 
20

15
年

10
月

21
日

 
(調

製
年

月
日

) 
5 

マ
イ
ク
ロ
ピ
ペ
ッ
ト

1m
L,

 
ホ

ー
ル
ピ
ペ
ッ
ト

10
m

L 
10

0,
 2

00
 

M
ill

-Q
 

ミ
リ
ポ
ア

 

18
 

市
販

 
10

00
 

1,
2,

3-
ト
リ
ク
ロ
ロ
プ
ロ

パ
ン

 
標
準
原
液

 
関

東
 

20
16

年
 

7
月

末
日

 
5 

ホ
ー
ル
ピ
ペ
ッ
ト

 
1m

L 
10

, 2
0 

W
R6

00
A 

ミ
リ
ポ
ア

 

19
 

市
販

 
10

00
 

1,
2,

3-
ト
リ
ク
ロ
ロ
プ
ロ

パ
ン

 
標
準
液

 
和

光
 

20
16

年
 

7
月

 
5 

ホ
ー
ル
ピ
ペ
ッ
ト

 
1m

L 
20

0 
El

ix
-U

V1
0/

M
ill

i-Q
 

G
ra

ng
ie

nt
A1

0 
日
本
ミ
リ
ポ
ア

 

20
 

市
販

 
10

00
 

1,
2,

3-
ト
リ
ク
ロ
ロ
プ
ロ

パ
ン

 
標
準
原
液

 
関

東
 

20
16

年
 

7
月

末
日

 
5 

ホ
ー
ル
ピ
ペ
ッ
ト

1m
L,

 
マ
イ
ク
ロ
ピ
ペ
ッ
ト

50
0~

25
00

μL
 

10
 

PU
RE

LA
B 

Fl
ex

-3
 

EL
G

A 
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機
関

 
番

号
 

内
部

標
準
原

液
 

内
部
標
準
液

 
精
製
水

 
種

類
 

濃
度

 
(m

g/
L)

 
試
薬
名

 
メ

ー
カ

ー
名

 
保

証
期

限
 

濃
度

 
(m

g/
L)

 
計
量
器
具
の

 
種
類
と
容
量

 
メ
ス
フ
ラ
ス
コ

 
容
量

(m
L)

 

21
 

自
己

 
調

製
 

- 
- 

- 
20

15
年

10
月

23
日

 
(調

製
年

月
日

) 
5 

ホ
ー
ル
ピ
ペ
ッ
ト

 
1m

L 
20

, 1
00

 
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー

 

22
 

市
販

 
10

00
 

1,
2,

3-
ト
リ
ク
ロ
ロ
プ
ロ

パ
ン

 
標
準
液

 
和

光
 

20
18

年
 

4
月

 
5 

ホ
ー
ル
ピ
ペ
ッ
ト

 
0.

5m
L 

10
0 

G
ra

di
en

t A
10

 
M

IL
LI

PO
RE

 

23
 

市
販

 
10

00
 

1,
2,

3-
ト
リ
ク
ロ
ロ
プ
ロ

パ
ン

 
標
準
原
液

 
関

東
 

20
16

年
 

7
月

末
 

5 
ホ

ー
ル
ピ
ペ
ッ
ト

 
1m

L 
10

, 2
0 

M
ill

i-Q
 A

ca
de

m
ic 

A1
0 

M
iIL

LI
PO

RE
 

24
 

市
販

 
10

00
 

1,
2,

3-
ト
リ
ク
ロ
ロ
プ
ロ

パ
ン

 
標
準
液

 
和

光
 

20
18

年
 

4
月

 
5 

ホ
ー
ル
ピ
ペ
ッ
ト

 
0.

5m
L,

 1
m

L 
10

 
RF

U
66

3E
A 

ア
ド
バ
ン
テ
ッ
ク

 

25
 

市
販

 
10

00
 

1,
2,

3-
ト
リ
ク
ロ
ロ
プ
ロ

パ
ン

 
標
準
原
液

 
関

東
 

20
16

年
 

7
月

31
日

 
5 

マ
イ
ク
ロ
シ
リ
ン
ジ

 
50

0μ
L 

50
 

El
ix

 E
ss

en
tia

l 1
0U

V 
メ
ル
ク

 

 表
13

 
検
量
線
濃
度
範
囲
、
定
量
下
限
値
及
び
妥
当
性
評
価

 

機
関

 
番

号
 

検
量
線

 
定

量
下

限
値

 
妥
当
性
評
価

 

濃
度

 
(μ

g/
L)

 
原
点

 
通
過

の
 

有
無

 
濃

度
 

(μ
g/

L)
 

設
定

方
法

 
実
施
の

 
有
無

 
用
い
た
水

 
の
種
類

 
真
度
の
評

価
に
用
い

た
試
料
数

 
併
行
精
度

 
の
自
由
度

 
室
内
精
度

 
の
自
由
度

 
添
加
濃
度

 
(m

g/
L)

 

00
 

2,
 4

0,
 7

0,
 1

00
 

無
 

3 
基

準
値
の

1/
10

 
有

 
水
道
水

 
10

 
5 

4 
0.

00
2 

01
 

2,
 3

, 1
0,

 2
0,

 3
0 

無
 

3 
基

準
値
の

1/
10

 
有

 
精
製
水

 
5 

4 
4 

0.
00

3 

02
 

3,
 1

0,
 2

0,
 3

0 
無

 
3 

基
準

値
の

1/
10

 
有

 
精
製
水

 
10

 
5 

4 
0.

03
 

04
 

1,
 3

, 5
, 8

, 1
0 

無
 

3 
基

準
値
の

1/
10

 
有

 
水
道
水

 
5 

4 
4 

0.
00

1 

06
 

0,
 2

, 5
, 1

0,
 2

0,
 3

0 
無

 
2 

再
現

性
試
験

か
ら
算

出
 

有
 

精
製
水

 
10

 
5 

4 
0.

00
5 

07
 

1,
 2

0,
 4

0,
 5

0,
 8

0,
 1

00
 

無
 

2 
市

販
の

ハ
ロ

酢
酸
混

合
標
準
原
液
を

用
い

、
ク

ロ
ロ

酢
酸
の

基
準
値

の
1/

10
を

目
安
に

2.
0μ

g/
L
に

調
整
し

た
試

料
を

測
定
し

、
誤

差
率

及
び

変
動
係

数
が

±2
0%

以
内

で
あ
る
こ

と
を

確
認

し
た
。

 
有

 
水
道
水
及
び

 
精
製
水

 
25

 
20

 
4 

0.
00

2 

08
 

0,
 3

, 6
, 1

2,
 3

0 
無

 
3 

基
準

値
の

1/
10

 
有

 
水
道
水

 
10

 
5 

4 
0.

00
3 

09
 

2,
 1

0,
 3

0,
 6

0,
 1

00
 

無
 

2 
ハ

ロ
酢

酸
混

合
標
準

で
検
量

線
を
作

成
し

て
お

り
、

ク
ロ
ロ

酢
酸
の

基
準

値
の

1/
10

は
2μ

g/
L
と

な
る

た
め

。
 

有
 

精
製
水

 
25

 
4 

4 
0.

00
2 

10
 

1,
 2

, 5
, 1

0 
有

 
1 

再
現

性
試
験

か
ら
算

出
 

有
 

水
道
水

 
5 

4 
4 

0.
00

2 

11
 

0,
 3

, 5
, 8

, 1
0 

無
 

1 
再

現
性

試
験

か
ら
算

出
 

有
 

精
製
水

 
5 

4 
4 

0.
00

2 

12
 

1,
 2

, 4
, 8

 
無

 
2 

一
斉

分
析

(ク
ロ

ロ
酢
酸

、
ジ

ク
ロ

ロ
酢
酸

、
ト

リ
ク
ロ

ロ
酢
酸

)の
た

め
基

準
値
の

一
番
低

い
ク
ロ

ロ
酢
酸

に
合

わ
せ

、
ク

ロ
ロ
酢

酸
の
基

準
値

の
1/

10
と

し
た

。
 

有
 

精
製
水

 
25

 
4 

4 
0.

00
2 
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機
関

 
番

号
 

検
量
線

 
定

量
下

限
値

 
妥
当
性
評
価

 

濃
度

 
(μ

g/
L)

 
原
点

 
通
過

の
 

有
無

 
濃

度
 

(μ
g/

L)
 

設
定

方
法

 
実
施
の

 
有
無

 
用
い
た
水

 
の
種
類

 
真
度
の
評

価
に
用
い

た
試
料
数

 
併
行
精
度

 
の
自
由
度

 
室
内
精
度

 
の
自
由
度

 
添
加
濃
度

 
(m

g/
L)

 

14
 

0,
 1

.0
0,

 5
.0

0,
 1

0.
0,

 2
0.

0,
 1

00
 

無
 

1 
基

準
値

の
 

1/
10

以
下

に
設

定
 

有
 

水
道
水
及
び

 
精
製
水

 
5 

4 
4 

0.
00

2 

15
 

0,
 2

, 4
, 1

0,
 2

0,
 5

0 
無

 
2 

再
現

性
試
験

か
ら
算

出
 

有
 

精
製
水

 
10

 
5 

4 
0.

00
2 

17
 

0,
 1

, 5
, 1

0,
 5

0,
 1

00
 

有
 

2 
再

現
性

試
験

か
ら
算

出
 

有
 

精
製
水

 
5 

5 
5 

0.
00

1 

18
 

37
.5

, 5
0,

 2
50

, 5
00

 
無

 
3 

基
準

値
の

1/
10

 
有

 
精
製
水

 
6 

5 
5 

0.
00

3 

19
 

12
.5

, 2
5,

 5
0,

 1
00

, 2
00

, 5
00

, 
10

00
, 1

25
0 

無
 

3 
基

準
値
の

1/
10

 
有

 
井
戸
水

 
(飲

料
水

) 
及
び
精
製
水

 
5,

 5
 

4,
 4

 
4,

 4
 

0.
00

1 

20
 

0,
 2

, 5
, 1

0,
 1

5 
無

 
2 

再
現

性
試
験

か
ら
算

出
 

有
 

水
道
水

 
13

 
4 

4 
0.

00
2 

21
 

12
.5

, 2
5,

 6
2.

5,
 1

25
, 2

50
 

無
 

3 
基

準
値
の

1/
10

 
有

 
水
道
水

 
10

 
5 

4 
0.

00
5 

22
 

0,
 1

, 5
, 2

0,
 5

0,
 1

00
 

有
 

3 
基

準
値
の

1/
10

 
有

 
精
製
水

 
10

 
5 

4 
0.

00
1 

23
 

1,
 5

, 1
0,

 5
0 

無
 

1 
再

現
性

試
験

か
ら
算

出
 

有
 

精
製
水

 
10

 
8 

1 
0.

00
5 

24
 

0.
00

, 2
.0

0,
 4

.0
0,

 1
0.

0,
 2

0.
0,

 
50

.0
 

無
 

2 
再

現
性

試
験

か
ら
算

出
 

有
 

水
道
水

 
10

 
5 

4 
0.

01
 

25
 

2,
 5

, 1
0,

 5
0,

 1
00

 
無

 
2 

基
準

値
の

1/
10

以
下

。
 

ク
ロ

ロ
酢
酸

の
定
量

下
限
値

と
同
じ

濃
度

に
設

定
。

 
有

 
精
製
水

 
5 

4 
4 

0.
00

2 

 表
14

 
定
量
方
法

及
び
測
定
条
件

 

機
関

 
番

号
 

フ
ラ
グ
メ
ン
ト
イ
オ
ン
の
質
量
数

(m
/z

) 
(定

量
用
、
確
認
用

) 
試

料
 

注
入

量
 

(μ
L)

 
分

離
カ

ラ
ム

の
昇
温

条
件

 
キ
ャ
リ
ア
ガ
ス

 
流
量

(m
L/

m
in

) 
試
料
導
入
部

の
温
度

(℃
) 

イ
オ
ン
源

 
温
度

(℃
) 

ト
リ
ク
ロ
ロ
酢
酸

 
1,

2,
3-
ト
リ
ク
ロ
ロ

 
プ
ロ
パ
ン

 

00
 

11
7,

 1
19

 
75

, 1
10

 
1 

35
℃

(5
分

保
持

)→
10

℃
/m

in
で

上
昇

→
12

0℃
(0

分
保

持
)→

50
℃

/m
in

で
上
昇

→
23

0℃
(4

分
保

持
) 

1.
75

 
23

0 
20

0 

01
 

11
7,

 1
19

 
75

,1
10

 
4 

35
℃

(1
分

保
持

)→
5℃

/m
in

で
上

昇
→

75
℃

→
20

℃
/m

in
で

上
昇

→
28

0℃
(1

分
保
持

) 
0.

9 
20

0 
23

0 

02
 

11
7,

 1
19

 
75

, 1
10

 
1 

35
℃

(0
.5

分
保

持
)→

15
℃

/m
in

で
上

昇
→

20
0℃

(5
分
保
持

) 
2.

16
 

28
0 

20
0 

04
 

11
7,

 1
19

 
75

, 1
10

 
1 

37
℃

(5
分

)→
(1

5℃
/分

)→
20

0℃
(1

分
) 

1.
56

 
22

0 
20

0 

06
 

11
7,

 1
19

 
75

, 1
10

 
2 

40
℃

(7
分

保
持

)→
10

℃
/分

で
上

昇
→

10
0℃

→
40

℃
/分

で
上
昇

→
25

0℃
(1

分
保
持

) 
2.

5 
25

0 
23

0 

07
 

11
7,

 1
19

 
75

, 1
10

 
2 

35
℃

(1
分

保
持

)→
10

℃
/m

in
で

上
昇

→
11

0℃
→

30
℃

/m
in

で
上
昇

 
→

23
0℃

(2
分

保
持

) 
50

 
23

0 
20

0 
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機
関

 
番

号
 

フ
ラ
グ
メ
ン
ト
イ
オ
ン
の
質
量
数

(m
/z

) 
(定

量
用
、
確
認
用

) 
試

料
 

注
入

量
 

(μ
L)

 
分

離
カ

ラ
ム

の
昇
温

条
件

 
キ
ャ
リ
ア
ガ
ス

 
流
量

(m
L/

m
in

) 
試
料
導
入
部

の
温
度

(℃
) 

イ
オ
ン
源

 
温
度

(℃
) 

ト
リ
ク
ロ
ロ
酢
酸

 
1,

2,
3-
ト
リ
ク
ロ
ロ

 
プ
ロ
パ
ン

 
08

 
11

7,
 1

19
 

75
, 1

10
 

2 
35

℃
(5

分
保

持
)→

15
℃

/分
で

上
昇

→
25

0℃
(5

分
保
持

) 
1.

57
 

20
0 

20
0 

09
 

11
7,

 1
19

 
75

, 1
10

 
1 

35
℃
、

5
分

間
保

持
→

15
℃

/m
in

で
上

昇
→

25
0℃

 
1.

57
 

20
0 

20
0 

10
 

11
7,

 1
19

 
75

, 1
10

 
2 

35
℃

(5
分

保
持

)→
1℃

/m
in

で
上

昇
→

42
℃

→
15

℃
/m

in
で
上
昇

→
30

0℃
 

0.
9 

19
0 

23
0 

11
 

11
7,

 1
19

 
75

, 1
10

 
2 

35
℃

(5
分

保
持

)→
20

℃
/m

in
で

上
昇

→
20

0℃
→

15
℃

/m
in

で
上
昇

 
→

25
0℃

(1
分

保
持

) 
1 

25
0 

20
0 

12
 

11
7,

 1
19

 
75

, 1
10

 
1 

40
℃

(2
分

間
保
持

)→
20

℃
/分

で
上
昇

→
80

℃
→

10
℃

/分
で
上
昇

→
18

0℃
 

→
30

℃
/分

で
上

昇
→

28
0℃

(1
分

間
保
持

) 
1 

25
0 

23
0 

14
 

11
7,

 1
19

 
75

, 1
10

 
1 

60
℃

(1
分

保
持

)→
15

℃
/m

in
で

上
昇

→
20

0℃
(5

m
in

) 
2.

25
 

23
0 

20
0 

15
 

11
7,

 1
19

 
75

, 1
10

 
1 

38
℃

(5
分

保
持

)→
20

℃
/m

in
で

上
昇

→
16

0℃
→

40
℃

/m
in

で
上
昇

 
→

24
0℃

(3
分

保
持

) 
1.

27
 

23
0 

20
0 

17
 

11
7,

 1
19

 
75

, 1
10

 
2 

40
℃

(2
分

)-1
0℃

/分
-1

20
℃

(6
分

)-2
0℃

/分
-2

50
℃

(5
分

) 
0.

8 
20

0 
23

0 

18
 

11
7,

 1
19

 
75

, 1
10

 
2 

40
℃

(2
分

)~
20

℃
/m

in
↑~

80
℃

(0
分

)~
10

℃
/m

in
↑ 

~1
30

℃
(0

分
)~

30
℃

/m
in

↑~
28

0℃
(2

分
) 

1 
25

0 
23

0 

19
 

11
7,

 1
19

 
75

, 1
10

 
1 

35
℃

(4
m

in
)→

20
℃

/m
in

→
15

0℃
(0

m
in

)→
5℃

/m
in

→
20

0℃
(3

m
in

) 
1.

01
 

25
0 

20
0 

20
 

11
7,

 1
19

 
75

, 1
10

 
1 

35
℃

(5
分

保
持

)→
15

℃
/m

in
で

上
昇

→
25

0℃
 

54
.5

 
25

0 
20

0 

21
 

11
7,

 1
19

 
75

, 1
10

 
3 

35
℃

(1
0
分

保
持

)→
20

℃
/m

in
で

上
昇

→
18

0℃
 

1 
25

0 
23

0 

22
 

11
7,

 1
19

 
75

, 1
10

 
2 

40
℃

(3
分

保
持

)→
4℃

/m
in

で
上

昇
→

50
℃

→
12

℃
/m

in
で

上
昇

→
20

0℃
(3

分
保
持

) 
36

 
20

0 
20

0 

23
 

11
7,

 1
19

 
75

, 1
10

 
1 

35
℃

(5
分

保
持

)→
15

℃
/m

in
で

上
昇

→
20

0℃
(5

分
保
持

) 
1.

57
 

20
0 

20
0 

24
 

11
7,

 1
19

 
75

, 1
10

 
1 

40
℃

(1
2
分

保
持

)→
10

℃
/m

in
で

上
昇

→
15

0℃
(2

分
保
持

) 
1 

25
0 

23
0 

25
 

11
7,

 1
19

 
75

, 1
10

 
1 

40
℃

(1
2
分

保
持

)→
20

℃
/分

で
上

昇
→

15
0℃

(2
分

保
持

)→
30

℃
/分

で
上
昇

→
25

0℃
(0

分
保

持
) 

40
 (c

m
/se

c)
 

22
0 

22
0 

 表
15

 
測
定
機
器

 

機
関

 
番

号
 

ガ
ス
ク
ロ
マ
ト
グ
ラ
フ

 
質

量
分

析
計

 
分
離
カ
ラ
ム

 

メ
ー
カ
ー
名

 
型
式

 
メ

ー
カ

ー
名

 
型

式
 

メ
ー

カ
ー
名

 
型
式

 
内
径

 
(m

m
) 

長
さ

 
(m

) 
膜
厚

(μ
m

) 
使
用
開
始
年
月
日

 

00
 

島
津
製
作
所

 
G

C-
20

10
 

島
津

製
作
所

 
G

CM
S-

Q
P2

01
0P

lu
s 

島
津

ジ
ー
エ

ル
シ
ー

 
Rt

x-
5M

S 
0.

25
 

30
 

1 
20

15
年

4
月

10
日

 

01
 

Ag
ile

nt
 

H
P6

89
0N

 
Ag

ile
nt

 
H

P5
97

3N
 

Ag
ile

nt
 

H
P-

5M
S 

Se
m

iv
ol

 
0.

25
 

30
 

0.
5 

20
09

年
4
月

24
日
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機
関

 
番

号
 

ガ
ス
ク
ロ
マ
ト
グ
ラ
フ

 
質

量
分

析
計

 
分
離
カ
ラ
ム

 

メ
ー
カ
ー
名

 
型
式

 
メ

ー
カ

ー
名

 
型

式
 

メ
ー

カ
ー
名

 
型
式

 
内
径

 
(m

m
) 

長
さ

 
(m

) 
膜
厚

(μ
m

) 
使
用
開
始
年
月
日

 

02
 

島
津
製
作
所

 
G

C-
20

10
 

島
津

製
作
所

 
G

CM
S-

Q
P2

01
0 

ジ
ー

エ
ル
サ

イ
エ
ン

ス
 

In
er

tC
ap

 1
M

S 
0.

25
 

30
 

1 
20

13
年

4
月

5
日

 

04
 

島
津
製
作
所

 
G

C-
20

10
 

島
津

製
作
所

 
G

CM
S-

Q
P2

01
0 

島
津

ジ
ー
エ

ル
シ
ー

 
RE

ST
EK

, 
Rt

x-
1 

0.
25

 
30

 
1 

20
15

年
3
月

25
日

 

06
 

ア
ジ
レ
ン
ト

 
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー

 
78

90
A 

ア
ジ

レ
ン
ト

 
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
 

59
75

C 
Ag

ile
nt

 J
&

W
 

D
B-

5M
S 

0.
25

 
30

 
25

0 
20

15
年

9
月

25
日

 

07
 

島
津
製
作
所

 
G

C-
20

10
 

島
津

製
作
所

 
G

CM
S-

Q
P2

01
0 

Pl
us

 
Ag

ile
nt

 
Te

ch
no

lo
gi

es
 

H
P-

1M
S 

0.
25

 
30

 
1 

20
10

年
4
月

5
日

 

08
 

島
津
製
作
所

 
G

C-
20

10
 

島
津

製
作
所

 
G

CM
S-

Q
P2

01
0 

Pl
us

 
RE

ST
EK

 
Rt

x-
1 

0.
25

 
30

 
1 

20
13

年
5
月

1
日

 

09
 

島
津
製
作
所

 
G

C2
01

0 
島

津
製

作
所

 
G

CM
S-

Q
P2

01
0 

RE
ST

EK
 

Rt
x-

1 
0.

25
 

30
 

0.
25

 
20

11
年

10
月

5
日

 

10
 

Ag
ile

nt
 

te
ch

no
lo

gi
es

 
78

90
B 

Ag
ile

nt
 

te
ch

no
lo

gi
es

 
59

77
A 

Ag
ile

nt
  

te
ch

no
lo

gi
es

 
H

P-
5M

S 
U

I 
0.

25
 

30
 

0.
25

 
20

15
年

5
月

25
日

 

11
 

島
津
製
作
所

 
G

C-
20

10
 

島
津

製
作
所

 
G

CM
S-

Q
P2

01
0 

ア
ジ

レ
ン
ト

 
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
 

D
B-

5M
S 

0.
25

 
30

 
0.

25
 

20
15

年
1
月

30
日

 

12
 

ア
ジ
レ
ン
ト

 
68

90
N

 
ア

ジ
レ

ン
ト

 
59

75
Bi

ne
rt

XL
 

ア
ジ

レ
ン
ト

 
D

B-
5M

S 
0.

25
 

30
 

1 
20

15
年

10
月

21
日

 

14
 

島
津
製
作
所

 
G

C-
20

10
 

島
津

製
作
所

 
G

CM
S-

Q
P2

01
0P

lu
s 

G
L 

Sc
ie

nc
es

 
In

er
tC

ap
 1

 
0.

25
 

60
 

1.
5 

20
13

年
7
月

29
日

 

15
 

島
津
製
作
所

 
G

C-
20

10
 

島
津

製
作
所

 
G

CM
S-

Q
P2

01
0 

RE
ST

EK
 

Rt
x-

1M
S 

0.
25

 
30

 
1 

20
09

年
6
月

2
日

 

17
 

島
津
製
作
所

 
G

C-
17

A 
島

津
製

作
所

 
Q

P-
50

50
A 

ジ
ー

エ
ル
サ

イ
エ
ン

ス
 

In
er

tC
ap

1 
0.

25
 

30
 

1.
5 

20
07

年
9
月

20
日

 

18
 

Ag
ile

nt
 

78
90

B 
Ag

ile
nt

 
59

77
A 

Ag
ile

nt
 

D
B-

5M
S 

0.
25

 
30

 
1 

20
15

年
2
月

20
日

 

19
 

島
津
製
作
所

 
G

C-
20

10
 

島
津

製
作
所

 
G

CM
S-

20
10

 
RE

ST
EK

 
Rt

x-
1 

0.
25

 
30

 
0.

25
 

20
13

年
5
月

 

20
 

島
津
製
作
所

 
G

C-
20

10
 

島
津

製
作
所

 
G

CM
S-

Q
P2

01
0 

Re
st

ec
 

Rt
x-

1 
0.

25
 

30
 

1 
20

09
年

6
月

16
日

 

21
 

ア
ジ
レ
ン
ト

 
68

90
N

 
ア

ジ
レ

ン
ト

 
59

75
in

er
t 

ア
ジ

レ
ン
ト

 
D

B-
1m

s 
0.

25
 

30
 

0.
25

 
20

15
年

9
月

14
日

 

22
 

島
津
製
作
所

 
G

C2
01

0 
島

津
製

作
所

 
G

CM
S 

Q
P2

01
0 

ジ
ー

エ
ル
サ

イ
エ
ン

ス
 

In
er

t C
ap

  
5 

M
S/

SI
L 

0.
25

 
30

 
0.

25
 

20
10

年
6
月

18
日

 

23
 

島
津
製
作
所

 
G

C-
20

10
 

島
津

製
作
所

 
G

G
CM

S-
Q

P2
01

0 
G

L
サ

イ
エ

ン
ス

 
In

er
tC

ap
 1

M
S 

0.
25

 
30

 
1 

20
09

年
1
月

20
日

 

24
 

Ag
ile

nt
 

Te
ch

no
lo

gi
es

 
78

90
A 

Ag
ile

nt
 

Te
ch

no
lo

gi
es

 
59

75
C 

Ag
ile

nt
 

Te
ch

no
lo

gi
es

 
D

B-
5m

s 
0.

25
 

30
 

0.
25

 
20

12
年

4
月

2
日

 

25
 

島
津
製
作
所

 
G

C2
01

0 
島

津
製

作
所

 
G

CM
S-

Q
P2

01
0 

RE
ST

EK
 

Rt
x5

 
0.

25
 

30
 

0.
25

 
20

15
年

4
月

28
日
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表
16

 
使
用
し
た
試
薬
類
－

1 

機
関

 
番

号
 

硫
酸

 
硫
酸

(1
+1

) 
水

酸
化

ナ
ト

リ
ウ
ム

 
水

酸
化

ナ
ト

リ
ウ
ム

 
溶

液
(2

0w
/v

%
) 

塩
化
ナ
ト
リ
ウ
ム

 
te

rt
-ブ

チ
ル

-メ
チ
ル
エ
ー
テ
ル

 

グ
レ
ー
ド

 
容
量

 
グ
レ
ー
ド

 
容

量
 

グ
レ

ー
ド

 
容

量
 

グ
レ

ー
ド

 
容

量
 

グ
レ
ー
ド

 
容
量

 
グ
レ
ー
ド

 
容
量

 

00
 

- 
- 

自
家
調
製

 
10

0m
L 

- 
- 

自
家

調
製

 
10

0m
L 

特
級

 
50

0g
 

水
質
試
験
用

 
20

0m
L 

01
 

特
級

 
50

0m
L 

- 
- 

特
級

 
50

0g
 

- 
- 

特
級

 
5k

g 
残
留
農
薬
・

PC
B
試

験
用

 
1L

 

02
 

- 
- 

(記
入
な
し

) 
50

0m
L 

- 
- 

容
量

分
析
用

 
50

0m
L 

特
級

 
50

0g
 

残
留
農
薬
・

PC
B
試

験
用

 
1L

 

04
 

特
級

 
50

0m
L 

- 
- 

特
級

 
50

0g
 

- 
- 

特
級

 
50

0g
 

残
留
農
薬
・

PC
B
試

験
用

 
1L

 

06
 

特
級

 
50

0m
L 

- 
- 

特
級

 
50

0g
 

- 
- 

特
級

 
50

0g
 

残
留
農
薬

 
試
験
用

50
00

 
10

00
m

L 

07
 

特
級

 
50

0m
L 

- 
- 

特
級

 
50

0g
 

- 
- 

特
級

 
50

0g
 

残
留
農
薬
・

PC
B
試

験
用

 
50

0m
L 

08
 

特
級

 
50

0m
L 

- 
- 

特
級

 
50

0g
 

- 
- 

残
留
農
薬
・

 
PC

B
試
験
用

 
50

0g
 

水
質
試
験
用

 
20

0m
L 

09
 

精
密

分
析
用

 
50

0g
 

- 
- 

窒
素

測
定
用

 
50

0g
 

- 
- 

特
級

 
50

0g
 

水
質
試
験
用

 
20

0m
L 

10
 

精
密

分
析
用

 
50

0g
 

- 
- 

特
級

 
50

0g
 

- 
- 

残
留
農
薬
・

 
PC

B
試
験
用

 
50

0g
 

残
留
農
薬
・

 
PC

B
試
験
用

 
1L

 

11
 

- 
- 

な
し

 
50

0m
L 

特
級

 
50

0g
 

- 
- 

残
留
農
薬
・

 
PC

B
試
験
用

 
50

0g
 

水
質
試
験
用

 
20

0m
L 

12
 

特
級

 
50

0m
L 

- 
- 

特
級

 
50

0g
 

- 
- 

特
級

 
50

0g
 

残
留
農
薬
・

 
PC

B
試
験
用

 
1L

 

14
 

特
級

 
50

0m
L 

- 
- 

特
級

 
50

0g
 

- 
- 

特
級

 
50

0g
 

残
留
農
薬
・

 
PC

B
試
験
用

 
1L

 

15
 

特
級

 
50

0m
L 

- 
- 

特
級

 
50

0g
 

- 
- 

特
級

 
50

0g
 

鹿
特
級

 
50

0m
L 

17
 

- 
- 

U
G

R 
20

0m
L 

- 
- 

特
級

 
10

0m
L 

1
級

 
50

0g
 

残
留
農
薬
・

 
PC

B
試
験
用

 
50

00
倍

 
1L

 

18
 

特
級

 
50

0m
L 

- 
- 

特
級

 
50

0g
 

- 
- 

特
級

 
50

0g
 

鹿
特
級

 
30

00
m

L 

19
 

有
害
金
属

 
測
定
用

 
50

0m
L 

- 
- 

特
級

 
50

0g
 

- 
- 

特
級

 
50

0g
 

高
速
液
体

 
ク
ロ
マ
ト
グ
ラ
フ
用

 
1L

 

20
 

- 
- 

特
級

 
50

0m
L 

特
級

 
50

0g
 

- 
- 

特
級

 
50

0g
 

残
留
農
薬
・

 
PC

B
試
験
用

 
1L

 

21
 

精
密

分
析
用

 
50

0m
L 

- 
- 

特
級

 
50

0g
 

- 
- 

1
級

 
20

kg
 

残
留
農
薬
・

 
PC

B
試
験
用

 
1L

 

22
 

特
級

 
50

0m
L 

- 
- 

特
級

 
50

0g
 

- 
- 

特
級

 
5k

g 
H

PL
C
用

 
1L
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機
関

 
番

号
 

硫
酸

 
硫
酸

(1
+1

) 
水

酸
化

ナ
ト

リ
ウ
ム

 
水

酸
化

ナ
ト

リ
ウ
ム

 
溶

液
(2

0w
/v

%
) 

塩
化
ナ
ト
リ
ウ
ム

 
te

rt
-ブ

チ
ル

-メ
チ
ル
エ
ー
テ
ル

 

グ
レ
ー
ド

 
容
量

 
グ
レ
ー
ド

 
容

量
 

グ
レ

ー
ド

 
容

量
 

グ
レ

ー
ド

 
容

量
 

グ
レ
ー
ド

 
容
量

 
グ
レ
ー
ド

 
容
量

 

23
 

特
級

 
50

0g
 

- 
- 

特
級

 
50

0g
 

- 
- 

特
級

 
50

0g
 

水
質
試
験
用

 
20

0m
L 

24
 

- 
- 

(記
入
な
し

) 
50

0m
L 

特
級

 
50

0g
 

- 
- 

水
質
試
験
用

 
50

0g
 

残
留
農
薬
・

 
PC

B
試
験
用

 
1L

 

25
 

特
級

 
3L

 
- 

- 
特

級
 

5k
g 

- 
- 

鹿
1
級

 
50

0g
 

水
質
試
験
用

 
20

0m
L 

 表
17

 
使
用
し
た
試
薬
類
－

2 

機
関

 
番

号
 

無
水
硫
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム

 
メ
チ
ル
ア
ル

コ
ー
ル

 
N

-メ
チ

ル
-N

’-ニ
ト

ロ
 

-N
-ニ

ト
ロ

ソ
グ

ア
ニ

ジ
ン

 
調
製
試
薬

 

グ
レ
ー
ド

 
容
量

 
グ
レ
ー
ド

 
容

量
 

グ
レ

ー
ド

 
容

量
 

硫
酸

(1
+1

) 
水
酸
化
ナ
ト
リ
ウ
ム

 
溶
液

(2
0w

/v
%

) 

00
 

特
級

 
50

0g
 

残
留
農
薬
・

PC
B

試
験
用

 
1L

 
EP

 
5g

 
精

製
水

50
m

L
と

硫
酸

50
m

L
を

そ
れ
ぞ
れ

50
m

L
の

メ
ス

シ
リ
ン

ダ
ー
で

量
り
、

10
0m

L
の
遮
光
瓶
に
混
合

す
る

。
 

水
酸
化
ナ
ト
リ
ウ
ム

20
gを

10
0m

L
の
メ
ス
フ
ラ
ス
コ

に
量
り
、
精
製
水
で

10
0m

L
に
す
る
。

 

01
 

残
留

農
薬
・

PC
B

試
験
用

 
50

0g
 

残
留
農
薬
・

PC
B

試
験
用

 
3L

 
特

級
 

50
g 

50
0m

L
ビ

ー
カ
ー

に
30

0m
L
メ

ス
シ
リ
ン
ダ
ー
で
精

製
水

25
0m

L
を

と
り
、

こ
れ
に

30
0m

L
メ
ス
シ
リ
ン

ダ
ー

で
硫
酸

25
0m

L
を

加
え
混

和
す
る
。

 

50
m

L
ビ
ー
カ
ー
に
水
酸
化
ナ
ト
リ
ウ
ム

10
g
を
と
り
、

精
製
水
で
溶
解
し
た
後
、

50
m

L
共
せ
ん
付
き
メ
ス
シ
リ

ン
ダ
ー
に
移
し
全
量
を

50
m

L
に
す
る
。

 

02
 

特
級

 
50

0g
 

残
留
農
薬
・

PC
B

試
験
用

 
1L

 
(記

入
な

し
) 

5g
 

- 
- 

04
 

特
級

 
50

0g
 

残
留
農
薬
・

PC
B

試
験
用

 
1L

 
鹿

一
級

 
5g

 
メ

ス
シ

リ
ン

ダ
ー
を

用
い
て

精
製
水

10
0m

L、
硫
酸

10
0m

L
を

分
取
し

、
水
冷

し
な
が

ら
ビ
ー
カ
ー
で
混
合

す
る

。
 

水
酸
化
ナ
ト
リ
ウ
ム

20
g
を
分
取
し
、
精
製
水

10
0m

L
に
溶
か
す
。

 

06
 

残
留
農
薬

 
試
験
用

 
50

0g
 

残
留
農
薬

 
試
験
用

50
00

 
10

00
m

L 
(記

入
な

し
) 

5g
 

硫
酸

20
0m

L
と

超
純
水

20
0m

L
を
混
和

 
50

0m
L
共
栓
付
メ
ス
シ
リ
ン
ダ
ー
に

10
0g

の
水
酸
化

ナ
ト
リ
ウ
ム
を
は
か
り
と
り
定
容
。

 

07
 

G
L 

Sc
ie

nc
es

社
 

In
er

t S
ep

 
Sl

im
-J

 D
RY

 

2.
8g

 
50

個
 

入
り

 
水
質
試
験
用

 
20

0m
L 

M
N

N
G

 fo
r 

D
ia

zo
m

et
ha

ne
 

5g
 

精
製

水
20

0m
L(
メ

ス
シ

リ
ン

ダ
ー

)+
硫
酸

20
0m

L(
メ

ス
シ

リ
ン
ダ

ー
)1

L
ビ

ー
カ

ー
使
用

 
精
製
水
に
、

20
g
の
水
酸
化
ナ
ト
リ
ウ
ム
を
溶
解
し
、
メ

ス
シ
リ
ン
ダ
ー
で
定
量

(1
00

m
L)
に
す
る
。
20

0m
L
ビ
ー

カ
ー
使
用

 

08
 

残
留

農
薬
・

PC
B

試
験
用

 
50

0g
 

残
留
農
薬
・

PC
B

試
験
用

 
10

00
m

L 
ジ

ア
ゾ

メ
タ

ン
発

生
器

用
 

5g
 

コ
ニ

カ
ル
ビ

ー
カ
ー

30
0m

L
に

、
精
製
水

10
0m

L
を
採

り
、

水
浴
上

で
硫
酸

10
0m

L
を

徐
々
に
加
え
る
。

 

20
0m

L
コ
ニ
カ
ル
ビ
ー
カ
ー
に
水
酸
化
ナ
ト
リ
ウ
ム

10
g
を
計
り
と
り
、
精
製
水
約

30
m

L
加
え
て
溶
か
す
。

次
に
溶
液
を

50
m

L
メ
ス
フ
ラ
ス
コ
に
移
す
。
コ
ニ
カ
ル

ビ
ー
カ
ー
の
洗
液
も
併
せ
精
製
水
で

50
m

L
と
す
る
。

 

09
 

特
級

 
50

0g
 

精
密
分
析
用

 
50

0m
L 

鹿
1
級

 
5g

 
ガ

ラ
ス

ビ
ー

カ
ー

1L
に

水
35

0m
L
を
い
れ
、
冷
却
、
撹

拌
し

な
が
ら

硫
酸

35
0m

L
を

徐
々
に
加
え
、
放
冷
後

70
0m

L
に

メ
ス
ア

ッ
プ
し

た
も
の

 

ガ
ラ
ス
ビ
ー
カ
ー

20
0m

L
に
水

80
m

L
を
い
れ
、
冷
却
、

撹
拌
し
な
が
ら
水
酸
化
ナ
ト
リ
ウ
ム

20
g
加
え
放
冷
後

10
0m

L
に
メ
ス
ア
ッ
プ
し
た
も
の

 

10
 

残
留

農
薬
・

 
PC

B
試
験
用

 
50

0g
 

残
留
農
薬
・

 
PC

B
試
験
用

 
1L

 
水

質
分

析
用

 
5g

 
ビ

ー
カ

ー
と

メ
ス
シ

リ
ン
ダ

ー
を
用
い
て
、
精
製
水

50
0m

L
に

硫
酸

50
0m

L
を

冷
や
し
な
が
ら
加
え
る

 
水
酸
化
ナ
ト
リ
ウ
ム

10
g
を
精
製
水

40
m

L
に
加
え
冷

や
し
な
が
ら
溶
解
し
、
精
製
水
を
加
え

50
m

L
と
す
る
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機
関

 
番

号
 

無
水
硫
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム

 
メ
チ
ル
ア
ル

コ
ー
ル

 
N

-メ
チ

ル
-N

’-ニ
ト

ロ
 

-N
-ニ

ト
ロ

ソ
グ

ア
ニ

ジ

ン
 

調
製
試
薬

 

グ
レ
ー
ド

 
容
量

 
グ
レ
ー
ド

 
容

量
 

グ
レ

ー
ド

 
容

量
 

硫
酸

(1
+1

) 
水
酸
化
ナ
ト
リ
ウ
ム

 
溶
液

(2
0w

/v
%

) 

11
 

残
留

農
薬
・

 
PC

B
試
験
用

 
50

0g
 

残
留
農
薬
・

 
PC

B
試
験
用

 
1L

 
一

級
 

5g
 

- 
50

0m
L
ビ
ー
カ
ー
に

Vo
lv

ic
水

10
0m

L
と
水
酸
化
ナ

ト
リ
ウ
ム

20
g
を
入
れ
、
混
和
す
る
。

 

12
 

残
留

農
薬
・

 
PC

B
試
験
用

 
50

0g
 

残
留
農
薬
・

 
PC

B
試
験
用

 
1L

 
鹿

1
級

 
5g

 
1L

の
ビ

ー
カ

ー
に

精
製
水

50
0m

L(
メ
ス
シ
リ
ン
ダ
ー

使
用

)を
入

れ
、

硫
酸

(特
級

)5
00

m
L(
メ
ス
シ
リ
ン
ダ
ー

使
用

)を
加

え
調

製
す
る

。
 

水
酸
化
ナ
ト
リ
ウ
ム

(特
級

)2
0g

(ビ
ー
カ
ー

20
0m

L
使

用
)を

精
製
水

10
0m

L
に
溶
か
す
。

 

14
 

特
級

 
50

0g
 

特
級

 
3L

 
鹿

1
級

 
5g

 
硫

酸
25

0m
L
を

25
0m

L
メ

ス
シ
リ
ン
ダ
ー
で
採
り
精

製
水

を
加
え

て
50

0m
L
に

調
製

 
水
酸
化
ナ
ト
リ
ウ
ム
を
ビ
ー
カ
ー
に

2g
と
り
、
精
製
水

を
加
え
て

10
m

L
に
調
製

 

15
 

特
級

 
50

0g
 

LC
/M

S
用

 
3L

 
(記

入
な

し
) 

5g
 

メ
ス

シ
リ
ン

ダ
ー
で

採
っ
た

精
製
水

10
0m

L
に
、
水
浴

で
冷

や
し
な

が
ら
メ

ス
シ
リ

ン
ダ
ー
で
採
っ
た
硫
酸

10
0m

L
を

徐
々
に

加
え
て

調
製
。

 

水
酸
化
ナ
ト
リ
ウ
ム

20
g
を

30
0m

L
ビ
ー
カ
ー
に
採

り
、
精
製
水
約

50
m

L
に
溶
か
し
、
メ
ス
フ
ラ
ス
コ
に
移

し
精
製
水
で
全
量
を

10
0m

L
に
調
製
。

 
17

 
特
級

 
50

0g
 

- 
- 

1
級

 
5g

 
ガ

ラ
ス

・
20

0(
m

L)
 

ガ
ラ
ス
・

10
0(

m
L)

 

18
 

残
留
農
薬

 
試
験
用

 
50

0g
 

残
留
農
薬

 
試
験
用

 
10

00
m

L 
鹿

一
級

 
5g

 
10

0m
L
メ

ス
シ

リ
ン
ダ

ー
で
超

純
水
、硫

酸
を
各

50
m

L
量

り
、

30
0m

L
ビ

ー
カ
ー

に
超
純
水
を
入
れ
硫
酸
を
撹

拌
し

な
が
ら

、
ゆ
っ

く
り
と

加
え
る
。

 

水
酸
化
ナ
ト
リ
ウ
ム

20
g
を

30
0m

L
ビ
ー
カ
ー
に
量

り
、

10
0m

L
メ
ス
シ
リ
ン
ダ
ー
で
超
純
水

10
0m

L
を
加

え
調
整
す
る
。

 

19
 

特
級

 
50

0g
 

残
留
農
薬
・

 
PC

B
試
験
用

 
1L

 
鹿

1
級

 
5g

 
精

製
水

50
m

L
を

入
れ

た
30

0m
L
三
角
フ
ラ
ス
コ
に
硫

酸
50

m
L
を

静
か

に
加

え
た
。

 
精
製
水

50
m

L
を
入
れ
た

30
0m

L
三
角
フ
ラ
ス
コ
に
水

酸
化
ナ
ト
リ
ウ
ム

10
g
を
少
量
ず
つ
加
え
た
。

 

20
 

特
級

 
50

0g
 

残
留
農
薬
・

 
PC

B
試
験
用

 
1L

 
鹿

1
級

 
5g

 
- 

水
酸
化
ナ
ト
リ
ウ
ム

10
g
を
ビ
ー
カ
ー
に
採
り
精
製
水

で
溶
か
し
、
こ
れ
を

50
m

L
メ
ス
フ
ラ
ス
コ
に
移
し
て
定

容
し
た
。

 

21
 

PC
B
分
析
用

 
50

0g
 

LC
/M

S
用

 
3L

 
1
級

 
5g

 
ビ

ー
カ

ー
20

0m
L
に

メ
ス

シ
リ
ン
ダ
ー
で
精
製
水

50
m

L、
お

よ
び
硫

酸
50

m
L
を

採
り
混
合

 
水
酸
化
ナ
ト
リ
ウ
ム

20
gを

メ
ス
フ
ラ
ス
コ

10
0m

L
に

採
り
、
精
製
水
を
溶
か
し
て
定
容

 

22
 

残
留

農
薬
・

 
PC

B
試
験
用

 
50

0g
 

残
留
農
薬
・

 
PC

B
試
験
用

 
1L

 
ジ

ー
エ

ル
サ

イ
エ

ン
ス

社
製

 
5g

 
メ

ス
シ

リ
ン

ダ
ー

10
0m

L
で

精
製

水
10

0m
L
を
計
り

と
り

、
保
存

容
器
に

入
れ

る
。
保

存
容
器
を
氷
冷
し
つ
つ

メ
ス

シ
リ
ン

ダ
ー

10
0m

L
で

計
り
と
っ
た
硫
酸

10
0m

L
を

ゆ
っ

く
り

加
え
調

整
し
た

。
 

水
酸
化
ナ
ト
リ
ウ
ム

20
g
を
電
子
天
秤
で
量
り
と
り
、
メ

ス
フ
ラ
ス
コ

10
0m

L
に
加
え
る
。
そ
こ
に
精
製
水
を
加

え
て

10
0m

L
に
定
容
し
調
整
し
た
。

 

23
 

特
級

 
50

0g
 

残
留
農
薬
・

 
PC

B
試
験
用

 
1L

 
鹿

1
級

 
5g

 
ビ

ー
カ

ー
に

精
製
水

を
メ
ス

シ
リ
ン
ダ
ー
で

25
m

L
計

り
取

り
、
そ

こ
に
硫

酸
を
メ

ス
シ
リ
ン
ダ
ー
で

25
m

L
計

り
取

り
加
え

撹
拌
し

調
製
し

た
。

 

ビ
ー
カ
ー
に

2g
量
り
取
り
精
製
水
を
加
え
溶
解
後

10
m

L
メ
ス
フ
ラ
ス
コ
に
流
し
入
れ
、
精
製
水
で
定
容
し

た
。

 

24
 

残
留

農
薬
・

 
PC

B
試
験
用

 
50

0g
 

残
留
農
薬
・

 
PC

B
試
験
用

 
1L

 
G

L
サ

イ
エ

ン
ス

社
製

 
5g

 
- 

10
0m

L
ビ
ー
カ
ー
に
精
製
水
を
入
れ
、
水
酸
化
ナ
ト
リ

ウ
ム

20
gを

溶
解
さ
せ
た
後

10
0m

L
メ
ス
フ
ラ
ス
コ
に

移
し
て
メ
ス
ア
ッ
プ
し
た
。

 

25
 

残
留
農
薬

 
試
験
用

 
50

0g
 

残
留
農
薬

 
試
験
用

 
1L

 
鹿

1
級

 
5g

 

50
0m

L
ビ

ー
カ
ー

に
精
製

水
を

10
0m

L
メ
ス
シ
リ
ン

ダ
ー

で
10

0m
L
量

り
と

る
。
次

い
で
硫
酸
を

10
0m

L
メ

ス
シ

リ
ン

ダ
ー
で

10
0m

L
量

り
と
り
、
精
製
水
中
に

少
量

ず
つ
ガ

ラ
ス
棒

で
撹
拌

し
な
が
ら
加
え
る
。

(発
熱

す
る

た
め
、
冷

水
で

ビ
ー
カ

ー
を
冷

却
し
て
混
合
す
る
。

) 

水
酸
化
ナ
ト
リ
ウ
ム

20
gを

20
0m

L
ビ
ー
カ
ー
に
量
り

と
り
、
精
製
水
に
溶
か
し
て
ビ
ー
カ
ー
の
目
盛
り
で

10
0m

L
と
す
る
。
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液
体
ク
ロ
マ
ト
グ
ラ
フ
－
質
量
分
析
計
に
よ
る
一
斉
分
析
法

 
表

18
 
前
処
理
及
び
使
用
し
た
試
薬
類

 

機
関

 
番

号
 

試
料
の
分
取

 
陰
イ
オ
ン
の

 
確
認
の

 
有
無

 

前
処

理
 

試
薬

 

1
試
料

 
あ

た
り

の
 

分
取

量
 

(m
L)

 

計
量
器
具
の

 
種
類
と

 
容
量

(m
L)

 
前

処
理

 
の

有
無

 
具

体
的

な
方

法
 

ぎ
酸

 
メ
チ
ル
ア
ル
コ
ー
ル

 
調
製
試
薬

 

グ
レ

ー
ド

 
容

量
 

グ
レ
ー
ド

 
容
量

 
A
液

 

03
 

1 
ホ
ー
ル
ピ
ペ
ッ
ト

 
1m

L 
無

 
無

 
- 

高
速

液
体
ク

ロ

マ
ト

グ
ラ
フ

用
 

25
m

L 
LC

/M
S
用

 
1L

 
あ
ら
か
じ
め

40
0m

L
程
度
の
精
製
水
を
入
れ
た
メ

ス
フ
ラ
ス
コ

(5
00

m
L)
に
、
ホ
ー
ル
ピ
ペ
ッ
ト

(0
.5

m
L)
を
用
い
て
ぎ
酸
を
採
り
、
精
製
水
を
加
え

て
全
量
を

50
0m

L
と
し
た
も
の
。

 

05
 

1 
メ
ス
ピ
ペ
ッ
ト

 
1m

L 
SI

M
で

Cl
、

N
O

3、
SO

4
を
モ
ニ
タ
ー

 
無

 
- 

LC
/M

S
用

 
50

m
L 

LC
/M

S
用

 
3L

 
ギ
酸

1m
L
を
ホ
ー
ル
ピ
ペ
ッ
ト
で
採
り
、
超
純
水

50
0m

L
を

50
0m

L
の
メ
ス
シ
リ
ン
ダ
ー
で
採
り
、

混
合
し
た

 

13
 

15
 

ホ
ー
ル
ピ
ペ
ッ
ト

 
15

m
L 

無
 

有
 

デ
ィ

ス
ポ
ー

ザ
ブ
ル

シ
リ

ン
ジ

及
び
孔

径
0.

2μ
m

の
シ

リ
ン

ジ
フ

ィ
ル
タ

ー
を

用
い

て
ろ
過

し
て
い

る
。

 
LC

/M
S
用

 
50

m
L 

LC
/M

S
用

 
10

00
m

L 
ぎ
酸

2m
L
を
マ
イ
ク
ロ
ピ
ペ
ッ
ト

(1
00

0~
50

00
μL

)で
、

10
00

m
L
共
栓
付
き
メ
ス
シ

リ
ン
ダ
ー
に
取
り
、
精
製
水
で

10
00

m
L
と
す
る
。

 

16
 

1 
ホ
ー
ル
ピ
ペ
ッ
ト

 
1m

L 
無

 
無

 
- 

LC
/M

S
用

 
50

m
L 

LC
/M

S
用

 
1L

 
超
純
水

(L
C/

M
S
用

)1
L
に
ぎ
酸

2m
L
を
ホ
ー
ル
ピ

ペ
ッ
ト
で
添
加
混
和
後
、
超
音
波
洗
浄
機
を
用
い
脱

気
。

 

 表
19

 
検
量
線
標
準
液
調
製

 

機
関

 
番

号
 

標
準
原
液

 
標

準
液

 
検
量
線
標
準
液

 

種
類

 
濃
度

 
(m

g/
L)

 
試
薬
名

 
メ

ー
カ

ー
名

 
保

証
期

限
 

濃
度

 
(m

g/
L)

 
計

量
器

具
の

 
種

類
と

容
量

 
メ

ス
フ

ラ

ス
コ

の
容

量
(m

L)
 

メ
ス
フ
ラ

ス
コ
の
容

量
 (

m
L)

 
標
準
液
添
加
量

 
(添

加
に
使
用
し
た
器
具
の
種
類
及
び
容
量

) 

03
 

市
販

 
混

合
 

10
0 

ハ
ロ
酢
酸
混
合

 
標
準
原
液
Ⅱ

(9
種

) 
関

東
 

20
16

年
 

7
月

末
日

 
10

 
ホ

ー
ル

ピ
ペ

ッ
ト

 
0.

5m
L 

50
 

10
 

2μ
L,

 5
μL

, 1
0μ

L,
 2

5μ
L 

(マ
イ
ク
ロ
シ
リ
ン
ジ

25
μL

) 

05
 

市
販

 
混

合
 

10
00

 
ハ
ロ
酢
酸

 
混
合
標
準
液

 
関

東
 

20
18

年
 

9
月

30
日

 
10

 
ホ

ー
ル

ピ
ペ

ッ
ト

 
1m

L 
10

0 
10

 

2m
L,

 5
m

L,
 1

m
L,

 1
.5

m
L 

(ホ
ー
ル
ピ
ペ
ッ
ト

2m
L,

 5
m

L,
 1

m
L,

 1
.5

m
L)

 
備
考
欄
：
標
準
液

1 
m

L
を
ホ
ー
ル
ピ
ペ
ッ
ト
で
採
り
、
メ
ス
フ
ラ

ス
コ
に
移
し
て
超
純
水
で

10
0 

m
L
と
す
る
。
そ
の
溶
液
か
ら
ホ
ー

ル
ピ
ペ
ッ
ト
で

1 
m

L 
(A

)、
1.

5 
m

L
を
そ
れ
ぞ
れ
メ
ス
フ
ラ
ス
コ

に
採
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
超
純
水
を
加
え
て

10
 m

L
と
す
る

(標
準
液

3、
標
準
液

4)
。

A
の
溶
液

(標
準
液

3)
か
ら
ホ
ー
ル
ピ
ペ
ッ
ト
で

2 
m

L、
5 

m
L
を
そ
れ
ぞ
れ
メ
ス
フ
ラ
ス
コ
に
採
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
超

純
水
を
加
え
て

10
 m

L
と
す
る

(標
準
液

1、
標
準
液

2)
。
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機
関

 
番

号
 

標
準
原
液

 
標

準
液

 
検
量
線
標
準
液

 

種
類

 
濃
度

 
(m

g/
L)

 
試
薬
名

 
メ

ー

カ
ー

名
 

保
証

期
限

 
濃

度
 

(m
g/

L)
 

計
量

器
具
の

 
種

類
と

容
量

 
メ

ス
フ

ラ
ス

コ
の

容
量

(m
L)

 

メ
ス
フ
ラ

ス
コ
の
容

量
 (

m
L)

 
標
準
液
添
加
量

 
(添

加
に
使
用
し
た
器
具
の
種
類
及
び
容
量

) 

13
 

市
販

 
混

合
 

10
0 

ハ
ロ
酢
酸
混
合

 
標
準
原
液
Ⅱ

(9
種

) 
関

東
 

20
16

年
 

3
月

31
日

 
10

 
マ

イ
ク

ロ
ピ

ペ
ッ
ト

 
10

00
μL

 
10

 
50

 
0μ

L,
 1

0μ
L,

 2
5μ

L,
 5

0μ
L,

 1
00

μL
 

(-,
 マ

イ
ク
ロ
シ
リ
ン
ジ

25
μL

, 2
5μ

L,
  

25
0μ

L,
 2

50
μL

) 

16
 

市
販

 
混

合
 

10
00

 
ハ
ロ
酢
酸

 
混
合
標
準
原
液

 
関

東
 

20
18

年
 

9
月

末
日

 
10

 
マ

イ
ク

ロ
シ

リ
ン
ジ

 
25

0μ
L 

10
 

10
 

1μ
g/

L,
 2

μg
/L

, 5
μg

/L
, 1

0μ
g/

L,
 2

0μ
g/

L,
 1

00
μg

/L
 

(先
出

し
マ
イ
ク
ロ
シ
リ
ン
ジ

5μ
L,

 5
μL

, 5
μL

, 
マ
イ
ク
ロ
シ
リ
ン
ジ

50
μL

, 1
00

μL
, 2

50
μL

) 

 表
20

 
検
量
線
濃
度
範
囲
、
定
量
下
限
値
、

妥
当
性
評
価
、
定
量
方
法
及
び
精
製
水

 

機
関

 
番

号
 

検
量
線

 
定
量
下
限
値

 
妥

当
性

評
価

 
定
量
方
法

 

精
製
水

 
濃
度

 
(μ

g/
L)

 
濃
度

 
(μ

g/
L)

 
設
定
方

法
 

実
施

の
 

有
無

 
用

い
た

水
 

の
種

類
 

真
度

の
評
価

に
用

い
た

 
試

料
数

 
併

行
精

度
 

の
自

由
度

 
室
内
精
度

 
の
自
由
度

 
添
加
濃
度

 
(m

g/
L)

 
検
出
機
器

 

03
 

2,
 5

, 1
0,

 2
5 

3 
基
準
値
の

1/
10

 
有

 
水

道
水

 
12

 
6 

5 
0.

00
2 

LC
/M

S/
M

S 
PU

RE
 L

AB
 u

ltr
a 

O
RU

G
AN

O
 

05
 

2,
 5

, 1
0,

 1
5 

2 
再
現
性
試
験

か
ら
算

出
 

有
 

水
道

水
 

10
 

5 
4 

0.
00

2 
LC

/M
S/

M
S 

M
ill

i-Q
 In

te
gr

al
 3

 
メ
ル
ク

 

13
 

0,
 2

, 5
, 1

0,
 2

0 
2 

再
現
性
試
験

か
ら
算

出
 

有
 

水
道

水
及
び

 
精

製
水

 
5 

4 
未
実
施

 
0.

00
2 

LC
/M

S/
M

S 
カ
ス
カ
ー
ダ

RO
/B

IO
 

日
本
ポ
ー
ル

 

16
 

1,
 2

, 5
, 1

0,
 2

0,
 1

00
 

1 
再
現
性
試
験

か
ら
算

出
 

有
 

精
製

水
 

35
 

30
 

36
 

0.
00

2 
LC

/M
S/

M
S 

El
ix

 U
V7

0、
 

M
ill

i-Q
 A

dv
an

ta
ge

 
メ
ル
ク
ミ
リ
ポ
ア

 

 表
21

 
測
定
条
件

 

機
関

 
番

号
 

移
動

相
 

試
料

 
注

入
量

 
(μ

L)
 

カ
ラ

ム
 

オ
ー

ブ
ン

 
温

度
(℃

) 
検
出

 
方
法

 

モ
ニ
タ
ー

 
イ
オ
ン
の

 
質
量
数

 
(m

/z
) 

脱
溶
媒

 
ガ
ス
流
量

 
(L

/h
r)

 

脱
溶
媒

 
温
度

 
(℃

) 
コ
ー
ン

 
電
圧

(V
) 

A
液

 
B
液

 
A
液

と
B
液

の
混
合

条
件

 
流

速
 

(m
L/

m
in

) 

03
 

ぎ
酸

 
0.

1%
 

メ
タ
ノ
ー
ル

 
A:

B=
97

:3
(0

分
)→

90
:1

0(
0.

1~
2
分

) 
→

85
:1

5(
2~

5
分

)→
5:

95
(5

~6
分

) 
→

97
:3

(6
~9

分
) 

0.
3 

5 
40

 
SR

M
 

16
1>

11
7 

39
6 

35
0 

-1
5 

05
 

ぎ
酸

 
0.

2%
 

メ
タ
ノ
ー
ル

 
A:

B=
99

.5
:0

.5
(0

分
)→

80
:2

0(
1.

5
分

) 
→

20
:8

0(
5
分

-6
分

)→
99

.5
:0

.5
(6

分
-1

0
分

) 
0.

3 
10

 
40

 
SR

M
 

16
1>

11
7 

90
0 

35
0 

17
 

13
 

ぎ
酸

 
0.

2v
/v

%
 

メ
タ
ノ
ー
ル

 
A:

B=
95

:5
(0

.5
分

)→
90

:1
0(

6
分

) 
5:

95
(6

.2
分

)→
95

:5
(6

.7
分

) 
0.

3 
50

 
60

 
SR

M
 

16
0.

9>
11

6.
9 

80
0 

33
0 

15
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機
関

 
番

号
 

移
動

相
 

試
料

 
注

入
量

 
(μ

L)
 

カ
ラ

ム
 

オ
ー

ブ
ン

 
温

度
(℃

) 
検
出

 
方
法

 

モ
ニ
タ
ー

 
イ
オ
ン
の

 
質
量
数

 
(m

/z
) 

脱
溶
媒

 
ガ
ス
流
量

 
(L

/h
r)

 

脱
溶
媒

 
温
度

 
(℃

) 
コ
ー
ン

 
電
圧

(V
) 

A
液

 
B
液

 
A
液

と
B
液

の
混
合

条
件

 
流

速
 

(m
L/

m
in

) 

16
 

ぎ
酸

水
溶
液

 
0.

2%
v/

v 
メ
タ
ノ
ー
ル

 
A:

B=
95

:5
(0

分
)→

10
:9

0(
34

分
→

37
分

) 
→

95
:5

(3
7
分

→
40

分
) 

0.
2 

10
 

30
 

SI
M

 
16

1>
11

7 
39

6 
30

0 
-4

50
0 

 表
22

 
測
定
機
器

 

機
関

 
番

号
 

液
体
ク
ロ
マ
ト
グ
ラ
フ

 
質

量
分

析
計

 
分
離
カ
ラ
ム

 

メ
ー

カ
ー
名

 
型
式

 
メ
ー
カ

ー
名

 
型

式
 

メ
ー

カ
ー
名

 
型

式
 

充
填
剤
の

 
種
類

 
内
径

 
(m

m
) 

長
さ

 
(m

) 
粒
子
径

(μ
m

) 
使
用
開
始

 
年
月
日

 

03
 

Ek
sp

er
t 

U
ltr

a 
LC

10
0 

AB
 S

CI
EX

 
Tr

ip
le

 Q
ua

d 
45

00
 

G
L
サ

イ
エ

ン
ス

 
In

er
t s

us
ta

in
 C

18
 

オ
ク
タ
デ
シ
ル
基

 
2.

1 
10

0 
2 

20
15

年
 

9
月

28
日

 

05
 

日
本

 
ウ

ォ
ー
タ
ー
ズ

 
AC

Q
U

IT
Y 

U
PL

C 
日

本
 

ウ
ォ
ー

タ
ー

ズ
 

Xe
vo

-T
Q

 
日

本
 

ウ
ォ

ー
タ
ー

ズ
 

AC
Q

U
IT

Y 
U

PL
C 

 H
SS

 T
3 

O
D

S 
2.

1 
10

0 
1.

8 
20

15
年

 
6
月

10
日

 

13
 

日
本

 
ウ

ォ
ー
タ
ー
ズ

 
AC

Q
U

IT
Y 

U
PL

C 
日

本
 

ウ
ォ
ー

タ
ー

ズ
 

Xe
vo

 T
Q

D
 

日
本

 
ウ

ォ
ー

タ
ー

ズ
 

AC
Q

U
IT

Y 
U

PL
C 

 H
SS

 T
3 

オ
ク
タ
デ
シ
ル

シ
リ
ル

基
結
合

 
シ
リ
カ
ゲ
ル

 
2.

1 
10

0 
1.

8 
20

14
年

 
12

月
11

日
 

16
 

島
津

製
作
所

 
LC

20
AD

vp
 

エ
ー
ビ

ー
・

 
サ
イ
エ

ッ
ク

ス
 

AP
I4

50
0 

ジ
ー

エ
ル

 
サ

イ
エ

ン
ス

 
In

er
tS

us
ta

in
C1

8 
高
純
度
球
状
シ
リ
カ
ゲ
ル

 
(E

S
シ
リ
カ

) 
化
学
結
合
基

:オ
ク
タ
デ
シ
ル
基

 
4.

6 
15

0 
3 

20
15

年
 

10
月

19
日
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平成 27 年度 第 2回水質検査外部精度管理実施要領 

 

１ 試験項目 

トリクロロ酢酸 
 

２ 配付試料 

約 400mL（300mL 褐色ガラス瓶に試料を満水にして密栓したもの 1 本） 

※中蓋がありませんので、開封時には十分にご注意ください。 
 
３ 試料送付 

  平成 27 年 10 月 21 日（水）着指定、冷蔵便で発送します。 

  衛生研究所に来所して受け取る場合は、平成 27 年 10 月 20 日（火）以降にお願いします。 

  試料は試験開始まで冷蔵庫等の冷暗所で保存してください。 

 

４ 試験実施期間 

  平成 27 年 10 月 21 日（水）の試料到着時刻を試料採取日時としてください。 
  衛生研究所に来所して受け取る場合は、平成 27 年 10 月 21 日（水）午前 9 時を試料採取日時

とし、それ以降に検査を実施してください。 
 

５ 試験方法 

（１）日常業務で使用している検査実施標準作業書（SOP）に従って試験を実施してください。 
（２）試験実施に際しては、配付試料を室温に戻して、試験を実施してください。 
（３）試料の一定量を 5 つに分取し、測定濃度を試験結果報告書に記入してください。測定は、

必ず測定時間、測定者、測定機器、測定条件及び測定場所を同一にして行ってください。 
（４）試験終了後の試料は各機関の廃棄方法に従って適正に処分してください。 
 

６ 試験結果報告書記入の際の注意点 

  ※試験結果報告書のエクセルファイルは、.xlsx 形式で配付します。ファイルが開かない場

合には、次ページ問い合わせ先までご連絡をお願いします。 
・書式、記入順序は変更しないでください。 
・数値は半角、年月日の年は西暦で記入してください。 
・各シートの＊赤字で示した注意書きに従って記入してください。 
・測定結果は、測定濃度を【μg/L】で表し、統計処理の都合上、有効数字 3 桁で記入してく

ださい。 
・番号付きの設問は番号を記入してください。 
・記入欄に入りきらない設問がある場合は各シート末尾の備考欄に記入してください。 
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７ 提出書類等 

提出書類等の内容 提出方法、提出先 
（１） 試験結果報告書のエクセルファイル 

（注：シート A は全 2 ページ、B は全 2 ページ、C1 は全 3
ページ、C2 は全 3 ページ、D は全 1 ページ、E は全 1 ペ

ージです。） 
※ ファイル名は次の例に従って機関名としてください。 

例：（一財）○○検査センター、△△市水道局水道課 

ファイルをメールで提出 
（メールアドレス） 
eiken5@mz.pref.chiba.lg.jp 

（２）以下の作業書、記録等の写し 
・ 試験結果報告書のエクセルファイルを印刷したもの 
・ 日常業務で使用している「トリクロロ酢酸」の検査実施標

準作業書（SOP）及び操作手順を示したフローシート等 
・ 測定に係る作業記録 
・ 測定結果の計算過程を記載したメモ等 

全て A4 サイズに形式を揃え

て書類（紙）で提出 
 
（提出先） 
〒260-8715 
千葉市中央区仁戸名町 666-2 

千葉県衛生研究所 
生活環境研究室 
担当：横山、薗部  

（３）測定条件、分析チャート、検量線、結果レポート等の写し 
※ 試料分析や検量線作成のためのチャート等、分析結果を

得るために必要な全ての情報について、時系列で並べ、

第三者が理解できるようにまとめてください。 
 
８ 提出期限 

  平成 27 年 11 月 4 日（水）消印有効 
※メールについては、平成 27 年 11 月 4 日（水）午後 11 時 59 分を期限とします。 

 
９ 評価方法 

  測定結果について Grubbs 検定を行い、Z スコアー及び誤差率を算出します。 

  次の（１）又は（２）に該当する機関については検査精度が良好でないと評価します。 
（１）Z スコアーの絶対値が 3 以上かつ誤差率が±20%を超えた場合 
（２）変動係数が 20%を超えた場合 

 
１０ 問い合わせ先 

  千葉県衛生研究所  生活環境研究室 （担当：横山、薗部） 
Tel：043-266-7983、Fax：043-265-5544 
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Ａ

整理番号※

※記入しないでください

℃

年

μg/L μg/L μg/L μg/L μg/L

μg/L

3の場合

試料の保存温度（℃）

*2 1年未満は切り捨ててください。
*1 衛生研究所に来所の場合は、「2015年10月21日　9時00分」と記入してください。

*3 濃度単位はμg/Lで記入し、有効数字3桁で記入してください。

試料1 試料2 試料3 試料4 試料5

測定結果(μg/L)*3

定量下限値

・番号付きの設問は番号を記入してください。

・記入欄に入りきらない設問がある場合は各シート末尾の備考欄に記入してください。

・該当するものにのみ記入してください。

試験開始日時

試験機関名

試料到着日時（試料採取日時）*1 　　　　年　　　　月　　　　日　　　　時　　　　分

1.基準値の1/10　2.再現性試験から算出　3.その他

試験終了日時

担当者のトリクロロ酢酸試験経験年数（年）*2

　　　　年　　　　月　　　　日　　　　時　　　　分

　　　　年　　　　月　　　　日　　　　時　　　　分

試験結果報告書（トリクロロ酢酸）

定量下限値の濃度(μg/L)*4

設定方法
具体的に記入してください

*4 濃度単位はμg/Lで記入してください。

- 81 -



Ａ

mg/L

%

%

%

妥当性評価

分析項目

1.一斉分析を行った　2.一斉分析を行わなかった

一斉分析を行った項目を
全て記入してください

具体的に記入してください3の場合

1の場合

添加濃度(mg/L)*5

1. 水道水　2. 精製水　3. 水道水及び精製水

1. 有　2. 無

併行精度(RSD%)*5

併行精度の自由度

室内精度の自由度

1. 別表第17　溶媒抽出－誘導体化－ガスクロマトグラフ－質量分析計による一斉分析法
2. 別表第17の2　液体クロマトグラフ－質量分析計による一斉分析法
3. その他

用いた水の種類

妥当性評価実施の有無

備考欄

＜シートAの記入欄に関して、不足、不都合等がある場合は本欄に記入してください。＞

真度(%)*5

試験方法

真度の評価に用いた試料数

*5 水道水及び精製水で実施した場合は「水道水」、「精製水」の順で記入してください。

一斉分析の有無

室内精度(RSD%)*5

1の場合
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Ｂ

mg/L

3の場合

4の場合

mg/L

4の場合 具体的に記入してください

3の場合 具体的に記入してください

mg/L

2の場合

3の場合

mg/L

2の場合

4の場合 具体的に記入してください

3の場合 具体的に記入してください

具体的に記入してください

容量*1

材質*2

1. ホールピペット　2. メスピペット　3. マイクロピペット　4. その他

容量*1

材質*2

調製濃度(mg/L)

年　　　　　月　　　　　日調製年月日

*1 単位も記入してください。
*2 ガラス、ポリプロピレン等を記入してください。
*3 期限を設けていない場合は記入しないでください。

調製に使用
した計量器具

調製年月日 年　　　　　月　　　　　日

1.用時調製　2.保存して繰り返し使用

標準原液及び標準液

標準原液

年　　　　　月　　　　　日

年　　　　　月　　　　　日

年　　　　　月　　　　　日

年　　　　　月　　　　　日調製年月日

容量*1

材質*2

容量*1

材質*2

内部標準液

使用期限*3

1. メスフラスコ　2. 共栓メスシリンダー　3. その他

1. 市販標準原液(単品)　2. 市販標準原液(混合品)　3. 自己調製液　4. その他

調製に使用
した容器

1. メスフラスコ　2. 共栓メスシリンダー　3. その他

年　　　　　月　　　　　日

製品名

メーカー名

ロット番号

保証(使用)期限 年　　　　　月　　　　　日

購入年月日

年　　　　　月　　　　　日

1,2の場合

濃度(mg/L)

製品名

メーカー名

ロット番号

保証(使用)期限

購入年月日

調製年月日

具体的に記入してください

標準液

調製に使用
した計量器具

調製に使用
した容器

内部
標準原液

1の場合

濃度(mg/L)

調製濃度(mg/L)

1. 市販標準原液　2. 自己調製液　3. その他

1. ホールピペット　2. メスピペット　3. マイクロピペット　4. その他
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Ｂ

標準液1

標準液2

標準液3

標準液4

標準液5

標準液6

標準液7

3の場合

製品名

*7 メスフラスコ、共栓メスシリンダー等を記入し、その容量及び単位を記入してください。
*8 単位も記入してください。
*9 ホールピペット、マイクロシリンジ等を記入し、その容量及び単位を記入してください。

購入年月日

装置名

メーカー名

ロット番号

1.市販精製水　2.精製水製造装置使用　3.その他

保証(使用)期限 年　　　　　月　　　　　日

年　　　　　月　　　　　日

メーカー名

使用した容器の種類及び容量*7 標準液添加量*8 標準液添加に使用した

器具の種類及び容量*9

検量線用標準液

備考欄

＜シートBの記入欄に関して、不足、不都合等がある場合は本欄に記入してください。＞

検量線用

標準液*6

*6 トリクロロ酢酸の検量線作成に使用した標準液のみ記入してください。

精製水

精製水

1の場合

2の場合

内容を具体的に記入してください
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Ｃ1

mL

mL

g

mL

min

1の場合 min

1の場合 g

1の場合 min

mL

μL

μL

min

℃

min

1の場合 min

別表第17 溶媒抽出－誘導体化－ガスクロマトグラフ－質量分析計による一斉分析法*1

*1 試験方法が溶媒抽出－誘導体化－ガスクロマトグラフ－質量分析計による一斉分析法の場合のみ記入してください。

前処理及び測定方法

添加後のpH値確認の有無　1.有 2.無

硫酸(1＋1)

前処理

添加後の設定pH値

使用量

添加量(μL)

塩化ナトリウム
添加量(g)

添加後の混合の有無　1.有 2.無

分取量(mL)

処理後の
静置時間 時間(min)

内部標準液
添加量(μL)

計量器具の種類と容量*2

振とう後の静
置時間

1.決めている　2.決めていない

使用量(g)

脱水の
時間 時間(min)

ジアゾメタン溶液

時間(min)

計量器具の種類と容量*2

振とう時間(min)

1.決めている　2.決めていない

1.決めている　2.決めていない

試料の分取
1試料あたりの分取量(mL)

計量器具の種類と容量*2

添加量(mL)

計量器具の種類と容量*2

添加後の混合の有無　1.有 2.無

計量器具の種類と容量*2

無水硫酸ナトリウム

脱水処理後の
試料

計量器具の種類と容量*2

反応時間(min)

加熱処理
温度(℃)

時間(min)

1.決めている　2.決めていない

tert-ブチル-メチルエーテル

使用量(mL)
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Ｃ1

3の場合

定量用 m/z

確認用 m/z

定量用 m/z

確認用 m/z

μL

mL/min

℃

℃

mm

m

μm

1.四重極型　2.イオントラップ型　3.その他*3

*3 3.その他の場合は、具体的に本シート末尾の備考欄へ記入してください。

使用機器

質量分析計

メーカー名

       年　　　　月　　　　日

メーカー名

ガスクロマト
グラフ

型式

購入年月日        年　　　　月　　　　日

試料注入量(μL)

メーカー名

型式

内径（mm）

長さ（m）

フラグメントイオンの質量数
(m/z)

トリクロロ酢酸

1,2,3-トリクロロプロパン

1.内部標準法　2.絶対検量線法　3.その他定量
計算法 具体的に記入してください

       年　　　　月　　　　日

分離カラムの昇温条件
例；40℃(1分保持)→3℃/minで上昇→230℃

キャリアガス流量(mL/min)

試料導入部の温度(℃)

イオン源温度(℃)

ピークの読み取り方 1. ピーク高さ　2. ピーク面積

メチルアルコール

N-メチル-N'-ニトロ-N-ニトロソグアニジン

*2 ホールピペット、メスピペット等を記入し、その容量と単位を記入してください。

使用開始年月日

試薬

定量方法

型式

購入年月日

分離カラム

試薬

硫酸*6

グレード*4 容量*5

硫酸(1＋1)*6

膜厚（μm）

水酸化ナトリウム*7

*5 単位も記入してください。
*6,*7 何れか使用した方に記入してください。

*4 特級、水質試験用等を記入してください。

水酸化ナトリウム溶液(20w/v%)*7

塩化ナトリウム

tert-ブチル-メチルエーテル

無水硫酸ナトリウム
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Ｃ1

1の場合

g

mL

mL

mL水酸化ナトリウム溶液
(20w/v%)

使用量(mL)

使用した計量器具の種類と容量*9

型式

調製に使用した
ジアゾメタン生成装置

＜シートＣ1の記入欄に関して、不足、不都合等がある場合は本欄に記入してください。＞

1.用時調製　2.保存して繰り返し使用

試薬調製

2の場合

2の場合

年　　　　　月　　　　　日
水酸化ナトリウム溶液

（20w/v%）

ジアゾメタン
溶液

自己調製の場合は使用した器具とその容量が
わかるように調製方法を記入してください

調製年月日

1.用時調製　2.保存して繰り返し使用

使用期限*82の場合

自己調製の場合は使用した器具とその容量が
わかるように調製方法を記入してください

調製年月日

1.用時調製　2.保存して繰り返し使用

使用期限*8

N-メチル-N'-ニトロ-N-ニトロソグアニジン(g)

調製時の冷却の有無
1.行った　2.行っていない

具体的に記入してください

tert-ブチル-メチルエーテル
使用した計量器具の種類と容量*9

使用量(mL)

使用期限*8

メーカー名

年　　　　　月　　　　　日

硫酸（1+1）

備考欄

年　　　　　月　　　　　日

使用量(mL)

使用した計量器具の種類と容量*9
精製水

調製年月日

*8 期限を設けていない場合は記入しないでください。
*9 ホールピペット、駒込ピペット、マイクロシリンジ等を記入し、その容量と単位を記入してください。

年　　　　　月　　　　　日

年　　　　　月　　　　　日

年　　　　　月　　　　　日
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Ｃ2

mL

1の場合

μL

1の場合 mL/min

mL

mL

3の場合

mL/min

μL

℃

3の場合

定量用 m/z

確認用 m/z

定量用 m/z

確認用 m/z

L/hr

℃

V

A液とB液の混合条件等
例；A:B=95:5(0分)→5:95(30分-40分)→95:5(41分-70分)

1.選択イオン測定(SIM)　2.選択反応測定(SRM)　3.その他

流速(mL/min)

1.グラジエント法　2.アイソクラティック法

B液の名称・濃度

1.LC/MS　2.LC/MS/MS

1. ピーク高さ　2. ピーク面積

具体的に記入してください

別表第17の2　液体クロマトグラフ－質量分析計による一斉分析法*1

前処理及び測定方法

*1 試験方法が液体クロマトグラフ－質量分析計による一斉分析法の場合のみ記入してください。

試料注入量(μL)

移動相

A液の名称・濃度

定量
計算法

1.内部標準法　2.絶対検量線法　3.その他

具体的に記入してください

使用した器具
*3

流速(mL/min)

検出機器

ピークの読み取り方

検出方法

前処理の有無 1.行った　2.行わなかった

1.決めている　2.決めていない

定量方法

脱溶媒ガス流量(L/hr)

カラムオーブン温度(℃)

脱溶媒温度(℃)

コーン電圧(V)

流速
通水方法

固相カラム
型式

前処理
*3

メーカー名

コンディショニング
例；○○(試薬名)△△mLを□□mL/minで××分

試料への
試薬の添加の

有無

1.行った　2.行わなかった

1の場合
使用した試薬名

使用量(μL)

試料の分取

初流廃液量(mL)

測定バイアルへの分取量(mL)

1試料あたりの分取量(mL)

計量器具の種類と容量
*2

1.行った　2.行わなかった
陰イオンの確認

確認方法を具体的に記入してください

モニターイオンの質量数

(m/z)*4

トリクロロ酢酸

内部標準物質
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Ｃ2

mm

mm

μm

*7 単位も記入してください。

メーカー名

試薬

試薬名 グレード
*6

容量
*7

ぎ酸

メチルアルコール

*4 MS/MSの場合は、○○＞△△として各イオンを記入してください。

メーカー名

使用開始年月日        年　　　　月　　　　日

充填剤の種類

長さ(mm)

粒子径(μm)

型式

内径(mm)

使用機器

液体クロマト
グラフ

質量分析計

メーカー名

型式

購入年月日        年　　　　月　　　　日

1.四重極型　2.イオントラップ型　3.その他*5

分離カラム

型式

購入年月日        年　　　　月　　　　日

*5 3.その他の場合は、具体的に本シート末尾の備考欄へ記入してください。

*2 ホールピペット、メスピペット、メスシリンダー等を記入し、その容量と単位を記入してください。
*3 吸引マニホールド、シリンジ、固相抽出装置等を記入し、装置の場合はメーカー名や型番など具体的に備考欄へ記入してください。

*6 特級、水質試験用等を記入してください。

試薬

*5 記載のない試薬を使用している場合は本シート末尾の備考欄に記入してください。
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Ｃ2

B液

自己調製の場合は使用した器具とその容量が
わかるように調製方法を記入してください

調製年月日 年　　　　　月　　　　　日

1.用時調製　2.保存して繰り返し使用

2の場合 使用期限
*9 年　　　　　月　　　　　日

試薬調製

A液

自己調製の場合は使用した器具とその容量が
わかるように調製方法を記入してください

調製年月日 年　　　　　月　　　　　日

1.用時調製　2.保存して繰り返し使用

*8 記載のない試薬を調製している場合は本シート末尾の備考欄に記入してください。
*9 期限を設けていない場合は記入しないでください。

＜シートＣ2の記入欄に関して、不足、不都合等がある場合は本欄に記入してください。＞

2の場合 使用期限
*9 年　　　　　月　　　　　日

試薬名*8

備考欄
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Ｄ

検量線 ×　ｘ　＋ 直線性 ｒ 2 =

強度比*4

標準液1 μg/L

標準液2 μg/L

標準液3 μg/L

標準液4 μg/L

標準液5 μg/L

標準液6 μg/L

標準液7 μg/L

強度比*6

試料1

試料2

試料3

試料4

試料5

空試験 μg/L

検量線データ*1,*2

＜シートＤの記入欄に関して、不足、不都合等がある場合は本欄に記入してください。＞

*1 トリクロロ酢酸の検量線作成に使用した標準液のみ記入してください。

濃度(μg/L)*3 トリクロロ酢酸の
ピーク高さまたは面積

内部標準の

ピーク高さまたは面積*4

濃度(μg/L)*5 トリクロロ酢酸の
ピーク高さまたは面積

内部標準の

ピーク高さまたは面積*6

*2 標準液数が8以上の場合は、検量線データについてのみ、別のエクセルファイルで表を作成してください。

ｙ=

*4 内部標準法を用いた場合のみ記入してください。

試料測定データ

備考欄

*6 内部標準法を用いた場合のみ記入してください。

*3 濃度単位はμg/Lで記入してください。

*5 濃度単位はμg/Lで記入してください。
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Ｅ

試験上の留意点、問題点及び試験操作のノウハウ等を記入してください。

本精度管理に関する御意見を記入してください（今後の参考にいたします）。

　今回提出していただいた精度管理結果は、解析して今後の検査精度向上のための資料として活用させていただきます。その
場合、解析結果はホームページや学会等で公表されますが、機関名等個別の情報が公開されることはありません。
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付録１ 水質基準に関する省令の規定に基づき厚生労働大臣が定める方法（抜粋） 

 

別表第 17  

溶媒抽出―誘導体化―ガスクロマトグラフ―質量分析計による一斉分析法  

ここで対象とする項目は、クロロ酢酸、ジクロロ酢酸及びトリクロロ酢酸

である。  

１ 試薬  

(1) 精製水  

測定対象成分を含まないもの  

(2) アスコルビン酸ナトリウム  

(3) 硫酸（１＋１）  

(4) 塩化ナトリウム  

測定対象成分を含まないもの  

(5) 水酸化ナトリウム溶液（20ｗ／ｖ％）  

(6) tert―ブチル―メチルエーテル  

測定対象成分を含まないもの  

(7) 無水硫酸ナトリウム  

測定対象成分を含まないもの  

(8) メチルアルコール  

測定対象成分を含まないもの  

(9) ジアゾメタン溶液  

ジアゾメタン生成装置を用い、Ｎ―メチル―Ｎ'―ニトロ―Ｎ―ニトロソ 

グアニジン 0.1～0.2ｇに精製水 0.5ml 及び水酸化ナトリウム溶液（20ｗ／ 

ｖ％）0.6ml を加え、発生したジアゾメタンを氷冷した tert―ブチル―メチ 

ルエーテル３ml に黄色を呈するまで捕集し、この tert―ブチル―メチルエ 

ーテル層をジアゾメタン溶液とする。  

この溶液は、使用時に調製する。  

なお、この操作は必ずドラフト内で行う。  

(10) 内部標準原液  

１，２，３―トリクロロプロパン 0.100ｇを tert―ブチル―メチルエー 

テルに溶かして 10ml としたもの  

この溶液１ml は、１，２，３―トリクロロプロパン 10mg を含む。  

この溶液は、調製後直ちにねじ口バイアルに入れて冷凍保存する。  

(11) 内部標準液  

内部標準原液を tert―ブチル―メチルエーテルで 2000 倍に薄めたもの  

この溶液１ml は、１，２，３―トリクロロプロパン 0.005mg を含む。  

この溶液は、使用の都度調製する。  

(12) クロロ酢酸標準原液、ジクロロ酢酸標準原液及びトリクロロ酢酸標準原 液 

クロロ酢酸、ジクロロ酢酸及びトリクロロ酢酸のそれぞれ 0.100ｇを別々 

のメスフラスコに採り、tert―ブチル―メチルエーテル又はメチルアルコ 

ールを加えて 100ml としたもの  

これらの溶液１ml は、クロロ酢酸、ジクロロ酢酸及びトリクロロ酢酸を 

それぞれ１mg 含む。  

これらの溶液は、調製後直ちに 10ml ずつをねじ口バイアルに入れて冷凍 

保存する。  

(13) ハロ酢酸混合標準液  

クロロ酢酸標準原液、ジクロロ酢酸標準原液及びトリクロロ酢酸標準原

液のそれぞれ１ml ずつをメスフラスコに採り、メチルアルコールを加えて

全量を 100ml としたもの  
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この溶液１ml は、クロロ酢酸、ジクロロ酢酸及びトリクロロ酢酸をそれ 

ぞれ 0.01mg 含む。  

この溶液は、使用の都度調製する。  

２ 器具及び装置  

(1) ねじ口瓶  

別表第 14 の２(1)の例による。  

(2) ねじ口バイアル  

容量 10ml のもので、ポリテトラフルオロエチレン張りのキャップをしたもの 

(3) ジアゾメタン生成装置  

(4) バイアル  

(5) ガスクロマトグラフ―質量分析計  

ア 試料導入部  

試料導入方式に応じて最適温度が設定できるもの  

イ 分離カラム  

内径 0.20～0.53mm、長さ 25～30ｍの溶融シリカ製のキャピラリーカラ 

ムで、内面に 100％ジメチルポリシロキサンを 0.10～0.30μ m の厚さに被

覆したもの又はこれと同等以上の分離性能を有するもの  

ウ 分離カラムの温度  

対象物質の最適分離条件に設定できるもの  

例えば、50℃を 12 分間保持し、毎分 10℃の速度で上昇させ、150℃を 

２分間保持できるもの  

エ 検出器  

別表第 14 の２(4)ウの例による。  

オ イオン化電圧  

別表第 14 の２(4)エの例による。  

カ キャリアーガス  

別表第 14 の２(4)オの例による。  

３ 試料の採取及び保存  

試料は、精製水で洗浄したねじ口瓶に泡立てないように採水し、満水にし 

て直ちに密栓し、速やかに試験する。速やかに試験できない場合は、冷蔵保

存し、72 時間以内に試験する。  

なお、残留塩素が含まれている場合には、アスコルビン酸ナトリウムを 

0.01～0.02ｇ加える。  

４ 試験操作  

(1) 前処理  

検水 50ml（検水に含まれるそれぞれの対象物質の濃度が 0.1mg／Ｌを超え 

る場合には、0.001～ 0.1mg／Ｌとなるように精製水を加えて 50ml に調製し 

たもの）を採り、硫酸（１＋１）を用いて pH 値を 0.5 以下とし、塩化ナト 

リウム 20ｇを加えて振り混ぜる。これに tert―ブチル―メチルエーテル４ 

ml を加えて２分間振り混ぜ、静置後、tert―ブチル―メチルエーテル層を 

分取する。次に、無水硫酸ナトリウムを加え、この tert―ブチル―メチル 

エーテル溶液１ml をバイアルに採り、これに内部標準液 20μl を加えた後、 

ジアゾメタン溶液 0.1ml を加え、直ちに栓をする。次いで、30～60 分間静 

置後、この溶液を 30～40℃で 30 分程度加温し、これを試験溶液とする。  

(2) 分析  

上記(1)で得られた試験溶液の一定量をガスクロマトグラフ―質量分析計 

に注入し、表１に示す対象物質と内部標準物質とのフラグメントイオンのピ 

ーク高さ又はピーク面積の比を求め、下記５により作成した検量線から試験 

溶液中のそれぞれの対象物質の濃度を求め、検水中のそれぞれの対象物質の 
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濃度を算定する。  

表１ フラグメントイオン 

対象物質 フラグメントイオン（ｍ／ｚ） 

クロロ酢酸 77、108 

ジクロロ酢酸 83、 85 

トリクロロ酢酸 117、119 

１，２，３―トリクロロプロパン ※ 75、110 

※印は内部標準物質である。 
５ 検量線の作成  

ハロ酢酸混合標準液を段階的にメスフラスコ４個以上に採り、それぞれに 

精製水を加えて 50ml とする。この場合、調製した溶液のそれぞれの対象物質 

の濃度は、上記４(1)に示す検水の濃度範囲を超えてはならない。以下上記４ 

(1)及び(2)と同様に操作して、対象物質と内部標準物質とのフラグメントイ 

オンのピーク高さ又はピーク面積の比を求め、対象物質の濃度との関係を求

める。  

６ 空試験  

精製水 50ml を採り、以下上記４(1)及び(2)と同様に操作してそれぞれの対

象物質の濃度を求め、上記４(1)に示す検水の濃度範囲の下限値を下回ること

を確認する。  

求められた濃度が当該濃度範囲の下限値以上の場合は、是正処置を講じた

上で上記４(1)及び(2)と同様の操作を再び行い、求められた濃度が当該濃度

範囲の下限値を下回るまで操作を繰り返す。  

７ 連続試験を実施する場合の措置  

オートサンプラーを用いて 10 以上の試料の試験を連続的に実施する場合

には、以下に掲げる措置を講ずる。  

(1) おおむね 10 の試料ごとの試験終了後及び全ての試料の試験終了後に、上 

記５で調製した溶液の濃度のうち最も高いものから最も低いものまでの 

間の一定の濃度（以下この７において「調製濃度」という。）に調製した溶 

液について、上記４(1)及び(2)に示す操作により試験を行い、算定された濃 

度と調製濃度との差を求める。  

(2) 上記(1)により求められた差が調製濃度の±20％の範囲を超えた場合には、 

是正処置を講じた上で上記(1)で行った試験の前に試験を行ったおおむね 

10 の試料及びそれらの後に試験を行った全ての試料について再び分析を行 

う。その結果、上記(1)により求められた差が再び調製濃度の±20％の範囲 

を超えた場合には、上記４及び５の操作により試験し直す。  

 

別表第 17 の２  

液体クロマトグラフ―質量分析計による一斉分析法  

ここで対象とする項目は、クロロ酢酸、ジクロロ酢酸及びトリクロロ酢酸

である。  

１ 試薬  

(1) 精製水  

測定対象成分を含まないもの 

(2) アスコルビン酸ナトリウム  

(3) tert―ブチル―メチルエーテル  

別表第 17 の１(6)の例による。  

(4) メチルアルコール  

別表第 17 の１(8)の例による。  

(5) ぎ酸（0.2ｖ／ｖ％）  
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(6) クロロ酢酸標準原液、ジクロロ酢酸標準原液及びトリクロロ酢酸標準原 液  

別表第 17 の１(12)の例による。  

(7) ハロ酢酸混合標準液  

別表第 17 の１(13)の例による。  

２ 器具及び装置  

(1) ねじ口瓶  

別表第 14 の２(1)の例による。  

(2) ねじ口バイアル  

別表第 17 の２(2)の例による。  

(3) クリーンアップ用固相カラム  

通水方向から順にバリウム型陽イオン交換基を結合した充填剤を詰めた 

もの、銀型陽イオン交換基を結合した充填剤を詰めたもの及び水素型陽イオ 

ン交換基を結合した充填剤を詰めたものを連結したもの又はこれと同等以 

上の妨害物質除去性能を有するもの  

(4) 液体クロマトグラフ―質量分析計  

ア 分離カラム  

内径 4.6mm、長さ 15cm のステンレス管に、オクタデシルシリル基を化 

学結合した粒径が３μm のシリカゲルを充填したもの又はこれと同等以 

上の分離性能を有するもの  

イ 移動相  

最適条件に調製したもの  

例えば、Ａ液はメチルアルコール、Ｂ液はぎ酸（0.2ｖ／ｖ％）のもの  

ウ 移動相流量  

対象物質の最適分離条件に設定できるもの  

例えば、毎分 0.2ml の流量で、Ａ液とＢ液の混合比が５：95 のものを、 

Ａ液の割合を毎分 2.5 ポイントずつ上昇させて 100％にできるもの  

エ 検出器  

次のいずれかに該当するもの  

① 選択イオン測定（ＳＩＭ）又はこれと同等以上の性能を有するもの  

② 選択反応測定（ＳＲＭ）又はこれと同等以上の性能を有するもの  

オ モニターイオンを得るための電圧  

上記エ①に該当する検出器を用いる場合にあっては、エレクトロスプ 

レーイオン化法（ＥＳＩ法）（負イオン測定モード）で、最適条件に設 

定できる電圧  

上記エ②に該当する検出器を用いる場合にあっては、ＥＳＩ法（負イ 

オン測定モード）により得られたプリカーサイオンを開裂させてプロダ 

クトイオンを得る方法で、最適条件に設定できる電圧  

３ 試料の採取及び保存  

別表第 17 の３の例による。  

４ 試験操作  

(1) 前処理  

検水（検水に含まれるそれぞれの対象物質の濃度が0.2mg／Ｌを 

超える場合には、0.002～0.2mg／Ｌとなるように精製水を加えて調 

製したもの）を試験溶液とする。ただし、検水中に高濃度の陰イオン類が含 

まれる場合には、必要に応じて検水をクリーンアップ用固相カラムに通し、これを試 

験溶液とする。  

(2) 分析  

上記(1)で得られた試験溶液の一定量を液体クロマトグラフ―質量分析計に注入し、 
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表１に示すそれぞれの対象物質のモニターイオンのピーク高さ又はピーク面積を求め、 

下記５により作成した検量線から試験溶液中のそれぞれの対象物質の濃度を求め、検 

水中のそれぞれの対象物質の濃度を算定する。  

表１ モニターイオンの例  

検出器 

 

対象物質  

２(4)エ①に該当

する検出器  

２(4)エ②に該当する検出器  

モニターイオン

（ｍ／ｚ） 

プリカーサイオン

（ｍ／ｚ） 

プロダクトイオン

※（ｍ／ｚ） 

クロロ酢酸  93、139  93、139  35  

ジクロロ酢酸  127、173  127、173  83  

トリクロロ酢酸  161、207  161、207  117  

※プロダクトイオンをモニターイオンとする。  

５ 検量線の作成  

ハロ酢酸混合標準液を段階的にメスフラスコ４個以上に採り、それぞれに精製水を加

えて10mlとする。この場合、調製した溶液のそれぞれの対象物質の濃度は、上記４(1)

に示す検水の濃度範囲を超えてはならない。以下上記４(2)と同様に操作して、それぞ

れの対象物質のモニターイオンのピーク高さ又はピーク面積を求め、それぞれの対象物

質の濃度との関係を求める。 

６ 空試験  

精製水を一定量採り、以下上記４(1)及び(2)と同様に操作してそれぞれの対象物質の 

濃度を求め、上記４(1)に示す検水の濃度範囲の下限値を下回ることを確認する。  

求められた濃度が当該濃度範囲の下限値以上の場合は、是正処置を講じた上で上記４ 

(1)及び(2)と同様の操作を再び行い、求められた濃度が当該濃度範囲の下限値を下回る 

まで操作を繰り返す。  

７ 連続試験を実施する場合の措置  

オートサンプラーを用いて10以上の試料の試験を連続的に実施する場合には、以下に

掲げる措置を講ずる。  

(1) おおむね10の試料ごとの試験終了後及び全ての試料の試験終了後に、上記５で調製

した溶液の濃度のうち最も高いものから最も低いものまでの間の一定の濃度（以下こ 

の７において「調製濃度」という。）に調製した溶液について、上記４(2)に示す操作

により試験を行い、算定された濃度と調製濃度との差を求める。  

(2) 上記(1)により求められた差が調製濃度の±20％の範囲を超えた場合には、是正処置

を講じた上で上記(1)で行った試験の前に試験を行ったおおむね10の試料及びそれらの

後に試験を行った全ての試料について再び分析を行う。その結果、上記(1)により求め

られた差が再び調製濃度の±20％の範囲を超えた場合には、上記４及び５の操作により

試験し直す。 

 

別表第 18  

イオンクロマトグラフ―ポストカラム吸光光度法  

ここで対象とする項目は、臭素酸である。  

１ 試薬  

(1) 精製水 

測定対象成分を含まないもの  

(2) 溶離液  

測定対象成分が分離できるもの  

(3) 硫酸（１mol／Ｌ）  

- 97 -



精密分析用のもの又はこれと同等以上のもの  

(4) 臭化カリウム―硫酸溶液  

臭化カリウム 178.5ｇを硫酸（１mol／Ｌ）に溶かして１Ｌとしたもの  

(5) 亜硝酸ナトリウム溶液  

亜硝酸ナトリウム 8.28ｇを精製水 100ml に溶かした溶液１ml に精製水を 

加えて１Ｌとしたもの  

(6) 臭素酸標準原液  

臭素酸カリウム 2.61ｇを精製水に溶かして１Ｌとしたもの  

この溶液１ml は、臭素酸２mg を含む。  

この溶液は、冷暗所に保存する。  

(7) 臭素酸標準液  

臭素酸標準原液１ml に精製水を加えて１Ｌとした溶液１ml に精製水を加 

えて 100ml としたもの  

この溶液１ml は、臭素酸 0.00002mg を含む。  

この溶液は、使用の都度調製する。  

２ 器具及び装置  

(1) メンブランフィルターろ過装置  

別表第 12 の２(1)の例による。  

(2) イオンクロマトグラフ  

ア 分離カラム  

内径２～８mm、長さ５～25cm のもので、陰イオン交換基を被覆したポ 

リマー系充填剤を充填したもの又はこれと同等以上の分離性能を有する 

もの  

イ 反応部  

分離カラムで分離された液と２つの反応試薬が別々に混合できるもの 

で、反応温度等が対象物質の最適反応条件に設定できるもの  

例えば、亜硝酸ナトリウム溶液を毎分 0.2ml の流量で注入した後、臭化カ 

リウム―硫酸溶液を毎分 0.4ml の流量で注入して 40℃で反応させること 

ができるもの  

ウ 検出器  

紫外部吸収検出器で、波長 268nm に設定したもの  

３ 試料の採取及び保存  

試料は、精製水で洗浄したガラス瓶又はポリエチレン瓶に採取し、速やか 

に試験する。速やかに試験できない場合は、冷暗所に保存し、２週間以内に

試験する。  

４ 試験操作  

(1) 前処理  

検水（検水に含まれる臭素酸の濃度が 0.02mg／Ｌを超える場合には、 

0.001～0.02mg／Ｌとなるように精製水を加えて調製したもの）をメンブラ 

ンフィルターろ過装置でろ過し、初めのろ液約 10ml を捨て、次のろ液を試 

験溶液とする。  

(2) 分析  

上記(1)で得られた試験溶液の一定量をイオンクロマトグラフに注入し、 

臭素酸のピーク高さ又はピーク面積を求め、下記５により作成した検量線か 

ら試験溶液中の臭素酸の濃度を求め、検水中の臭素酸の濃度を算定する。  

５ 検量線の作成  

臭素酸標準液を段階的にメスフラスコ４個以上に採り、それぞれに精製水

を加えて 100ml とする。この場合、調製した溶液の臭素酸の濃度は、上記４
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(1)に示す検水の濃度範囲を超えてはならない。以下上記４(2)と同様に操作

して、臭素酸の濃度とピーク高さ又はピーク面積との関係を求める。  

６ 空試験  

精製水を一定量採り、以下上記４(1)及び(2)と同様に操作して臭素酸の濃

度を求め、上記４(1)に示す検水の濃度範囲の下限値を下回ることを確認する。  

求められた濃度が当該濃度範囲の下限値以上の場合は、是正処置を講じた

上で上記４(1)及び(2)と同様の操作を再び行い、求められた濃度が当該濃度

範囲の下限値を下回るまで操作を繰り返す。  

７ 連続試験を実施する場合の措置  

オートサンプラーを用いて 10 以上の試料の試験を連続的に実施する場合 

には、以下に掲げる措置を講ずる。  

(1) おおむね 10 の試料ごとの試験終了後及び全ての試料の試験終了後に、上 

記５で調製した溶液の濃度のうち最も高いものから最も低いものまでの間

の一定の濃度（以下この７において「調製濃度」という。）に調製した溶液

について、上記４(2)に示す操作により試験を行い、算定された濃度と調製

濃度との差を求める。  

(2) 上記(1)により求められた差が調製濃度の±10％の範囲を超えた場合には、 

是正処置を講じた上で上記(1)で行った試験の前に試験を行ったおおむね 

10 の試料及びそれらの後に試験を行った全ての試料について再び分析を行 

う。その結果、上記(1)により求められた差が再び調製濃度の±10％の範囲 

を超えた場合には、上記４及び５の操作により試験し直す。 
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付録２

水質基準に関する省令 　（平成１５年５月３０日　厚生労働省令第１０１号）

一部改正（平成19年11月14日厚生労働省令第135号、平成20年4月1日施行）

一部改正（平成20年12月22日厚生労働省令第174号、平成21年4月1日施行）

一部改正（平成22年2月17日厚生労働省令第18号、平成22年4月1日施行）

一部改正（平成23年1月28日厚生労働省令第11号、平成23年4月1日施行）

一部改正（平成26年2月28日厚生労働省令第15号、平成26年4月1日施行）

一部改正（平成27年3月25日厚生労働省令第29号、平成27年4月1日施行）

◎　健康に関連する項目（31項目）

No. No. 項　目　名

1 一般細菌 　100集落数  /ml以下 17 ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ 0.02 ㎎/l以下

2 大腸菌 18 ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ 0.01 ㎎/l以下

3 ｶﾄﾞﾐｳﾑ及びその化合物 0.003 ㎎/l以下 19 ﾄﾘｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ 0.01 ㎎/l以下

4 水銀及びその化合物 0.0005 ㎎/l以下 20 ベンゼン 0.01 ㎎/l以下

5 ｾﾚﾝ及びその化合物 0.01 ㎎/l以下 21 塩素酸 0.6 ㎎/l以下

6 鉛及びその化合物 0.01 ㎎/l以下 22 ｸﾛﾛ酢酸 0.02 ㎎/l以下

7 ﾋ素及びその化合物 0.01 ㎎/l以下 23 ｸﾛﾛﾎﾙﾑ 0.06 ㎎/l以下

8 六価ｸﾛﾑ化合物 0.05 ㎎/l以下 24 ｼﾞｸﾛﾛ酢酸 0.03 ㎎/l以下

9 亜硝酸態窒素 0.04 ㎎/l以下 25 ｼﾞﾌﾞﾛﾓｸﾛﾛﾒﾀﾝ 0.1 ㎎/l以下

10 ｼｱﾝ化物ｲｵﾝ及び塩化ｼｱﾝ 0.01 ㎎/l以下 26 臭素酸 0.01 ㎎/l以下

11 硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素 10 ㎎/l以下 27 総ﾄﾘﾊﾛﾒﾀﾝ 0.1 ㎎/l以下

12 ﾌｯ素及びその化合物 0.8 ㎎/l以下 28 ﾄﾘｸﾛﾛ酢酸 0.03 ㎎/l以下

13 ﾎｳ素及びその化合物 1.0 ㎎/l以下 29 ﾌﾞﾛﾓｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ 0.03 ㎎/l以下

14 四塩化炭素 0.002 ㎎/l以下 30 ﾌﾞﾛﾓﾎﾙﾑ 0.09 ㎎/l以下

15 1,4-ｼﾞｵｷｻﾝ 0.05 ㎎/l以下 31 ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ 0.08 ㎎/l以下

16
ｼｽ-1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ及びトランス-1,2-ｼﾞｸﾛ
ﾛｴﾁﾚﾝ 0.04 ㎎/l以下

◎　水道水が有すべき性状に関連する項目（２０項目）

No. 項　目　名 No. 項　目　名

32 亜鉛及びその化合物 1.0 ㎎/l以下 42 ｼﾞｪｵｽﾐﾝ 0.00001 ㎎/l以下

33 ｱﾙﾐﾆｳﾑ及びその化合物 0.2 ㎎/l以下 43 2-ﾒﾁﾙｲｿﾎﾞﾙﾈｵｰﾙ 0.00001 ㎎/l以下

34 鉄及びその化合物 0.3 ㎎/l以下 44 非イオン界面活性剤 0.02 ㎎/l以下

35 銅及びその化合物 1.0 ㎎/l以下 45 ﾌｪﾉｰﾙ類 0.005 ㎎/l以下

36 ﾅﾄﾘｳﾑ及びその化合物 200 ㎎/l以下 46 有機物（全有機炭素（TOC））の量 3 ㎎/l以下

37 ﾏﾝｶﾞﾝ及びその化合物 0.05 ㎎/l以下 47 ｐＨ値

38 塩化物ｲｵﾝ 200 ㎎/l以下 48 味

39 ｶﾙｼｳﾑ・ﾏｸﾞﾈｼｳﾑ等（硬度） 300 ㎎/l以下 49 臭気

40 蒸発残留物 500 ㎎/l以下 50 色度

41 陰ｲｵﾝ界面活性剤 0.2 ㎎/l以下 51 濁度

基　準　値基　準　値

検出されないこと

基　準　値

水道水の水質基準

２度以下

基　準　値

5.8以上8.6以下

異常でないこと

異常でないこと

５度以下
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付録３

データ解析で用いた記号及び用語

１．記号

：標本の大きさn

：標本の特性値x

個々の値は , , ,・・・ と書く。x x x x１ ２ ３ ｎ

：標本の平均値x

：測定値の最大値x ｍａｘ

：測定値の最小値x ｍｉｎ

：範囲R

：平方和S

：不偏分散V

：標本の標準偏差s

α：有意水準あるいは危険率

：自由度φ

：帰無仮説H ０

：対立仮説H １

： 分布の値F F

：標本から計算した の値F F０

： 分布の値t t

：標本から計算した の値t t０

1：データの第１四分位数Q

2：データの第２四分位数（中央値）Q

3：データの第３四分位数Q

２．用語

(1) 平行試験：試験において、人・日時・装置が全て同じ場合の測定。

(2) 有意水準(危険率)：仮説が真であるにもかかわらず、これを棄てるという誤り

をおかすことがある。この誤りを第１種の誤りという。第１種の誤りをおかす確

率である。

(3) の棄却検定：飛び離れた疑わしい値の処理方法のひとつ。飛び離れたGrubbs

値は存在しないという帰無仮説 を検定する。検定しようとする 又はH x０ ｍｉｎ

に対し、下式から検定統計量 を算出する。x pｍａｘ G

算出した の値と、 の検定の棄却限界値表から読みとった ( , )のG Gp Grubbs ｎ α

Gp=
x - xm in

s 又は Gp=
xm ax- x

s

- 101 -



値を比べて、 ＞ ( , )あれば、有意水準αで が棄却され、 又はG Gp H xｎ α ０ ｍｉｎ

が統計的に異常に離れていると判断する。x ｍａｘ

(4) 平均値：サンプルの特性値 の平均値x

(5) 範囲：測定値の最大値と最小値との差。

(6) 平方和：各特性値と平均値との差の二乗和。

(7) 不偏分散：平方和をその自由度（この場合 1）で割ったもの。n

(8) 標準偏差：不偏分散の平方根

(9) 変動係数：標準偏差を平均値で割ったもので、単位に関係のない測度。平均値

を単位として相対的なバラツキの大きさを表す。相対標準偏差とも言う。
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(10) 95 信頼区間：危険率５ で母集団の平均値μの範囲を示したもの。% %

(11) 度数分布：

①測定値の中に同じ値が繰り返し現われる場合、各値の出現度数を並べたも

の。

②測定値の存在する範囲をいくつかの区間に分けた場合、各区間に属する測

定値の出現度数を並べたもの。度数分布は度数表、ヒストグラムなどで表

わされる。

(12) ヒストグラム：度数分布を，各区間を底辺とし、出現度数に比例する面積をも

つ柱(長方形)を並べた図で表わしたもの。例えば，日本人全体の体重のヒストグ

ラム作ると、正規分布形になる。

(13) 正規分布：下図に示したように左右対称で、確率密度関数 ( )をもつ分布。f x

π 円周率、 自然対数の底、σ 母標準偏差、μ 母平均; ; ; ;e
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(14) 散布図：２変数 、 を横軸と縦軸にそれぞれ目盛り、対応する測定値を打点x y

して作られる図。

(15) 検定：２群が等しい分散であるかどうかを検定する方法で、２群とも正規F

分布に従う場合に適用する。２群の母分散は等しいという帰無仮説 を検定H ０

する。２群の各不偏分散 、 （ ＞ ならば、大きい を分子とする）V V V V VＡ Ｂ Ａ Ｂ Ａ

の比 を求め、F ０

算出した の値と 分布表から読み取った ( , )の値を比べてF F F０ υ１ υ２ α／２;

＞ ( , )であれば有意水準αで が棄却される。この場合のF F H０ υ１ υ２ α／２ ０;

自由度υ －１、υ －１である。 表を引くときの確率は、有１ Ａ ２ Ｂ=n =n F

意水準αの1 2であることに注意する。/

(16) の 検定：２群の平均値に差があるかないかを検定する方法で、２群Student t

がそれぞれ正規分布に従い、分散がほぼ等しいと仮定できる場合に適用する。

２群の平均値には差がないという帰無仮説 を検定する。下式より を算出H t０ ０

し、

算出した の値と、 の 分布表から読み取った ( , )の値を比べてt t t０ φ αStudent

> ( , )であれば、有意水準αで が棄却される。この場合の自由度φはt t H０ φ α ０

φ ＋ －2である。=n nＡ Ｂ
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(17) スコアー：データのバラツキを表す統計量である。Z

スコアーの一般的な評価基準では、絶対値が2以下の場合は「満足」、2Z

を越え3未満の場合は「疑わしい」、3以上の場合は「不満足」と判定する。

しかし スコアーは検査結果のバラツキを見る指標であり、3以上であってZ

も、それだけで精度が確保できなかったと判断することはできない。

（18）四分位数

Ｎ個のデータを小さい順に並べた時に[｛ｉ×（Ｎ－１）／４} １]番目の+

データを第ｉ四分位数と呼ぶ。

第２四分位数（ 2）は中央値であり、第３四分位数（ 3）－第１四分位数Q Q

（ 1）は四分位数範囲と呼ばれ分布のバラツキの代表値である。Q

スコアー＝（ － 2）／0.7413（ 3－ 1）Z Q Q Qx
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付録 4 

千葉県水道水質管理連絡協議会会則 

 

第１章 総則 

(名称) 

第１条 この協議会は、千葉県水道水質管理連絡協議会（以下「協議会」）という。 

(目的・事業) 

第２条 この協議会は、千葉県水道水質管理計画の円滑な実施に資するため、水質検査、 

水質監視に係る諸問題についての情報交換を行うとともに、必要に応じて検討を行う。 

(組織) 

第３条 この協議会は、別表１に掲げる関係行政機関、水道事業者、及び用水供給事業 

者(以下「水道事業者等」)及び地方公共団体の水質検査機関の担当課長等をもって組織 

する。 

第２章 役員 

(役員) 

第４条 協議会の会長は、千葉県総合企画部水政課長とする。 

２ 会長は、この協議会を代表して会務を総括する。 

第３章 会議 

(会議) 

第５条 この協議会の通常会議は、毎年１回開催する。 

２ 会長が必要と認めたときには、臨時会議を開催することができる。 

３ 会議は、会長が招集する。 

４ 会議の議長は、会長が務める。 

第４章 幹事会 

(幹事会) 

第６条 協議会の円滑な運営を図るために幹事会を置く。 

２ 幹事会は、別表２に掲げる機関の職員のうち会長が指名する者をもって組織す 

る。 

３ 幹事会の幹事長は、会長が指名する。 

４ 幹事会は、会長が招集する。 

第５章 委員会 

(委員会) 

第７条 協議会の会長は、必要に応じて委員会を置くことができる。 

２ 委員会には、会長が指名する委員長を置く。 

３ 委員会に属する委員は、会長が指名する。 

４ 委員長は、委員会の事務を総括し、委員会における会議の内容及び結果等につ 

いて協議会に報告するものとする。 

５ 前４項に定めるもののほか、委員会の運営について必要な事項は委員長が会長 

に諮って定める。 

第６章 事務局 

(事務局) 

第８条 協議会の事務を処理するため、事務局を置く。 

２ 事務局は、千葉県総合企画部水政課に置く。 

第７章 その他 

(委任) 

第９条 この会則に定めのないもので必要な事項は、会長が別に定める。 
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附則 

１．この会則は、平成 6 年 3 月 8 日から施行する。 

２．この会則は、平成 7 年 3 月 28 日から施行する。 

３．この会則は、平成 12 年 4 月 1 日から施行する。 

４．この会則は、平成 16 年 4 月 1 日から施行する。 

５．この会則は、平成 18 年 4 月 1 日から施行する。 

６．この会則は、平成 21 年 4 月 1 日から施行する。 

７．この会則は、平成 23 年 1 月 24 日から施行する。 

８．この会則は、平成 24 年 1 月 24 日から施行する。 

９．この会則は、平成 24 年 4 月 2 日から施行する。 

１０．この会則は、平成 26 年 2 月 4 日から施行する。 

１１．この会則は、平成 27 年 1 月 26 日から施行する。 

１２．この会則は、平成 28 年 2 月  1 日から施行する。 
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別表１

協議会名簿 

九十九里地域水道企業団 浄水課長 富里市水道課 水道課長

北千葉広域水道企業団 水質管理室総括 印西市水道部 水道課長

東総広域水道企業団 浄水課長 長門川水道企業団 水道課長

君津広域水道企業団 工務課長 白井市環境建設部 上下水道課長

印旛郡市広域市町村圏事務組合 工務課長 香取市建設水道部 水道工務課長

南房総広域水道企業団 浄水課長 多古町生活環境課 生活環境課長

千葉県水道局 技術部浄水課長 神崎町まちづくり課 水道担当主幹

千葉市水道局 水道事業事務所長 銚子市水道課 水道課長

市原市水道部 新井浄水場長 東庄町まちづくり課 まちづくり課長

松戸市水道部 工務課長 旭市水道課 水道課長

習志野市企業局 供給課長 八匝水道企業団 事務局長

野田市水道部 工務課長 山武郡市広域水道企業団 東金配水場長

柏市水道部 浄水課長 長生郡市広域市町村圏組合 施設課長

流山市上下水道局 上下水道事業管理者 山武市水道課 水道課長

八千代市上下水道局 維持管理課長 勝浦市水道課 水道課長

我孫子市水道局 工務課長 大多喜町環境水道課 環境水道課長

木更津市水道部 工務課長 御宿町建設環境課 建設環境課長

君津市水道部 工務課長 いすみ市水道課 水道課長

富津市水道部 工務課長 鴨川市水道局 水道局長

袖ヶ浦市水道局 次長 南房総市水道局 水道局長

成田市水道部 工務課長 鋸南町水道課 水道課長

佐倉市上下水道部 施設課長 三芳水道企業団 事務局長

四街道市水道事業センター 工務課長 芝山町総務課企画政策係 総務課企画政策担当課長

酒々井町上下水道課 上下水道課長

八街市水道課 水道課長

千葉県衛生研究所 生活環境研究室長 千葉市環境保健研究所 健康科学課長

柏市　保健所生活衛生課長

水　　道　　事　　業　　者　　等

検　　査　　機　　関

千葉県 健康福祉部薬務課長　 

千葉市 保健福祉局健康部生活衛生課長

船橋市 保健所衛生指導課長

行　　政　　機　　関

千葉県 総合企画部水政課長　 
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別表２

幹事会名簿

　千葉県総合企画部水政課 

　千葉県健康福祉部薬務課

　九十九里地域水道企業団 

　北千葉広域水道企業団

　香取市建設水道部

　千葉県水道局技術部浄水課

　千葉市水道局

　市原市水道部 

　東総広域水道企業団 

　君津広域水道企業団 

　印旛郡市広域市町村圏事務組合  

　南房総広域水道企業団 
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水 質 検 査 精 度 管 理 委 員 会 運 営 規 程

（設置）

第１条 水道水の水質基準に関する水質検査の円滑な実施及び水質検査精度の向上を図る

ため、千葉県水道水質管理連絡協議会会則第７条第１項の規定により、水質検査精度

管理委員会を設置する。

（組織）

第２条 水質検査精度管理委員会（以下「委員会」という。）は、委員長及び委員を

もって組織する。

２ 委員長は、薬務課長の職にある者をもって充てる。

３ 委員は、別表に掲げる職にある者をもって充てる。

（業務）

第３条 委員会は、次に掲げる業務を行う。

（１）水質検査の精度管理に関すること。

（２）水質検査技術の向上に関すること。

（３）水質検査の推進に係る会員相互の情報交換に関すること。

（４）その他業務の実施に必要な事項に関すること。

（会議）

第４条 委員会の会議は、必要に応じて委員長が招集する。

２ 会議の議長は委員長とする。

（事務局）

第５条 委員会の事務を処理するため、健康福祉部薬務課に事務局を置く。

（雑則）

第６条 委員会の運営その他この規程の施行について必要な事項は、委員長が別に定める。

附則

この規程は、平成７年７月３１日から施行する。

附則

この規程は、平成１２年４月１日から施行する。

附則

この規程は、平成１５年４月１日から施行する。

附則

この規程は、平成２０年４月１日から施行する。

付録５
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＜別 表＞

委員長 千 葉 県 健 康 福 祉 部 薬 務 課 課 長

委 員 千 葉 県 総 合 企 画 部 水 政 課 水 道 事 業 室 副 主 幹

委 員 千 葉 県 衛 生 研 究 所 生 活 環 境 研 究 室 長

委 員 千 葉 県 水 道 局 技 術 部 浄 水 課 水 質 管 理 班 主 査

委 員 千 葉 県 水 道 局 水 質 セ ン タ ー 調 査 課 長

委 員 北 千 葉 広 域 水 道 企 業 団 技術部水質管理室主査

委 員 君 津 広 域 水 道 企 業 団 浄 水 課 セ ン タ ー 長

委 員 東 総 広 域 水 道 企 業 団 浄水課水質係副主査

委 員 九 十 九 里 地 域 水 道 企 業 団 浄水課水質検査室長

委 員 南 房 総 広 域 水 道 企 業 団 浄水課水質班副主幹

委 員 千 葉 市 環 境 保 健 研 究 所 健 康 科 学 課 長

委 員 （一財）千葉県薬剤師会検査センター 技 術 検 査 部 長

千葉県水道水質管理連絡協議会会則第７条第２項に基づき委員長、同条第３項に

基づき委員が会長から指名を受けています。
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付録６ 

平成２７年度水質検査精度管理委員会委員名簿 

 

 
 

委 員 所 属 及 び 職 名 氏 名 所 属 住 所 電 話 番 号 

健康福祉部薬務課長 大谷 俊介 千葉市中央区市場町１－１ 043-223-2623 

総合企画部水政課 水道事業室副主幹 坪倉 隆 千葉市中央区市場町１－１ 043-223-2629 

衛生研究所 生活環境研究室長 岸田 一則 千葉市中央区仁戸名町６６６－２ 043-266-7983 

千葉県水道局技術部浄水課  

水質管理班主査 
清宮 佳幸 

千葉市花見川区幕張町 

５－４１７－２４ 
043-211-8673 

千葉県水道局水質センター 調査課長 渡部 祐介 千葉市美浜区若葉３－１－７ 043-296-8100 

北千葉広域水道企業団  

技術部水質管理室主査 
高橋 真紀 流山市桐ヶ谷１３０ 04-7158-8091 

君津広域水道企業団 浄水課センター長 前田 倫孝 木更津市大寺３４６番地 0438-98-8841 

東総広域水道企業団  

浄水課水質係副主査 
田谷 賢一 香取郡東庄町笹川ろ１ 0478-86-3821 

九十九里地域水道企業団  

浄水課水質検査室長 
深山 亮 東金市東金７６９番地２ 0475-54-3492 

南房総広域水道企業団  

浄水課水質班副主幹 
齋藤 直樹 夷隅郡大多喜町小谷松５００ 0470-82-5651 

千葉市環境保健研究所 健康科学課長 都竹 豊茂 千葉市美浜区幸町１－３－９ 043-238-9951 

（一財）千葉県薬剤師会検査センター 

技術検査部長 
粕谷 智浩 

千葉市中央区中央港 

１－１２－１１ 
043-242-5940 
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平成２７年度参加機関

平成２７年度第1回（臭素酸） 平成２７年度第2回（トリクロロ酢酸）

北千葉広域水道企業団 北千葉広域水道企業団

東総広域水道企業団 東総広域水道企業団

君津広域水道企業団 君津広域水道企業団

南房総広域水道企業団 南房総広域水道企業団

千葉県水道局水質センター 千葉県水道局水質センター

千葉県水道局ちば野菊の里浄水場 千葉市環境保健研究所

千葉県水道局柏井浄水場 （一財）千葉県薬剤師会検査センタ－

千葉県水道局福増浄水場 （株）江東微生物研究所

千葉市環境保健研究所 （一財）千葉県環境財団

（一財）千葉県薬剤師会検査センタ－ （株）上総環境調査センター

（株）江東微生物研究所 （株）ダイワ

中外テクノス（株） 習和産業（株）

（一財）千葉県環境財団 （一社）群馬県薬剤師会環境衛生試験センター　

（株）上総環境調査センター （一財）茨城県薬剤師会検査センター

（株）ダイワ　 内藤環境管理（株）

（株）ユーベック 平成理研（株）

（一社）群馬県薬剤師会環境衛生試験センター オーヤラックスクリーンサービス（株）

（一財）茨城県薬剤師会検査センター いであ（株）

平成理研（株） ユーロフィン日本環境(株)

（株）エヌ・イーサポート 東京テクニカル・サービス（株）

オーヤラックスクリーンサービス（株） （株）ビー・エム・エル

いであ（株） （株）保健科学東日本　

ユーロフィン日本環境(株) （株）トータル環境システム　

東京テクニカル・サービス（株） （株）総合環境分析

（株）ビー・エム・エル 日本総合住生活（株）

（株）保健科学東日本 （株）日本分析

（株）トータル環境システム　 26機関参加

（株）総合環境分析

日本総合住生活（株）

（株）日本分析

内藤環境管理（株）

31機関参加

付録７
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付録 8 

水質検査精度管理実施の記録 

実施年月日 事     項 
平成 7 年 7 月 31 日 平成 7 年度水質検査精度管理委員会（松井宏之 委員長） 
平成 7 年 10 月 30 日 塩素イオン（41 機関）及び色度（63 機関）の検査，薬務課担当：今吉佑子，木村威 
平成 8 年 2 月 23 日 平成 7 年度結果報告 場所：県文書館 6F 多目的ホール，報告：日野隆信 
平成 8 年 6 月 20 日 平成 8 年度第 1 回水質検査精度管理委員会（松井宏之 委員長） 
平成 8 年 10 月 2 日 トリハロメタン類の検査（17 機関），薬務課担当：桝谷暁宏，木村 威 
平成 9 年 1 月 20 日 塩素イオン（48 機関）及び色度（68 機関）の検査 
平成 9 年 3 月 10 日 平成 8 年度第 2 回水質検査精度管理委員会（松井宏之 委員長） 
平成 9 年 3 月 12 日 平成 8 年度結果報告 場所：県文書館多目的ホール，報告：日野隆信，中山和好 
平成 9 年 9 月 9 日 平成 9 年度第 1 回水質検査精度管理委員会（松井宏之 委員長） 
平成 9 年 10 月 21 日 濁度の検査（53 機関），薬務課担当：桝谷暁宏，田中修司 
平成 9 年 12 月 10 日 トリハロメタン類の検査（16 機関） 
平成 10 年 3 月 20 日 平成 9 年度第 2 回水質検査精度管理委員会（松井宏之 委員長） 
平成 10 年 4 月 28 日 平成 10 年度第 1 回水質検査精度管理委員会（藤代良彦 委員長） 
平成 10 年 5 月 8 日 平成 9 年度結果報告 場所：千葉市文化センター，報告：日野隆信，成冨武治 
平成 10 年 7 月 14 日 pH 値の検査（70 機関），薬務課担当：山野隆史，田中修司 
平成 10 年 10 月 20 日 ヒ素の検査（17 機関） 
平成 11 年 3 月 15 日 平成 10 年度第 2 回水質検査精度管理委員会（藤代良彦 委員長） 
平成 11 年 4 月 27 日 平成 11 年度第 1 回水質検査精度管理委員会（小泉光正 委員長） 
平成 11 年 5 月 11 日 平成 10 年度結果報告 場所：千葉市文化センター，説明：日野隆信，福嶋得忍 
平成 11 年 7 月 13 日 
 

有機物等（過マンガン酸カリウム消費量）の検査（47 機関），薬務課担当：山野隆史， 
渡辺俊雄 

平成 11 年 10 月 26 日 ヒ素の検査（19 機関） 
平成 12 年 3 月 24 日 平成 11 年度第 2 回水質検査精度管理委員会（小泉光正 委員長） 
平成 12 年 5 月 9 日 
 

平成 11 年度結果報告 場所：千葉市文化センター，説明：日野隆信，中西成子 
特別講演「ダイオキシンの分析について」千葉県水質保全研究所主席研究員 吉澤 正 

平成 12 年 7 月 11 日 
 

有機物等（過マンガン酸カリウム消費量）の検査（43 機関），薬務課担当：木村 威， 
渡辺俊雄 

平成 12 年 10 月 17 日 硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素の検査（43 機関） 
平成 13 年 3 月 16 日 平成 12 年度水質検査精度管理委員会（小泉光正 委員長） 
平成 13 年 5 月 11 日 
 

平成 12 年度結果報告 場所：千葉市文化センター，説明：日野隆信，中山和好 
特別講演「計量検定等について」千葉県計量検定所課長 岡 和雄 

平成 13 年 7 月 10 日 大腸菌群の検査（40 機関），薬務課担当：鵜澤俊雄，竹内博文 
平成 13 年 10 月 17 日 硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素の検査（40 機関） 
平成 14 年 3 月 15 日 平成 13 年度水質検査精度管理委員会（小泉光正 委員長） 
平成 14 年 5 月 10 日 
 
 

平成 13 年度結果報告 場所：千葉市文化センター，説明：日野隆信，福嶋得忍                    
特別講演「クリプトスポリジウム汚染とその指標菌について」千葉県衛生研究所  
小岩井憲司，福嶋得忍 

平成 14 年 7 月 23 日 大腸菌群の検査（40 機関），薬務課担当：鵜澤俊雄，吉田智也 
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実施年月日 事     項 
平成 14 年 10 月 29 日 鉛の検査（20 機関） 
平成 15 年 3 月 14 日 平成 14 年度水質検査精度管理委員会（進藤 攻 委員長） 
平成 15 年 5 月 9 日 
 

平成 14 年度結果報告  場所：千葉市文化センター，説明：日野隆信，福嶋得忍                       
特別講演「千葉県の地下水について」千葉県環境研究センター 佐藤賢司 

平成 15 年 7 月 29 日 塩素イオンの検査（41 機関），薬務課担当：舩岡紀子，元木裕二 
平成 15 年 10 月 28 日 マンガンの検査（24 機関） 
平成 16 年 3 月 17 日 平成 15 年度水質検査精度管理委員会（進藤 攻 委員長） 
平成 16 年 5 月 7 日 
 
 

平成 15 年度結果報告 場所：千葉県文書館, 説明：成富武治, 日野隆信 
講演「水質検査機関の信頼性確保について ～水道法及び水道法施行規則の改正～」 
薬務課主査 元木裕二 

平成 16 年 7 月 27 日 濁度の検査（28 機関）, 薬務課担当：坂井恒充, 元木裕二 
平成 16 年 11 月 9 日 マンガン及びその化合物の検査（26 機関） 
平成 17 年 3 月 11 日 平成 16 年度水質検査精度管理委員会（西田幸廣 委員長） 
平成 17 年 6 月 16 日 
 

平成 16 年度結果報告 場所：千葉県庁 5 階会議室, 説明：福嶋得忍,中山和好 
研究発表４題：菅原能子, 渡鍋泰義, 日向 瞳, 小泉 薫 

平成 17 年 7 月 26 日 濁度の検査（30 機関）, 薬務課担当：萩野良雄 
平成 17 年 10 月 18 日 臭素酸の検査（13 機関） 
平成 18 年 2 月 13 日 平成 17 年度水質検査精度管理委員会（西田幸廣 委員長） 
平成 18 年 5 月 24 日 平成 17 年度結果報告 場所：県文書館多目的ホール, 説明：中西成子, 小高陽子 

特別講演（1）「水質試験方法の国際規格との一体化」 
長生健康福祉センター副センター長 日野隆信 
特別講演（2）「北千葉広域水道企業団における ISO 17025 の取得について」 
北千葉広域水道企業団技術部水質管理室検査班副主幹 北原陽一 

平成 18 年 7 月 25 日 鉄及びその化合物の検査（24 機関）, 薬務課担当：原田利栄 
平成 18 年 10 月 17 日 有機物（全有機炭素の量）の検査（21 機関） 
平成 19 年 3 月 20 日 平成 18 年度水質検査精度管理委員会（日下秀昭 委員長） 
平成 19 年 5 月 18 日 平成 18 年度結果報告 場所：千葉市文化センターⅡ・Ⅲ・Ⅳ会議室, 説明：相川建彦, 

中西成子 
特別講演「水系感染症と危機管理対策」 
千葉県衛生研究所感染疫学研究室 主席研究員 三瓶憲一 

平成 19 年 7 月 24 日 アルミニウム及びその化合物の検査（21 機関）, 薬務課担当：原田利栄 
平成 19 年 10 月 23 日 鉄及びその化合物の検査（27 機関）, 薬務課担当：元木裕二, 原田利栄 
平成 20 年 3 月 21 日 平成 19 年度水質検査精度管理委員会（日下秀昭 委員長） 
平成 20 年 5 月 18 日 平成 19 年度結果報告 場所：千葉県文化会館聖賢堂 第 1 会議室, 説明：安齋響子， 

相川建彦 
特別講演「細菌検査における留意事項について」 
千葉県衛生研究所細菌研究室室長 依田清江 

平成 20 年 7 月 29 日 1,4-ジオキサンの検査（25 機関）, 薬務課担当：江沢健一 
平成 20 年 10 月 21 日 鉄及びその化合物とアルミニウム及びその化合物の検査（20 機関）, 

薬務課担当：江沢健一 
平成 21 年 3 月 13 日 平成 20 年度水質検査精度管理委員会（舩岡紀子 委員長） 
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実施年月日 事     項 
平成 21 年 5 月 22 日 平成 20 年度結果報告 場所：千葉県庁 5 階大会議室,説明：相川建彦，中西成子 

特別講演「最近の水道水質について」 
厚生労働省健康局水道課水道水質管理室 清宮佳幸 

平成 21 年 7 月 28 日 シアン化物イオン及び塩化シアンの検査（26 機関）, 薬務課担当：原田利栄 
平成 21 年 10 月 20 日 塩素酸の検査（25 機関）, 薬務課担当：原田利栄 
平成 22 年 2 月 4 日 平成 21 年度水質検査精度管理委員会（舩岡紀子 委員長） 
平成 22 年 5 月 14 日 平成 21 年度結果報告 場所：千葉県庁 5 階大会議室,説明：相川建彦，安齋馨子 

特別講演「有機フッ素化合物（PFOS，PFOA 等）の分析と環境実態について」 
環境研究センター廃棄物・化学物質研究室 主席研究員 吉澤正 

平成 22 年 7 月 13 日 色度の検査（37 機関）, 薬務課担当：中橋ひろみ 
平成 22 年 10 月 19 日 カドミウム及びその化合物の検査（28 機関）,薬務課担当：中橋ひろみ 
平成 23 年 1 月 24 日 平成 22 年度水質検査精度管理委員会（本多信行 委員長） 
平成 23 年 5 月 26 日 平成 22 年度結果報告 場所：千葉県庁 5 階大会議室，説明：富田隆弘，照屋富夫 

特別講演「水道水におけるクリプトスポリジウムとジアルジアの検査方法について」 
衛生研究所 生活環境研究室 室長 岸田一則 

平成 23 年 10 月 4 日 トリクロロエチレンの検査（28 機関），薬務課担当：松本由佳 
平成 23 年 10 月 18 日 マンガン及びその化合物の検査（35 機関），薬務課担当：松本由佳 
平成 24 年 1 月 24 日 平成 23 年度水質検査精度管理委員会（本多信行 委員長） 
平成 24 年 5 月 22 日 平成 23 年度結果報告 場所：千葉県庁 5 階大会議室，説明：長谷川康行，照屋富夫 

特別講演「水質検査の信頼性確保に関する取組について」 
厚生労働省健康局水道課水道水質管理室 小嶋隼 

平成 24 年 7 月 10 日 有機物（全有機炭素（TOC）の量）（44 機関），薬務課担当：松本由佳 
平成 24 年 10 月 16 日 硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素（42 機関），薬務課担当：松本由佳 
平成 25 年 1 月 23 日 平成 24 年度水質検査精度管理委員会（能重芳雄 委員長） 
平成 25 年 5 月 10 日 平成 24 年度結果報告 場所：千葉県庁 5 階大会議室，説明：長谷川康行，薗部真理奈 

特別講演「水道水質検査方法の開発とその妥当性評価‐農薬類を例に‐」 
国立医薬品食品衛生研究所生活衛生化学部第三室長 小林憲弘 

平成 25 年 7 月 2 日 鉛及びその化合物（34 機関），薬務課担当：長倉恭子 
平成 25 年 10 月 16 日 ホルムアルデヒド（28 機関），薬務課担当：長倉恭子 
平成 26 年 1 月 27 日 平成 25 年度水質検査精度管理委員会（能重芳雄 委員長） 
平成 26 年 5 月 19 日 平成 25 年度結果報告 場所：千葉県庁 5 階大会議室，説明：関根広幸，小高陽子 

特別講演「水道水源における水道事故への対応の強化」 
公益社団法人 日本水道協会 工務部 次長 佐藤親房 

平成 26 年 7 月 2 日 蒸発残留物（34 機関），薬務課担当：神力絢子 
平成 26 年 10 月 22 日 陰イオン界面活性剤（27 機関），薬務課担当：神力絢子 
平成 27 年 1 月 21 日 平成 26 年度水質検査精度管理委員会（本木義雄 委員長） 
平成 27 年 5 月 18 日 平成 27 年度結果報告 場所：千葉県庁 5 階大会議室，説明：関根広幸，薗部真理奈 

特別講演「消毒副生成物の実態と管理」 
国立保健医療科学院 生活環境研究部 主任研究官 小坂浩司  

平成 27 年 7 月 8 日 臭素酸（31 機関），薬務課担当：東徳子 
平成 27 年 10 月 21 日 トリクロロ酢酸（26 機関），薬務課担当：東徳子 
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平成 28 年 1 月 29 日 平成 27 年度水質検査精度管理委員会（大谷俊介 委員長） 
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平成２８年２月

千葉県健康福祉部薬務課

千葉県千葉市中央区市場町１番１号

電話 043-223-2618

FAX 043-227-5393


